
註

1)上野国府の研究についてはここでは詳細には触れないが、国府の所

在地や規模について、これまで多くの研究が進められてきた。上野国

府の研究論文については、前橋市教育委員会 1985「文化財調査報告書」

などに一吃表が掲載され、その内容について説明がなされている。ま

た、元総社明神遺跡、寺田遺跡、元総社寺田遺跡などで国府に関連す

る可能性のある遺構が確認されている。

2) As-B下水田の総数については、相京建史氏、春山秀幸氏、新井仁氏、

齋藤英敏氏作成の資料より抜粋して記述させていただいた。

3)前橋市の中原遺跡群では、弘仁 9(818)年の地震により発生した洪

水により埋没した水田が検出されている。この水田は条里地割が確認

できるものであり、坪を区画する東西の大畦畔 5本、南北の大畦畔 5

本が確認されている。詳細は下記の各発掘調査報告書を参考されたい。

都所敬尚他 1993「中原遺跡群 I」前橋市埋蔵文化財発掘調査団。

荻野博巳 1994「中原遺跡群II」前橋市埋蔵文化財発掘調査団。

関口孝他 1995「中原遺跡群IV」前橋市埋蔵文化財発掘調査団。

荻野博巳 1996「中原遺跡群III・V・VII」前橋市埋蔵文化財発掘調査団。

引用参考文献

新井 仁 2001「群馬県における平安時代の水田開発について ー前橋台

地南部を中心とした試論ー」 「研究紀要」19p.21-34閲群馬県埋蔵文化

財調査事業団。

石川正之助 1975「II22地区 5 まとめ」「上越新幹線地域埋蔵文化財

発掘調査概報 I」p.14-21群馬県教育委員会文化財保護課。

梅澤重昭 1996「第四節二条里水田の遺構と集落」、 「第四節三市域の

条里水田址」「太田市史」通史編原始古代p.443-460太田市史編纂室。

大江正行他 1982「日高遺跡」帥群馬県埋蔵文化財調査事業団。

大江正行 1988「第III章考察第 1節瓦類」「有馬廃寺跡」群馬県渋川

市教育委員会。

大江正行 1990「第 7篇考察」「太田市八幡遺跡」p.139-146帥群馬県埋

蔵文化財調査事業団。

岡田隆夫 1991「特論上野国の条里制」「群馬県史」通史編 2 原始古代

2 p.807-918群馬県史編さん委員会。

関口功ー 1986「鏑川流域の条里的地割一条里的地割の設定と持続に関

する一事例ー」「条里制研究」第 2号p.81-98条里制研究会。

高崎市市史編さん委員会 2000「新編高崎市史」資料編 2原始古代II。

田島桂男他 1979「大八木水田遺跡」高崎市教育委員会。

能登健 • 田中雄 2000 「考古学的にみた甘楽条里遺跡（大山前地区）

の耕地変遷」「甘楽条里遺跡（大山前地区） •福島椿森遺跡」p.74- 102 閲

群馬県埋蔵文化財調査事業団

藤巻幸男 1993「五目牛清水田遺跡」閲群馬県埋蔵文化財調査事業団。

丸山清康 1970「講激記録渋川市有馬の条里制について」「群馬文化」

第115号p.2 -13 

三友国五郎 1959「関東地方の条里」「埼玉大学紀要社会科学編（歴史学、

地理学）」第 8巻p.1 -22埼玉大学。

横倉巽ー・西川正道 1982「考察 I B軽石下水田址の現状と課題」「日

高遺跡（IV)」p.93-108高崎市教育委員会。

横倉興ー 1986「上野国府周辺における条里遺構の問題点」「条里制研究」

第 2号 p.61-80条里制研究会。

群馬県内条里制研究資料の収集と解題
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付
表

県
内

条
里

関
連
遺

構
発

掘
調

査
一

覧
（
平
成

14
年

2
月
作
成
）

こ
の
表
に
つ
い
て

•
こ
の
表
は
群
馬
県
内
に
お
い
て
発
掘
調
査
さ
れ
、
条
里
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
遺
跡
一
覧
表
で
あ
る
。
報
告
書
内
に
お
い
て
遺
構
に
関
し
て
条
里
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
も
の
を
抽
出
し
た
。

•
こ
こ
で
は
「
条
里
関
連
遺
構
」
と
し
て
、
一
坪
を
区
画
す
る
遺
構
（
大
畦
畔
な
ど
）
、
坪
内
を
区
画
す
る
遺
構
（
小
畦
畔
な
ど
）
、
条
里
水
田
の
水
利
に
利
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
水
路
遺
構
（
大
型
水
路
な
ど
）
を
取
り
上
げ
た
。

・
「

遺
跡

名
」

に
つ

い
て

、
基

本
的

に
は

報
告

書
記

載
名

を
用

い
た

。
遺

跡
名

称
が

同
じ

で
調

査
年

度
が

異
な

る
も

の
が

あ
る

。
こ

れ
は

遺
跡

説
明

な
ど

の
便

宜
上

、
発

掘
報

告
書

ご
と

に
分

け
て

記
述

し
た

も
の

で
あ

る
。

・
遺
跡
の
並
び
順
は
、
ま
ず
第

一
に

市
町

村
名

を
五

十
音

順
に

並
べ

、
そ

の
後

、
市

町
村

ご
と

に
五

十
音

順
に

遺
跡

名
を

並
べ

た
。

・
「
調
査
さ
れ
た
条
里
」
の
欄
に
つ
い
て
、
「
踏
襲
」
は

A
s
-
B
降

下
以

降
に

条
里

地
割

が
踏

襲
さ

れ
て

存
在

す
る

の
が

確
認

で
き

た
遺

跡
、

「
A
s
-
B
下
」
は

A
s
-
B
下
に
お
い
て
条
里
地
割
が
確
認
さ
れ
た
遺
跡
、
「
A
s
-
B
下
下
層
」
は

A
s
-
B
降
下
前
の

時
点

の
条

里
地

割
が

確
認

さ
れ

た
遺

跡
を

示
す

。
各

欄
に

お
け

る
印

に
つ

い
て

、
0

は
一

坪
を

区
画

す
る

地
割

関
連

遺
構

が
確

認
さ

れ
た

も
の

、
△

は
条

里
を

想
定

さ
せ

る
坪

内
区

画
遺

構
、

一
坪

を
区

画
す

る
と

見
ら

れ
る

地
割

関
連

遺
構

が
確

認
さ

れ
た
も
の
、

口
は

条
里

に
関

連
す

る
と

見
ら

れ
る

水
路

が
検

出
さ

れ
た

も
の

を
示

す
。

・
「
記
述
内
容

・
備

考
」

の
欄

に
は

報
告

書
記

載
内

容
の

概
略

を
記

述
し

た
。

詳
細

は
各

文
献

を
参

照
さ

れ
た

い
。

圭 冷 花 湘 2 0

N(
l 

遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町

村
大

字
踏

襲
A
s
-
B

 A
s
-
B

 
①

 
②

 
③

 
④

 
下

下
下

層

1
 五

目
牛

清
水

田
・
中

①
I

 H
水

田
と

さ
れ

る
A
s
-
B
層
よ
り
下
屈
の
氾
濫
層
（
弘
仁

9
年、

81
8
年
の
大
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
混
流
）
下
水
田
、

A
s
-
B
下

水
田

に
お

赤
堀

町
五

目
牛

゜゚
゜

20
 

い
て
条
里
地
割
を
確
認
。

I
H
水

田
の

3
区
で
南
北
大
畔
、

4
区
13
2
号

溝
間

は
1
0
9
m
。

I
H
氾

濫
層

下
の

条
里

水
田

の
施

行
時

期
は

出
土

遺
物

田
遺
跡

か
ら

8
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
。

2
 書

上
本

山
遺

跡
伊

勢
崎

市
三

和
町

△
 

4
 

①
東

西
、

南
北

走
向

の
溝

検
出

。
地

割
に

沿
う

も
の

。
遺

物
か

ら
平

安
時

代
の

も
の

と
判

断
。

3
 波

志
江

中
峰

岸
遺

跡
伊

勢
崎

市
波

志
江

町
△

 
5

 
①

一
辺

9
~
1
3
m
程
の
や
や
縦
長
長
方
形
区
画
が
見
ら
れ
る
。

A
s
-
B
下
水
田
に
お
い
て
条
里
制
地
割
の
影
響
が
看
取
さ
れ
た
。

4
 波

志
江

六
反

田
遺

跡
伊

勢
崎

市
波

志
江

町
△

 
5

 
①

A
s
-
B
下

で
検

出
さ

れ
た

水
田

の
畦

畔
は

波
志

江
中

峰
岸

遺
跡

の
走

向
と

一
致

。

5
 秋

妻
条

里
邑

楽
町

秋
妻

邑
l

①
秋

妻
に

は
現

在
も

一
町

四
方

の
地

割
が

あ
る

と
さ

れ
る

。
明

治
初

年
の

地
積

図
か

ら
条

里
水

田
の

存
在

が
推

測
さ

れ
て

お
り

、
条

里
水

田
東

端

を
確
認
す
る
た
め
試
掘
を
お
こ
な
う
。
水
田
検
出
さ
れ
ず
。

6
 藤

川
条

里
邑

楽
町

藤
川

邑
l

①
条

里
水

田
の

範
囲

か
確

認
の

た
め

の
試

掘
調

査
を

実
施

。
水

田
検

出
さ

れ
ず

。

7
 藤

川
堰

遺
跡

邑
楽

町
藤
川

邑
2

①
東

西
、

南
北

畦
畔

を
検

出
。

条
里

制
に

伴
う

も
の

か
は

不
明

。
付

図
に

藤
川

村
地

引
絵

図
（

カ
ラ

ー
）

あ
り

。

8
 二

の
宮

遺
跡

太
田

市
古

氷
、

矢
田

太
1

①
ト
レ
ン
チ
調
査
の
結
果
、

A
s
-
B
下

水
田

を
検

出
。
条
里
地
割
に
則
っ
た
水
田
と
見
ら
れ
る
。

堀
△

 

，
 

丸
山

腰
巻

遺
跡

太
田

市
緑

町
太

2
①

周
辺

は
古

氷
条

里
と

呼
ば

れ
る

地
域

で
土

地
改

良
前

ま
で

条
里

地
割

が
残

存
。

A
s
-
B
下

に
お

い
て

条
里

地
割

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
が

、
第

2
、

3
ト

レ
ン

チ
で

確
認

さ
れ

た
南

流
す

る
幅

約
2

m
の
溝
は
南
側
の
条
里
水
田
に
導
水
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

10
 
世

良
田

諏
訪

下
遺

跡
尾

島
町

世
良

田

゜
尾

1
①
洪
水
層
に
覆
わ
れ
た
平
安
時
代
の
水
田
を
検
出
。

G
地

区
に

は
幅
1
l
m
の
南
北
大
畦
畔
あ
り

。
大
畦
畔
の
西
側
に
微
高
地
が
存
在
す
る
が
、

そ
こ

ま
で

の
距

離
は

約
1
0
5
m
で

あ
り

一
町

に
近

い
。

半
折

型
を

指
向

す
る

様
子

も
見

ら
れ

条
里

制
に

撚
っ

た
水

田
の

可
能

性
高

い
。

①
第

4
調

査
地

点
に

お
い

て
一

町
を

区
画

す
る

と
考

え
ら

れ
る

畦
畔

S
F

1,
 

2,
 
3
を
検
出
。
②
第
16

• 1
7
調

査
地

点
は

一
町

を
画

す
る

地
割

11
 

甘
楽

条
里

遺
跡

甘
楽

町
造
石
•
福
島

O
△

 
甘

1
甘

2
甘

3
甘

4
に

関
連

す
る

遺
構

が
検

出
さ

れ
る

可
能

性
の

あ
る

調
査

区
だ

が
、

関
連

遺
構

は
検

出
で

き
な

か
っ

た
。

③
第

19
調

査
地

点
北

側
は

条
里

一
町

地
割

に
関

連
す

る
遺

構
の

想
定

さ
れ

る
地

点
で

あ
っ

た
が

特
に

検
出

な
し

。
④

小
畦

畔
検

出
。

走
向

は
東

西
、

南
北

。

12
 

甘
楽

条
里

遺
跡

甘
楽

町
福

島
21
 

①
A
s
-
B
下

水
田

検
出

。
畦

畔
に

挟
ま

れ
た

溝
、

小
畦

畔
を

検
出

。
さ

ら
に

同
水

田
下

層
に

微
高

地
部

分
に

平
安

時
代

9
世

紀
後

半
頃

の
遺

物
包

（
大
山
前
地
区
）

△
 

含
層

、
谷

地
部

分
に

弥
生

時
代

か
ら

継
続

的
に

造
ら

れ
た

溝
群

を
検

出
。

①
8
世
紀
代
の
用
水
路
を
検
出
。
「
牛
堀
」
の
東
側
に
延
長
す
る
と
見
ら
れ
る

D
-
1
溝

を
検

出
し

、
遺

跡
内

で
は

分
水

し
て

小
用

水
路

に
よ

り
水

13
 
矢

ノ
原

遺
跡

境
町

東
新

井
口

境
l

田
方
向
に
水
を
引
く
様
子
や
堰
が
確
認
さ
れ
た
。

A
s
-
B
降

下
以

前
に

廃
絶

。
水

路
方

向
は

真
北

軸
に

直
行

し
条

里
遺

構
の

存
在

を
示

唆
す

る
と

と
も
に
、
推
定
「
東
山
道
」
と
も
一
部
で
重
複
す
る
。

①
条

里
制

遺
構

の
存

在
が

考
え

ら
れ

て
い

た
が

A
s
-
B
の

存
在

が
確

認
で

き
ず

条
里

制
遺

構
は

検
出

さ
れ

な
か

っ
た

。
多

数
の

溝
土

坑
ピ

ッ
ト

14
 

有
馬

条
里

遺
跡

渋
川

市
八

木
原

1
 

2
 

を
確

認
。

②
土

地
改

良
以

前
の

地
図

で
は

条
里

制
水

田
遺

構
が

観
察

で
き

る
。

土
地

改
良

に
よ

り
こ

れ
ら

の
地

割
は

消
滅

し
て

し
ま

っ
た

と
思

わ

れ
る
。
午
王
）

1|
付

近
で

A
s
-
B

に
覆

わ
れ

た
黒

色
泥

炭
土

層
が

検
出

さ
れ

水
路

が
確

認
さ

れ
た

。
条

里
の

可
能

性
も

あ
る

が
断

定
で

き
な

い
。
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No
 

遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町

村
大

字
踏

襲
A
s
-
B

 
A
s
-
B

 
①
 

②
 

③
 

④
 

下
下
下
層

①
渋

川
市

教
委

調
査

。
条

里
遺

構
を

検
出

。
②

調
査

区
南

端
に

お
い

て
検

出
の

河
川

状
の

溝
は

条
里

遺
構

に
関

連
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

幅
1

.

15
 
八
木
原
沖
田

III
遺

跡
渋
川
市

八
木

原

゜
12
 

渋
l

9
~
2
.
2
m
、
深
さ

4
0
~
5
5
c
m
。
「
第

5
章

ま
と

め
J

に
お

い
て

、
土

地
区

画
整

理
前

の
地

図
に

沖
田

遺
跡

の
範

囲
を

投
影

、
遺

跡
検

出
遺

構
と

現

況
条

里
地

割
に

見
ら

れ
る

溝
を

照
ら

し
合

わ
せ

る
。

溝
出

土
遺

物
か

ら
条

里
施

行
を

8
世
紀
後
半
代
と
推
定
す
る
。

①
有

馬
条

里
に

関
連

す
る

L
字
状
の
区
画
水
路
を
検
出
。
②
「
第

4
章

ま
と

め
に

か
え

て
」

に
お

い
て

、
当

遺
跡

周
辺

遺
跡

で
確

認
さ

れ
た

条
里

16
 
八
木
原
沖
田
x
遺

跡
渋
川
市

八
木

原
△

 
17
 

渋
2

に
関

連
す

る
と

見
ら

れ
る

遺
構

を
昭

和
39

年
作

成
の

地
図

に
設

定
し

た
条

里
区

画
に

投
影

す
る

。
有

馬
条

里
遺

跡
32

号
溝
、
八
木
原
沖
田

III
遺

跡

2
区
東
西
溝
は
繋
が
る
も
の
で
一
町
を
区
画
す
る
条
里
地
割
に
の
る
。
ま
た
、
南
約

―
町

の
位

置
に

あ
る

有
馬

条
里

遺
跡
26

号
溝
も
地
割
に
の
る

と
見
ら
れ
る
。

17
 
旭

町
I
遺

跡
高
崎
市

△
 

△
 

高
1

①
A
s
-
B
下

水
田

お
よ

び
9
世

紀
頃

の
洪

水
で

埋
没

し
た

水
田

を
検

出
。

洪
水

下
で

企
画

性
の

あ
る

水
田

が
検

出
さ

れ
た

こ
と

は
こ

の
こ

ろ
の

条
里
制
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
で
資
料
の
増
加
が
ま
た
れ
る
。

18
 
旭

町
II
遺

跡
高
崎
市

旭
町

△
 

高
2

①
調
査
区
内
の
畦
畔
は
条
里
制
の
水
田
の
名
残
を
窺
わ
せ
る
。

19
 
東

町
遺

跡
高
崎
市

東
町

△
 

高
3

①
A
s
-
B
下
水
田
は
条
里
地
割
に
従
っ
た
水
田
と
推
定
で
き
る
。
「

IV
ま

と
め

」
で

は
地

番
地

図
か

ら
の

条
里

地
割

の
推

定
、

矢
中

条
里

遺
跡

な

ど
と
の
関
連
の
検
討
を
行
う
。

20
 
東

町
III
遺

跡
高
崎
市

東
町

゜
高

4
①

III
区
東
側
に
お
い
て

2
本
の
畦
畔
に
挟
ま
れ
た
溝
（
南
北
走
向
）
を
検
出
。
坪
を
区
画
す
る
大
畦
畔
と
見
ら
れ
る

。
条
里
制
地
割
を
窺
わ
せ
る

も
の
。

21
 
東

町
V
I遺

跡
高
崎
市

東
町

△
 

高
5

①
大
畦
畔
、
小
畦
畔
、
溝
を
検
出
。

22
 
飯

玉
I

• 
II
遺

跡
高
崎
市

飯
玉

町
△

 
高

6
①
飯
玉

II
遺

跡
に

お
い

て
大

規
模

な
畦

畔
4
本

を
検

出
。

条
里

地
割

と
の

関
連

は
こ

れ
か

ら
の

検
討

が
必

要
。

23
 
飯

塚
大

苗
代

遺
跡

高
崎
市

飯
塚

町
△

 
高

7
①

整
然

と
南

北
、

東
西

を
指

す
小

畦
畔

を
検

出
。

長
地

型
の

変
形

か
。

大
畦

畔
も

検
出

し
て

い
る

が
坪

を
区

画
す

る
も

の
か

ど
う

か
は

検
討

が
必

要。

24
 
飯

塚
大

道
東

遺
跡

高
崎
市

飯
塚

町
△

 
高

8
①

坪
を

区
画

す
る

と
断

定
で

き
る

大
畦

畔
は

見
ら

れ
な

い
。

半
折

型
に

近
似

、
ま

た
は

半
折

型
が

変
形

し
た

と
見

ら
れ

る
区

画
。

25
 
飯

塚
新

田
西

II
遺

跡
高
崎
市

飯
塚

町

゜
高

9
①

S
F
-
1
は
並
榎
北
遺
跡
東
西
大
畦
畔
の
延
長
線
上
、

S
F

2
は

並
榎

北
遺

跡
南

北
畦

畔
か

ら
東

へ
4
坪

の
と

こ
ろ

に
位

置
す

る
。

半
折

型
地

割

を
残
し
た
水
田
の
可
能
性
が
あ
り
。

26
 
岩

押
町

］
遺

跡
高
崎
市

岩
押

町
△

 
高

10
①

南
北

・
東
西
走
行
の
小
畦
畔
を
検
出
。

27
 
岩
押
町
［
［
遺
跡

高
崎
市

岩
押

町
△

 
高
11

①
A
s
-
B
下

水
田

を
検

出

28
 
江

木
諏

訪
西

遺
跡

高
崎
市

江
木

町

゜
高
12

①
南

北
畦

畔
S
F
-
1
、
S
F
-
2
は
一
町

(
1
1
0
m
前
後
）
を
区
画
す
る
条
里
制
遺
構
と
見
ら
れ
る
。
半
折
型
、
長
地
型
の
変
形
が
見
ら
れ
る
。

29
 
大

八
木

水
田

遺
跡

高
崎
市

大
八

木
町

・

゜゚
高
13

本
文
参
照
。

下
小

鳥
町

30
 
岡

久
保

遺
跡

高
崎
市

高
関
町

゜
高
14

①
柴

崎
遺

跡
群

検
出

「
南

北
大

畦
畔

A
」
よ
り

1
0
9
m
ピ
ッ
チ

9
町

分
行

っ
た

地
点

に
あ

た
る

と
こ

ろ
で

南
北

畦
畔

S
J
30

・3
1
を
検
出
。
ま
た
、

柴
崎

遺
跡

群
「

東
西

大
畦

畔
A
」
の

1
2
2
m
北
に
あ
た
る
地
点
で
東
西
畦
畔
検
出
。

①
A
s
-
B
下

水
田

は
南

北
方

向
の

畦
畔

を
軸

に
東

西
方

向
の

畦
畔

で
仕

切
ら

れ
た

大
き

な
区

画
が

施
さ

れ
て

お
り

基
本

的
に

は
条

里
制

を
踏

襲

31
 
御

風
呂

遺
跡

高
崎
市

浜
川

町
13
 

14
 

22
 

し
て

い
る

も
の

の
、

一
部

に
畦

畔
の

交
点

が
ず

れ
て

い
た

り
畦

畔
を

設
け

ず
に

大
き

な
区

画
と

し
て

い
る

場
合

も
見

ら
れ

る
。

ま
た

、
畦

畔
の

上

餅
井

貝
戸

遺
跡

△
 

に
大
き
な
軽
石
を
置
き
石
と
し
て
お
り
、
区
割
な
ど
の
目
印
に
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
②

A
s
-
B
下

水
田

は
南

北
方

向
の

畦
畔

を
軸

に
東

西
方

向
の

畦
畔

で
仕

切
ら

れ
た

大
き

な
区

画
が

施
さ

れ
て

お
り

基
本

的
に

は
条

里
制

を
踏

襲
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

③
発

掘
調

査
報

告
書

。

32
 
上

大
類

坂
サ

堰
遺

跡
高
崎
市

上
大

類
町

△
 

高
15

①
整
然
と
南
北
、
東
西
を
指
す
小
畦
畔
を
検
出
。

33
 
上

佐
野

樋
越

遺
跡

高
崎
市

上
佐

野
町

△
 

14
 

①
A
s
-
B
下
で
水
田
検
出
。
水
田
跡
は
南
北
方
向
の

4
本

の
畦

畔
と

東
西

方
向

の
3
本
の
畦
畔
に
仕
切
ら
れ
る
。
区
画
は
大
き
い
。
基
本
的
に
は

条
里

制
を

踏
襲

し
て

い
る

と
見

ら
れ

る
。

遺
跡

北
側

に
位

置
す

る
東

西
方

向
の

畦
畔

は
幅

約
l

m
の
大
畦
で
あ
る
。

①
A
s
-
A
降
下
後
の
水
田
跡
。
区
画
は
長
方
形
で
畦
の
町
軸
は
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
沿
っ
て
い
る
。

A
s
-
B
下

水
田

が
検

出
さ

れ
る

。
概

ね
正

方
形

34
 
上

滝
五

反
畑

遺
跡

高
崎
市

上
滝

町
△

 
△

 
16
 

23
 

で
畦

の
方

向
は

ほ
ぼ

東
西

・南
北
に
沿
っ
て
い
る
。
②

A
s
-
B
下
水
田

32
枚
を
検
出
。
条
里
地
割
の
大
区
画
を
形
成
す
る
と
見
ら
れ
る
東
西
畦
畔
、

南
北

畦
畔

各
1
本

を
第

83
図

(
p
.9
5)

に
示
す
。
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N(
l 

遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町

村
大

字
踏

襲
A
s
-
B

 
A
s
-
B

 
①
 

②
 

③
 

④
 

下
下
下
層

35
 
上

中
居

荒
神

［
遺

跡
高
崎
市

上
中

居
町

△
 

高
16

①
小

畦
畔

の
他

、
坪

を
区

画
す

る
可

能
性

の
あ

る
南

北
大

畦
畔

l
を
検
出
。

36
 
上

中
居

島
薬

師
遺

跡
高
崎
市

上
中

居
町

△
 

高
17

①
小

畦
畔

検
出

。
坪

を
区

画
す

る
畦

畔
は

確
認

で
き

な
い

。
南

北
畦

畔
は

し
っ

か
り

残
っ

て
お

り
条

里
制

の
半

折
型

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。

37
 
上
中
居
西
屋
敷
[
I
[
遺

高
崎
市

上
中

居
町

高
18

①
南

北
走

向
の

小
畦

畔
を

検
出

。
ほ

ぼ
正

方
位

で
並

行
し

て
い

る
こ

と
か

ら
条

里
プ

ラ
ン

を
意

識
し

て
い

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

跡
△

 

38
 
上

並
榎

御
料

所
遺

跡
高
崎
市

上
並

榎
町

゜
高
19

①
2
区

3
水
田
と

4
水

田
の

間
に

両
脇

に
畔

を
伴

う
水

路
検

出
。

南
北

大
畦

畔
（

坪
畦

畔
）

と
見

ら
れ

る
。

並
榎

北
遺

跡
の

大
畦

畔
か

ら
の

距
離

か
ら
計
算
す
る
と

1
町
は

1
1
6
m
で
あ
る
。
ま
た
、

3
区

2
水
田
の
南
畦
（
東
西
）
も
坪
畦
畔
と
考
え
ら
れ
る
。

39
 
上

並
榎

下
松

遺
跡

高
崎
市

上
並

榎
町

゜
高
20

①
IV

区
北
西
部
で
検
出
さ
れ
た
南
北
走
向
の
水
路
は
両
脇
に
畦
畔
を
も
ち
条
里
の
坪
畦
畔
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

40
 
上

並
榎

下
松

II
遺

跡
高
崎
市

並
榎

町

゜
高
21

高
22

①
上

並
榎

下
松

遺
跡
IV

区
北

西
で

検
出

さ
れ

た
日

本
の

畦
畔

の
間

を
水

路
が

走
る

条
里

坪
畦

畔
を

検
出

し
た

。
②

調
査

区
中

央
付

近
で

南
北

水

路
、
北
西
で
東
西
畦
畔
を
検
出
。
水
路
は
両
側
に
畦
畔
を
平
行
さ
せ
る
。

41
 
菊

地
遺

跡
群

(
I
)

高
崎
市

菊
地

町

゜
高
23

①
南

北
走

向
の

1
号

基
準

畦
畔

、
東

西
走

向
の

2
号
基
準
畦
畔
は
坪
畦
畔
と
推
測
さ
れ
、
水
田
が
条
里
水
田
と
考
え
ら
れ
る
。

42
 
菊
地
遺
跡
群
（
I
I
)

高
崎
市

菊
地

町
、

我

゜
高
24

①
大

八
木

水
田

遺
跡

の
条

里
地

割
を

基
準

に
菊

地
遺

跡
や

北
新

波
遺

跡
の

水
田

址
を

検
討

。
基

準
に

の
る

水
路

や
畦

畔
が

存
在

す
る

。

峰
町

43
 
菊

地
遺

跡
群

(V
I)

高
崎
市

楽
間

町

゜
高
25

①
ま
と
め
の
「

4
.
水
田
開
発
と
条
里
地
割
」
に
お
い
て
高
崎
地
域
に
お
け
る

A
s
-
B
下

水
田

の
開

発
時

期
の

検
討

、
一

町
の

幅
の

格
差

、
上

野

石
神

・
五

反
田

遺
跡

国
府
か
ら
離
れ
た
地
域
で
の
開
発
方
法
な
ど
の
問
題
の
提
示
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

京
目
久
保

・
天
神
前

①
A
s
-
B
下
水
田
検
出
。
溝
や
畦
畔
見
ら
れ
る
が
調
査
区
の
幅
狭
く
、
他
遺
跡
と
の
関
連
を
確
認
す
る
必
要
有
り
。

44
 

•
柳
ノ
内

・
上
小
路

高
崎
市

京
目

町
△

 
高
26

遺
跡

45
 
京

目
町

作
道

遺
跡

高
崎
市

京
目

町

゜
高
27

①
A
s
-
B
下
水
田
を
検
出
。
畦
畔
48
本

を
検

出
。

大
畦

畔
は

水
田

区
画

の
基

準
的

畦
畔

と
考

え
ら

れ
、

西
島

地
区

で
検

出
さ

れ
た

大
畦

畔
の

区
画

寸
法
上
に
平
行
し
て
走
行
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

46
 
倉

賀
野

上
稲

荷
前

・
高
崎
市

倉
賀

野
町

12
 

①
高
崎
市
教
委
調
査
。
条
里
制
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
平
安
時
代
の
水
田
。

三
坊

木
遺

跡
△

 

47
 
倉

賀
野

条
里
VI
遺

跡
高
崎
市

倉
賀

野
町

゜
高
28

①
下
之
城
村
東
遺
跡
（

19
84

年
度

調
査

）
で

検
出

さ
れ

た
方

格
地

割
メ

ッ
シ

ュ
を

基
に

西
へ

延
長

し
本

遺
跡

に
の

せ
る

と
検

出
さ

れ
た

畦
畔

は
そ

倉
賀

野
続

橋
遺

跡
の

メ
ッ

シ
ュ

に
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
倉
賀
野
条
里
で
は
現
在
の
道
路
や
水
路
も
条
里
地
割
に
添
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

48
 
栄

町
I
遺

跡
高
崎
市

栄
町

△
 

裔
29

①
A
s
-
B
下
水
田
の
畦
畔
は
方
格
地
割
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
だ
。

49
 
柴

崎
遺

跡
群

高
崎
市

柴
崎

町
・
南

゜
高
30

①
12
4
・

 5
区

で
は

南
北

隣
接

地
の

発
掘

調
査

で
検

出
さ

れ
た

東
西

、
南

北
の

大
畦

畔
（

坪
畦

畔
）

と
連

続
す

る
畦

畔
と

そ
の

交
点

を
検

出
し

た
。

南
大

類
遺

跡
群

大
類

町
ま
た
、

21
2

• 
1

 -
2
区
西
端
で
は
南
北
大
畦

A
の
南
延
部
分
が
検
出
さ
れ
た
。

柴
崎
遺
跡
群
(
I
)

①
A
s
-
B
下
水
田
検
出
。

A
・
D

・
F

・
H
の

各
区

で
条

里
制

の
名

残
を

留
め

る
南

北
の

基
準

畦
畔

が
検

出
さ

れ
た

。
東
へ

5
~
1
0
m
の
誤
差
は

50
 
村

間
遺

跡
高
崎
市

柴
崎

町

゜
高
31

あ
る
が
大
枠
で
は
矢
中
遺
跡
群
の
想
定
メ
ッ
シ
ュ
に
適
合
す
る
可
能
性
あ
り
。

富
士

塚
前

A
遺

跡

柴
崎
遺
跡
群
(
I
I
)

柴
崎

町
・
下

①
A
s
-
B
下
水
田

6,
67
0
吋

調
査

。
検

出
さ

れ
た

大
畦

畔
は

一
辺

1
1
0
m
前
後
の
方
格
地
割
を
構
成
す
る
畦
畔
と
見
ら
れ
る
。

51
 
東
原

・
富
士
塚

•
富

高
崎
市

大
類

町

゜
高
32

士
塚
前

B
遺

跡

柴
崎
遺
跡
群
（

III
)

①
l
、

3
、

6
、
10

ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
南
北
大
畦
畔
を
検
出
。
基
準
畦
畔
（
坪
境
畦
畔
）
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

10
ト
レ
ン
チ
で
確
認
さ
れ

52
 
新

堀
・
根

際
・
吹
手

高
崎
市

柴
崎

町

゜
高
33

た
東
西
畦
畔
は
東
西
の
基
準
畦
畔
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

2
ト
レ
ン
チ
中
央
部
東
西
畦
畔
も
基
準
畦
畔
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
畦
畔
の

西
A

•
富
士
塚
B
遺

延
長
に
よ
り
一
町
単
位
の
方
格
地
割
の
想
定
が
可
能
と
な
る
。

跡 柴
崎
遺
跡
群
(
IV
)

①
A
s
-
B
下

水
田

を
検

出
。

大
畦

畔
7
本

（
う

ち
南

北
4
、
東
西

3
)
、

小
畦

畔
、

南
北

・
東

西
大

型
水

路
、

小
規

模
水

路
状

遺
構

確
認

。
こ

れ

53
 
西

沖
、

柳
原

、
吹

手
裔
崎
市

柴
崎

町

゜
高
34

ら
の
遺
構
か
ら
坪
20

箇
所

が
あ

る
と

想
定

で
き

る
。

平
均

的
な

坪
の

一
辺
の
長
さ
は

1
0
9
m
。

西
B
遺

跡

圭 溌 祀 湘 2 0
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N
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遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町
村

大
字

踏
襲

A
s
-
B
 
A
s
-
B

 
①
 

②
 

③
 

④
 

下
下
下
層

柴
崎

遺
跡

群
(
V
)

①
(
I
次）

：
 A
、

D
、

F
、

H
区
で
南
北
基
準
畦
畔
を
検
出
、

D
区
で
東
西
大
型
水
路
を
検
出
。
(
I
I
次
）
大
畦
畔
と
小
畦
畔
を
検
出
。
大
畦
畔

54
 
殿

谷
戸

、
旭

、
富

士
高
崎
市

柴
崎

町

゜
高
35

は
一
辺

11
0
m
前
後
の
方
格
地
割
を
形
成
す
る
基
準
畦
畔
と
思
わ
れ
る
。

(I
II
次）

：
東
西
、
南
北
走
向
の
基
準
畦
畔
を
検
出
。
こ
れ
ら
か
ら
一
辺

塚
、
隼
人
、
吹
手
、

約
10

9
m
の
方
格
地
割
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(I
V
次

）
一

辺
平

均
10
9
m

の
方

格
地

割
を

形
成

す
る

東
西

大
畦

畔
3
本

、
南

北
大

畦
畔

4

峰
岸

遺
跡

本
を
検
出
し
、

6
箇
所
で
交
差
す
る
。

55
 
下

天
神

遺
跡

高
崎
市

倉
賀

野
町

゜
高
36

①
19
本
の
畦
畔
を
確
認
。
倉
賀
野
西
条
里
遺
構
と
倉
賀
野
東
条
里
遺
構
の
延
長
線
上
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

S
D
-
1
と

S
D
-
4
に
挟

ま
れ
た
地
域
は
一
町
区
画
と
見
ら
れ
る
。

56
 
下

中
居

条
里

遺
跡

高
崎
市

下
中

居
町

・
高
37

①
平

成
3
~
7
年

度
発

掘
調

査
。

周
辺

遺
跡

の
調

査
結

果
か

ら
、

坪
境

が
想

定
さ

れ
る

地
域

の
調

査
を

お
こ

な
っ

て
い

る
が

、
坪

を
区

画
す

る
遺

矢
中

町
△

 
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

A
s
-
B
下
水
田
に
お
い
て
東
西
、
南
北
を
指
向
す
る
小
畦
畔
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

57
 
下

之
城

条
里

遺
構

高
崎
市

下
之

城
町

゜
1

 
24
 

①
A
s
-
B
下

の
水

田
跡

の
畦

畔
が

現
耕

作
面

の
畦

畔
と

平
行

す
る

こ
と

か
ら

条
里

制
遺

構
の

残
存

を
確

認
。

調
査

期
間

は
54
.4
.
10
~
5
4
.
3
.
2
4
。

②
現

況
で

推
定

で
き

る
範

囲
は

3
X

 4
里
の
範
囲
に
及
ぶ
。
条
里
遺
構
の
時
期
、
地
割
に
つ
い
て
ま
と
め
あ
り
。

58
 
下

之
城

村
北

遺
跡

尚
崎
市

下
之

城
町

△
 

高
38

①
下

之
城
条
里
と
称
さ
れ
る
地
域
に
位
置
す
る
。

A
s
-
B
下
水
田
の
条
里
に
続
く
と
見
ら
れ
る
水
田
を
検
出
。

59
 
下

之
城

村
東

遺
跡

高
崎
市

下
之

城
町

゜゚
高
39

①
「
倉
賀
野
西
条
里
」
に
あ
た
る
地
域
。

A
s
-
B
下

水
田

検
出

。
こ

の
水

田
遺

構
は

条
里

地
割

に
の

っ
と

り
、

現
況

も
ほ

ぼ
一

致
す

る
。

条
里

の

南
北

軸
は

ほ
ぼ

真
北

で
坪

に
属

す
る

溝
は

A
s
-
B
降
下
後
は
廃
棄
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
条
里
水
田
下
に
溝
が
確
認
さ
れ
た
。

60
 
下

之
城

村
前

II
遺

跡
高
崎
市

下
之

城
町

△
 

高
40

①
畦

畔
走

向
は

座
標

北
に

ほ
ぼ

一
致

し
整

然
と

し
て

い
る

が
坪

を
区

画
す

る
大

畦
畔

は
東

の
地

域
界

と
調

査
地

西
の

舗
装

道
路

が
区

画
と

な
る

た
め

見
つ

か
ら

な
い

。
畦

畔
幅

1
0
8
m
な
ど
は
長
地
地
割
の

10
8
m

-c-
10

=
 10
.8

m
に
近
い
。

6
1

 宿
大

類
遺

跡
群

高
崎
市

宿
大

類
町

゜
高
41

①
A
s
-
B
下
水
田
に
於
い
て
南
北
に
延
び
る

2
本

の
大

畦
畔

を
検

出
。

両
畦

畔
の

間
隔

は
平

均
11
0
m
程。

天
田
遺
跡
（

II
)

62
 
宿

大
類

遺
跡

群
(
3
)

高
崎
市

宿
大

類
町

゜
高
42

①
山

鳥
地

区
で

A
s
-
B
下

水
田

を
検

出
。

第
1
水

路
、

第
2
水

路
、

大
畦

畔
1
、
大
畦
畔

2
で
正
方
形
を
呈
し
、
条
里
水
田
址
的
様
相
を
示
す
。

山
鳥

・
天

神
遺

跡
第

1
水

路
ー
大

畦
畔

2
間
は
ほ
ぽ

11
0
m
、
第

2
水

路
一
大

畦
畔

1
間
は

10
5
~
10
8
m

で
あ
る
。

宿
大

類
遺

跡
群

(I
V
)

①
A
s
-
B
下

水
田

を
約

5,
50
0
吋

を
調

査
。

坪
区

画
の

交
点

3
カ

所
や

大
畦

畔
が

検
出

さ
れ

た
。

坪
を

区
切

っ
た

と
見

ら
れ

る
大

畦
畔

は
交

互
に

63
 
村

北
・

矢
島

前
・
村

高
崎
市

宿
大

類
町

゜
高
43

検
出

さ
れ

、
そ

の
間

隔
は

9
5
~
11
5
m

で
条
里
的
な
水
田
の
様
相
を
示
す
。

東
遺

跡

64
 宿

大
類
遺
跡
群
（

5
)

高
崎
市

宿
大

類
町

゜
高
44

①
A
s
-
B
下
水
田

68
5
面
を
調
査
。

B
区
検
出
の
大
畦
畔
は

山
鳥
遺
跡
の
水
田

4
区
検
出
大
畦
畔
No

2
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

天
神

久
保

遺
跡

65
 
宿

大
類

塚
ノ

越
遺

跡
高
崎
市

宿
大

類
町

△
 

高
45

①
開

発
に

よ
り

削
平

を
受

け
た

が
大

畦
畔

ら
し

き
幅

広
の

高
ま

り
が

2
カ
所
見
ら
れ
そ
の
間
隔
は
約

11
0
m
で
あ
っ
た
。

①
A
s
-
A
下

畑
は

東
西

・
南
北
方
向
に
ほ
ぼ
あ
っ
た
方
向
の
畦
で
区
画
さ
れ
る
。

A
s
-
B
下

で
は

畦
の

方
向

を
ほ

ぽ
東

西
・

南
北

に
合

わ
せ

る
水

66
 
宿

横
手

三
波

川
遺

跡
高
崎
市

宿
横

手
町

゜゚
16
 

25
 

田
が
検
出
さ
れ
た
。
②

A
s
-
B
下
水
田
に
お
い
て

1
0
9
~
11
0
m
単

位
の

条
里

型
地

割
が

推
定

さ
れ

る
。

こ
の

推
定

ラ
イ

ン
は

高
崎

市
教

育
委

員
会

調
査

西
横

手
遺

跡
群

I
・［［

に
お

い
て

推
定

さ
れ

た
条

里
地

割
と

合
致

す
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

坪
区

画
の

一
部

は
中

世
・
近

世
ま

で
踏

襲
さ

れ

た
可
能
性
が
あ
る
。

67
 
昭

和
町

I
遺

跡
高
崎
市

昭
和

町
△

 
高
46

①
東

西
・
南
北
走
行
の
小
畦
畔
を
検
出
。

68
 
中
尾

村
前

遺
跡

高
崎
市

中
尾
町

゜
高
47

高
48

①
A
s
-
B
下
水
田

6
面
を
検
出
。
周
辺
で
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
条
里
水
田
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
②

A
s
-
B
下
水
田
跡
は
西
側
の
微
高
地
と

東
側

水
田

耕
作

地
帯

と
の

地
形

変
換

地
に

あ
り

日
高

条
里

水
田

遺
構

の
西

辺
の

一
部

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
る

。
牛

足
跡

確
認

。

長
野

北
部

遺
跡

群
北

新
波

町
・

①
2
、

3
ト
レ
ン
チ
で
検
出
さ
れ
た

2
つ
の
東
西
畦
畔
は
他
の
畦
畔
よ
り
も
大
き
く
畦
畔
の
北
と
南
で
各
畦
畔
の
方
向
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

69
 
六

反
田

遺
跡

高
崎
市

行
力

町

゜
高
49

こ
れ
ら
の
畦
畔
が
直
線
的
に
東
西
に
伸
び
る
な
ら
ば
、
両
者
の
水
平
距
離
が
約

11
0
m

に
な
る
。
確
定
す
る
に
は
今
後
の
資
料
増
加
が
ま
た
れ
る
。

中
屋
敷

(I
I
)
遺
跡

①
調

査
区

中
央

付
近

で
大

畦
畔

が
検

出
さ

れ
る

。
ま

た
、

調
査

区
北

部
で

は
幅

3
m

の
大

畦
畔

の
存

在
が

分
か

っ
て

い
る

。
一

町
を

区
画

す
る

畦

70
 
並

榎
北

遺
跡

高
崎
市

並
榎

町

゜
高
50

畔
の

可
能

性
が

高
い

。
地

割
に

つ
い

て
も

分
析

。
計

測
を

行
い

本
遺

跡
の

大
畦

畔
、

大
型

水
路

は
大

八
木

条
里

と
同

じ
条

里
地

割
に

乗
る

と
し

て

い
る
。

並
榎
北

II
·l

ll
•I
V

・
①

4
区

で
検

出
さ

れ
た

大
畦

は
大

八
木

条
里

の
基

点
(X

=3
9
09
4
、

Y
=-
74
22
3)

か
ら

座
標

を
引

い
て

く
る

と
一

町
幅

が
1
1
0
m
に
、
並
榎
北
遺

71
 V

遺
跡

高
崎
市

並
榎

町

゜
高
5
1

跡
基
点

(
X
=3
82

13
,

 Y
 =-
75
02
0)

か
ら
ひ
く
と

10
9
m

に
な
る
。

5
区
で
検
出
の
大
畦
（
東
西
走
向

N
-8
1
°-
W

)
は
真
ん
中
に
水
路
を
伴
い
条

里
制
に
基
づ
く
と
推
定
さ
れ
る
。
大
畦
畔
は
大
八
木
条
里
の
地
割
に
の
る
。
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遺

跡
名

遺
跡

所
在

地
調

査
さ

れ
た

条
里

文
献

記
述

内
容

備
考

市
町

村
大

字
踏

襲
A
s
-
B

 
A
s
-
B

 
①

 
②

 
③
 

④
 

下
下

下
層

72
 
西
島
遺
跡
群
(
I
I
)

高
崎

市
新

保
町

・
島

゜
高
52

①
A
s
-
B
下

水
田

を
調

査
。

東
西

方
向

の
3
本

の
大

畦
畔

が
検

出
さ

れ
、

間
隔

は
約

1
0
9
m
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
南

北
の

大
畦

畔
1
本
を
検
出
。

野
町

8
つ

の
坪

の
存

在
を

認
め

、
坪

内
の

区
画

に
つ

い
て

あ
る

程
度

班
田

に
基

づ
い

た
口

分
田

で
あ

る
可

能
性

を
示

唆
し

て
い

る
。

島
野

町
・
西

①
A
s
-
B
下

水
田

を
検

出
。

東
西

走
向

の
大

畦
畔

3
本

、
南

北
走

向
の

大
畦

畔
1
本

を
検

出
。

東
西

大
畦

畔
間

の
距

離
は

約
1
0
9
m
。

大
畦

畔
の

73
 
西
島
遺
跡
群
（

II
I)

高
崎

市
島
町

゜
高
53

地
割

に
よ

っ
て

6
つ
の
坪
が
構
成
さ
れ
る
。
「

VIII
水

田
址

の
ま

と
め

」
に

お
い

て
は

二
番

の
坪

の
段

と
し

て
の

区
画

の
分

析
や

西
島

遺
跡

群
（

II
)

と
の
条
里
区
画
の
連
続
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

74
 
西
横
手
遺
跡
群
（

I)
高

崎
市

萩
原

町
・
西

゜
高
54

高
55

①
昭

和
63

年
の

夏
期

に
調

査
。

条
里

制
地

割
を

検
出

。
②

A
s
~
B
下

水
田

に
お

い
て

一
辺

1
1
0
m
前

後
の

大
畦

畔
に

区
画

さ
れ

る
条

里
地

割
を

検

横
手

町
出

。
南

北
大

畦
畔

は
中

央
に

水
路

を
有

す
る

。
東

西
大

畦
畔

は
幅

2
m
を
超
え
る
。

萩
原

町
・
西

①
VI

区
で

東
西

に
の

び
る

大
畦

畔
（

坪
畦

畔
）

を
検

出
し

、
そ

れ
に

直
行

す
る

両
側

に
坪

畦
畔

を
伴

う
水

路
も

検
出

し
た

。
さ

ら
に

、
東

へ
約

ll
O

75
 
西
横
手
遺
跡
群
（
I
I
)

高
崎

市
横

手
町

゜
高
54

m
の

位
置

に
は

西
横

手
遺

跡
群

(
I
)
の

夏
期

調
査

で
検

出
し

た
両

側
に

坪
畦

畔
を

伴
う

水
路

が
検

出
さ

れ
て

い
る

。
6

ト
レ
ン
チ
で
は
坪
境
の
位

置
に

東
西

水
路

も
検

出
さ

れ
た

。
p
.2
3
で

遺
跡

周
辺

の
A
s
-
B
下
水
田
の
条
里
地
割
を
想
定
。

76
 
萩

原
上

・
下

五
町

田
高

崎
市

萩
原

町
高
56

①
南

北
走

向
N
-6
s・-
w

の
畦
畔
を
検
出
。

遺
跡

△
 

浜
川

遺
跡

群
（

浜
川

①
浜

川
館

の
北

半
か

ら
長

町
北

端
6
区

画
ま

で
の

範
囲

で
A
s
-
B
下

水
田

を
検

出
。

大
畔

は
な

い
も

の
の

水
路

を
伴

う
畔

が
検

出
さ

れ
た

。
こ

の

77
 
高

田
遺

跡
・
浜

川
長

高
崎

市
浜

川
町

△
 

26
 

う
ち

、
南

北
に

走
る

浜
川

高
田

27
区

水
路

と
長

町
1
区
画

38
区

A
列

付
近

の
溝

を
伴

う
畦

畔
の

距
離

は
約

1
1
0
m
間
隔
で
あ
る
。

町
遺
跡
）

78
 
浜

尻
八

坂
前

遺
跡

高
崎

市
浜

尻
町

△
 

高
57

①
中

央
が

く
ぼ

み
溝

状
と

な
る

南
北

大
畦

畔
と

そ
れ

に
直

行
す

る
東

西
畦

畔
を

検
出

。
こ

の
南

北
畦

畔
は

大
八

木
水

田
遺

跡
の

調
査

例
な

ど
か

ら

―
町

方
格

を
仕

切
る

大
畦

畔
の

性
格

を
も

つ
と

考
え

ら
れ

る
。

79
 
東

金
井

II
遺

跡
高

崎
市

飯
塚

町
△

 
高
58

①
小

畦
畔

を
検

出
。

一
町

区
画

内
側

の
畦

畔
と

考
え

ら
れ

る
。

80
 

日
高
遺
跡
（
I
I
)

高
崎

市
日
高
町

゜
高
59

①
条

里
制

水
田

に
伴

う
と

見
ら

れ
る

A
s
-
B
下
水
田
の
調
査
。

8
つ
の
坪
を
検
出
し
各
坪
内
の
水
田
址
の
状
況
を
記
す
。
「

(1
0)

ま
と
め
」
に
お

い
て
班
田
の
方
法
や
水
路
と
坪
畦
畔
の
あ
り
方
に
ふ
れ
る
。

81
 

日
高
遺
跡
(
I
V
)

高
崎

市
日
高
町
・
新

゜
高
60

①
条

里
制

水
田

と
見

ら
れ

る
A
s
-
B
下

水
田

の
調

査
。

こ
れ

ま
で

の
日

高
遺

跡
の

発
掘

調
査

の
ま

と
め

、
考

察
を

お
こ

な
う

。
本

文
参

照
。

保
田

中
町

82
 

日
高

中
堀

添
遺

跡
高

崎
市

日
高
町

△
 

高
61

①
水

路
と

こ
れ

に
平

行
す

る
畦

畔
を

検
出

。
周

辺
遺

跡
か

ら
考

え
る

と
遺

跡
北

側
で

検
出

さ
れ

た
坪

境
畦

畔
が

南
へ

の
び

る
と

こ
れ

に
あ

た
る

。

日
高

遺
跡

で
見

ら
れ

る
条

里
制

に
基

づ
く

地
割

に
の

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

83
 
元

島
名

諏
訪

北
遺

跡
高

崎
市

元
島

名
町

△
 

高
62

①
水

田
の

畦
畔

は
方

格
地

割
水

田
を

想
定

さ
せ

る
も

の
で

あ
る

。

84
 
矢
中
遺
跡
群
（
I
I
)

高
崎

市
矢

中
町

゜
高
63

①
A
s
-
B
下

水
田

は
一

辺
約

1
1
0
m
前

後
を

規
格

と
し

た
方

格
地

割
を

形
成

す
る

基
準

畦
畔

、
一

町
方

格
内

を
細

分
す

る
小

畦
畔

、
池

状
遺

構
よ

天
王

前
遺

跡
り
分
水
さ
れ
た
小
型
水
路
な
ど
か
ら
な
る
。

矢
中
遺
跡
群
（

II
I)

①
A
s
-
B
下

水
田

検
出

。
一

辺
1
1
0
m
前

後
の

方
格

地
割

が
見

ら
れ

る
。

地
割

は
大

畦
畔

か
ら

成
る

が
、

一
部

大
型

水
路

か
ら

成
る

場
合

も
あ

る
。

85
 
村

北
A
遺

跡
高

崎
市

矢
中

町

゜
高
64

天
王

前
遺

跡

矢
中

遺
跡

群
(
V
)

①
村

北
B
遺

跡
に

お
い

て
A
s
-
B
下
水
田
を
検
出
。
村
北

A
遺

跡
よ

り
伸

び
る

南
北

基
準

畦
畔

の
推

定
線

上
に

あ
る

遺
跡

。
柴

崎
前

遺
跡

の
調

査

86
 
村
北

B
遺

跡
高

崎
市

矢
中

町

゜
高
65

で
は

A
s
-
B
下
水
田
に
つ
い
て
、

B
・
F
区

で
は

大
畦

畔
交

点
が

検
出

さ
れ

る
。
こ
の
交
点
は
南
北
基
準
畦
畔
上
に
の
る
も
の
。

柴
崎

前
遺

跡

87
 
矢

中
遺

跡
群

(V
I
I)

高
崎

市
矢

中
町

゜
高
66

①
A
s
-
B
下

水
田

に
お

い
て

条
里

を
形

づ
く

る
太

畔
を

検
出

し
た

。
銅

印
「

物
部

私
印

」
出

土
。

矢
中

村
東

遺
跡

88
 
矢

中
遺

跡
群

(V
III
)

高
崎

市
矢

中
町

゜
高
67

①
想

定
の

一
町

四
方

方
格

地
割

メ
ッ

シ
ュ

交
点

部
分

が
調

査
対

象
地

に
4
カ
所
存
在
し
た
が
、
調
査
に
お
い
て

2
カ
所
を
検
出
。
交
点
間
距
離
は

矢
中

村
東

B
遺

跡
約
1
1
0
m
。

矢
中
遺
跡
群
(
I
X
)

矢
中

町
・

柴
①

2
ト

レ
ン

チ
で

は
柴

崎
前

遺
跡

F
区、

H
区
で
検
出
さ
れ
た
基
準
畦
畔
が
南
に
伸
び
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

3
ト
レ
ン
チ
で
は
前
述
の

2
ト
レ

89
 
下

村
北

・
砂

内
遺

跡
高

崎
市

崎
町

゜
高
68

ン
チ
西
方
約

1
0
0
m
に

位
置

す
る

が
基

準
畦

畔
を

検
出

し
た

。
こ

の
位

置
は

昭
和
57

年
度

調
査

村
北

A
・天

玉
前

遺
跡

I
-
2
区

検
出

の
基

準
畦

畔

18
-S

F
-2
5
を
南
へ
二
町
と
少
し
延
長
し
た
も
の
と
な
る
。
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Nu
 

遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町
村

大
字

踏
襲

A
s
-
B

 A
s
-
B

 
①
 

②
 

③
 

④
 

下
下
下
層

矢
中

遺
跡

群
(
X
)

矢
中

町
・

柴
矢

中
遺

跡
群

調
査

経
過

ま
と

め
あ

り
(

p
4

~
p
 6
)
。

大
型

水
路

を
検

出
。

論
文

「
2

物
部
氏
と
条
里
水
田
」
、

「
3

物
部

私
印

」
銘

銅
製

古

90
 
矢
中
村
東

C
遺

跡
高
崎
市

崎
町

・
東

中

゜
高
69

印
の
出
土
に
つ
い
て
」
掲
載
。

里
町

91
 
矢
中
村
西

I
遺

跡
高
崎
市

矢
中

町
△

 
高
70

①
水
田
畦
畔
は
平
行
に
北
を
向
き
企
画
性
に
富
ん
で
い
る
。
馬
蹄
跡
確
認
。

92
 
矢

ノ
上

遺
跡

高
崎
市

井
野

町
△

 
高
71

①
条
里
制
度
に
従
う
水
田
で
あ
っ
た
か
明
確
で
は
な
い
が
、

S
J-

1
は
坪
境
を
な
す
大
型
畦
畔
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

93
 
和

田
多

中
遺

跡
高
崎
市

和
田

多
中

町
△

 
高
72

①
A
s
-
B
下

水
田

に
お

い
て

東
西

畦
畔

2
本

、
南

北
畦

畔
3
本
を
検
出
。
群
馬
郡
条
里
に
し
た
が
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。

94
 
尾

柄
町

遺
跡

玉
村

町
上
福
島

△
 

玉
l

玉
2

①
検

出
さ

れ
た

畦
畔

、
溝

の
走

向
は

南
北

の
座

標
軸

に
の

る
。

条
里

を
残

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

。
②

検
出

大
畔

の
走

向
は

N
-
0
~
3
・-
w

、

幅
1
.
2
m
。

95
 
金

免
遺

跡
玉

村
町

上
福
島

△
 

玉
3

玉
2

①
A
s
-
B
下

水
田

に
お

い
て

南
北

走
向

小
畦

畔
、

溝
を

検
出

。
②

南
北

方
向

大
畔

は
N
-
5
"-
W

~
N
-
7
°-
E
、
幅
4
5
~
5
0
c
m
。

96
 
三
境

遺
跡

・
三

境
II

玉
村

町
上

茂
木

△
 

玉
4

①
A
s
-
B
下
水
田
検
出
。
畦
畔
、
溝
な
ど
。

遺
跡

97
 
砂

町
遺

跡
玉
村
町

△
 

玉
2

①
8
世

紀
後

半
～

9
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
水
田
の
大
畔
は
東
西
方
向
に
ほ
ぽ
一
致
。

98
 
滝

川
南

遺
跡

玉
村

町
△

 
玉

2
①

検
出

さ
れ

た
南

北
方

向
の

畔
は

「
玉

村
町

の
遺

跡
」

の
中

で
復

元
を

試
み

た
条

里
地

割
の

推
定

線
に

合
致

す
る

と
思

わ
れ

る
。

検
出

大
畔

は
N

-
4
 ・-
w

を
指
向
。

99
 
中

道
西

遺
跡

玉
村

町
上
新
田

△
 

玉
2

玉
5

①
条

里
地

割
推

定
線

に
合

致
す

る
と

見
ら

れ
る

畔
を

検
出

。
大

畔
は

N
-
3
"-
W

の
走
向
。
幅
1
.
4
m
。
②
大
畔
と
そ
れ
に
平
行
す
る
溝
検
出
。

10
0 

福
島

大
島

遺
跡

玉
村

町
福

島
△

 
△

 
16
 

17
 

①
A
s
-
B
層

下
の

水
田

は
残

存
状

況
は

良
好

で
は

な
い

。
区

画
は

概
ね

条
里

型
の

水
田

と
推

定
さ

れ
る

一
方

大
畦

の
発

見
は

な
か

っ
た
。
中
世
の

氾
濫

堆
積

層
下

か
ら

条
里

型
の

水
田

跡
が

発
見

さ
れ

た
。

②
A
s
-
B
で
埋
没
し
た
条
里
型
水
田
が
調
査
区
全
体
で
確
認
さ
れ
た
。

10
1 

福
島

大
光

坊
遺

跡
玉
村
町

福
島

△
 

16
 

①
利

根
川

流
路

変
更

時
の

洪
水

層
に

埋
も

れ
た

水
田

跡
は

条
里

制
地

割
(1

町
1
0
8
m
四

方
）

と
近

似
す

る
区

画
で

あ
り

条
里

制
地

割
の

名
残

と

考
え
ら
れ
る
。

10
2 

藤
川

前
遺

跡
玉
村
町

藤
川

△
 

玉
6

玉
2

①
A
s
-
B
下
水
田
を
検
出
。

13
9
面

。
②

小
畦

走
向

N
-
4
°-

W
~
N
-
4
'-
E
、
幅
1
5
~
2
0
c
m
。

10
3 

前
通

遺
跡

玉
村
町

藤
川

△
 

玉
7

①
A
s
-
B
下
水
田

13
面

が
確

認
さ

れ
畦

畔
9
本
を
検
出

。
南
北
走
向

N
-
1
~
2
・-
w

、
幅

l
m
、
畔
間

9
m
前
後
、
長
地
型
の
傾
向
が
窺
え
る
。

10
4 

小
野

地
区

水
田

址
遺

藤
岡
市

△
 

藤
1

①
条

里
に

関
連

す
る

と
見

ら
れ

る
溝

状
遺

構
3
条
検
出
。
う
ち

1
本
は
南
北
、

2
本

は
東

西
走

向

跡

10
5 

上
栗

須
寺

前
遺

跡
藤
岡
市

上
栗

須
8

 
①
平
行
し
て
走
る

2
条
の
溝

3
カ
所
検
出
。

7
世

紀
後

半
以

降
か

ら
9
世

紀
前

半
頃

の
土

器
が

溝
に

混
入

す
る

。
こ

れ
ら

の
溝

は
小

野
地

区
水

田
△

 
址
の
条
里
地
割
に
整
合
す
る
傾
向
が
あ
る
。

10
6 

中
大

塚
の

条
里

区
画

藤
岡
市

中
大
塚
・
下

゜
藤

2
①

現
地

表
に

お
い

て
条

里
単

位
の

坪
付

け
は

73
坪
を
数
え
、
東
に
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
本
地
域
が
古
墳
、
城
館
址
に
囲
ま

大
塚

れ
て
い
る
内
で
条
里
の
地
割
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
古
墳
時
代
後
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

10
7 

新
井

大
田

関
遺

跡
前
橋
市

新
井

町
△

 
16
 

①
9
世

紀
代

に
拡

張
さ

れ
た

水
田

は
開

析
谷

よ
り

両
側

の
台

地
部

へ
向

け
て

拡
張

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

拡
張

し
た

際
の

段
差

が
確

認
さ

れ
た

。
こ

の
段
差
は
ほ
ぼ
南
北
方
向
の
走
向
で
あ
り
条
里
制
の
区
画
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

10
8 

稲
荷

遺
跡

前
橋
市

△
 

前
1

①
A
s
-
B
下

水
田

検
出

。
大

畦
畔

な
ど

は
検

出
さ

れ
て

い
な

い
が

、
西

島
遺

跡
群

で
設

定
し

た
条

里
地

割
を

延
長

し
遺

跡
地

周
辺

の
現

地
表

に
お

け
る
条
里
地
割
の
存
在
の
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
る
。

10
9 

筑
井

八
日

市
遺

跡
前
橋
市

筑
井

町
・

小
△

 
10
 

①
畦

畔
の

走
向

は
南

北
方

向
、

幅
l

m
以
上
の
大
畦
も
見
ら
れ
る

島
田
町

ll
O 

大
友

宅
地

添
遺

跡
前
橋
市

大
友

町

゜
前

2
①

A
s
-
B
下
水
田
を
検
出
。
畦
畔
は
東
西
、
南
北
を
指
向
。
条
里
区
画
の
半
折
型
に
酷
似
す
る
計
測
値
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、

C
•
D

-1
8
グ
リ
ッ

ド
で
部
分
的
に
検
出
さ
れ
た
輻
広
の
畦
畔
は
条
里
基
本
線
か
ら
東
に

1
,
2
0
6
m
に
位
置
し
約
十

一
町
の
位
置
に
あ
た
る
。

11
1 

女
溝

遺
跡

前
橋
市

文
京

町
口

前
3

①
用

水
路

と
見

ら
れ

る
大

溝
2
条
を
検
出
。
調
査
区
は
通
称
「
女
溝
」
と
呼
ば
れ
る
水
路
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

1
号

女
溝

は
推

定
上

幅
1
0
m
、

深
さ

3
.
8
m
。
覆
土
中
位
に

A
s
-
B
が
堆
積
す
る
こ
と
か
ら
開
削
は
そ
れ
以
前
と
見
ら
れ
る
。
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N(
l 

遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町

村
大

字
踏

襲
A
s
-
B
 
A
s
-
B
 

①
 

②
 

③
 

④
 

下
下
下
層

11
2 

上
川

淵
大

屋
敷

遺
跡

前
橋
市

広
瀬

町
口

前
3

①
平

安
時

代
の

溝
1
条
、
井
戸

2
基

を
検

出
。

溝
は

幅
2

m
、
深
さ

l
.
8
m
。

覆
土

上
部

か
ら
9
世
紀
後
半
か
ら

10
世
紀
代
の
土
器
ま
と
ま

っ
て

出
土
。
灌
漑
用
の
用
水
路
と
見
ら
れ
る
。

11
3 

上
佐

鳥
中

原
前

遺
跡

前
橋
市

上
佐

鳥
町

△
 

前
4

①
A
s
-
B
下
水
田

19
枚
を
検
出
。
「
VI

ま
と
め
」
に
お
い
て
条
里
的
地
割
の
影
響
を
受
け
た
区
画
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

①
第

1
面
（
中
世
以
降
）
の
調
査
に
お
い
て

3
区
か
ら

5
区

に
か

け
て

利
根

川
変

流
直

前
ま

で
耕

作
さ

れ
た

水
田

検
出

。
畦

の
方

向
が

座
標

軸
と

11
4 

亀
里

平
塚

遺
跡

前
橋

市
亀

里
町

△
 

△
 

27
 

同
じ
で
古
代
条
里
地
割
の
企
画
性
が
窺
え
る
。

A
s
-
B
下

水
田

に
つ

い
て

は
1
区
中
央
に
東
西
大
畦
畔
、

3
区

3
G
東

調
査

区
で

水
路

状
の

浅
い

窪
み
を
挟
ん
だ
大
畦
畔
を
検
出
し
た
。

①
A
s
-
B
下

水
田

を
検

出
。

東
西

畦
畔

9
本
、
南
北
畦
畔

5
本

。
調

査
さ

れ
た

範
囲

で
は

一
町

を
区

画
す

る
遺

構
は

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

。
畦

畔

11
5 

J11
曲

毘
沙

門
前

遺
跡

前
橋
市

川
曲

町
△

 
前

5
前

6
の

つ
く

ら
れ

方
、

周
辺

の
様

相
か

ら
条

里
水

田
で

あ
る

可
能

性
は

高
い

と
し

て
い

る
。

②
16
枚
の
水
田
を
検
出
。
性
方
位
に
対
し
て

0
~
7
.。

条

里
水
田
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。

11
6 

閑
泉

樋
遺

跡
前
橋
市

元
総

社
町

口
前

7
①

1
号

溝
は

走
向

N
-8
9
°-
W

、
上
幅
約

6
m
で
あ
り
、

A
s
-
B
降
下
以
前
の
溝
。
条
里
地
割
に
関
連
す
る
可
能
性
あ
り
。

①
幅

約
l

m
の

大
畦

で
区

画
し

内
部

を
幅

約
30
cm

の
小

畦
で

方
形

や
長

方
形

に
区

画
し

た
水

田
跡

が
検

出
さ

れ
た

。
②

A
s
-
B
下

水
田

に
つ

い

11
7 

公
田

池
尻

遺
跡

前
橋
市

公
田

町
△

 
△

 
，

 
10
 

14
 

て
出
土
遺
物
に
よ
っ
て
水
田
の
耕
作
期
間
が
推
察
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
部

の
畦

畔
は

ほ
場

整
備

前
の

水
田

や
現

在
の

水
田

の
も

の
と

重
複

し
て
い
る
。
③

A
s
-
B
下
で
水
田
検
出
。
水
田
区
画
は
若
干
の
面
積
差
が
あ
る
も
の
の
規
則
的
に
並
び
、
畦
畔
も
東
西
方
向
に
作
ら
れ
る
。

11
8 

公
田

東
遺

跡
前
橋
市

公
田

町
・
上

15
 

①
埋

没
土

上
部

に
A
s
-
B
が
確
認
さ
れ
る
大
溝
が
検
出
さ
れ
る
。
溝
底
面
に
は
多
く
の
遺
物
、
東
西
に
直
線
的
に
の
び
て
い
る
。
ま
た
、
中
世
の

佐
鳥

町
△

 
館
跡
に
伴
う
と
見
ら
れ
る
南
北
方
向
の
大
溝
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

①
A
s
-
B
下

に
お

い
て

水
田

12
枚
、
畦
畔
21
本

を
検

出
。

連
続

す
る

南
北

大
畦

畔
S
L

1,
 
6,
 
16

は
日
高
遺
跡
検
出
の
条
里
地
割
基
準
と
考
え

11
9 

五
反

田
遺

跡
前
橋
市

箱
田

町
△

 

゜
前

8
ら

れ
る

推
定

南
北

古
道

か
ら

東
へ

十
五

町
延

長
し

た
推

定
線

に
ほ

ぼ
一

致
。

遺
跡

周
辺

の
現

況
道

路
区

画
は

二
町

四
方

の
区

画
が

見
ら

れ
条

里
地

割
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。

12
0 

五
反
田

II
遺

跡
前
橋
市

箱
田

町
△

 
前

9
前
10

①
東

西
畦

畔
4
本

、
南

北
畦

畔
2
本
検
出
。
南
北
畦
畔
は

N
-
2
・-
w

。
条
里
制
遺
制
の
影
響
が
推
察
さ
れ
る
。
②
遺
跡
概
略
説
明
。

12
1 

地
蔵

前
遺

跡
前

橋
市

川
曲

町
△

 
前
11

①
小

畦
畔
38

本
を

検
出

。
坪

を
区

画
す

る
と

見
ら

れ
る

遺
構

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
が

、
水

田
形

状
が

長
方

形
、

畦
畔

走
向

が
座

標
北

を
指

向
す

る
点
か
ら
、
条
里
制
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
る
。

下
阿

内
町

壱
町

畑
遺

①
A
s
-
B
下
水
田
に
お
い
て
方
一
町
を
区
切
る
大
畦
（
坪
境
畦
畔
）

5
本
、
方
一
町
を
区
画
す
る

7
本
の
推
定
ラ
イ
ン
上
に
は
中
世
の
道
状
遺
構
、

12
2 

跡
・
下
阿
内
町
前
田

前
橋
市

下
阿

内
町

゜
28
 

近
世
～
近
代
の
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
検
出
さ
れ
た
南
北
大
畦
の
走
向
は
ほ
ぽ
座
標
北
。

遺
跡

12
3 

下
新

田
中

沖
遺

跡
前
橋
市

下
新

田
町

△
 

前
12

前
3

①
A
s
-
B
下
水
田

14
面
を
検
出
。
畦
畔
15
号

が
大

畦
畔

の
可

能
性

が
あ

り
。

遺
跡

地
が

条
里

制
の

施
行

区
域

で
あ

っ
た

と
想

定
す

る
。

②
上

記
大

畦
畔
、
平
行
畦
畔
と
間
の
溝
検
出
。

12
4 

下
新

田
中

沖
II
遺

跡
前
橋
市

下
新

田
町

△
 

前
1

①
A
s
-
B
下
水
田

22
面

、
畦

畔
24

本
を
検
出
。
南
北
大
畦
畔
検
出
。
北
に
延
長
す
る
と
下
新
田
中
沖
遺
跡
で
検
出
の
大
畦
畔
に
つ
な
が
る
。

12
5 

勝
呂

遺
跡

前
橋
市

江
田

町

゜
前
13

①
条

里
の

坪
を

形
成

す
る

と
見

ら
れ

る
大

畦
畔

6
本

を
は

じ
め

と
す

る
畦

畔
16
本
を
検
出
。
牛
馬
の
足
跡
、
耕
作
痕
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
「
ま

と
め
」
で
前
橋
市
内
検
出
の
水
田
の
概
観
、
条
里
水
田
の
分
析
を
行
う
。

12
6 

鎮
守

廻
り

遺
跡

前
橋
市

朝
倉

町
口

前
14

①
検

出
の

推
定

上
幅
4.
5
m
の
南
北
大
溝

(
W
-
1
号

溝
）

は
条

里
制

に
関

連
す

る
重

要
な

用
水

路
と

考
え

ら
れ

る
。

天
仁

元
年

以
降

の
開

削
と

考

え
ら
れ
る
。

12
7 

鶴
小

路
練

引
遺

跡
前
橋
市

鶴
小

路
町

△
 

前
15

①
A
s
-
B
下

水
田

検
出

。
坪

を
区

画
す

る
と

推
定

さ
れ

る
東

西
走

向
大

畦
畔

1
、
畦
畔
12
。

大
畦

畔
の

走
向

は
西

か
ら

約
3゚

北
に
傾
く
。

12
8 

徳
丸

仲
田

遺
跡

前
橋
市

徳
丸

町

゜
18
 

①
A
s
-
B
に

覆
わ

れ
た

水
田

を
検

出
。

畦
は

ほ
ぼ

東
西

南
北

に
走

り
、

古
代

条
里

型
地

割
に

基
づ

い
た

1
0
9
m
間

隔
の

畦
も

見
ら

れ
る

。
②

市
教

委
調

査
。

徳
丸

仲
田

［I[
遺

跡
C
区
畦
畔
（
走
向

N
-
0
~
7
°-
W

）
は

条
里
水
田
に
近
い
畦
畔
の
可
能
性
あ
り
。

12
9 

中
内

村
前

遺
跡

前
橋
市

中
内
町

△
 

17
 

①
A
s
-
B
下
水
田
を
検
出
。

4
区
で
は

2
0
m
X
3
0
m
程
度
の
大
区
画
で
あ
っ
た
。

5
区

で
は

東
半

部
で

南
東

方
向

に
向

か
っ

て
流

れ
る

溝
に

沿
っ

て
両
側
に
大
畦
が
検
出
さ
れ
た
。
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N(
l 

遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町
村

大
字

踏
襲

A
s
-
B

 
A
s
-
B

 
①
 

②
 

③
 

④
 

下
下
下
層

13
0 

中
大
門
遺
跡

前
橋
市

六
供

町
△

 
前

16
①

A
s
-
B
下
水
田
を
検
出
。
条
里
制
に
関
連
す
る
と
見
ら
れ
る
整
然
と
し
た
南
北
、
東
西
の
小
畦
畔
を
確
認
。
遺
跡

1
km
北

の
地

点
に

条
里

関
連

地
名
と
見
ら
れ
る
「
市
ノ
坪
」
が
あ
る
。

13
1 

中
原
遺
跡
群

I
前
橋
市

上
増

田
町

゜
前

17
①

弘
仁

9
(8
18
)

年
洪

水
下

水
田

検
出

。
水

田
下

に
8
世
紀
後
半
か
ら

9
世

紀
初

頭
の

住
居

1
軒
あ
り
。

上
増

田
町

・
①

弘
仁

9
年

洪
水

下
水

田
検

出
。

条
里

区
画

、
変

則
的

区
画

の
水

田
を

検
出

。
水

口
や

配
水

方
法

に
つ

い
て

細
か

く
検

証
す

る
。

坪
界

と
な

る
大

13
2 

中
原
遺
跡
群

II
前
橋
市

梵
井

町
・

今

゜
前
18

畦
畔
を
検
出
。

井
町

13
3 

中
原

遺
跡

群
III
・

前
橋
市

上
増
田
町
・

゜
前
19

前
10

①
弘

仁
9
年

洪
水

下
水

田
検

出
。

条
里

制
水

田
址

。
②

中
原

遺
跡

群
V
概
略
説
明
。

V
 •

 VI
I 

梵
井

町

13
4 

中
原
遺
跡
群
IV

前
橋
市

上
増

田
町

゜
前
20

前
10

①
弘

仁
9
年

の
大

地
震

に
伴

う
洪

水
に

埋
没

し
た

条
里

水
田

を
検

出
。

水
田

址
16
1
枚

、
溝

址
1
条
、
川
址

1
条
。
「

IV
成

果
と

問
題

点
」

に
お

い
て

条
里

的
地

割
を

検
証

。
南

北
走

向
坪

境
は

N
-
0
'-
E
、
東
西
坪
境
は

N
-8
8
'-
W

。
24

の
坪
を
確
認
で
き
る

。
②
遺
跡
概
略
説
明
。

13
5 

西
田

遺
跡

前
橋
市

鶴
小

路
町

△
 

前
21

①
東

西
畦

畔
10
本

、
南

北
畦

畔
1
本

を
検

出
。

水
田

27
枚。

C
、

D
区
で
検
出
さ
れ
た
幅
約

l
m
の
東
西
畦
畔
は
坪
境
畦
畔
の
可
能
性
あ
り
。

13
6 

西
田

IV
遺

跡
前
橋
市

鶴
小

路
町

△
 

前
22

①
A
s
-
B
下
水
田

13
面

検
出

。
条

里
の

一
町

を
区

画
す

る
地

割
は

検
出

さ
れ

て
い

な
い

が
、

周
辺

遺
跡

の
様

子
か

ら
条

里
に

よ
る

水
田

で
あ

る
可

能
性
を
示
唆
。

①
A
s
-
B
下

水
田

の
畦

畔
は

磁
北

と
そ

れ
に

直
交

す
る

方
向

に
あ

り
、

条
里

制
に

関
連

す
る

遺
構

と
考

え
ら

れ
る

。
②

A
s
-
B
下

に
検

出
し

た
水

田
の

畦
畔

は
ほ

ぼ
磁

北
方

向
、

も
し

く
は

そ
れ

に
直

行
す

る
方

向
を

示
し

条
里

制
と

の
関

連
が

う
か

が
え

る
③

火
山

噴
火

や
洪

水
に

対
す

る
復

旧

13
7 

棚
島

川
端

遺
跡

前
橋
市

棚
島

町

゜゚
11
 

12
 

13
 

14
 

作
業
は
条
里
地
割
を
基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

A
s
-
B
降

下
以

前
の

段
階

で
切

り
盛

り
を

伴
う

大
規

模
な

耕
地

整
理

（
条
里
地
割
の
設
定
）
が
施
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
④
中

・近
世
の
条
里
地
割
に
沿
っ
た
溝
が
確
認
さ
れ
た
。

18
区
で
は
条
里
の
坪
に
相
当

す
る

1
0
9
m
間
隔
で
平
行
す
る
東
西
方
向
の
溝
が
確
認
さ
れ
た
。

13
8 

野
中

天
神

遺
跡

前
橋
市

野
中

町
・
上

△
 

10
 

11
 

①
ほ

ぼ
南

北
、

東
西

方
向

の
畦

畔
が

検
出

さ
れ

る
。

②
上

端
幅
3
.
5
m
、
深
さ

80
cm

ほ
ど
で
ほ
ぽ
東
西
方
向
に
走
向
を
も
つ
溝
が
確
認
さ
れ
た
。

長
磯

町

13
9 

箱
田

境
遺

跡
前
橋
市

箱
田

町
△

 
前
23

前
24

①
小

畦
畔
67
本
を
検
出
。
「
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
本
遺
跡
の
様
相
は
条
里
制
の
遺
制
を
残
し
つ
つ
も
再
分
割
が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

②
水
田

40
枚
を
検
出
。

14
0 

前
箱

田
遺

跡
前
橋
市

前
箱

田
町

△
 

前
25

①
小

畦
畔

16
本

検
出

。
坪

を
区

画
す

る
と

見
ら

れ
る

大
畦

畔
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

が
、

小
畦

畔
走

向
が

東
西

・
南

北
と

整
っ

て
い

る
点

、
水

田

形
状
が
長
方
形
で
あ
る
点
な
ど
か
ら
条
里
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

14
1 

前
箱

田
村

西
II
遺

跡
前
橋
市

前
箱

田
町

△
 

前
26

①
A
s
-
B
下
水
田

9
枚

を
検

出
。

畦
畔

5
本

。
坪

を
区

画
す

る
大

畦
畔

は
見

つ
か

っ
て

い
な

い
。

畦
畔

は
ほ

ぼ
東

西
、

南
北

に
走

行
、

互
い

に
直

交
し

、
水

田
形

状
は

概
ね

正
方

形
、

ま
た

は
長

方
形

を
呈

す
る

こ
と

か
ら

条
里

制
に

起
因

す
る

規
格

性
を

も
っ

て
い

る
も

の
と

考
え

て
い

る
。

14
2 

宮
地

中
田

遺
跡

前
橋
市

宮
地
町

゜
前
27

①
A
区、

D
区、

E
区

で
東

西
方

向
の

坪
境

畦
畔

3
本、

D
区
か
ら

E
区

に
か

け
て

南
北

走
向

の
坪

境
畦

畔
1
本

を
検

出
。

坪
割

図
を

設
定

し
調

査
区
を
あ
て
こ
み
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

14
3 

村
前

遺
跡

前
橋
市

箱
田

町
△

 
前
28

①
A
s
-
B
下
の
畑
を
検
出
。
条
里
制
が
施
行
さ
れ
た
地
域
と
見
ら
れ
る
が
、
調
査
結
果
か
ら
は
断
定
で
き
な
か
っ
た
。

14
4 

元
総

社
明

神
遺

跡
前
橋
市

元
総

社
町

゜
前
29

①
検
出
さ
れ
た

W
-2
3
、
29

号
溝

は
走

向
南

北
で

、
元

総
社

明
神

遺
跡

II
で

報
告

の
南

北
大

溝
が

伸
び

た
も

の
と

判
断

。
覆

土
上

面
に

A
s
-
B
純

II
I・
IV
 

層
が

確
認

で
き

る
。

遺
物

は
10
世
紀
代
が
下
限
。
日
高
条
里
に
一
致
す
る
。
付
図
に
周
辺
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
大
溝
を
示
す
。

14
5 

柳
橋

遺
跡

前
橋
市

川
曲

町
△

 
前
30

前
10

①
A
s
-
B
下
水
田

23
枚

を
検

出
。

「
ま

と
め

」
に

お
い

て
方

格
地

割
を

設
定

し
高

崎
市

西
島

遺
跡

群
と

の
関

連
を

確
認

し
て

い
る

。
②

遺
跡

概
略

説
明
。

①
利

根
川

流
路

変
更

時
の

洪
水

層
に

埋
も

れ
た

水
田

跡
は

条
里

制
地

割
(
1
町
1
0
8
m
四

方
）

と
近

似
す

る
区

画
で

あ
り

条
里

制
地

割
の

名
残

と

14
6 

横
手

宮
田

遺
跡

前
橋
市

横
手

町
△

 
16
 

27
 

考
え

ら
れ

る
。

②
第

2
面
（
中
世
、

A
s
-
B
混
土
上
面
）
の
調
査
で
は

II
区

北
側

で
東

西
走

向
の

大
畦

畔
を

検
出

し
た

が
坪

区
画

に
あ

た
る

か
は

不
明
。
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N(
l 

遺
跡

名
遺

跡
所

在
地

調
査

さ
れ

た
条

里
文

献
記

述
内

容
備

考

市
町

村
大

字
踏

襲
A
s
-
B

 A
s
-
B

 
①
 

②
 

③
 

④
 

下
下
下
層

横
手

町
・
鶴

①
中
世
末
の
利
根
｝

1|
流
路
変
更
に
伴
う
洪
水
に
よ
り
埋
没
し
た
畦
畔
の
方
向
は
条
里
制
の
名
残
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

A
s
-
B
下

で
検

14
7 

横
手

湯
田

遺
跡

前
橋
市

小
路

町
・
亀

△
 

△
 

16
 

前
3
1

出
さ

れ
た

水
田

の
畦

畔
の

多
く

が
ほ

ぼ
条

里
制

に
合

わ
せ

て
構

築
さ

れ
て

い
る

。
②

前
橋

市
教

委
調

査
、

横
手

湯
田

VI
遺
跡
。

A
s
-
B
下
水
田
を

里
町

検
出

。
水

田
11
枚

、
畦

畔
16
条
。
畦
畔
の
様
子
、
地
名
な
ど
か
ら
条
里
制
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
あ
り
。

14
8 

六
供

下
堂

木
II
遺

跡
前
橋
市

六
供

町

゜
前
32

①
A
s
-
B
下
水
田
を
検
出
。

No.
13
畦

畔
は

上
幅
82
cm

、
下
幅
10
0c
m
と
規
模
が
大
き
く
坪
を
区
画
す
る
畦
畔
の
可
能
性
あ
り
。
走
向
は

N
-8
5
°-
E
。

周
辺
地
名
や
迅
速
図
に
よ
る
確
認
に
よ
る
と
条
里
地
割
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

14
9 

六
供

下
堂

木
III
遺

跡
前
橋
市

六
供

町
△

 
前
33

前
3

①
A
s
-
B
下
水
田

18
枚

を
検

出
。

東
西

畦
畔

4
本

、
南

北
畦

畔
10
本

。
調

査
さ

れ
た

範
囲

で
は

一
町

を
区

画
す

る
遺

構
は

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

。

畦
畔

の
つ

く
ら

れ
方

、
周

辺
の

様
相

か
ら

条
里

水
田

で
あ

る
可

能
性

は
高

い
と

し
て

い
る

。
②

条
里

水
田

の
可

能
性

を
示

唆
。

15
0 

六
供

下
堂

木
V
遺

跡
前

橋
市

六
供

町

゜
前
34

①
A
s
-
B
下

水
田

を
検

出
。

下
堂

木
II
遺

跡
Na
l3

畦
畔
（
東
西
）
、

Na
2
畦
畔
（
南
北
）
、

Na
20

畦
畔

（
南

北
）

で
区

画
を

想
定

す
る

と
ほ

ぼ
10
9

m
間
隔

と
な
る
。

Nu
2
を
北
に
延
長
す
る
と
下
堂
木

V
遺
跡
の
畦
畔
に
あ
た
る
。

①
A
s
-
B
下
水
田
29
枚

を
検

出
。

畦
畔

の
走

向
性

や
区

画
性

な
ど

か
ら

条
里

制
水

田
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

②
大

畦
畔

な
ど

条
里

地
割

を
示

15
1 

六
供

東
京

安
寺

遺
跡

前
橋
市

六
供

町
△

 
前

6
前
35

す
も
の
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
付
近
の
「
市
ノ
坪
J
、
「
公
田

」
な

ど
の

地
名

、
迅

速
図

に
お

け
る

地
割

の
確

認
、

周
辺

遺
跡

の
様

子
な

ど
か

ら
遺
跡
の
水
田
址
が
条
里
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
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「付表県内条里関連遺構発揺調査一覧」 文献一覧

はじめに市町村名、あるいは編集機関名を五十音順に並べ、その後、

各市町村ごとに文献を一覧表掲載順に並べた。

邑楽町

邑1．邑楽町教育委員会 2001「町内遺跡［II」

邑2.邑楽町教育委員会 1996「藤川堰遺跡」

太田市

太 l．太田市教育委員会 2000「渡良瀬川流域遺跡群発掘調査概報

ー丸山腰巻遺跡ー」

太2. 太田市

尾島町

「太田市史」

尾1.群馬県新田郡尾島町教育委員会 1998「世良田諏訪下遺跡」

甘楽町

甘1.甘楽町教育委員会 1984「甘楽条里遺跡」

甘 2.甘楽町教育委員会 1985「甘楽条里遺跡」

甘 3.甘楽町教育委員会 1986「甘楽条里遺跡」

甘 4.甘楽町遺跡調査会 1998「甘楽条里遺跡」

閲群馬県埋蔵文化財調査事業団

1.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1982「年報 1」

2.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1983「年報 2」

3.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1984「年報 3」

4.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985「年報 4」

5.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1986「年報 5」

6.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1987「年報 6」

7.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1988「年報 7」

8.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1989「年報 8」

9. 群馬県埋蔵文化財調査事業団 1990「年報 9」

10.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1991「年報10」

11.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1992「年報11」

12.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1993「年報12」

13.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1994「年報13」

14.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1995「年報14」

15.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1996「年報15」

16.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1997「年報16」

17.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1998「年報17」

18.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1999「年報18」

19.群馬県埋蔵文化財調査事業団 2000「年報19」

20.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1993「五目牛清水田遺跡」

21.群馬県埋蔵文化財調査事業団 2000 「甘楽条里遺跡（大山前遺跡） •福

島椿森遺跡」

22.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1998「芦田貝戸遺跡・御風呂遺跡・餅井

貝戸遺跡・西下井出遺跡」

23.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1999「上滝五反畑遺跡」

24.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1981「下之城条里遺構の調査」

25.群馬県埋蔵文化財調査事業団 2001「宿横手三波川遺跡」

26.群馬県埋蔵文化財調査事業団 1998「浜川遺跡群」

27.群馬県埋蔵文化財調査事業団 2001「亀里平塚遺跡・横手宮田遺跡・横

手早稲田遺跡・横手南川端遺跡」

28.群馬県埋蔵文化財調査事業団 2001「下阿内壱町畑遺跡、下阿内前田

遺跡J

境町

境 1.矢ノ原遺跡発掘調査事務所 1987「矢ノ原遺跡の発掘調査の概要」

渋川市

渋 1．渋川市教育委員会 1993「八木原沖田［II遺跡」

渋2.渋川市教育委員会 1998「八木原沖田X遺跡」

高崎市

高 1．高崎市教育委員会 1996「高崎市内小規模埋蔵文化財発掘調査概報」

高2.高崎市遺跡調査会 1999「旭町II遺跡」

高3．高崎市教育委員会 1989「東町遺跡調査報告書」

高4.高崎市教育委員会 1994「東町［II遺跡」

高 5.高崎市遺跡調査会 2000「東町VI遺跡J

高 6. 高崎市教育委員会 1999「飯玉 I• II遺跡」

群馬県内条里制研究資料の収集と解題

高7.高崎市遺跡調査会 1997「飯塚大苗代遺跡」

高8.高崎市遺跡調査会 1996「飯塚大道東遺跡」

高9. 高崎市遺跡調査会 1997「飯塚新田西II遣跡」

高10. 高崎市遺跡調査会・高崎市教育委員会 1994「岩押町 I遺跡」

高11. 高崎市遺跡調査会 1996「岩押町II遺跡」

高12. 高崎市遺跡調査会 1995「江木諏訪西遺跡」

高13. 高崎市教育委員会 1979「大八木水田遺跡」

高14.高崎市教育委員会 1988「岡久保遺跡」

高15.高崎市遺跡調査会 1997「上大類坂サ堰遺跡」

高16.高崎市遺跡調査会 1997「上中居荒神 I遺跡」

高17.高崎市遺跡調査会 1997「上中居島薬師遺跡」

高18. 高崎市遺跡調査会 1998「上中居西屋敷III遺跡」

高19. 高崎市教育委員会 1990「上並榎御料所遺跡」

高20. 高崎市教育委員会 1991「上並榎下松遺跡」

高21. 高崎市教育委員会 1992「高崎市内遺跡埋蔵文化財緊急発掘調査報

告書」

高22.高崎市教育委員会 1993「井野高縄遺跡、上並榎下松II遺跡、石原

鶴辺団地II遺跡、飯塚東金井遺跡、埋蔵文化財展事業について発掘調

査概要」

高23.高崎市教育委員会 1981「菊地遺跡群（ I）」

高24. 高崎市教育委員会 1982「菊地遺跡群（II)」

高25.高崎市教育委員会 1986「菊地遺跡群(VI)石神・五反田遺跡」

高26.高崎市教育委員会 2000「京目久保・天神前・柳ノ内・上小路遺跡」

高27.高崎市工業団地造成組合・高崎市教育委員会 1986「京目町作道遺

跡」

高28.高崎市教育委員会 1999「倉賀野続橋遺跡（倉賀野条里VI遺跡）」

高29.高崎市遺跡調査会 1996「栄町 I遺跡発掘調査報告書」

高30.高崎市教育委員会 1993「柴崎遺跡群、南大類遺跡群」

高31.高崎市教育委員会 1984「柴崎遺跡群（ I)村間遺跡、富士塚前A

遺跡」

高32. 高崎市教育委員会 1985 「柴崎遺跡群（ II) 東原 ・富士塚•富士塚前

B遺跡）」

高33. 高崎市教育委員会 1986「柴崎遺跡群 ( III ) 新堀 ・根際 ・吹手西A •富

士塚B遺跡」

高34. 高崎市教育委員会 1987「柴崎遺跡群（IV)西沖、柳原、吹手西B

遺跡」

高35.高崎市教育委員会 1989「柴崎遺跡群（V)殿谷戸、旭、富士塚、

隼人、吹手、峰岸遺跡」

高36. 高崎市遺跡調査会 1994「下天神遺跡」

高37.高崎市教育委員会 1996「下中居条里遺跡」

高38. 高崎市教育委員会 1987「高崎市内遺跡緊急埋蔵文化財発掘調査報

告」

高39.下之城村東遺跡調査会 1983「下之城村東遺跡」

高40. 高崎市遺跡調査会 1996「下之城村前II遺跡」

高41.高崎市教育委員会 1984「宿大類遺跡群天田遺跡(II)」

高42.高崎市教育委員会 1984「宿大類遺跡群（ 3) 山鳥・天神遺跡」

高43. 高崎市教育委員会 1985「宿大類遺跡群(IV)村北・矢島前・村東遺

跡」

高44.高崎市教育委員会 1985「宿大類遺跡群（ 5)天神久保遺跡」

高45.高崎市教育委員会 1993「高崎市内遺跡埋蔵文化財緊急発掘調査報

告書」

高46.高崎市遺跡調査会・高崎市教育委員会 1992「昭和町 I遺跡」

高47.高崎市教育委員会 1990「高崎市内遺跡緊急埋蔵文化財発掘調査報

告」

高48. 高崎市遺跡調査会 1988「中尾村前遺跡」

高49.高崎市教育委員会 1986「長野北部遺跡群六反田遺跡、中屋敷(II)

遺跡」

高50.高崎市教育委員会 1988「並榎北遺跡」

高51.高崎市教育委員会 1996「並榎北II・III・IV・V遺跡」

高52. 高崎市教育委員会 1985「西島遺跡群(II)」

高53.高崎市教育委員会 1986「西島遺跡群（III)」

高54. 高崎市教育委員会 1990「西横手遺跡群(II)」

高55. 高崎市教育委員会 1989「西横手遺跡群（ I）」
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高56.県央処理区萩原遺跡調査会 1999「萩原上・下五町田遺跡」

高57.高崎市教育委員会 1997「高崎市内遺跡埋蔵文化財緊急発掘調査報

告書11」
高58.高崎市遺跡調査会 1993「東金井II遺跡」

高59.高崎市教育委員会 1980「日高遺跡(II)」

高60.高崎市教育委員会 1982「日高遺跡(IV)」

高61.高崎市教育委員会 1990「高崎市内遺跡緊急埋蔵文化財発掘調査報

告」

高62.高崎市教育委員会 1992「高崎市内遺跡緊急埋蔵文化財発掘調査報

告書」

高63.高崎市教育委員会 1982「矢中遺跡群（II)天王前遺跡」

高64.高崎市教育委員会 1983「矢中遺跡群(III)村北A遺跡、天王前遺

跡」

高65.高崎市教育委員会 1984「矢中遺跡群（V)村北B遺跡」

高66.高崎市教育委員会 1984「矢中遺跡群(VII)矢中村東遺跡」

高67.高崎市教育委員会 1985「矢中遺跡群(VIII)矢中村東B遺跡」

高68. 高崎市教育委員会 1986 「矢中遺跡群 (IX ) 下村北 •砂内遺跡」

高69.高崎市教育委員会 1988「矢中遺跡群（X)矢中村東C遺跡」

高70.高崎市遺跡調査会 1996「矢中村西 I遺跡」

高71.高崎市遺跡調査会 1994「矢ノ上遺跡」

高72.高崎市教育委員会 1989「高崎市内遺跡緊急埋蔵文化財発掘調査報

告書」

玉村町

玉 1.玉村町教育委員会・玉村町遺跡調査会 1992「尾柄町遺跡」

玉 2.玉村町教育委員会 1999「滝川南遺跡」

玉 3.群馬県佐波郡玉村町教育委員会 1989「金免遺跡」

玉 4.玉村町教育委員会・玉村町遺跡調査会 1997「三境・三境II遺跡」

玉 5.玉村町教育委員会「中道西遺跡」

玉6.玉村町教育委員会 1993「藤川前遺跡」

玉 7.玉村町教育委員会・玉村町遺跡調査会 2000「前通遺跡」

藤岡市

藤1.群馬県藤岡市教育委員会 1995「小野地区水田址遺跡薬師裏C遺

跡・薬師裏D遺跡・薬師前遺跡・中栗須滝川遺跡・谷地B遺跡」

藤 2.群馬県藤岡市教育委員会 1983「藤岡市遺跡詳細分布調査（II)美

土里地区」

前橋市

前 1．前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1997「稲荷遺跡」

前 2.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1998「大友宅地添遺跡」

前 3.前橋市教育委員会 1997「文化財調査報告書第28集」

前4.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1998「上佐鳥中原前遺跡」

前 5.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1998「川曲毘沙門目遺跡」

前6.前橋市教育委員会 1998「文化財調査報告書第29集」

前 7.前橋市教育委員会 1982「文化財調査報告書第13集」

前8.前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1987「五反田遺

跡」

前9.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1995「五反田II遺跡」

前10.前橋市教育委員会 1982「文化財調査報告書第25集」

前11.前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1988「地蔵前遺

跡」

前12.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1998「下新田中沖遺跡」

前13.前橋市教育委員会 1987「勝呂遺跡」

前14.前橋市教育委員会 1986「鎖守廻り遺跡」

前15.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1997「鶴小路練引遺跡」

前16.前橋市教育委員会・明和ゴム工業株式会社 1983「中大門遺跡」

前17.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1993「中原遺跡群 I」

前18.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1994「中原遺跡群II」

前19.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1996「中原遺跡群III・V・VII」

前20.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1995「中原遺跡群IV」

前21.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1996「西田遺跡」

前22.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1998「西田IV遺跡」

前23.前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1985「箱田境遺

跡」

前24.前橋市教育委員会 1984「文化財調査報告書第15集」
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前25.前栖市教育委員会 1982「前箱田遺跡」

前26.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2000「前箱田村西II遺跡」

前27.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1997「宮地中田遺跡」

前28.前栢市教育委員会 1987「村前遺跡」

前29.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1986「元総社明神遺跡III・IV」

前30.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1994「柳橋遺跡」

前31.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1999「横手湯田VI遺跡」

前32.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1997「六供下堂木II遺跡」

前33.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1998「六供中京安寺遺跡・六供下堂

木III遺跡」

前34.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1998「六供下堂木V遺跡」

前35.前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1999「六供東京安寺遺跡」



資料紹介

一本造り軒丸瓦における布と模骨

瓦エ人たちの創意工夫

高井佳弘

1 はじめに

2 特殊な布目痕跡

3 模骨と布

4 まとめにかえて

要 9

ロ

上野国では国分寺創建期以降、瓦当裏面にいわゆる「無絞り」の布目痕を残す縦置き型一本造り軒丸瓦が盛んに作ら

れるが、本稿はそこで用いられる布と模骨についての資料紹介である。紹介するのは 4方向の糸によって構成される特

殊な布と、布を貼り付けた模骨である。これらは現在までのところ笠懸町山際瓦窯の生産品にのみ見られるもので、他

に類例が知られていない。おそらく一本造り軒丸瓦の製作にあたり、布を模骨にかぶせる困難さを解消しようとしたエ

夫であると思われるが、瓦製作技法の研究ばかりでなく、古代の布を考える上でも興味深い資料であると思われる。

キーワー ド

対象時代奈良～平安時代

対象地域群馬県（上野国）

研 究 対 象 軒 丸 瓦 製 作 技 法 布
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1 はじめに

近年古代瓦の研究は著しく深化している。特に技法研

究は精緻を極め、瓦にあらわれる微細な痕跡から多くの

情報を得る努力が各地で続けられ、瓦研究に新たな視点

が数多く提供されている。このような技法研究を行う上

で重要なのは瓦の詳細な観察であるが、それを一層進展

させるためには、その観察結果をなるべく早く公表し、

研究者の共有財産とすることが必要であり、資料紹介は

その意味で重要であると思われる。

本稿で扱う上野国分寺跡の出土瓦には数多くの箔種の

軒先瓦があり、製作技法にも興味深い資料が多数存在す

る。そのうちの大部分は既に 「史跡上野国分寺跡発掘調

査報告書』（前沢・高井1998、以下、本書を引用する場合

は 『報告書jと略記する）で報告したが、その後、執筆

時には気がつかなかったものや不明だったものがいくつ

かあることに気がついた。それら未報告資料については、

できるだけ資料紹介したいと思っているが、とりあえず

本稿では、一本造り軒丸瓦に見られる興味深い痕跡につ

いて報告することにしたい。

古代における上野国の瓦生産は一本造り技法が盛んで

あることが一つの特徴であり、 8世紀前半からいわゆる

縦置き型一本造り（図 1模式図参照）による軒丸瓦が数

多く生産されている。この技法によって造られた瓦の外

見上の特徴としてまず第一にあげられるのは、丸瓦凹面

に付いた布目痕が瓦当裏面にまで続いていることであ

る。この布目痕は、いうまでもなく、瓦を製作するため

に用いられた型木（内型）＝模骨門こかぶせられた麻布

が瓦に押しつけられた痕跡であるが、そのうち瓦当裏面

に残る布目痕には大きく分けて二つの種類がある。一つ

は布を絞ったような跡が残るものであり、もう一つはそ

のような痕跡のない、まった＜平らな布の痕跡である。

前者を「有絞り布目」、後者を「無絞り布目」と便宜的に

呼んでおくが、ここで紹介する痕跡は後者の「無絞り布

目」をもつ一本造りの軒丸瓦の一部に見られるものであ

る。

特殊な布目痕跡

ここで紹介する布目痕跡は写真 1に見えるようなもの

である。写真に写っている部分は軒丸瓦の瓦当裏面であ

るが、この写真は瓦に残る布目痕を直接撮影したもので

はない。というのも、こういった布目痕は布が粘土に押

しつけられた痕跡であり、布目がいわばネガの状態に

なっているので、布を構成する糸が観察しにくいのであ

る。そのため、布目痕に樹脂を押しあてて型どりし、ポ

ジの状態、すなわち、布を直接見ているような状態にし

たほうが観察しやすい。この写真 1はそのようにして型

どりした布目痕を拡大撮影したものである。詳しくは後

述するが、この写真に見える布目痕のほとんどの部分で、

2
 

糸が 4方向あることが見て取れるであろう。写真の右上

にはごく普通の状態の布目、すなわち経糸と緯糸との 2

方向の糸で織られた布目が見えるが、それを左下に追っ

ていくとそれとは違う 2方向の糸が新たに加わってく

る。その 2方向の糸が加わった部分では、 4方向の糸が

あるためにまるで 2枚の布が向きを少しずらして重なっ

ているかのようにみえる。ところが、これをよく観察す

ると、新たに加わった糸は最初の 2方向の糸をまたいだ

り＜ぐったりしており、まったく別に存在しているので

はないことが分かる。つまりこの布は、この部分では 4

方向の糸で織られているかのような状態になっているの

である。

このような布目痕の存在に初めて気が付いたのは、す

でに10年以上前、上野国分寺の発掘調査報告書の執筆の

ために出土瓦の整理をしていたときである。しかし、そ

の当時はこのような特殊な布の存在を自分自身でも納得
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実際は内型＝模骨に布を巻きつける。

図 1 縦置き型一本造り模式図（上原1997より）
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することができなかった。また、ほかの研究者の方に実

物を見せて相談しても、「そのような布はあり得ない」、

「布が 2回押しつけられているだけではないのか」と言

下に否定されてしまうような状態であった。そのため、

直後に執筆した『報告書」では「二重になっている部分

や不連続な部分が見られるものも多い」（同書133ページ）

などといった、今から思えば不正確な表現を用いて報告

してしまった。だが、その後樹脂によって布目痕を型ど

りしてみるなど、細々と観察を続けた結果、やはり 4本

の糸によって織られたような状態であると確信がもてる

ようになった。ただし、明瞭な痕跡を残す資料が少ない

こともあり、実際の布がどのような形状をしているのか

という肝心な点がよく分からず、それ以上の追究はほと

んど進展しないままだったので、発表はその後も控えて

いた。しかし、このような布目痕自体興味深いのと、広

＜類例を求めることが必要であると感じていたため、早

い機会に資料紹介だけはしなければならないとも思って

いた。冒頭に述べたように瓦研究は著しく進展しており、

このような資料の呈示は、これまであまり注意されてこ

なかった瓦の布目痕について注意を喚起することにもな

るであろう。そのため、いささか遅きに失した観もある

が、今回発表することにしたものである。

問題の布目について今少し詳細に述べてみる。

この写真の個体は上野国分寺跡出土の軒丸瓦で、分類

番号はB101（分類番号について詳細は『報告書』参照）

である。図 2に拓本と実測図を示したが、写真 1に写っ

ている範囲はこの個体の瓦当裏面で、四角で囲ってある

部分である。この瓦は単弁 5葉蓮華文の文様をもち、国

分寺創建期を代表する B201（図 4上）の系統を引くもの

であるが、蓮弁に反転の表現が見られず、蓮子も 1+ 5 

一本造り軒丸瓦における布と模骨

から 1+ 4に変化しているなど、やや退化傾向にあり、

創建期でも後半に位置づけられるものである（この系統

の変遷私案は図 4の通り）。このBlOlは国分寺から94点

（破片接合前の点数。破片を接合すると84点となる）ほ

ど出土しているが、それらはいずれも瓦当裏面に無絞り

の布目を残す縦置き型一本造りによって作られている。

そして、そのうちの数個体に、このような特殊な布目痕

が残っているのである。 BlOlの中にはこのような布目痕

を観察できない個体もあるので、全部が同様な布を用い

ているわけではないようであるが、小破片で出土するも

のが多いために、その比率を明らかにすることはできな

し％

なお、少し先走ってしまうが誤解のないように述べて

おくと、この個体の製作に用いられている布は、次節で

詳述するように、模骨に直接接着されているという、こ

れまたいささか特殊なものである。しかし、模骨に接着

しているようなものはこの例しか確認できないので、現

時点では模骨に布を接着することとこのような布を用い

ることとは不可分の条件ではないと思われる。おそらく

このような特殊な布を用いているとはいっても、ほとん

どの場合はふつうの布を用いた時と同様、一本の軒丸瓦

を作るたびに模骨にかぶせるものなのだと思われる。

この特殊な布目痕の特徴は前述の通りであるが、写真

1の右上にごく普通の布目が見られることからも明らか

なように瓦当裏面全面がそうなっているわけではなく、

一部分に見られることに注意が必要である。その範囲は

個体によって異なるが、写真 1・図 2にあげた個体では

概ね瓦当裏面の下半分にその特殊な布目痕を残してい

る。

この個体では布目痕がかなり明瞭に残っていて瓦当裏
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図2 瓦当裏面に特殊な布目痕を残す軒丸瓦（B101) 
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面全面の布目がよく見えるが、 4方向の糸からなる布目

痕については、全体のある部分がそのようになっている

ことが分かるのみで、実際に布全体がどのような形状に

なっているかを考える痕跡はほとんどない。この付近で

布が 2枚重なっているようなことは、布の端の圧痕が

残っていないことからおそらくあり得ないことであり、

結局、瓦に残る布の痕跡からは、一見 1枚に見える布の

一部分が 4方向の糸で構成されていることしか分からな

い。残念ながらその他の個体では布目が不明瞭になって

いるものが多く、現在までのところそれ以上の追究がで

きていない状態である。縦置き型一本造りによる軒丸瓦

では当然のことであるが、筒部の粘土で丸瓦となる部分

の逆側は最終的には切り取られてしまうため、その部分

の布がどのような状態なのかが分からないことも、この

布の復元には不利な条件である。

布全体の形状が分からないので、どのようにして 4方

向の糸を部分的に用いた布を作っているのかは不明であ

る。ただし、一度に 4方向の糸を用いて布を織ることは

不可能であろうから、まず緯糸 ・経糸からなる 2方向の

ふつうの布を織り、その後に刺し子のように、手作業で

1本ずつ糸を加えていったと考えるのが自然であろう。

しかし、そのような手作業を行っているとすると、その

作業は気が遠くなるほど細かく面倒なものになるであろ

う。また、手作業で、この布目痕のように、まるで 2枚

の布が重複しているかのように見えるほど直線的かつ平

行に糸を加えられるのかという疑問が湧いてくる。その

他の方法を現在のところ思いつかないが、いずれにしろ、

このような布を作るためには多大の労力がかかるものと

思われる。

それほどの労力をかけて、このような布を作る目的は

何なのだろうか。これも布全体の形状が分からない以上

推定の域を出ないが、現時点ではおそらく円筒形の模骨

に布をかぶせることに関係しているのではないかと考え

ている。

縦置き型一本造りの場合、瓦当裏面の粘土と模骨とを

離れやすくするため、丸瓦部分だけではなく瓦当裏面に

あたる部分にも布がなければならない。つまり、模骨の

広端面にも布をかぶせなければならないのである。その

ため、模骨に布をかぶせる際には丸瓦を造る場合に比べ

て工夫が必要であるが、このような場合、布を袋状にし

て模骨にかぶせるのが最も簡便な方法であると思われ

る。「はじめに」で述べたように、瓦当裏面には「有絞り」

か「無絞り」の布目が残るが、「有絞り」の場合はまず布

を筒状に縫い、その後一方の口を絞って縛り、袋状にす

る。そして、それを裏返して模骨の広端側からかぶせる

ので、瓦当裏面に絞り目のある布目が残るのだと考えら

れる。「有絞り」の布目痕については以上の復元でほとん

ど問題がないと思われるが、「無絞り」には問題が多い。
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というのふ模骨に一枚の布を巻き付けるのであるから、

密着させるためにはかなり無理があり、布には大きなし

わが寄ってしまうはずであるが、『報告書」132~133ペー

ジで既に指摘したように、「無絞り」の瓦を見ると、瓦当

裏面にも丸瓦凹面にもほとんど布のしわが見られないか

らである。とすれば、布をかぶせる時にしわを消すよう

な何らかの工夫がなされていたのであろう。そして、こ

こで紹介している 4方向の糸を用いる布はそのエ夫のひ

とつなのではないかと思われるのである。

ふつうの布を用いた「無絞り」一本造りは、『報告書』

で述べたとおり、布を一方向に引っ張り、すべてのしわ

をそちらに集めるようにしているのだと考えているが、

実際にそのように布を引っ張るのはかなり難しいと考え

られる。そのため、模骨に密着するように巻き付けても

しわが寄りにくいような布が必要となり、それを解決す

る一つのエ夫として、このような特殊な布が考え出され

たのではないだろうか。もちろん、以上の推定は、布の

全体が明らかにならない限り推測の域を出るものではな

し％

上野国では、瓦当裏面に「無絞り布目」をもつ一本造

りが国分寺創建期に導入され、その後国内で広く用いら

れるようになるが、そのうち、ほとんどのものはごく普

通の布を使用している。ただし、この特殊な布が見られ

るのはB101だけに限られるわけではない。この他に、 B

003、B004、B203、B208（図 3)に見ることができる。

そして、 B101を含めた 5箔種のうち、 B003、B101、B

203は新田郡笠懸町の山際瓦窯から表採されていて 2)、生

産地が判明する。ほかの 2笥種についても、胎土 ・焼成

の特徴が類似しており、これも山際瓦窯の製品の可能性

が強い。とすれば、このような特殊な布目痕をもつ軒丸

瓦は、全て山際瓦窯で造られていることになる。今のと

ころ、上野国内の他の瓦窯の製品で、このような布を使

用した例は見出していない。

山際瓦窯は創建期から修造期に至るまで、国分寺に瓦

を供給した瓦窯である。そこで生産された軒丸瓦の変遷

私案は図 4のようであるが、そのうちの大部分の瓦にこ

のような布が使用されているのである。この 5種類の瓦

は、図 4の通り、創建期の中頃から修造期に至るまでの

かなり長い期間にわたっているが、ごくふつうの布を用

いた瓦も同時期に生産されていることにも注意が必要で

ある叫つまり、このような布は、山際瓦窯のエ人の一部

に長期間受け継がれてきた工夫なのだと考えられるので

ある。その意義については次節を述べた後に触れること

にする。

3 模骨と布

次に取り上げるのは、一本造り軒丸瓦の模骨と布に関

する興味深い一事例である。



一本造り軒丸瓦における布と模骨
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図 3 特殊な布目痕をもつ軒丸瓦
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B201 （鹿ノ川瓦窯産）
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図4 山際瓦窯産軒丸瓦の変遷

(0印は山際瓦窯で表採されているもの。）

写真 2を見ていただきたい。これは前節と同様、上野

国分寺跡出土の軒丸瓦BlOlのある 2個体を瓦当裏面側

から撮影したものである。左側は前節で紹介したものと

同一個体である。ただしこの写真では、撮影の都合上、

瓦の天地が逆に置いてある。

この写真を見れば明らかなように、この両個体の瓦当

裏面から丸瓦凹面にかけて残るすべての痕跡は全く同じ

である。瓦当裏面中央付近に残る山形の段差（写真では

この段差を境に上が高く、下が低くなっているのが写っ

ている。ここで 1lllil1程度の段差がある）やその他の凹凸

は、模骨の先端の形状がそのまま押圧されてついたもの

と思われるが、それが左右全く同じであることが見て取

れる。また、布目痕も全く同じで、糸の流れる方向など

は左右で全く変わらない。それは丸瓦凹面でも全く同様

である。さらに、丸瓦の位置を見ると、丸瓦部を造るた

めに粘土円筒を切り取った位置まで全く同じであること

がわかる。しかも、この写真ではやや見にくいが、丸瓦

凹面の瓦当近くには何かが擦れたような跡があるが、そ

れも全く同位置にある。

以上の痕跡から、この二つの軒丸瓦の製作に用いられ

た模骨は同じものであることが分かる。しかも、布目痕

が全く同じであることは、布がその模骨に接着されてい

ることを示している。さらに、丸瓦部の切り取り位置が

同じであることは、模骨に切り取り位置を示す目印が付

けられていたことを示す。この目印はおそらく模骨の狭

端面についていたのであろう。さらに丸瓦凹面に残る擦

痕は、粘土円筒を半分切り取った後、模骨を抜く際につ

いたものと思われるが、これも同一であることは、模骨

を傾けて抜く方向まで同じであることを示している。

以上の痕跡のうち、模骨を傾けて抜き去る方向が同じ

であることは、おそらくエ人の癖に属することがらであ

り、この 2個体を作ったエ人が同一人物であったことを

示している。その他は模骨の特徴に関することであるが、

前述のような興味深い工夫を凝らした模骨を用いてい

る。その工夫とは、布を模骨に貼り付けていることと、

丸瓦を作り出す際に粘土を切り取る目印を付けているこ

との二つである。

この二つのうち、丸瓦部の粘土円筒を切る際の目印は、

他の一本造り軒丸瓦にもあった可能性がある。なぜなら

ば、先述のように、模骨に布を巻き付ける際にできるし

わは、丸瓦となる部分とは逆方向に集められている可能

性が高く、だとすれば、そのしわの集めてある部分を正

確に切り取る必要があるからであり、そのためには何ら

かの目印を付けておいた方が便利だからである。この目

印は丸瓦部がまだ円筒形であるときに必要なものなの

で、そのときに外から見える場所、すなわち模骨の狭端

面につけられていたものと推定している。

もう一つの、模骨に布を貼り付けている工夫について
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は、他に類例を知らない。このような痕跡を残す軒丸瓦

は、写真に紹介した 2個体と、上植木廃寺出土品 1個体

の、合計 3個体しか見出していない。現状では上野国で

も珍しい事例である。そこで問題となるのは、なぜ布を

貼り付けたのかということであるが、これもよくわから

ない。これらの個体は前節で述べたような特殊な布を用

いているが、その布を用いることと模骨に貼り付けるこ

ととは、これも先述したように不可分ではないと思われ

る。しかし、やはりこの工夫も、布を模骨に巻き付ける

のがかなり困難であることを少しでも解消しようとした

工夫の一つであると考えるのが、やはり一番自然なので

はないだろうか。布を模骨に貼り付ければ、一回ごとに

布を巻き付けなくても済むからである。それがどれほど

の労力節減になるかはよくわからない。実際には、貼り

付けている例は少ないので、あまり有利な方法ではな

かったのかもしれない。あるいは、何回か使用するうち

に、粘土が離れにくくなるというような欠点もあるかも

しれない。いずれにしろ、一本造りに伴う工夫の一つで

あることは間違いないのではなかろうか。

なお、このように模骨が特定できる例は、全国的にも

あまり知られていない。ふつう模骨には布が巻き付けら

れてしまうので、それだけでも模骨のもつ特徴が消され

てしまうのに、さらに布が一回ごとにまき直されるため

に特徴がますます掴みにくくなるからである。そのため、

瓦製作に用いられる模骨を特定し、その数などを明らか

にできた事例は、山梨県天狗沢瓦窯 4)の事例など、わず

かしかない。本稿にあげた例はわずか 3個体だが、他に

も詳細に観察すれば、模骨を特定できる例が他にもある

可能性はある。そのような可能性を、この 3個体を観察

すると感じることができる。

4 まとめにかえて

以上、上野国分寺跡から出土した一本造り軒丸瓦に残

る模骨と布の痕跡について資料紹介をした。不明な点が

数多く存在するので、資料紹介としてはかなり不十分で

あることは痛感しているが、現時点までにわかっている

ことをとりあえず報告させていただいた。各地における

類例と、それから、特に布の作り方の方面から御教示等

をいただけたら幸いである。

最後に、ここで紹介した工夫の意義について述べて本

稿のまとめとしたい。

これらの工夫は、先述のように、国分寺創建期から修

造期にかけて、笠懸町山際瓦窯における瓦エ人の一部が

用いたものである。そこでは「無絞り」一本造り軒丸瓦

が生産されていたが、実は、国分寺創建期という時期は、

「有絞り」が「無絞り」に変化する時期に当たっている。

上野国では、 8世紀初頭頃、上植木廃寺に供給する瓦窯

（場所不明）で「有絞り」一本造りが造り始められる。

一本造り軒丸瓦における布と模骨

その後東毛地区ではこの技法の瓦が作り続けられるが、

国分寺創建期にあたって、いわゆる横置き型一本造りの

技法が導入される。おそらくそれが一つの契機となって

上野の一本造り技法に変化が起こり、瓦当裏面の布目が

「無絞り」に変わることになる。国分寺創建期に東毛地

区で造られる軒丸瓦は単弁 5葉の特徴的な文様を持って

いるが、この系統の瓦で「有絞り」をもつのはB202aの

1第種のみであり、そのほかの縦置き型一本造りはみな

「無絞り」である。それほど急激に「有絞り」→「無絞

り」の変化が起きているのである。この変化のメリット

が何なのかはよくわからないが、「有絞り」では瓦当裏面

の粘土に凹凸が大きくなってしまい、そこに耐久性の上

での欠点を認めるのも一つの考えだと思う。しかし、「無

絞り」では何度も述べるように布を巻き付ける作業がや

や難しくなる。そのため、特にそれを初めて造り始めた

山際瓦窯のエ人たちは、その欠点を克服しようと苦慮し

たのではなかろうか。その際の創意工夫の一部が、本稿

で紹介した事例なのではないかと思われる。つまり、新

しい技法の欠点を克服しようとした努力の一端が、これ

らの痕跡から見て取れるのだと考えられるのである。

布を模骨に貼り付けるという工夫はほとんど一過性

で、その後なくなってしまったようだが、特殊な布を作

る工夫の方は、全部で 5苑種の軒丸瓦に用いられている

ので、かなりの長期間伝えられていることがわかる。し

かし、同一の瓦窯で生産されている軒丸瓦でも、その布

を用いないものもあることにも注意が必要である。なぜ

ならば、その布を用いる、用いないは何に起因する違い

なのか、エ人の違いなのか、単に工房に用意されている

布に幾種類かあるためだけなのか、一つの工房における

工人の実態を考える上でも興味深い問題にも関わってく

るからである。現状ではまだそこまで追究が進んでいな

いが、国分寺創建瓦窯の組織を考える上では一つの突破

口になる問題だと思われる。

また、この特殊な布がどのように作られているのか、

それは、古代における布の作り方、使い方にも関わって

くる問題だと思われる。現状ではこのような布は山際瓦

窯でのみ使われた珍しいものであるが、そのもの自体興

味深いものであり、単に特殊な例だとして済ますわけに

はいかないものを感じている。同時に、これが本当に山

際瓦窯のエ人のみの創意工夫で作られたものなのか、あ

るいは、どこかにそのような技術がありそれを学んだも

のなのかという問題も、今後類例を探すことで解決した

い課題である。布そのものについては、筆者自身布の専

門ではないので問題の本質を理解しきれないが、これま

であまり研究されてこなかった瓦に残る布目について

も、今後研究が必要であることを痛感している。各方面

からの御教示をいただけると幸いである。
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な お 、 本 稿 で 取 り上げた布目に関して、坂ロ一氏 、 外

山 政子氏にご教示を賜りました。記して感謝の意を表 し

ます。

註

1)丸瓦の成形の際にその心として用いる造瓦器具を「模骨」と呼ぶこ

とについては大脇氏の見解に従った（大脇1991)。

2)山際瓦窯の表採品については（須田1986) を参照のこと。

3)たとえばBl02は山際瓦窯で表採されているので、そこでの生産品で

あると思われるが、これには同様な布目は見られない。

4) 山梨県天狗沢瓦窯では、布をかぶせない木製の模骨を用いて一本造

り軒丸瓦が作られている。ここでは模骨の痕跡の詳細な検討が行われ、

2本の模骨が用いられていたことが明らかにされた。（櫛原1992)
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154 



一本造り軒丸瓦における布と模骨

155 





群馬県内出土の縄文時代石製装身具集成

谷藤保彦•関根惧ニ・今井和久

1 はじめに

2 石製装身具の分類

3 集成一覧表

4 報告書一覧表

要 旨

日

本集成は、平成11・13年度の 2カ年にわたる群馬県埋蔵文化財調査事業団自主研究指定を受けた一部である。

今日までに発掘調査が進められてきた群馬県内の縄文時代の遺跡は数多く、それに伴って出土遺物も膨大な量となっ

ている。そうした資料による縄文時代研究は、各研究者によって探求されつつあるが、装身具等に至っては未だ対象と

されていないのが現状である。そこで本稿では、縄文時代の石製装身具についての資料集成と分類を行った。

群馬県内では、 500点以上の石製装身具が出土している。装身具は、日常に使用し身体に装飾するもの、或いは、死者

を埋葬するときに装飾するものなど多様な性格を持つが、使用の実態は不明なものが多い。これらの装身具について群

馬県内資料について資料集成を進めてきたが、今回は石製の装身具を取り上げた。

集成した石製装身具は、用途・形状等から映状耳飾り・箆状石製品・刀状石製品・墳状頸飾り・「の」字状石製品・勾

玉状石製品・棒状石製品・方形石製品・楕円形石製品・円形石製品・三角形石製品・玉・大珠•その他の石製品の14種

に形態分類している。今後の石製装身具を研究するための基礎資料としていきたい。

キーワード

対象時代

対象地域

研究対象

縄文時代

群馬県

石製装身具
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1 はじめに

縄文時代の遺跡から発見される遺物は、多種多様なも

のが多い。その中で、日常生活を営むために使われた道

具を第一の道具、非日常的使われ方をする道具を第二の

道具と呼び縄文時代人の特性を表そうとしている。そう

いった中で、装身具は日常生活を営むために必要不可欠

なものではないと言った意味では第一の道具ではない

が、日常の場での使用も考えられ、第二の道具にするこ

とも難しい。野生の動物にとって身体の装飾は種の維持

に不可欠な部分である。人間にとっても同様に装飾する

ことは、種の維持を考えるならば本能に近い部分での働

きがあると考える。以上のように装身具に対する位置づ

けは、第一の道具、第二の道具と単純に割り切れるもの

ではなく多様な性格を持ったものと考える。

従来より装身具は、出土遺物として特異な形態から注

目されてきたが、集成や分類が出土の多さに比べ少ない

ものである。硬玉製大珠や映状耳飾などの定型的なもの

で型式として認められているものについての研究、集成

はある程度行われてきた。しかし、その他の装身具につ

いては、研究 ・集成は多くないのが現状である。今回、

身近なところで県内の装身具を集成し縄文時代の装身具

について考えてみたい。

集成に当たっては、多様な性格を持った装身具は、装

着される場（ステージ） ・材料 ・時期 ・装着方法 ・地域な

どを考慮に入れ、資料集成を行ってきた。一方で、発掘

報告書からの引用という一面もあり、報告者の記載によ

らなければならず、必ずしも統一的な集成が行われたと

はいえない。

今回は、石製品の資料について分類を行い公表する。

順次土製品等の装身具を集成公表し装身具のデータベー

スを作り研究の一助としたい。

なお、掲載資料の縮尺については、各報告書のままで

あるため統ーは図られていない。一覧表についても報告

書の記載をそのまま転載した。

2 石製装身具の分類

決状耳飾り （第 1~6図）

峡状耳飾りを一括した。県内出土の装身具の中で最も

出土量が多く、その形状から外形が円形を呈するものを

I類、方形を呈するものII類、三角形を呈するものIII類、

小型のものをIV類と大別し、さらに各型の中を形状差か

ら細分した。以下、分類毎に説明を加える。

I類 外形が円形を呈するものを本類とした。内径の

大小、断面形状等から以下の a~fの 6細分される。

a (1~32) 

外径に対して内径が大きく、断面が円ないし楕円形

となり、細身のリング状を呈する一群である。完形と

なる出土資料は、現集成の中には見あたらない。 1は
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三ツ子沢中遺跡22号住居から、花積下層式土器と共に

出土している。 3~30は新堀東源ケ原遺跡出土のもの

で、 5が75号住居から花積下層 I式土器と共に出土し

ている。また、それ以外も花積下層 I式期に伴う資料

とされている。これらの出土例から、本類は前期初頭

期に多く見られるようである。

b (33~45) 

外径に対して内径が小さく、断面が円ないし楕円形

となり、やや肉厚な一群である。 37は曽木森裏遺跡 8

号土坑から、諸磯b式土器と共に出土している。 42• 
43は行田梅木平遺跡476号土坑から、花積下層式土器と

共に出土している。 44• 45は中棚遺跡 2号住居から、

有尾式 ・大木 2a式土器と共に出土している。これら

の出土例から、本類は前期でも長い時間帯に存在する

ようである。

C (46~94) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平となる一群

である。中野谷松原遺跡出土の48はJ113住居、 53はJ

56住居、 54はJ78住居からで、それぞれ諸磯b式土器

と共伴している。 57は清水山遺跡 2号住居から、諸磯

a式土器と共に出土している。 69は愛宕山遺跡74号土

坑から、諸磯b式土器と共に出土している。 71は行田

梅木平遺跡36号住居から、諸磯b式土器と共に出土し

ている。 72は行田梅木平遺跡63号住居から、有尾式土

器と共に出土している。 75は行田梅木平遺跡 1号住居

から、諸磯a式土器と共に出土している。 80は芳賀団

地遺跡J36号住居から、黒浜式土器と共に出土してい

る。 83は鞘戸原II遺跡 1号住居から、諸磯式土器と共

に出土している。 89は分郷八崎遺跡 1号住居から、有

尾式土器と共に出土している。 94は切れ目が中途であ

り、未製品である。これらの出土例から、本類は前期

でも中葉以降に多く見られる。

d (95~110) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平気味で、や

や肉厚な一群である。101は白倉下原遺跡A区78号住居

から、諸磯 C式土器と共に出土している。 108は鞘戸原

II遺跡 1号住居から、諸磯式土器と共に出土している。

110は切れ目が中途であり、未製品である。これらの出

土例から、本類は前期後葉に伴う傾向が窺える。

e (111~120) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平となり、内

径が上方へ寄ることで切れ目部が長くなる一群であ

る。 119は糸井宮前遺跡129号住居出土で、諸磯b式土

器と共伴している。この出土例から、本類は前期後葉

に伴う傾向が窺える。

f (121 • 122) 

a~e以外の断面形状のものである。121はbに属さ

れるとも思われるが、その断面形が正方形に近いこと



から分別した。三原田城遺跡 7号住居から出土したも

ので、前期初頭の花積下層Ill式に伴う。また、 122は小

型ではあるが、管状に近い厚さをもち、他とは異なる

形状を呈している。五目牛清水田遺跡出土で、花積下

層式に伴うものと考えられる。この両例共に、前期で

も古い段階に伴うもので、今後の資料増加に期待した

し＼。

II類 外形が方形を呈するものを本類とした。断面形

状等から以下の a• bの2細分される。

a (123~125) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平となる一群

である。 123は中野谷松原遺跡J109号住居から、有尾

式土器と共に出土している。この例により、本類は前

期中葉に存在しているようである。

b (126) 

外径に対して内径が小さく、内径が上方へ寄ること

で切れ目部が長くなる一群である。土器と共伴する例

はないが、 I類aと共通する特徴からすれば、前期後

葉に伴う可能性が高い。

III類 外形が三角形を呈するものを本類としたが、127

の1点のみである。糸井宮前遺跡116号住居出土で、有

尾式・大木 2a式土器と共伴している。この出土例か

ら、本類は前期中葉に存在しているようである。

IV類 小型のものを本類とした。 128の 1点のみであ

る。新堀東源ケ原遺跡出土のもので、花積下層 I式期

に伴う資料とされている。同様のものは他県において

も出土しており、やはり前期初頭に伴うようである。

箆状石製品（第 7図）

縦長で扁平な形状を呈し、上端（基部）付近に孔をも

つ類で、所謂「箆状石製品」とされてきたものである。

形状から分類できる要素をもつが、ここでは分類しない。

6・7・11の上端（基部）には、孔を貫くような溝状の

堀込みを両面にもつ。

1~8は新堀東源ケ原遺跡出土のもので、花積下層式

期に伴う資料とされている。 9は箱田遺跡群J19住居か

ら出土したもので、前期の関山 I式古段階の土器に伴う。

それ以外のものは、遺構出土であっても時期は不明。

刀状石製品（第 8図）

上端（基部）付近に孔をもち、下端（先端）が刃部の

ごとく切っ先状に薄く尖る。その全体的な形状が小型な

状を呈していることから、箆状石製品から分別して刀状

石製品とした。

1は三原田城遺跡86号土坑から出土したもので、前期

初頭の花積下層III式に伴う。蛇紋岩製で、全面がかなり

丁寧に研磨されて光沢をもち、側縁の一方に両面からの

擦り切り痕を残し、もう一方の側縁は平坦となる。上端

群馬県内出土の縄文時代石製装身具集成

には、孔を貫くような溝状の堀込みを両面にもつ。図示

できなかったが、この三原田城遺跡例以外にも伊勢崎市

大上遺跡から出土している。ほぽ同形状で、溝状の堀込

み・擦り切り痕をもつ蛇紋岩製で、前期初頭に属するよ

うである。

瑣状頸飾り（第 9図）

弧状ないし棒状の形状を呈し、全面および両端部まで

丁寧な研磨が施され、両端部付近に小孔が穿たれている

ものである。 『縄文時代 12号』に掲載された「「瑣状頸

飾り」について」（谷藤 2001)に準拠する石製品を、こ

の類とした。

1は坪井遺跡 SI12住居から花積下層 I式・塚田式土器

と共に出土したもので、前期初頭に属される。 3は中野

谷松原遺跡J118住居から諸磯b式土器と共に出土して

いる。 2は小型なもので、 4は幅広な方形状を呈し、共

に時期不明。

「の」字状石製品（第10図）

平面形状がひらがなの「の」字状をする。断面は扁平。

中央の孔は装飾としての機能と考えられる。上端部にも

小さい孔が穿たれ、垂飾用或いは他の装身具と連結する

ためのものと考えられる。 1は、葉蟻石製で全体に擦痕

がみられ、作りは粗雑な感じがする。 2は、蛇紋岩製で

丁寧に磨き込まれている。前期末を主体とする遺跡から

出土している。

勾玉（第11図）

平面形状が勾玉状（牙歯状）になる。断面形は、丸み

を帯びたものや扁平なものがある。形状からIII類に分類

できる。

I類 (3~7)

孔が小さく端部によっているものが多い。全体に細

身で弧状を描くものが多く映状耳飾の半裁された形に

似ることから、峡状耳飾からの転用品と考えられる。

前期のものが多い傾向にある。

II類 (1、 2、 8、9)

頭部が胴部に比べ膨らみ、孔が全幅に対してやや大

きめに穿たれる。中期以降に多く見られるようである。

III類（10~12)

頭部が膨らみ、孔が大きい。頭部に刻みを持つこと

から丁字頭勾玉に分類できる。出土遺跡から、後期以

降に多く見られる。

棒状石製品（第12図）

平面形状が棒状を呈し、断面形が隅丸方形、或いは楕

円形をする。孔は、端部に穿たれる。孔の直径は本体に

比べ小さいものが多い。中期の遺跡から多く出土してい
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る。

方形石製品 （第13図）

平面形状は方形を呈し、断面形は扁平である。いわゆ

る板状のものである。孔は、端部に穿たれるものが多い。

1は、表面を磨き線刻を施す。 2~5は、表面を磨いた

研磨痕が見られる。 6~16についても表面は磨かれ滑ら

かである。前期以降の遺跡から出土しており、時期幅は

広い。

楕円形石製品 （第14図）

平面形状は楕円 ・長楕円形を呈する。断面形は、扁平

の板状である。孔は、端部に穿たれるものが多い。 7~12

については、孔が中央よりに穿たれる。これらのものは、

中期の遺跡から多く出土する傾向を持つが、時期幅は広

いと思われる。

円形石製品 （第15図）

平面形状は円形を呈し、断面形は扁平の板状である。

孔の形状により、以下の 3種類に分類される。なお、 I

類は後期、 II類は前期中葉から、 III類は前期中葉の遺跡・

遺構から、多く出土している傾向が窺える。

I類 (3)

小孔が 2カ所に穿たれる。

II類(1、 2、4、13~16)

孔は、直径に比べ小さく穿たれ、臼玉状になる。

III類 (5~12)

大形の孔を持ち、環状になる。 5、6は表面に線刻

を持つ。

三角形石製品 （第16図）

平面形状は三角形を呈する。断面は扁平の板状である。

孔は、上端に穿たれるものが多いが、 1は2カ所に穿孔

される。また、 7は、中央部に孔を持つ。 1~3は逆三

角形を呈する。時期は、前期以降の遺跡から出土してい

る。

玉 （第17~19図）

大珠を除く玉を一括した。その形状から、管玉状を呈

するものを 1類、棗玉状を呈するものをII類、小玉をIII

類と 3分類した。以下、分類毎に説明を加える。

I類管玉状 (1~21)

縦長で、側面が平坦となり、管状の形状を呈するも

のである。中には、側面がやや括れるものも含めてい

る。 1は三原田城遺跡 2号住居から、花積下層III式土

器と共に出土している。 7• 8は八幡林古墳群から、

黒浜式土器と共に出土している。 13は箱田遺跡群

JPllO号土坑から、箆状石製品10と共に出土している。
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14は分郷八崎遺跡 8号住居から、有尾式土器と共に出

土している。 15• 18は中野谷松原遺跡から出土したも

のであり、 15はJ80住居、 18はJ83住居からで、共に

諸磯b式土器に伴っている。 20は三原田遺跡 2-9住

居からで、加曽利E3式土器と共に出土している。ま

た、 21は新堀東源ケ原遺跡出土のもので、花積下層式

期に伴う資料とされている。こうした出土例から、本

類は前期を通じて存在しているようであり、特に後期

以降に増加する傾向が見られる。

II類棗玉状 (22~83)

やや縦長となるが、側面形が膨らみ、棗状の形状を

呈するものである。 22~34は新堀東源ケ原遺跡出土の

完形品で、花積下層式期に伴う資料とされている。こ

の内、 23• 24 • 32 • 34は接合資料である。また、 44~83

は製作に関わる未製品ないし破損品と考えられるもの

である。 35は中野谷松原遺跡J7住居から、有尾式土

器と共に出土している。 38は三原田城遺跡70号土坑か

ら、花積下層III式土器と共に出土している。 40は鳥取

福蔵寺遺跡J1住居から、有尾式土器と共に出土して

いる。こうした出土例から、本類は前期初頭に多く伴

うようであるが、僅かに中期まで存在するようである。

III類小玉 (84~117)

I • II類とは異なり、小型のものを本類とした。

85~100 • 102~104 • 108は深沢遺跡から出土したもの

で、 85~97• 102~104はC区20号配石、 98はC区5号

配石、 99はC区9号配石、 100はC区27号配石からで、

いずれも後期の加曽利B式に伴っている。112は鞘戸原

II遺跡48号土坑から、諸磯b式土器と共に出土してい

る。 113は小仁田遺跡 3号住居から、諸磯b式土器と共

に出土している。 115は新堀東源ケ原遺跡出土で、花積

下層式期に伴うとされている。117は五目牛清水田遺跡

4号住居から、花積下層II式土器と共に出土している。

こうした出土例から、本類は前期以降の縄文時代を通

じて存在しているようであり 、特に後期以降に増加す

る傾向が見られる。

大珠 （第20図～22図）

石材から、 I類を硬玉製(1~5)、II類をその他の石

材 (7~19) に分類した。さらに八幡一郎、寺村光晴氏

らの分類に従い大珠の形状から、細分を行った。

I類石材が硬玉製のもの。

a (1~3) 

いわゆる鰹節形を呈するものである。 1は、南蛇井

増光寺遺跡ピットから出土している。 2は、小町田遺

跡の遺構外から出土。 3は、三原田遺跡中期後半の 3

-1住居から出土している。

b 不整形 (4~6)

自然石や転石をそのままの形で、あまり形を作らず



に表面を磨いたもの。 4は三原田遺跡、 5は鼻毛石中

山遺跡、 6は、白川傘松遺跡のいずれも中期後半の遺

構から出土している。

II類石材が硬玉以外のもの。

a (7) 

鰹節形を呈し、硬玉製大珠を模倣したものと考えら

れる。 7は、緑色片岩製のもので遺構外出土である。

b (8) 

形状が緒締形を呈する。中野谷松原遺跡から、蛇紋

岩製のものが 1点出土している。

C (9~14) 

形状がら石斧形を呈するものである。今回の集成で

は、 9の資料は報告書によると、 I類の翡翠製となっ

ているが、観察では蛇紋岩と思われるので本類に入れ

た。 11は、下鎌田遺跡147号住居の中期の遺構から出土

している。 12~14は、神保植松遺跡出土のものでほぽ

中央に孔が穿たれている。遺構外出土のため時期は特

定できない。

d (15~23) 

不整形のもの。自然石や転石を利用している。表面

に研磨痕と自然面を残すものが多い。表面の研磨の丁

寧さなどから硬玉製大珠を模倣したものと考えられる

ものもあるが、自然面も多く残すものも多い。 15は、

軽石で敷石住居から出土している。 16は、蛇紋岩製で

前期の遺跡から出土しているなど素材の精緻や出土時

期等幅広いものがある。

e (24~30) 

形状は、楕円形を呈している。前項の楕円形石製品

よりやや大形。孔が中央よりにあるものが多く、硬玉

製大珠を模倣した小型のものと考えられるものもあ

る。時期は、中期以降のものが多い。

その他（第23図）

形状が不定形のものと、未製品（原石を含む）に分け

られる。

I類(1~8)

形状が不特定のものを一括した。 2は、中野谷松原

遺跡出土のもので三角形の形状で、縦に孔を穿ってい

る。時期は、 1、2とも前期と考えられる。 3は、形

状が「 8」の字状になる。深沢遺跡出土のもので後期

と考えられる。 4は、頂部に突起を持ったもので突起

の下に孔を穿つ。下佐野遺跡出土で中期のものである。

5~8は、不定形で時期不明のものである。

II類 (9~17)

未製品で、いずれも新堀東源ヶ原遺跡出土のもので、

前期初頭とされている。 9• 10は原石に近い、荒割り

した素材である。 15~17には擦り切り痕が残されてい

るものである。

群馬県内出土の縄文時代石製装身具集成

以上、集成した石製装身具の分類を行ってきたが、集成

図、分類別一覧表、出土遺跡報告書（文献）一覧を併せ

て掲載する。
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映状耳飾り

番号 市町村名

1 榛名町

2 下仁田町

3 松井田町

4 松井田町

5 松井田町

6 松井田町

7 松井田町

8 松井田町， 松井田町

10 松井田町

1 1 松井田町

12 松井田町

13 松井田町

14 松井田町

15 松井田町

16 松井田町

17 松井田町

18 松井田町

19 松井田町

20 松井田町

21 松井田町

22 松井田町

23 松井田町

24 松井田町

25 松井田町

26 松井田町

27 松井田町

28 松井田町

29 松井田町

30 松井田町

31 赤城村

32 下仁田町

33 下仁田町

34 下仁田町

35 北橘村

36 子持村

37 富岡市

38 前橋市

39 月夜野町

40 赤堀町

41 赤堀町

42 松井田町

43 松井田町

44 昭和村

45 昭和村

46 安中市

47 安中市

48 安中市

49 安中市

50 安中市

51 安中市

52 安中市

53 安中市

54 安中市

55 安中市

56 笠懸町

57 笠懸町

58 吉井町

180 

遺跡名 分類 石 材

三ッ子沢中 I a 蛇紋岩

下鎌田 I a 硬質の白色岩

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

新堀東源ケ原 I a 滑石

三原田城 I a 蛇紋岩

下鎌田 I a 滑石

下鎌田 I b 滑石

下鎌田 I b 滑石

道訓前 I b 滑石

白井北中道II I b 葉ろう石

曽木森裏 I b 滑石

小島田八日市 I b 蛇紋岩

大友館址 I b 蛇紋岩

五目牛清水田 I b 葉ろう石

五目牛清水田 I b 葉ろう石

行田梅木平 I b 滑石

行田梅木平 I b 滑石

中棚 I b 甥瑞

中棚 I b 蛇紋岩

中野谷松原 I C 結晶片岩

中野谷松原 I C 蛇灰岩

中野谷松原 I C 滑石

中野谷松原 I C 結晶片岩

中野谷松原 I C 滑石

中野谷松原 I C 結晶片岩

中野谷松原 I C 蛇灰岩

中野谷松原 I C 蛇灰岩

中野谷松原 I C 滑石

中野谷松原 I C 蛇灰岩

清水山 I C 土製

清水山 I C 滑石

神保富士塚 I C 

縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

0.7 8.0 22号住居 68 

1172号土坑 55 

6.0 1.3 0.6 15.7 グリッド 58 

4.3 1.3 0.4 11. 7 グリッド 58 

15.6 75号住居 58 

5.5 1.4 0.9 13.2 グリッド 58 

4.4 1.0 0.7 7.6 グリッド 58 

4.2 1.1 0.7 7.1 グリッド 58 

4.7 1.1 0.8 6.5 グリッド 58 

3.2 0.9 0.6 5.0 グリッド 58 

2.0 1.8 0.5 4.0 グリッド 58 

3.6 0.8 0.7 3.6 グリッド 58 

2.5 0.9 0.6 2.6 グリッド 58 

2.2 0.8 0.5 2.5 グリッド 58 

3.3 1.2 0.6 5.1 グリッド 58 

4.2 1.0 0.7 6.1 グリッド 58 

3.3 1.5 1.3 8.8 グリッド 58 

2.6 1.1 0.5 グリッド 58 

2.6 1.0 0.6 2.9 グリッド 58 

4.0 1. 2 0.9 2.7 グリッド 58 

3.3 1. 4 0.9 6.4 グリッド 58 

3.3 1.3 1.0 6.3 グリッド 58 

3.1 1.0 0.7 6.3 グリッド 58 

3.2 0.9 0.6 3.7 グリッド 58 

3.2 1.1 0.8 3.5 グリッド 58 

2.3 1.1 0.8 3.8 グリッド 58 

2.2 1. 2 0.6 3.0 グリッド 58 

2.1 0.8 0.6 2.0 グリッド 58 

1.2 0.9 0.3 1.6 グリッド 58 

1.0 182号住居 58 

1.4 0.8 0.4 3.6 遺構外 22 

0.8 160号住居 55 

lOll号土坑 55 

遺構外 55 

3.6 3.8 1. 3 土坑 73 

(2. 3) (1.2) (0.5) 28.4 63 

2.6 2.5 1.1 (3.0) 8号土坑 50 

2.8 1.8 0.7 7.0 P54 41 

4.1 (2.6) 1.1 3.7 J -1 21 

2.5 (10.0) 38 

2.5 11.2 38 

3.2 3.5 1.0 2.7 476号土坑 56 

3.0 2.1 1.0 17.0 476号土坑 56 

6.7 2号住居 12 

13.0 4号住居 12 

7.0 遺構外 72 

遺構外 72 

113号住居 72 

31号住居 72 

遺構外 72 

62号住居 72 

遺構外 72 

56号住居 72 

78号住居 72 

遺構外 72 

遺構外 ， 
遺構外 ， 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

59 北橘村 諏訪西 I C 蛇紋岩 3.1 1.9 0.5 4.5 56号土坑 16 
60 吉井町 神保植松 I C 砂岩 4.5 3.0 0.7 8.0 遺構外 24 
61 吉井町 神保植松 I C 滑石 4.7 3.4 1.0 15.4 遺構外 24 
62 吉井町 神保植松 I C 蛇紋岩 2.1 1.5 0.5 1. 9 遺構外 24 
63 吉井町 神保植松 I C 変質蛇紋岩 2.1 1.3 0.3 1.2 遺構外 24 
64 吉井町 神保植松 I C 蛇紋岩 1.4 1. 7 0.4 1. 9 遺構外 24 
65 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石質蛇紋岩 2.8 1.4 0.5 4.0 47 
66 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石質蛇紋岩 3.6 1.3 0.6 6.0 竪穴 47 
67 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石 3.1 1.8 0.5 4.0 P69 47 
68 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石 4.4 2.6 0.9 12.0 Pl90 47 
69 富士見村 愛宕山 I C 蛇紋岩 4.4 (4.4) 0.6 10.1 74号土坑 45 
70 北橘村 道訓前 I C 滑石 3.8 2.4 0.4 6.1 遺構外 73 
71 松井田町 行田梅木平 I C 滑石 3.4 4.2 0.4 12.0 36号住居 56 
72 松井田町 行田梅木平 I C 滑石 4.2 2.7 0.8 14.5 63号住居 56 
73 松井田町 行田梅木平 I C 蛇紋岩 3.7 1.5 0.6 5.5 1号配石墓群 56 
74 松井田町 行田梅木平 I C 滑石 2.1 1.9 0.4 2.2 遺構外 56 
75 松井田町 行田梅木平 I C 蛇紋岩 4.7 1.8 0.7 12.6 1号住居 56 
76 昭和村 中棚 I C 滑石 4.5 グリッド 12 
77 昭和村 中棚 I C 滑石 6.0 グリッド 12 
78 昭和村 中棚 I C 蛇紋岩 9.0 グリッド 12 
79 昭和村 中棚 I C 蛇紋岩 6.0 グリッド 12 
80 前橋市 芳賀団地 I C 蛇紋岩 4.0 4.2 1.0 25.0 J 36号住居址 29 
81 前橋市 芳賀団地 I C 蛇紋岩 2.5 (2.2) 0.6 7.0 J 51号住居址 29 
82 下仁田町 下鎌田 I C 滑石 遺構外 55 
83 富岡市 鞘戸原 I C 滑石 (2. 7) 0.3 1号住居址 35 
84 安中市 大下原 I C 滑石 遺構外 39 
85 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石質蛇紋岩 3.4 2.3 0.6 6.0 P89 47 
86 下仁田町 下鎌田 I C 滑石 93号住居 55 
87 子持村 吹屋中原 I C 変質蛇紋岩 63 
88 赤城村 見立溜井 I C 3.1 1.5 0.5 3.2 グリッド 14 
89 北橘村 分郷八崎 I C 蛇紋岩 3.1 0.9 0.4 2.7 1号住居 20 
90 子持村 吹屋中原 I C 包含層 63 
91 吉井町 多比良天神原 I C 牛伏砂岩 69 
92 吉井町 多比良天神原 I C 牛伏砂岩 69 
93 北橘村 真壁諏訪 I C 滑石 5.4 遺構外 66 
94 吉井町 神保植松 I C 砂岩 4.2 4.3 0.9 15.4 遺構外 24 
95 子持村 吹屋犬子塚 I d 葉ろう石 (3.1) (1. 5) (0.5) (5.0) 包含層 63 
96 赤城村 勝保沢中ノ山 I d 珊瑞 2.3 2.1 0.6 5.9 包含層 27 
97 安中市 中野谷松原 I d 蛇灰岩 遺構外 72 
98 安中市 中野谷松原 I d 結晶片岩 遺構外 72 
99 榛名町 白岩浦久保 I d 滑石 3.6 4.0 0.7 14.2 グリッド 70 
100 北橘村 分郷八崎 I d 滑石 3.1 (1.3) 0.9 6.6 140号土坑 20 
101 甘楽町 白倉下原 I d 滑石 3.2 3.3 1.2 20.0 A区78号住居 40 
102 下仁田町 下鎌田 I d 滑石 202号住居 55 
103 下仁田町 下鎌田 I d 滑石 遺構外 55 
104 渋川市 半田南原 I d 滑石 1.0 44 
105 吉井町 入野 I d グリッド 10 
106 月夜野町 前中原 I d 甥瑞 4.0 3 
107 昭和村 中棚 I d 滑石 3.3 グリッド 12 
108 富岡市 鞘戸原 I d 滑石 (3.0) 1.0 4.0 1号住居址 35 
109 前橋市 荒砥北三木堂 I d 2.2 1.2 2.3 Pl77 32 
llO 赤城村 三原田城 I d 蛇紋岩 3.0 2.9 0.9 11.6 25号土坑 22 
111 前橋市 荒砥北三木堂 I e 滑石 4.3 2.1 15.9 Pl77 32 
112 富岡市 南蛇井増光寺 I e 滑石 3.0 1. 7 0.5 3.8 P614 25 
113 前橋市 芳賀団地 I e 土製 29 
114 甘楽町 白倉下原 I e 葉ろう石 2.7 1. 7 0.5 3.5 c区50号住居 40 
115 松井田町 行田梅木平 I e 滑石 4.0 2.1 0.7 11.2 474号土坑 56 
116 松井田町 行田梅木平 I e 滑石 4.1 1.8 0.7 11.1 474号土坑 56 
117 吉井町 多比良天神原 I e 牛伏砂岩 69 
118 吉井町 多比良天神原 I e 牛伏砂岩 69 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

119 昭和村 糸井宮前 I e 玉ずい

120 北橘村 分郷八崎 I e 滑石

121 赤城村 三原田城 I f 滑石

122 赤堀町 五目牛清水田 I f 葉ろう石

123 安中市 中野谷松原 II a 滑石

124 下仁田町 下鎌田 Ila 凝灰岩

125 吉井町 神保植松 Ila 滑石

126 赤城村 三原田城 II b 滑石

127 昭和村 糸井宮前 III 滑石

128 松井田町 新堀東源ケ原 IV 滑石

箆状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

4 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

5 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

6 松井田町 新堀東源ケ原 蛇紋岩

7 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

8 松井田町 新堀東源ケ原 滑石， 北橘村 真壁諏訪 緑色片岩

10 北橘村 真壁諏訪 滑石

11 安中市 中野谷松原 蛇紋岩

12 吉井町 神保植松 蛇紋岩

13 榛名町 三ッ子沢中 蛇紋岩

刀状石製品

番号 1市町村名 1 遺跡名 1 分類 1 石 材

1 赤城村 三原田城 蛇紋岩

墳状頸飾り

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

1 長野原町 坪井 葉ろう石

2 藤岡市 藤岡北山B 石製

3 安中市 中野谷松原 滑石

4 富岡市 中高瀬観音山 滑石

「の」字状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

1 富岡市 南蛇井増光寺 滑石

2 藤岡市 白石大御堂 蛇紋岩
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縦

4.0 

3.6 

2.4 

2.0 

3.1 

3.3 

3.5 

縦

6.3 

6.7 

5.0 

3.5 

3.0 

4.2 

4.2 

4.5 

12.6 

縦

10.2 

縦

1. 7 

縦

2.4 

4.3 

横 厚さ 重量 出土位置

2.1 3.0 6.9 129号住居

(2.3) 0.4 5.5 遺構外

1.1 0.8 3.8 7号住居

4.3 

109号住居

122号住居

2.3 0.4 2.4 遺構外

1.6 0.7 4.4 25号土坑

3.8 6.0 8.0 116号住居

0.8 0.7 3.4 グリッド

横 厚さ 重量 出土位置

2.1 0.8 15.8 グリッド

1.8 0.7 16.6 グリッド

1.6 0.7 11.4 グリッド

1.4 0.5 3.7 グリッド

2.2 0.6 6.1 グリッド

6.6 618号土坑

1.4 0.6 6.7 グリッド

2.1 0.5 8.1 グリッド

11.5 Jl9号住居址

21.1 土坑

2.0 0.6 8.7 遺構外

3.8 0.8 62.0 75号土坑

横 1 厚さ 1 重量 1 出土位置

z. 4 I o. 7 I 26. 8 I 86号土坑

横 厚さ 重量 出土位置

S112 

118号住居

3.0 0.3 3.0 P190 

横 厚さ 重量 出土位置

2.8 0.3 2.6 731号土坑

3.7 2.5 5.0 上谷戸調査区

文献

17 

20 

22 

38 

72 

55 

24 

22 

17 

58 

文献

58 

58 

58 

58 

58 

58 

58 

58 

66 

66 

72 

24 

68 

文献

22 

文献

71 

48 

72 

47 

文献

59 
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勾玉状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 妙義町 行沢大竹 II 滑石 遺構外 64 
2 安中市 中野谷松原 II 78号住居 72 
3 高崎市 乗附長坂 I 変質蛇紋岩 3.7 1. 7 0.3 3.9 遺構外 67 
4 大胡町 上大屋 I 滑石 グリッド 19 
5 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 3.5 0.9 0.6 3.4 グリッド 58 
6 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 5.5 68号住居 58 
7 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 3.4 0.8 0.7 3.1 グリッド 58 
8 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.2 180号住居 58 ， 妙義町 行沢大竹 II 滑石 遺構外 64 
10 小野上村 藤田荻久保 III 滑石 2.6 1. 7 0.6 4.2 217号土坑 43 
11 前橋市 大道 III 安山岩 グリッド 31 
12 前橋市 大道 III 安山岩 グリッド 31 

棒状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 館林市 大袋 1 2.0 グリッド 4 
2 榛名町 白川傘松 葉ろう石 3.1 1.2 0.9 5.0 20号住居 54 
3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 68号住居 58 
4 赤堀町 五目牛消水田 葉ろう石 4.7 9.2 38 
5 松井田町 新堀東源ケ原 滑岩 2.0 826号土坑 58 
6 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.4 189号住居 58 
7 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 1. 9 185号住居 58 
8 下仁田町 下鎌田 緑色片岩 グリッド 55 ， 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 5.7 0.8 0.9 6.9 グリッド 58 
10 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 5.0 1.2 0.8 6.9 グリッド 58 
11 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.9 1.0 0.8 5.4 グリッド 58 
12 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.7 1.2 0.8 5.7 グリッド 58 
13 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.3 1.1 0.6 4.4 グリッド 58 
14 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.2 1.0 0.7 3.6 グリッド 58 
15 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.8 0.9 0.6 3.9 グリッド 58 
16 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.5 0.9 0.5 2.5 グリッド 58 
17 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.2 0.6 0.4 0.9 グリッド 58 
18 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.3 1.0 0.6 3.4 グリッド 58 
19 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.3 1.1 0.6 3.3 グリッド 58 
20 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.4 0.8 0.5 2.6 グリッド 58 
21 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.5 0.7 0.5 2.1 グリッド 58 
22 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 0.9 0.6 2.2 グリッド 58 
23 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.8 0.8 0.6 2.0 グリッド 58 
24 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.3 1.0 0.5 2.2 グリッド 58 
25 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 1. 9 0.8 0.4 1.0 グリッド 58 
26 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.8 1.0 0.4 2.0 グリッド 58 
27 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.6 1.0 0.8 3.1 グリッド 58 
28 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.5 1.0 0.8 2.7 グリッド 58 
29 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.6 0.8 0.4 1.6 グリッド 58 
30 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.7 1.1 0.7 3.8 グリッド 58 
31 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.8 1.1 0.7 4.4 グリッド 58 
32 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.8 0.8 0.5 6.0 グリッド 58 
33 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.8 0.9 0.6 4.1 グリッド 58 
34 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.9 0.6 0.5 2.4 グリッド 58 
35 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.2 0.8 0.5 2.3 グリッド 58 
36 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.0 0.7 0.4 1.0 グリッド 58 
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方形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.8 3.3 0.5 14.7 グリッド 58 

2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 1. 7 0.7 5.8 グリッド 58 

3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 1.1 0.6 3.0 グリッド 58 

4 昭和村 中棚 甥瑞 6.0 グリッド 12 

5 富岡市 中高瀬観音山 緑色片岩 4.3 2.0 0.4 6.0 Pl49 47 

6 大胡町 上ノ山 7.3 5.7 1. 9 42.0 グリッド 34 

7 大胡町 上ノ山 7.1 5.2 1.8 28.0 グリッド 34 

8 松井田町 行田梅木平 軽石 7.8 5.6 1.8 35.0 1号配石墓群 56 ， 松井田町 行田梅木平 軽石 7.1 4.6 1. 5 21.6 177号土坑 56 

10 大胡町 堀越西一丁田 軽石 3.0 3.6 1.1 3.7 遺構外 62 

11 松井田町 五料野ケ久保 軽石 (5.4) 5.0 0.9 20.0 グリッド 53 

12 昭和村 糸井宮前 砂岩 4.9 5.4 0.7 30.0 遺構外 17 

13 吉井町 神保植松 砂岩 5.9 3.4 0.6 16.3 遺構外 24 

14 吾妻町 郷原 翡翠 J 2号住居 11 

15 吉井町 神保植松 滑石 2.9 2.0 0.6 6.4 遺構外 24 

16 吉井町 神保植松 砂岩 3.0 3.2 1.5 15.8 遺構外 24 

楕円形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.5 1. 9 0.4 4.6 グリッド 58 

2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.1 2.0 0.4 4.8 グリッド 58 

3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.3 2.1 0.6 6.1 グリッド 58 

4 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.1 0.9 0.3 1.1 グリッド 58 

5 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.4 2.0 0.5 2.6 グリッド 58 

6 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.0 1. 2 0.3 1.1 グリッド 58 

7 高崎市 乗附長坂 滑石 (3.8) 1.5 1.0 8.6 遺構外 67 

8 下仁田町 下鎌田 堆積岩 グリッド 55 ， 大胡町 稲荷窪B 4.4 3.4 0.9 23.4 61 

10 松井田町 五料野ケ久保 安山岩 4.0 2.3 0.9 12.2 グリッド 53 

11 下仁田町 下鎌田 堆積岩 629号土坑 55 

12 下仁田町 下鎌田 堆積岩 213号住居 55 

13 下仁田町 下鎌田 緑色片岩 161号住居 55 

円形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.5 1.5 0.4 1. 4 グリッド 58 

2 吉井町 神保植松 II 滑石 1.8 2.5 0.9 4.7 遺構外 24 

3 明和町 矢島 I 砂岩 49 

4 吉井町 神保植松 II 滑石 1.8 1. 9 0.9 5.2 26号住居 24 

5 安中市 中野谷松原 III 牛伏砂岩 78号住居 72 

6 吉井町 神保植松 III 砂岩 3.8 3.2 1.1 13.4 遺構外 24 

7 北橘村 中畦 III 滑石 1.8 1.8 0.5 3.0 6号住居 12 

8 子持村 吹屋中原 III 珪質頁岩 包含層 63 ， 吉井町 神保植松 III 滑石 5.3 6.1 1.8 64.5 遺構外 24 

10 吉井町 神保植松 III 砂岩 3.5 2.0 0.8 5.3 28号住居 24 

11 吉井町 神保植松 III 滑石 2.9 1.4 0.7 3.5 26母住居 24 

12 吉井町 神保植松 III 蛇紋岩 2.6 1. 9 0.4 1.8 26号住居 24 

13 吉井町 神保植松 II 砂岩 4.3 4.4 0.9 23.5 35号住居 24 

14 昭和村 中棚 II 凝灰岩 15.0 グリッド 12 

15 吉井町 神保植松 II 砂岩 5.4 4.9 0.9 27.4 遺構外 24 

16 吉井町 多比良天神原 II 牛伏砂岩 69 
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三角形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.7 2.3 0.4 6.1 グリッド 58 
2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.5 2.6 0.6 4.3 グリッド 58 
3 吉井町 神保植松 砂岩 12.1 7.5 2.0 203.3 35号住居 24 
4 吉井町 神保植松 泥質凝灰岩 5.7 4.0 1. 4 31. 7 遺構外 24 
5 吉井町 神保植松 砂岩 5.4 7.2 1.1 35.9 遺構外 24 
6 吉井町 神保植松 砂岩 4.0 4.2 1.0 17.2 遺構外 24 
7 吉井町 神保植松 砂岩 4.3 4.5 0.7 12.0 遺構外 24 

玉

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 赤城村 三原田城 I 滑石 2.2 1.4 1.4 8.3 2号住居 22 
2 吉井町 神保植松 I 滑石 1.2 0.6 遺構外 24 
3 吉井町 神保植松 I 葉ろう石 1.5 1.1 遺構外 24 
4 吉井町 神保植松 I 葉ろう石 1. 7 0.7 遺構外 24 
5 北橘村 芝山 I ろう石 3.1 1.9 15.0 JP19 37 
6 沼田市 寺入 I 遺構外 18 
7 赤城村 八幡林 I 黒色で硬質 4号住居 5 
8 赤城村 八幡林 I 黒色で硬質 4号住居 5 ， 北橘村 道訓前 I 滑石 2.1 1.0 0.5 2.5 遺構外 73 
10 松井田町 行田梅木平 I 滑石 2.8 1.4 1.1 6.9 373号土坑 56 
11 松井田町 行田梅木平 I 遺構外 56 
12 松井田町 行田梅木平 I 滑石 1.8 1.1 0.4 0.5 遺構外 56 
13 北橘村 真壁諏訪 I 滑石 9.4 llO号土坑 66 
14 北橘村 分郷八崎 I 滑石 1. 7 1.0 0.3 1.0 8号住居 20 
15 安中市 中野谷松原 I 蛇灰岩 J -80号住居 72 
16 安中市 中野谷松原 I 蛇灰岩 72 
17 安中市 中野谷松原 I 蛇紋岩 72 
18 安中市 中野谷松原 I 蛇灰岩 J -83号住居 72 
19 赤堀町 五目牛清水田 I 葉ろう石 38 
20 赤城村 三原田 I 蛇紋岩 (2.1) 1.2 (1.2) (3.5) 2-9号住居 33 
21 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 3.6 1.5 0.9 7.6 グリッド 58 
22 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 3.1 1. 9 27.8 グリッド 58 
23 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 3.0 1. 9 25.8 グリッド 58 
24 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.4 2.5 1.8 15.1 グリッド 58 
25 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.9 2.0 1. 7 16.3 グリッド 58 
26 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1.8 1.6 10.6 グリッド 58 
27 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.6 1.8 1.5 9.7 グリッド 58 
28 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1.8 1. 5 9.9 グリッド 58 
29 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1. 7 1. 6 9.1 グリッド 58 
30 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.2 1.3 5.2 グリッド 58 
31 松井田町 新堀東源ケ原 I I 滑石 1.4 1.6 1.3 4.7 グリッド 58 
32 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1. 7 1.2 1.2 3.9 グリッド 58 
33 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.6 1.2 1.1 2.9 グリッド 58 
34 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.6 1.5 1.4 3.4 グリッド 58 
35 安中市 中野谷松原 II 翡翠 J-7号住居 72 
36 赤城村 見立溜井 II 1.4 1.0 2.4 グリッド 14 
37 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 10.7 902号土坑 58 
38 赤城村 三原田城 II 滑石 1.3 0.8 1.3 70号土坑 22 
39 子持村 吹屋中原 II 滑石 包含層 63 
40 前橋市 鳥取福蔵寺 II 滑石 (1. 9) 1.6 0.4 (2.4) J-1号住居址 60 
41 子持村 吹屋中原 II 翡翠 包含層 63 
42 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 7.5 178号住居 58 
43 月夜野町 深沢 II 滑石 1.1 1.0 0.9 0.7 c区20号配石 26 
44 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.4 2.3 1.6 15.2 グリッド 58 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

45 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.1 2.5 1.1 9.8 グリッド 58 

46 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1. 9 0.7 5.3 グリッド 58 

47 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.7 1.8 0.9 6.8 グリッド 58 

48 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1. 7 1.1 5.3 グリッド 58 

49 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1.8 0.9 4.4 グリッド 58 

50 松井田町 新堀東塀ケ原 II 滑石 2.4 1.8 1.0 5.0 グリッド 58 

51 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1.5 0.6 2.6 グリッド 58 

52 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1. 7 0.8 3.3 グリッド 58 

53 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.6 0.9 3.1 グリッド 58 

54 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1. 7 0.8 4.4 グリッド 58 

55 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.4 0.8 2.3 グリッド 58 

56 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.8 1.3 0.7 2.0 グリッド 58 

57 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.8 1.5 0.7 2.1 グリッド 58 

58 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1.1 0.4 1.2 グリッド 58 

59 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.8 1.2 0.5 2.0 グリッド 58 

60 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.3 1.4 0.6 1.3 グリッド 58 

61 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.4 1.4 0.8 1.8 グリッド 58 

62 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.5 1.1 0.6 1.0 グリッド 58 

63 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 0.9 1.0 0.5 0.5 グリッド 58 

64 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.8 1.4 1.1 12.1 グリッド 58 

65 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 5.9 2.1 1.3 24.4 グリッド 58 

66 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.5 2.0 1.5 19.2 グリッド 58 

67 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.3 1.5 1.0 6.0 グリッド 58 

68 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.0 1.4 0.6 3.1 グリッド 58 

69 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.4 2.2 1.6 20.1 グリッド 58 

70 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.8 1.8 1. 5 12.1 グリッド 58 

71 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.5 1.1 5.7 グリッド 58 

72 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.2 2.1 1.0 10.4 グリッド 58 

73 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.6 1.5 0.8 5.4 グリッド 58 

74 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1. 7 1.3 0.9 3.2 グリッド 58 

75 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.7 2.1 1.0 11.2 グリッド 58 

76 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 1. 7 1.3 11. 7 グリッド 58 

77 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.3 1.8 1.2 8.6 グリッド 58 

78 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.5 2.2 1.0 5.8 グリッド 58 

79 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.4 1.5 0.7 2.1 グリッド 58 

80 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.6 1. 3 1.1 3.5 グリッド 58 

81 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 7.6 180号住居 58 

82 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 180号住居 58 

83 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 7.8 123号土坑 58 

84 赤城村 見立溜井 III 1. 9 1. 7 3.5 グリッド 14 

85 月夜野町 深沢 III 玉ずい 0.9 0.9 0.6 0.6 C区20号配石 26 

86 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.8 0.8 0.6 0.6 C区20号配石 26 

87 月夜野町 深沢 III 変質蛇紋岩 0.8 0.6 0.4 0.2 C区20号配石 26 

88 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.8 0.8 0.6 0.3 c区20号配石 26 

89 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.3 c区20号配石 26 

90 月夜野町 深沢 III 玉ずい 0.7 0.6 0.3 0.2 C区20号配石 26 

91 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.6 0.4 0.3 C区20号配石 26 

92 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.2 c区20号配石 26 

93 月夜野町 深沢 III 変質蛇紋岩 0.6 0.6 0.4 0.3 C区20号配石 26 

94 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.6 0.6 0.4 0.2 C区20号配石 26 

95 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.6 0.4 0.3 c区20号配石 26 

96 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 0.6 0.3 0.4 0.1 c区20号配石 26 

97 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 0.8 0.5 0.3 0.2 c区20号配石 26 

98 月夜野町 深沢 III 珪質変質岩 0.9 1.4 0.9 1.6 c区5号配石 26 

99 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 1.1 1.4 0.4 0.8 C区9号配石 26 

100 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 1.1 1.0 0.9 1.6 C区27号配石 26 

101 吉井町 神保植松 III 滑石 1.3 1.3 0.6 1.3 遺構外 24 

102 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.2 c区20号配石 26 

103 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.2 C区20号配石 26 

104 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.6 0.6 0.4 0.1 C区20号配石 26 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

105 吉井町 神保植松 III 滑石 2.2 2.2 1. 2 9.1 遺構外 24 

106 吉井町 神保植松 III 泥岩 2.0 2.2 0.7 3.9 遺構外 24 

107 渋川市 半田南原 III 滑石 2.2 0.5 44 

108 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 1.1 1.0 0.5 0.5 c区20号配石 26 

109 松井田町 行田梅木平 III 滑石 1.2 1. 4 0.6 1.2 285号土坑 56 

llO 松井田町 行田梅木平 III 滑石 1.1 1.3 0.6 1.0 449母土坑 56 

111 明和町 矢島 III 49 

112 富岡市 鞘戸原 I III 滑石 2.6 48号土坑 35 

113 水上町 小仁田 III 珊瑞 3号住居址 15 

114 北橘村 分郷八崎 III 蛇紋岩 1.0 1.0 0.4 0.6 遺構外 20 

115 松井田町 新堀東源ケ原 III 滑石 1.0 1. 2 0.5 1.0 グリッド 58 
116 北橘村 分郷八崎 III 滑石 1. 7 1. 7 0.8 3.0 遺構外 20 

117 赤堀町 五目牛清水田 III 4号住居 38 

大珠

番号▲ 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重撮 出土位置 文献

1 富岡市 南蛇井増光寺 I a 翡翠 10.6 3.4 2.0 146.9 C5局住居 25 

2 太田市 小町田 I a 翡翠輝石質岩 11.6 3.8 2.4 158.0 13 

3 赤城村 三原田 I a 翡翠質石英 (7.9) 4.3 3.2 (142. 6) 3 -1号住居 33 
4 赤城村 三原田 I d 翡翠質石英 6.3 2.9 2.7 65.6 7 -13号住居 33 

5 宮城村 鼻毛石中山 I d 翡翠 6.9 3.3 2.2 65.6 51 

6 榛名町 白川傘松 I d 翡翠 7.0 3.3 2.4 110.0 55号土坑 54 

7 子持村 吹屋犬子塚 II a 緑色片岩 (4.0) 1.8 0.5 (6.0) 包含層 63 

8 安中市 中野谷松原 II b 蛇紋岩 72 ， 松井田町 八城二本杉東 II C 滑岩 5.7 2.3 1. 2 27.7 6号住居跡 57 

10 吉井町 多胡蛇黒 Ile 翡翠 7.3 4.7 1. 2 64.0 170号住居 36 

11 下仁田町 下鎌田 II C 蛇紋岩 147号住居 55 
12 吉井町 神保植松 Ile 砂岩 5.8 3.9 1.6 35.0 遺構外 24 

13 吉井町 神保植松 Ile 砂岩 4.6 4.9 1.0 27.3 遺構外 24 
14 吉井町 神保植松 II C 砂岩 5.2 6.0 0.8 28.8 遺構外 24 

15 松井田町 五料野ケ久保 II d 軽石 12.3 5.2 1. 7 60.0 1号敷石 53 
16 安中市 中野谷松原 II d 蛇紋岩 72 
17 下仁田町 下鎌田 II d 砂岩 199号住居 55 

18 吉井町 神保植松 II d 砂岩 7.7 6.3 1.6 80.6 遺構外 24 

19 藤岡市 上栗須寺前 II d 砂岩 8.0 5.5 80.0 Plll 7 
20 吉井町 神保植松 II d 砂岩 6.4 4.2 0.9 31.5 26号住居 24 
21 沼田市 寺入 II d 遺構外 18 

22 下仁田町 下鎌田 II d 緑色片岩 グリッド 55 
23 安中市 大下原 II d 軽石 遺構外 39 
24 沼田市 寺入 II e 5.0 7号住居址 18 

25 吾妻町 郷原 II e 軽石（軟質） J-2号住居址 11 

26 松井田町 五料野ケ久保 Ile 軽石 6.7 4.5 1. 7 20.0 グリッド 53 
27 大胡町 上ノ山 Ile 6.6 5.8 1.3 18.0 表土 34 
28 長野原町 坪井 II e 葉ろう石 3.0 2.4 1.1 12.3 SI05 71 
29 長野原町 坪井 Ile 葉ろう石 3.5 2.3 2.6 20.6 SllO 71 
30 群馬町 上野国分僧寺中間 II e A区309号土坑 23 
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その他の石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 安中市 中野谷松原 I 滑石 1045号土坑墓 72 
2 安中市 中野谷松原 I 蛇紋岩 72 
3 月夜野町 深沢 I 変質凝灰岩 3.4 2.2 1.0 6.6 C区11号配石 26 

4 高崎市 下佐野 I 砂岩 6.8 5.6 0.9 33.5 I地区A区58号住居 28 

5 吉井町 多比良天神原 I 69 

6 吉井町 神保植松 I 砂岩 3.7 4.3 1.2 21. 9 遺構外 24 

7 富岡市 中高瀬観音山 I 流紋岩 4.7 2.6 1.0 10.0 Pl48 47 

8 下仁田町 下鎌田 I 滑石 遺構外 55 ， 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 8.2 3.3 1.1 47.1 グリッド 58 

10 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 6.7 3.8 1. 7 50.9 グリッド 58 
11 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.9 3.4 1.1 24.3 グリッド 58 

12 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.7 2.8 0.7 15.8 グリッド 58 
13 松井田町 新堀東源ケ原 I I 滑石 4.6 2.9 1.2 19.3 グリッド 58 
14 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 6.3 1.6 1.2 16.6 グリッド 58 

15 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.9 1.6 1.2 17.1 グリッド 58 

16 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 2.5 0.9 7.3 グリッド 58 
17 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.5 1.0 0.6 4.4 グリッド 58 
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出土遺跡報告書（文献）一覧

文献番号 1 発行年 l 書 名

1

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
 

1981 大原道東遺跡発掘調査報告書

1981 天竺南遺跡

1982 十二原遺跡・大原遺跡・前中原遺跡

1982 大袋 I遺跡発掘調査報告書

1982 八幡林古墳群及び縄文住居跡調査概報

1983 神保富士塚遺跡

1985 上栗須寺前遺跡群II

1985 荒砥前原遺跡・赤石城址

1985 清水山遺跡

1985 入野遺跡

1985 郷原遺跡

1985 中棚遺跡

1985 太田東部遺跡群

1985 見立溜井遺跡・見立大久保遺跡

1985 北貝戸遺跡・川上遺跡・小仁田遺跡

1986 中畦遺跡・諏訪西遺跡

1986 糸井宮前遺跡II

1986 寺入遺跡

1986 上大屋・樋越地区遺跡群

1986 分郷八崎遺跡

1986 三峰神社裏遺跡・大友館遺跡

1987 三原田城遺跡・八崎城址・八崎塚・上青梨子古墳

1987 上野国分僧寺・尼寺中間地域

1987 神保植松遺跡

1987 南蛇井増光寺遺跡V

1988 深沢遺跡・前田原遺跡

1988 勝保沢中ノ山遺跡 I

1989 下佐野遺跡II地区(2)

1990 芳賀東部団地遺跡III

1991 白石大御堂遺跡

1991 横俵遺跡群II

1992 荒砥北三木堂遺跡II

1992 三原田遺跡第 3巻

1992 上野山遺跡・中川原遺跡群

1992 鞘戸原 I、鞘戸原II、西平原、野上地区遺跡群発掘調査報告書

1993 多胡蛇黒遺跡

1993 芝山遺跡

1993 五目牛清水田遺跡

1993 大下原遺跡・吉田原遺跡

1994 白倉下原・天引向原遺跡II

1994 小島田八日市遺跡

1994 西小路遺跡

1994 藤田荻久保遺跡発掘調脊報告書

1994 半田南原遺跡

1994 富士見地区遺跡群、愛宕山遺跡、初室古墳、愛宕遺跡、日向遺跡

1994 I El4保美地区遺跡群

1995 中高瀬観音山遺跡

1995 藤岡北山B遺跡

1995 矢島遺跡河川敷部分試掘調査報告書

1996 曽木森裏遺跡

1996 鼻毛石中山遺跡

1997 大胡西北部遺跡群堀越中道遺跡

1997 五料平遺跡・五料野ケ久保遺跡・五料稲荷谷戸遺跡

1997 白川傘松遺跡

1997 下鎌田遺跡

1997 行田梅木平遺跡

1997 八城二本杉東遺跡・行田大道北遺跡

発行所

館林市教育委員会

新里村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

館林市教育委員会

赤堀村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

吉井町教育委員会

吾妻町教育委員会

昭和村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

赤城村教育委員会

水上町遺跡調査会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

沼田市埋蔵文化財発掘調査団

大胡町教育委員会

北橘村教育委員会

月夜野町教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

前橋市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県企業局

大胡町教育委員会

富岡市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

北橘村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

安中市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

大胡町教育委員会

小野上村教育委員会

渋川市教育委員会

富士見村教育委員会

藤岡市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

藤岡市教育委員会

明和町教育委員会

富岡市教育委員会

宮城村教育委員会

大胡町教育委員会

松井田町遺跡調査会

群馬県埋蔵文化財調在事業団

下仁田町遺跡調査会

松井田町遺跡調査会

松井田町遺跡調査会
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文献番号 発行年 書 名 発 行 所

58 1997 新堀東源ケ原遺跡 松井田町遺跡調査会

59 1998 南蛇井増光寺遺跡VI 群馬県埋蔵文化財調査事業団

60 1998 鳥取福蔵寺 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

61 1998 茂木遺跡群稲荷窪B地点遺跡 大胡町教育委員会

62 1998 大胡西北部遺跡群堀越西一丁田遺跡・堀越乙関替戸遺跡 大胡町教育委員会

63 1998 白井北中道II遺跡・吹屋犬子塚遺跡・吹屋中原遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団

64 1999 八十連西久保遺跡・行沢大竹遺跡・行沢竹松遺跡・諸戸スサキ遺跡 妙義町教育委員会

65 1999 矢島遺跡東地区発掘調査報告書 明和町教育委員会

66 1999 箱田遺跡群（上原・三角遺跡）、真壁諏訪遺跡 北橘村教育委員会

67 2000 乗附長坂遺跡・乗附中原遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団
68 2000 三ッ子沢中遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団

69 2000 多比良天神原遺跡発掘調査報告書 吉井町教育委員会

70 2000 白川笹塚・白岩浦久保・白岩民部遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団

71 2000 坪井遺跡II 長野原町教育委員会

72 2000 中野谷松原遺跡 安中市教育委員会

73 2001 道訓前遺跡 北橘村教育委員会
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聖嶽洞窟表面採集人骨

楢崎修一郎

1. はじめに

2. 1983年3月採集人骨

3. 1984年4月採集人骨

4. 1985年 4月5日採集人骨

5. 1999年発見人骨との比較

6. おわりに

要 9
日

聖嶽洞窟は、大分県南海部郡本匠村大字宇津々に位置する石灰鍾乳桐である。 1962年には、賀川光夫と小片 保を中

心として発掘調査が行われ、旧石器と人骨が発見された。第 1層の黒色土層からは、中世に属する幼児骨より老年骨に

至るまで数体を越える人骨群が発見された。さらに、第III層の粘土層からは、左右頭頂骨を含む後頭骨と前頭骨の 2点

が発見された。田辺義ーによるフッ素分析により、第 I層出土人骨は0.2％であるのに対し、第III層出土人骨は、 0.55%

と0.56％とフッ素含有量が多いことから 2層の間に大きな年代差があると考えられた。左右頭頂骨を含む後頭骨は、骨

の厚さが厚く、この骨を壮年又は熟年女性と推定しながらも中国の周口店出土上洞人（山頂洞人） No.101男性老人頭蓋と

の類似を指摘した。その後、 1983年には鈴木忠司・山下秀樹・綿貫俊ー等により、洞内において人骨の表面採集が行わ

れ、人骨数点が採集された。その中でも、左距骨は化石化の程度が高く、松浦秀治によるフッ素分析では0.95％という

高い含有量を示し、旧石器時代人骨の可能性が示された。 1999年には、橘 昌信・春成秀爾・小田静夫等により同洞窟

の再発掘調査が行われ、旧石器 2点と人骨143点が発見された。この調査に人類学班班長として参加した筆者は、副班長

の藤田 尚と共に人骨の記載を行い、化石化の程度が高い人骨は無く、 4歳の子供 1体・約50歳の成人男性 l体・約40

歳代の成人女性 2体の合計 4体が出土していることを報告した。また、人骨のフッ素分析及び放射性炭素年代測定を行っ

た松浦秀治等は、フッ素分析では0.056%~0.857％というばらつきを示し、年代測定では ADl,305~ADl,480という結

果を示し、少なくとも中世と縄文時代に由来する可能性を示した。河村善也等による獣骨の記載では、完新世に属する

可能性が示された。

1983年表面採集人骨は、鈴木忠司 ・山下秀樹・綿貫俊ー等により行われ、全部で 8点ある。この内、 7点は、遊離歯

2点・下顎骨 1点・小児脊椎骨 1点・長骨片 2点・左距骨 1点である。 1点は種同定には至らなかったが獣骨であるこ

とが判明した。左距骨は、すでに形態記載が報告されており、縄文時代に由来する可能性が示されている。化石化の程

度は、左距骨が高く、次に獣骨であり、その他の骨は低かった。 1984年表面採集人骨は、安井金也により行われ、全部

で10点ある。この内訳は、右頬骨 1 点・右側頭骨岩様部 1 点・後頭骨片 1 点•第 1 頸椎 1 点•第 7 胸椎椎体 1 点・小児

脊椎骨椎弓 1点・小児脊椎骨椎体 1点・小児左尺骨片 1点・右第 5中足骨 1点・右第 5基節骨 1点である。化石化の程

度は、どれも低い。 1985年表面採集人骨は、和田 洋・北川賀ーにより行われ、全部で 8点ある。この内訳は、頭骨片

2点・左尺骨片 1点・右有頭骨 1点・四肢骨片 1点・寛骨片 1点・左第 2中足骨の頭 1点・右外側楔状骨 1点である。

化石化の程度は、どれも低い。

1999年発掘人骨と比較すると、未成人のものは約 4歳のもので、その他は、成人男性と成人女性のものであり、 1999

年発掘人骨で推定された未成人 1体・成人男性 1体・成人女性 2体のものと推定される。しかしながら、 1983年採集の

左距骨は化石化の程度も高く、フッ素含有量も多いため、聖嶽洞窟には、縄文時代のものと中近世の人骨群との 2群が

埋葬あるいは放置葬されていたと推定される。

キーワード

対象時代 旧石器時代～中近世

対象地域 日本国、大分県

研究対象人骨、人類学
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研究紀要20

1. はじめに

聖嶽洞窟は、大分県南海部郡本匠村大字宇津々に位置

する石灰鍾乳洞である（賀/1 1 、 1962 • 1967ab • 1971 ・ 1983) 。

本洞窟は、発掘調査が1962年と1999年に行われ、いずれ

も人骨及び石器が発見されている（賀川、 1962 · 1967ab •

1971 • 1983 ;小片、 1967• 1981 ;春成、 2001a）。その他

に、 1983年に表面採集で人骨が収集されていたことが知

られていたが (MATSU'URA、1984;北川他、 2001)、

それ以外にも1984年と1985年に表面採集で人骨が収集さ

れており未報告であることが判明したので以下に記載す

る。まず、本洞窟の調査経過について以下に記した。な

お、 2001年の報告書出版後、石器については論争が起き

ている（栗田、 2001;春成、 2001b)が、本稿ではその問

題については触れないこととする。

(1) 1962年の発掘調査

本洞窟は、 1961年 9月13日に洞内にて人骨が発見され

たことから、 1962年10月8日から15日までに日本考古学

協会の日本洞穴遺跡調査特別委員会により賀川光夫（当

時、別府大学）と小片 保（当時、新潟大学）を中心と

して発掘調査が実施された。その際、洞内の層位は第 I

層（黒色土層） • 第 II 層（粘質軟砂礫層） • 第III層（粘土

層）の 3層に分けられ、この内、第 I層 ・第II層と第III

層の境界部 ・第III層から人骨が出土した（賀川、 1967: 

小片、 1967)。第 I層からは、幼児骨より老年骨にいたる

まで数体の中世人骨が出土したが発見点数は報告されて

いない（小片、 1967）。この人骨群の形態は、距骨のみ記

載され、後は未記載である（森本、 1969)。また、第II層

と第III層境界部からは右距骨 1点 ・腰椎 1点 ・骨器と思

われる右腔骨 1点及び右排骨 1点の 4点が発見された

が、詳細な記載はなされていない。そして、第III層出土

として、左右頭頂骨を含む後頭骨 1点［以下、頭蓋後頭

部］と前頭骨破片 1点の 2点が旧石器時代人骨として報

告された（小片、 1967・1981)。小片は、その頭蓋後頭部

の厚さや側面観輪郭に着目し、壮年又は熟年女性と推定

しながらも中国の北京郊外にある周口店の上洞人（山頂

洞人） No.101男性老人頭蓋との類似に言及した（小片、

1967・1981)。また、前頭骨破片も頭蓋後頭部と同一個体

である可能性を示唆した。田辺義一（当時、東京大学）

がフッ素分析を行った結果、第 I層人骨が0.20％である

のに対し、第III層人骨が0.55%（前頭骨片）及び0.56%

（頭蓋後頭部）であったので、 2者の間に強い差異が認

められたことが報告されている（小片、 1967• 1981)。

(2) 1983年の表面採集

1983年には、同洞窟を訪問した鈴木忠司と山下秀樹（当

時、平安博物館）並びに綿貫俊ーが左距骨 1点を洞内に

て表面採集で発見し、池田次郎（当時、京都大学）がそ

の化石化の程度が高いことに注目し、松浦秀治（当時、

国立科学博物館）がフッ素分析を行って、 0.634％という
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結果を得て、補正して0.95％という結果を出した

(MATSU'URA、1984)。また、その形態記載も行われ、

縄文時代に由来する可能性が示された（北川他、 2001)。

(3) 1998年の馬場悠男の見解

1994年11月26日と27日に、考古学者及び人類学者を含

めてシンポジウムが行われ、その記録が1998年に出版さ

れた（岡村他、 1998）。この中で、国立科学博物館の馬場

悠男は、 1988年 7月16日～同年 8月31日まで国立科学博

物館開館110周年記念として開催された企画展「日本人の

起源展」で借用して展示した聖嶽洞窟人骨について見解

を述べた。要約すると、石灰岩洞窟出土なのにまともに

化石化していないこと、後頭部の湾曲は江戸時代人骨に

も時々見られることの 2点である。東北歴史資料館で聖

嶽洞窟人骨を借用して展示した、文化庁の岡村道雄も、

同様に人骨が脆かったことを述べている。

(4) 1999年の再発掘調査

1999年には、文部省科学研究費特定領域研究『日本人

および日本文化の起源に関する学際的研究』（代表者、桃

山学院大学の尾本恵市）の中で、考古学班（代表者、国

立歴史民俗博物館の春成秀爾）内に「聖嶽洞穴発掘調査

団」が組織され、別府大学の橘 昌信（団長） ・国立歴史

民俗博物館の春成秀爾（副団長） ・東京都の小田静夫（副

団長）等による再発掘調査が行われた。筆者は、この調

査に人類学班班長として参加（当時、群馬県立自然史博

物館）し、発掘調査で発見された人骨96点及び歯47点の

合計143点と本匠村歴史民俗資料館が所蔵し1961年の予

備調査で出土したとされる人骨 9点について報告した

（楢崎 • 藤田、 2001) 。同報告では、 4 歳の子供 1 体 ・ 約

50歳の成人男性 1 体 • 40歳代の成人女性 2 体の合計 4 体

が出土していると推定したが、確かに旧石器時代人であ

ると思われる人骨は 1点も認められなかったと結論づけ

た。なお、これらの人骨12点と歯13点のフッ素分析では、

人骨が0.166%~0.691%・歯が0.056%~0.857%とばら

つきを示し、人骨 3点と歯 1点の放射性炭素14年代測定

では、 ADl,305~AD1480という結果が示され、フッ素分

析の結果からは少なくとも中世と縄文時代との 2時代に

由来する可能性が示された（松浦 ・近藤、 2001)。また、

木炭 8点の放射性炭素14年代測定では、 7点が17世紀

~20世紀という新しい年代を示したが（今村 ・春成、

2001)、第II層～第III層の漸移層出土の 1点は、 BP8,

530~BP8,285という古い年代を示した（津村、 2001)。

国立科学博物館の馬場悠男による形態の再検討によ

り、山頂洞人及び港川人［沖縄県］との類似は否定され、

頭蓋後頭部の厚さも江戸時代人骨に同様なものがあると

し、その厚さはマラリアによる可能性が示され（馬場、

2001 a)、その後の出版物でも更新世人骨である可能性を

否定した（馬場、 2001bc)。さらに、国立科学博物館にて、

2001年 9月18日～同年11月11日まで開催された企画展



「日本人はるかな旅展」では、疑問化石人骨の中に聖嶽

洞窟人骨を入れて展示を行った（馬場、 2001d)。

この後頭部の厚さの問題は、筆者の経験では、ペー

ジェット病に罹患した人骨にこの骨の肥厚が見られる。

このページェット病は、1877年にジェームズ・ページェッ

ト[JamesPAGET]により報告され、報告者の名前が

病名につけられたものであるが、発症の原因は不明であ

る。しかし、現代人の疫学調査ではイギリスに多く発症

例が見られ、他のヨーロッパ諸国には少ないことから太

陽光の少なさに原因を求める指摘もある (POLED-

NAK、1989)。発症例は、主に40歳～50歳の成人男性に

見られ、骨が肥厚する部位としては、頭蓋骨・鎖骨・胸

骨・肋骨・脊椎骨・上腕骨・寛骨・仙骨・大腿骨・腔骨

が上げられている (GESCHICKTER& COPELAND、

1931 ; JANSSENS、1970; ORTNER & PUTSCHAR、

1985 ; STEINBOCK、1976; ZIMMERMAN & KEL-

LEY、1982; ZIV ANOVIC、1982; WEINMANN & 

SICHER、1947）。この病気は、 X線像及び骨の組織検査

で確認することができるので、将来的にこの頭蓋後頭部

の検査が行われることが望まれる。

(5) 1983年・ 1984年・ 1985年表面採集人骨

本稿で報告する人骨は、 1983年3月・1984年4月・1985

年4月に同洞窟内部にて表面採集により収集されたもの

である。人骨は、一括して、京都文化博物館の鈴木忠司

が管理している。これらの人骨は、「第15回国民文化祭・

ぐんま2001」の関連行事として2001年9月29日～同年11

月18日にかけて、笠懸野岩宿文化資料館にて開催された

第33回企画展「日本人のルーツを探る」において本邦初

公開として一部展示が行われた（笠懸野岩宿文化資料館

編、 2001)。なお、筆者は、この展示の監修及び指導を行っ

たが、借用に際して、標本管理者の鈴木忠司よりこれら

表面採集人骨の記載を依頼されたので、以下に報告する。

なお、本表面採集人骨の記載は、 1983年 3月に採集され

た人骨群の左距骨のみすでに報告されており、その他の

人骨は未報告である（北川・安井・池田、 2001)。

人骨の計測は、マルティン [MARTIN]の計測法にし

たがった(BRAUER,馬場、 1991)。また、歯の計測は、

藤田の計測法にしたがった（藤田、 1949b)。今回報告す

る人骨及び歯は、出土時の状態を保っために、水洗や清

掃を行わずに形態観察及び計測を行った。但し、計測に

支障があるほどの状態ではない。なお、これら標本群に

は採集者により地点名の番号がつけられているが、同一

地点での採集には同じ番号がつけられているため、便宜

的に洞窟入口から奥にかけて番号をつけた。その方法は、

HC [Hijiridaki Cave :聖嶽洞穴］一採集年 SC[Surface 

Collection :表面採集］ 一番号とした。

聖嶽洞窟表面採集人骨

5区 (4地点）
I : 1983C-8 ［獣骨］

5区 (7b地点）

(2 地点） 10区一—→
I : 1983SC-1 • 2 

II : 1984SC-7 • 8 • 9 • 10 
← 5区 (C地点）

Ill : 1985SC-7 

開口部 一一~

← 8区 (6• 6b地点）
11 : 1984SC-1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 6 

へ、9区 (2地点）

I : 198認c-3 • 4 • 5 • 6 • 7 

12区 (A地点）

"'Ill : 1985SC-2 • 3 • 4 • 5 • 6 

13区（巳也点）
Ill : 198蕊— 1

図l．表面採集人骨の採集位置

［区名は、 1999年発掘時のもの。（ ）内は、採集者設定名］

手夏言スト
l、`・忠咄→児顎貝に脊骨左1同年第植（左3定営2 l } ． 

鈴木忠司・山下秀樹 ・綿貫俊一）

号 採集場所 報告書（2001)の場所

33SC-1 第 2地点 第10区
33SC-2 第 2地点 第10区
33SC-3 第 3地点 第 9区
33SC-4 第 3地点 第 9区
33SC-5 第 3地点 第 9区

33SC-6 第 3地点 第 9区

7 長骨片 I HC-1983SC-7 第 3地点 第 9区

8 長骨片［獣骨］ I HC-1983SC-8 第 4地点 第 5区近辺

II. 1984年 4月表面採集（採集者：安井金也）

No. 同定部位 番 号 採集場所 報告書（2001)の場所

1 第 1頸椎 HC-1984SC-1 第 6地点 第 8区近辺

2 頭骨片 HC-1984SC-2 第 6b地点 第 8区

3 右側頭骨岩様部 HC-1984SC-3 第 6b地点 第 8区

4 小児左尺骨 HC-1984SC-4 第 6b地点 第 8区

5 第 7胸椎 HC-1984SC-5 第 6b地点 第 8区

6 右第 5中足骨 HC-1984SC-6 第 6b地点 第 8区

7 頭骨片 HC-1984SC-7 第 7b地点 第 5区

8 小児脊椎骨椎弓 HC-1984SC-8 第 7b地点 第 5区

9 小児脊椎骨椎体 HC-1984SC-9 第 7b地点 第 5区

10 右第 5基節骨 HC-1984SC-10 第 7b地点 第 5区

Ill. 1985年 4月 5日表面採集（採集者：和田 洋・北川賀一）

Na 同定部位 番 号 採集場所 報告書(2001)の場所

1 左尺骨 HC-1985SC-1 第 E地点 第13区
2 頭骨片 HC-1985SC-2 第A地点 第12区
3 右有頭骨 HC-1985SC-3 第A地点 第12区
4 長骨片 HC-1985SC-4 第A地点 第12区

5 寛骨片 HC-1985SC-5 第A地点 第12区

6 中足骨片 HC-1985SC-6 第A地点 第12区
7 頭骨片 HC-1985SC-7 第C地点 第 5区

8 右外側楔状骨 HC-1985SC-8 第D地点 第 1区

2. 1983年 3月採集人骨

[8点： HC-1983SC-1~HC-1983SC-8] 

この表面採集は、当時、平安博物館の鈴木忠司・山下

秀樹（現京都文化博物館）・綿貫俊一（現大分県文化課）

により採集が行われた。全部で、 8点、採集されている。

この内、第 2地点［1999年発掘地点での第10区］で 2点・

第 3 地点［1999年発掘地点での第 9 区］で 5 点•第 4 地

点 [1999年発掘地点での第 5区近辺］で 1点が採集され

ている。以下に、採集人骨の形態を記載する。なお、人

骨の形態記載は、左距骨[HC-1983SC-5]のみすでに報

告されている（北川・安井・池田、 2001)。
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HC-1983SC-1 
（上顎左第 2小臼歯）

ど百言り＼らん］八方］り也図旦g

汀’”VV9〗]『『『『へ『筐塁舟
HC-1983SC-3（下顎左犬歯） ， f::!C_:_1983SC-4 

（下顎左第 1小臼歯）

図 2. 1983年表面採集歯の出土部位

① 上顎左第 2小臼歯(P2) 【HC-1983SC-1】（図

2・写真 1・表 2参照）

［採集者記載：第 2地点、 1999年の発掘地点：第10区］

上顎左第 2小臼歯の遊離歯である。歯冠部から歯根部

まで残存している。歯根は単根である。この上顎小臼歯

には、歯石が付着していた痕跡が認められた。しかし、

現状ではわずかにその痕跡を留めている。歯冠計測値よ

り性別は、女性であると推定される。但し、全長や歯根

長、特に歯根長が現代人と比較しても長い。咬耗の状態

は、舌側咬頭の咬耗が激しく、象牙質が点状に露出して

いる。咬耗度より、死亡年齢は、約40歳代と推定される。

化石化の程度は低い。重量は、約 2gである。

写真 1.HC-1983SC-1 （上顎左第 2小臼歯）

［左から、近心面観 ・咬合面観 ・遠心面観］

表 2.HC-1983SC-l （上顎第 2小臼歯）の計測値
計測項目 本資料古項時代人＊ 鎌倉時代人＊ 江戸時代人＊ 現代日本人＊＊

夕辛が 早 が早 が 辛

歯冠近遠心径 6.8mm 17. 16mml6. 93mml6.87mm I 6.69mml 7. 00mm 16.82mm I 7.02mm I 6. 94mm 
歯冠頬舌径 9.1mm I 9.69mml9. 36mml9. 39mm I 8.88mml9. 55mm 19.29mm I 9.41mm I 9.23mm 
全長 26.0mml - I - I - I - I - I - l21.0lmmll9.80mm 
歯冠高 6.5mml - I - I - I - I - I - I 7.63mml 7.37mm 
歯根長 19.5mml - I - I - I - I - I - l13.26mmll2.34mm 
註 1:＊は、 MATSUMURA(1995)より引用 ［平均値］
註2: *＊は、権田(1959)より引用 ［平均値］

②脊椎骨椎体（小児） 【HC-1983SC- 2】（写真 2.

表 3参照）

［採集者記載 ：第 2地点、 1999年の発掘地点 ：第10区］

小児脊椎骨椎体である。胸椎と推定される。骨化及び

椎弓との癒合は完了していない。性別は小児であるので

不明である。脊椎骨の場合、一般的に椎体と椎弓が癒合

するのは約 3歳～ 6歳であるが、胸椎の場合は約 4歳

~5歳であるので死亡年齢も同様に約 4歳～ 5歳と推定

される。化石化の程度は低い。重量は、約 3gである。
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写真 2.H C-1983SC-2 （小児脊椎骨椎体）

［左から、上面観・下面観］

表 3. HC-1983SC-2 （小児脊椎骨椎体）計測値

計測項目 (MARTINNo) 計測値

l 椎体腹側垂直径 10. 5mm 
2 椎体背側垂直径 11.0mm 
3 椎体中央垂直径 11.0mm 
4 椎体頭側矢状径 17.0mm 
5 椎体尾側矢状径 17.Omm 
6 椎体中央矢状径 17.5mm 
7 椎体頭側横径 20.0mm 
8 椎体尾側横径 21.0mm 
9 椎体中央横径 20.0mm 
2 : 1 椎体垂直前後示数 104.8 
3 : 6 椎体矢状垂直示数 62.9 
1 : 9 椎体横垂直示数 52.5 
6 : 9 椎体横矢状示数 87.5 

③ 下顎骨と左犬歯（ C) 【HC- 1983SC- 3】（図 2と

3・写真 3・表 4参照）

［採集者記載：第 3地点、 1999年の発掘地点：第 9区］

下顎骨の右犬歯～左犬歯までの歯槽部と左犬歯であ

る。但し、願部は欠けている。右犬歯 ・右第 2切歯 ・右

第 1切歯 ・左第 1切歯 ・左第 2切歯部の歯槽は開放して

いる。したがって、右犬歯～左第 2切歯の 5本は生前脱

落ではなく死後脱落である。左犬歯は、植立している。

この犬歯には、歯石が付着していた痕跡が認められた。

しかし、現状では、ほとんどの歯石は脱落している。歯

の歯冠計測値より、性別は男性であると推定される。ま

た、下顎左犬歯の咬耗度は、点状に象牙質がみえるもの

で、死亡年齢は約30歳代と推定される。エナメル質減形

成は認められなかった。化石化の程度は低い。重量は、

約 4gである。

写真 3. HC-1983SC-3 （下顎骨と左犬歯）

［左から、前面観 ・後面観］
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図3.HC-1983SC-3（下顎骨と左犬歯）残存図

表 4. HC-1983SC- 3 （下顎左犬歯）歯冠計測値

計刹項目 本資料
古JJ'1時代人＊ 鎌倉時代人＊ 江戸時代人＊

が辛 が辛 が辛

歯冠近遠心径 7 2mm 7 28mm 6 89mm 6 88mm 6 55mm 7 06mm 6 69mm 

歯冠唇舌径 7 5mm 8 17mm 7 53mm 7 82mm 7 33mm 8 04mm 7 39mm 

全長 24 0mm 

歯冠翡 10 0mm 

歯根長 14 0mm 

註 1:＊は、 MATSUMURA(1995) より引用［平均値］

註 2: *＊は、権田(1959) より引用 ［平均値］

現代日本人＊ ＊ 

ダ辛

7 07mm 6 68mm 

8.14mm 7 50mm 

24 51mm 22 29mm 

10 10mm 9 59mm 

14 11mm 13 26mm 

④ 下顎左第 1小臼歯(p1)【HC-1983SC-4】（図

2・写真 4・表5参照）

［採集者記載 ：第 3地点、 1999年の発掘地点：第 9区］

下顎左第 1小臼歯の遊離歯である。歯冠部から歯根部

まで残存している。歯石が付着していた痕跡が認められ

るが、現状では、遠心部のみに残存している。歯冠計測

値より、性別は女性であると推定される。咬耗度は、頬

側咬頭が象牙質が点状に露出する程度である。

咬耗度より、死亡年齢は、約30歳代と推定される。化石

化の程度は低い。重量は、約 1gである。 HC-1983SC-3 

と同ー地点で発見されていることから、同一個体かどう

かが問題となるが、歯槽骨遠心部が破損しており確かめ

ることは困難である。しかしながら、歯槽骨近心面にあ

てはめてみると、うまく合致するようである。その場合、

性別が異なるが、変異があるので、両方の歯を女性と考

えると良いかもしれない。

写真 4.HC-1983SC-4（下顎左第 1小臼歯）

［左から、遠心面観 ・咬合面観・近心面観］

表 5. HC-1983SC- 4 （下顎左第 1小臼歯）歯冠計測値

計測項目 本育料
古墳時代人＊ 鎌倉時代人＊ 江戸時代人＊ 現代日本人＊ ＊ 

が早 夕早 が早

歯冠近遠心径 7 2mm 7.42mm 7 32mm 7 07mm 6 96mm 7.32mm 

歯冠頬舌径 7 4mm 8 52mm 8 01mm 8 10mm 7 72mm 8 34mm 

全長 20 5mm 

歯冠高 7 5mm 

歯根長 13 0mm 

註 I:＊は、 MATSUMURA(1995) より引用［平均値］

註 2: *＊は、権田(1959) より引用［平均値］

7 05mm 

7 89mm 

が辛

7 31mm 7 19mm 

8 06mm 7 77mm 

21 42mm 20 60mm 

8 24mm 8 09mm 

13 01四 12 40mm 

聖嶽洞窟表面採集人骨

⑤ 左距骨 【HC-1983SC-5】（図 4・写真 5・表 6

参照）

［採集者記載：第 3地点、 1999年の発掘地点：第 9区］

聖嶽洞窟の1983年表面採集人骨としては、この距骨の

み詳細な報告が、北川賀ー ・安井金也 ・池田次郎により

報告されている（北川 ・安井・池田、 2001)。同報告によ

ると、この距骨の化石化の程度は高く、重量は30.2gで

ある。性別は男性であり、死亡年齢は記載されていない

が、骨化完了に近い段階である。形態的には、比較検討

の結果、旧石器時代人である港川 I号［沖縄県］とは異

なり、縄文時代人である津雲縄文人［岡山県］や吉胡縄

文人［愛知県］と近いという結果が報告された。この距

骨に関しては、フッ素分析が松浦秀治によりなされてお

り、その結果、 0.95％と高いフッ素含有量であることが

判明している (MATSU'URA、1984)。将来的に、放射

性炭素14年代の測定が望まれる。化石化の程度は、 1999

年の発掘調査による出土人骨及び本稿で報告する表面採

集人骨すべての中で、一番高いことが確認された。

写真 5.HC-1983SC-5（左距骨）

［左から、上面観 ・下面観］

表 6.H C-1983SC- 5 （左距骨）の計測値

計測項目 (MARTINNu) 計測値
1 距骨長 (49) mm 
4 距骨滑車長 (29) mm 

5 距骨滑車幅 27 mm 
5 (2) 前滑車幅 (28) mm 
6 滑車高 (7) mm 

8 頭頸長 26 mm ， 距骨頭長 (32) mm 

11 椎孔横径 21.80mm (14) mm 

13 後踵骨関節面最大幅 ((17))mm 
15 後踵骨関節面偏向角 50° 

16 距骨頸偏向角 25° 

17 頭捻転角（滑車） (35°) 

4 : 1 滑車示数 (59.2) 

5 : 4 滑車長幅示数 (93.1) 
6 : 4 滑車隆起示数 (24.1) 

8 : 1 頭頸長示数 (53 1) 

註：北川 ・安井 ・池田 (2001) より引用

図4.HC-1983SC-5 

（左距骨）残存図
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⑥ 長骨片 【HC-1983SC-6】（写真 6参照）

［採集者記載：第 3地点、 1999年の発掘地点：第 9区］

最大長約27mm、最大幅約13mm、最大厚約 3mmの長骨片

である。小さな破片であるため、その計測及び形態記載

をすることはできない。同様に、性別及び死亡年齢も不

明である。化石化の程度は低い。重量は、約 1gである。

フッ素分析が、松浦秀治により行われており、その結果

は、 0.40％と低い値が得られている（北川 ・安井・池田、

2001)。

写真 6.HC-1983SC-6（長骨片）

［左から、外面観 ・内面観］

⑦長骨片 【HC-1983SC-7】（写真 7参照）

［採集者記載 ：第 3地点、 1999年の発掘地点：第 9区］

最大長約15mm、最大幅約 6mm、最大厚約2.5mmの長骨片

である。小さな破片であるため、その計測及び形態記載

をすることはできない。同様に、性別及び死亡年齢も不

明である。化石化の程度は低い。重量は、約0.5gである。

写真 7.HC-1983SC-7（長骨片）

［左から、外面観 ・内面観］

⑧長骨片（獣骨） 【HC-1983SC-8】（写真 8参照）

［採集者記載：第 4地点、 1999年の発掘地点：第 5区近

辺］

最大長約60mm、幅約12mm~15mm、厚さ約2.5mm~3mmの

長骨片である。一見すると、人骨の尺骨に似ているが、

人骨の形態と本標本の形態とで一致する部位は無い。

従って、獣骨の長骨片と考えられるが、現時点ではその

種名や部位の同定には到らなかった。

聖嶽洞窟発見の獣骨は、 1962年発掘調査時に金子浩昌

の同定によりツキノワグマ左尺骨が唯一、 1点出土して

いる（小片、 1967)。また、 1999年発掘調査時には愛知教

育大学の河村善也等の同定で、哺乳類はニホンジネズミ

(1点） ・モグラ属 (2点） ・コキクガシラコウモリ (327 
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点） ・キクガシラコウモリ (1点）・モモジロコウモリ？

(2点） ・スミスネズミに近似の種類 (3点） ・アカネズ

ミ (1点） ・ヒメネズミ (6点）・ネズミ類 (27点）が、

鳥類は種同定無し (1点）が、爬虫類はヘビ類 (26点）

が、両生類はカエル類 (45点）が発見されている（河村

他、 2001)。さらに、 1999年発掘時の人骨を筆者が整理し

ている段階で、非常に良く化石化した獣骨が 1点発見さ

れたが、河村善也等の同定によりアナグマの右肩甲骨と

判明している（河村他、 2001)。お茶の水女子大学の松浦

秀治等によるこのアナグマの放射性炭素14年代は、9,600

BC~9,280BCという古い年代を示した（松浦・近藤、

2001)。

1999年発掘調査時に、本匠村歴史民俗資料館所蔵標本

に聖嶽洞窟出土とされる人骨10点が展示されているとい

う情報を得て、これらを借用して筆者等が報告したが、

その中に、 1点人骨では無く獣骨が混じっていることが

判明した（楢崎•藤田、 2001）。この標本は、河村善也及

び大阪市立自然史博物館の樽野博幸の同定によりウマの

第 4中足骨と判明している（河村他、 2001)。

このように、聖嶽洞窟出土獣骨で、コウモリやネズミ

等の小型哺乳類を除いた哺乳類は、 1962年発見のツキノ

ワグマ左尺骨 ・ 1999年発見のアナグマ右肩甲骨 • 本匠村

歴史民俗資料館所蔵標本のウマ第 4中足骨の 3点のみで

ある。本1983年表面採集獣骨の大きさを見ると、

ある程度大きいので、ニホンザル・タヌキ ・キツネ ・ア

ナグマを除いてシカ ・クマ ・イノシシ ・ウマ等が考えら

れる。化石化の程度はやや高く、重量は約 9gである。

将来的に、古生物学者や動物学者に再鑑定を依頼する必

要がある。同様に、フッ素分析及び放射性炭素年代測定

を実施する必要がある。

写真 8.HC-1983SC-8 

（獣骨の長骨片）



3. 1984年4月採集人骨

[10点： HC-1984SC-1~HC-1984SC-10] 

この表面採集は、当時、京都大学理学部の安井金也（現

熊本大学発生医学研究センター）により採集が行われた。

全部で、 10点採集されている。この内、第 6地点 [1999

年発掘地点での第 8区近辺］で 1点・第 6b地点 [1999

年発掘地点での第 8 区］で 5 点•第 7 b地点［1999年発

掘地点での第 5区］で 4点が採集されている。以下に、

採集人骨の形態を記載する。

① 第 1頸椎 【HC-1984SC-1】（図 5・写真 9・表

7参照）

［採集者記載 ：第 6地点、 1999年の発掘地点：第 8区近

辺］

第 1頸椎である。後弓部及び左右の横突起部は、破損

している。二分上関節窟は認められない。性別は不明で

あるが、大きさが小さいので女性の可能性が高い。死亡

写真 9.HC-1984SC-1 （第 1頸椎）

［左から、上面観 ・下面観］

年齢も不明であるが、前弓部

は癒合が完了しており、この

癒合は約 6歳～ 7歳で生じる

ので、 8歳以上～成人と推定

できる。恐らく、成人であろ

図5.HC-1984SC-1 う。化石化の程度は低い。重

（第 1頸椎）残存図 量は、約 6gである。

② 頭骨片 【HC-1984SC-2】（図 6・写真10参照）

［採集者記載：第 6b地点、1999年の発掘地点：第 8区］

最大長約23mm、最大幅約13mmの頭骨片である。頬骨の

写真10.HC-1984SC-2 （頭骨片）

［左から、外面観・内面観］

図6.HC-1984SC-2 

（頬骨片）残存図

聖嶽洞窟表面採集人骨

一部と推定される。眼窟

面及び側頭面は残存して

いるが、外側面は破損し

ている。小さな破片であ

るため、その計測及び形

態記載をすることはでき

ない。同様に、性別及び死

亡年齢も不明である。し

かし、前頭頬骨縫合が一

部残存しており、まだ癒

合が完了していないがこ

の縫合は顔面部では一番

遅く癒合するので死亡年

齢推定の参考にはならな

ぃ。化石化の程度は低い。

重量は、約 1gである。

③ 右側頭骨岩様部【HC-1984SC-3】（図 7・写真

11参照）

［採集者記載：第 6b地点、1999年の発掘地点：第 8区］

最大長約44mm、最大幅約21.5mmの右側頭骨鼓室部及び

岩様部である。破片であるため、計測できる項目はない。

同様に、性別及び死亡年齢も不明である。外耳道骨腫は

認められない。化石化の程度は低い。重量は、約 6gで

ある。

写真11.HC-1984SC-3（右側頭骨岩様部）

［左から、外面観 ・内面観］

図7.HC-1984SC-3（右側頭骨）残存図
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④ 左尺骨（小児）【HC-1984SC-4】（図 8・写真12

参照）

［採集者記載 ：第 6b地点、1999年の発掘地点：第 8区］

最大長約56mm、最大幅約19mmの小児左尺骨の上部であ

る。肘頭部は破損している。また、内側部も一部破損し

写真12.HC-1984SC-4 （小児左尺骨）

［左から、外側面観 ・内側面観］

ている。癒合が完了

しておらず、小児の

ものと思われる。性

別は、小児のものな

ので不明である。尺

骨近位骨端が癒合す

るのは、男性では約

16歳・女性では約14

歳である。従って、

死亡年齢は約14歳以

一
下となるが、大きさ

図8.HC-1984-4（左尺骨）残存図が小さいため、比較

標本との比較では約 4歳前後と推定される。化石化の程

度は低い。重量は、約 3gである。

⑤ 脊椎骨椎体部【HC-1984SC- 5 】（図 9 ・写真13•

表7参照）

［採集者記載：第 6b地点、1999年の発掘地点：第 8区］

脊椎骨の椎体部である。恐らく、第 7胸椎と思われる。

椎弓部は、破損している。性別は、不明である。死亡年

齢の推定は難しく、成人としか推定できない。椎体辺縁

部には、棘形成は見られない。従って、あまり高齢では

無いと推定されるが、研究者によってはこの棘形成と年

齢との相関関係は低いと考える者もいるので注意を要す

る。化石化の程度は低い。重量は、約 8gである。
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写真13.HC-1984SC-5（第 7胸椎）

［左から、上面観・下面観］

表7. HC-1984SC- 5 （第 7胸椎）計測値
計測項目 (MARTINNa) 計測値

1 椎体腹側垂直径 17.5mm 
2 椎体背側垂直径 17 mm 
3 椎体中央垂直径 13 mm 
4 椎体頭側矢状径 23 5mm 
5 椎体尾側矢状径 24 mm 
6 椎体中央矢状径 22 mm 
7 椎体頭側横径 (26 mm) 
8 椎体尾側横径 (27 mm) ， 椎体中央横径 24 mm 

2 : 1 椎体垂直前後示数 97 1 
3 : 6 椎体矢状垂直示数 59 1 
1 : 9 椎体横垂直示数 72 9 
6 : 9 椎体横矢状示数 91 7 

図9.HC-1984SC-5 註： （ ）内は、推定値

（第 7胸椎）残存図

⑥ 右第 5中足骨【HC-1984SC-6】（図10・写真14・

表 8参照）

［採集者記載：第 6b地点、1999年の発掘地点：第 8区］

右第 5中足骨である。頭部

及び底部の一部は、破損して

いる。性別は、大きさが比較

的小さいため女性と推定され

る。死亡年齢は、不明である。

中足骨の頭部は癒合が完了し

ており、この癒合が生じるの

は約16歳～18歳であるので、

死亡年齢は19歳以上となる。

しかし、恐らく、成人であろ

ぅ。化石化の程度は低い。重

量は、約 2gである。

表8. HC-1984SC- 6 （右第 5中足骨）計測表

計測項目 (MARTINNu) 計測値

1 b 中足骨長 (50mm) 

2 中足骨長 (51mm) 

3 中足骨体幅 5mm 

図10.HC-1984SC-6 4 中足骨体高 7mm 

（右第 5中足骨）残存図 6 b 近位関節面幅 7mm 

7 b 近位端関節面高 8mm 

9 b 遠位端高 (9mm) 

4 : 3 中足骨幅高示数 140.0 

註： （ ）内は、推定値



写真14.HC-1984SC-6（右第 5中足骨）

［左から、内側面観 ・外側面観］

聖嶽洞窟表面採集人骨

写真16.HC-1984SC-8（小児脊椎骨椎弓）

［左から、上面観 ・下面観］

亡年齢も約 4歳～ 5歳と推定される。 HC-1984SC-9の

小児脊椎骨椎体と同一個体かどうかはわからない。化石

表9.HC-1984SC-8（脊椎骨椎弓）計測値 ィヒの租り度は低い。重量は、

⑦ 頭骨片 【HC-1984SC-7】（写真15参照） ぃ十測項巳］，（竺竺］INNo) 1庄日り 約 2gである。

［採集者記載：第 7b地点、1999年の発掘地点：第 5区］

長短径約20mm、厚さ約 6mmの頭骨片である。恐らく、

後頭骨と推定される。縫合部が残存しているが、ラムダ

（人字）縫合部であろう。破片であるため、その性別及

び死亡年齢は不明である。但し、ラムダ縫合は外板及び

内板共に癒合しておらず開放している。この縫合の場合、

男性で完全に縫合が癒合する最低年齢は約52歳であり、

全く癒合しない最高年齢は約65歳であるので死亡年齢の

指標としては難しい。化石化の程度は低い。重量は、約

2 gである。

写真15.HC-1984SC-7（頭骨片）

［左から、外面観 ・内面観］

⑧ 脊椎骨椎弓（小児） 【HC-1984SC-8】（写真16・

表 9参照）

［採集者記載 ：第 7b地点、1999年の発掘地点：第 5区］

小児脊椎骨の椎弓部である。第 1胸椎か第 2胸椎と推

定される。骨化及び椎体との癒合は完了していない。脊

椎骨の場合、一般的に椎体と椎弓が癒合するのは約 3歳

~6歳であるが、胸椎の場合は約 4歳～ 5歳なので、死

LV 1比1u ク̂ W土 ¥.1.'tUIII』J

10-01 投影椎孔矢状径 (12mm) 
11 椎孔横径 17mm 
13 棘突起長 25mm 
10: 11 椎孔横矢状示数 82 4 
10-01 : 11椎孔横矢状示数 116 7 

註： （ ）内は、推定値

⑨ 脊椎骨椎体（小児） 【HC-1984SC-9】（写真17・

表10参照）

［採集者記載 ：第 7b地点、1999年の発掘地点：第 5区］

小児脊椎骨の椎体部である。胸椎と推定される。骨化

及び椎弓との癒合は完了していない。脊椎骨の場合、一

般的に椎体と椎弓が癒合するのは約 3歳～ 6歳である

が、胸椎の場合は約 4歳～ 5歳なので、死亡年齢も約 4

歳～ 5歳と推定される。 HC-1984SC-8の小児脊椎骨椎

弓と同一個体かどうかはわからない。化石化の程度は低

い。重量は、約 1gである。

写真17.HC-1984SC-9（小児脊椎椎体）

［左から、上面観 ・下面観］

表10.HC-1984SC-9 （小児脊椎骨椎体）計測値

計測項目 (MARTINNo) 計測値

l 椎体腹側垂直径 9.5mm 
2 椎体背側垂直径 8.5mm 
3 椎体中央垂直径 9.0mm 
4 椎体頭側矢状径 13.5mm 
5 椎体尾側矢状径 13 0mm 
6 椎体中央矢状径 13 0mm 
7 椎体頭側横径 17 0mm 
8 椎体尾側横径 17 5mm 
9 椎体中央横径 19. 0mm 

3 : 6 椎体矢状垂直示数 69.2 
1 : 9 椎体横垂直示数 50.0 
6 : 9 椎体横矢状示数 68.4 
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⑩ 基節骨（足） 【HC-1984SC-10】（図11・写真18・

表11参照）

［採集者記載：第 7b地点、1999年の発掘地点：第 5区］

写真18.HC-1984SC-10（足の基節骨）

［左から、上面観 ・下面観］

右第 5基節骨と推定さ

れる。ほぼ完全に残存し

ている。性別及び死亡年

齢は、不明である。この

基節骨は癒合が完了して

いるが、近位端が癒合す

るのは約15歳～20歳なの

で、死亡年齢は21歳以上

ということになる。化石

化の程度は低い。重量は、

約0.5gである。

表11.HC-1984SC-10（右第 5基節骨）計洞値

計測項目 (MARTINNa) 計測値

1 指節骨長 21 mm 

1 a 指節骨関節間長 22 mm 

2 指節骨体幅 5.5mm 

図11.HC-1984SC-10 

（右第5基節骨）残存図

2 a 近位端幅

2 b 遠位端幅

3 指節骨体高

12 mm 

8 mm 

4.5mm 

3 a 近位端高 9.5mm 

3 b 遠位端高 5 mm 

2 : 1 指節骨長幅示数 26.2 

3 : 2 指節骨幅高示数 81.8 

4. 1985年4月5日採集人骨

[8点： HC-1985SC-1 ~HC-1985SC-8 ] 

この表面採集は、当時、兵庫医科大学の和田 洋（現

大阪医専）と京都大学理学部の北川賀一（現長崎大学歯

学部）により採集が行われた。人骨は、全部で 8点採集

されている。この内、 E地点［1999年発掘地点での第13

区］で 1 点 • A地点 [1999年発掘地点での第12区］で 5

点 ． C 地点［1999年発掘地点での第 5 区］で 1 点 • D地

点 [1999年発掘地点での第 1区］で 1点が採集されてい

る。以下に、採集人骨の形態を記載する。
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① 左尺骨 【HC-1985SC-1】（図12・写真19・表12

参照）

［採集者記載： E地点、 1999年発掘地点：第13区］

写真19.HC-1985SC-1 （左尺骨）

［上・内側面観、下 ・外側面観］

図12.HC-1985SC-1 

（左尺骨）残存図

最大長約146mmの左尺骨上部

1/2である。計測可能な部位で

の計測値の比較からは、性別は

男性と推定される。死亡年齢は、

まず、癒合が完了しているので、

成人と推定できる。次に、関節

面に年齢的変化が認められるた

め、30歳～40歳代と推定できる。

化石化の程度は低い。重量は、

約27gである。フッ素分析が、

松浦秀治により行われており、

その結果は、 0.32％と低い値が

得られている（北川 ・安井 ・池

田、 2001)。

表12.HC-1985SC-1 （左尺骨）計測値

計測項目 (MARTINNo) 本標本
江戸時代人＊
が 早

5 (1)上関節面高 (38mm) 37. 7mm 32.9mm 

5 (2)上腕関節面高 (27血1)28. 5mm 24. 7mm 

6 肘頭幅 25.5mm 25.5mm 21.4mm 
7 肘頭深 20血l 24.1mm 21.2mm 
8 肘頭高 (22mm) 22.2mm 19. Imm 

10 撓側切面後幅 llmm 11.6mm 11. 7mm 

11 体矢状径 13mm 12. 8mm 10.5mm 

12 体横径 15mm 16. 2mm 14. lmm 

13 上横径 21皿n 21. 2mm 18 5mm 
14 上矢状径 26mm 26.2mm 22 5mm 

7 : 6 肘頭深示数 78 4 94 5 98.4 

8 : 6 肘頭高示数 86 3 87 2 86.8 

11 : 12 体断面示数 86 7 79 0 75.1 

13 : 14 プラトレニー示数 80 1 81 1 82.2 

註 1: *は、遠藤・北條・木村（1967) より引用

註 2:**は、蛯名 (1951)より引用

現代人＊ ＊ 

ci" 辛

25. 7mm 22.0mm 

24. 7mm 22.1mm 

20.6mm 18.Omm 

12.5mm 11.3mm 

13.2mm 10. 7mm 

16.3mm 13.9mm 

20 5mm 17.2mm 

25.2mm 21. 9mm 
96.6 100.7 

80.0 82.2 

80.9 76.9 

82.2 78.4 



② 頭骨片 【HC-1985SC-2】（写真20参照）

［採集者記載： A地点、 1999年発掘地点 ：第12区］

最大長及び最大幅共に約19mm、厚さ約 4mmの頭骨片で

ある。恐らく、前頭骨の一部と推定される。破片である

ため、計測できる項目はない。同様に、性別及び死亡年

齢も不明である。化石化の程度は低い。重贔は、約 1g 

である。

写真20.HC-1985SC-2 （頭骨片）

［左から、外面観 ・内面観］

③ 右有頭骨 【HC-1985SC-3】（図13・写真21・表

13参照）

［採集者記載： A地点、 1999年発掘地点：第12区］

写真21.HC-1985SC-3 （右有頭骨）

［左から、外側面観 ・内側面観］

手根骨の右有頭

g― 
g
-

図13.HC-1985SC-3 

（右有頭骨）残存図

骨である。ほぽ、

完全に残存してい

る。恐らく、成人

のものであろう。

性別は不明であ

る。化石化の程度

は低い。重量は、

約 2gである。

表13.HC-1985SC-3（右有頭骨）計祠値
計測項目 (MARTINNo) 計測値

1 且醤翡腐骨最，大長

09 mm) 
13 mm 
18 5mm l ＇ 甘骨節節節関大大最鯰最直［罰大大大高艮語大姦
9 mm 

12 5mm 
14 mm 

8 関悶節面i ほ大、

18 mm 
12 mm 

9 尺側 面大長 13 mm 

9"902 2 尺.焼:飼・襲1」9関関関OO節節節節良長面面ぷ大大大数長● ● 

9 mm 
9.5mm 
8.5mm 

3 2 4 : : : 311 頭高は幅高示示数数

68 4 
97 4 
70 3 
47 4 

5 : 2 ＇ 相相相位側対対対面面長幅高高高幅幅

96 2 
6 : 3 75 7 
8 : 7 示数 66 7 
10 : 9 尺 示数 69 2 

聖嶽洞窟表面採集人骨

④ 四肢骨片 【HC-1985SC-4】（写真22参照）

［採集者記載： A地点、 1999年発掘地点：第12区］

最大長約34mm、最大幅約12mm、厚さ約 3mm~5 mmの四

肢骨片である。恐らく、尺骨片あるいは上腕骨片と推定

される。破片であるため、計測できる項目はない。同様

に、性別及び死亡年齢も不明である。化石化の程度は低

い。重量は、約 2gである。

写真22.HC-1985SC-4 （四肢骨片）

［左から、外面観 ・内面観］

⑤ 寛骨片 【HC-1985SC-5】（写真23参照）

［採集者記載： A地点、 1999年発掘地点：第12区］

最大長約301llill、最大幅約13mmの寛骨の腸骨稜部破片で

ある。破片であるため、計測はできなかった。性別及び

死亡年齢は不明である。但し、この腸骨稜部は、細く比

較的平滑であるため、性別は女性である可能性が高い。

また、この腸骨稜部は破片であるが、明らかに癒合が完

了している。この腸骨稜の癒合が完了するのは、早期癒

合及び癒合遅延を考慮に入れると約17歳～25歳となるの

で、死亡年齢は26歳以上ということになる。化石化の程

度は低い。重量は、約 2gである。

写真23.HC-1985SC-5 （寛骨片）

［左から、外面観 ・内面観］
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⑥ 中足骨の頭 【HC-1985SC-6】（図14・写真24• 

表14参照）

［採集者記載： A地点、 1999年発掘地点：第12区］

写真24.HC-1985SC-6 （左第 2中足骨）

［左から、内側面観 ・外側面観］

中足骨の頭部である。

恐らく、左第 2中足骨と

推定される。成人のもの

であろう。性別は不明で

ある。化石化の程度は低

い。重量は、約 1gであ

る。

疇
』
g
m
m
』

麟
a
b
a

表

（

計

8

8

9

図14.HC-1985SC-6 

（左第 2中足骨の頭）残存図

⑦ 頭骨片 【HC-1985SC-7】（写真25参照）

［採集者記載 ：C地点、 1999年発掘地点：第 5区］

最大長約29mm、最大幅約17mm、厚さ約 6mm~6.5mmの頭骨

破片である。恐らく、頭頂骨の一部と推定される。破片

であるため、計測できる項目はない。同様に、性別及び

死亡年齢も不明である。化石化の程度は低い。重量は、

約 1gである。

-_・ • • ・| 
写真25.HC-1985SC-7（頭骨片）

［左から、外面観 ・内面観］

⑧ 右外側楔状骨【HC-1985SC-8】（図15・写真26・

表15参照）

［採集者記載： D地点、 1999年発掘地点：第 1区］

写真26.HC-1985SC-8（右外側楔状骨）

［左から、内側面観 ・外側面観］

足根骨の右外側楔状骨

である。遠位端は、一部

破損している。恐らく、

成人のものであろう。性

別は不明である。化石化

の程度は低い。重量は、

約 3gである。

表15.HC-1985SC-8 

（右外側楔状骨）計測値

計測項目 (MARTINNu) 計測値

1 上部長 (20皿1)

2 中央上幅 14mm 

3 遠位幅 (12mm) 
4 近位幅 13mm 
5 -01 最大高 21mm 
2 : 1 長幅示数 70 0 
4 : 3 幅示数 108.3 

図15.HC-1985SC-8 

（右外側楔状骨）残存図

5. 1999年発見人骨との比較

1999年の発掘調査では、人骨96点及び人歯47本が出土

した（楢崎•藤田、 2001）。以下に、今回の表面採集人骨

と比較する。

(1) 人骨

① 未成人

未成人の人骨は、 1983年表面採集で 1点[HC-1983SC

-2 （脊椎骨椎体）］、 1984年表面採集で 3点[HC-1984SC

-4 （左尺骨）、 HC-1984SC-8（脊椎骨椎弓）、 HC-1984

SC-9（脊椎骨椎体）］の合計 4点が発見されている。こ

れらの 4点を観察すると、大きさから、死亡年齢約 4歳

の子供のものと推定される。これは、 1999年発掘調査で

出土した、未成人人骨10点[B 8 • 11 • 12 • 13 • 21 • 30 • 

42 • 58 • 93 • 95] や歯13本［乳歯 7 本： T3•5·6·

11 • 13 • 18 • 34、永久歯 6本： T7 • 8 • 12 • 16 • 17 • 

37] と同一個体であると推定される。
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② 成人男性

成人男性と推定されたものは、 1983年表面採集の左距

骨 [HC-1983SC-5]と1985年表面採集の左尺骨 [HC

-1985SC-l]の2点である。 1999年出土人骨には、左

距骨が 2点 [HC-B54•55] 発見されているが、左尺骨

は発見されていない。

③成 人女性

成人女性と推定されたものは、 1984年表面採集の第 1

頸椎 [HC-1984SC-1 ]と右第 5中足骨 [HC-1984SC

-6]、1985年表面採集の寛骨片 [HC-1985SC-5]の

3点である。 1999年出土人骨には、右第 5中足骨 [HC

-B94]のみ発見されている。

(2) 歯

歯は、 3本表面採集されているが、いずれも 1983年に

採集されたものであり、 1984年と1985年には採集されて

いない。

① 1983年表面採集の上顎左第 2小臼歯 [HC-1983

SC-1]は、 1999年出土歯では同歯種が 3本出土

[HC-Tl5 • T28 • T32] しており、形態的には、

右側のT-15と似ている。

② 1983年表面採集の下顎左犬歯 [HC-1983SC-3 ] 

は、 1999年出土歯では同歯種右側が 1本 [HC-T

1]と同歯種同側が 1本出土している [HC-T36]。

③ 1983年表面採集の下顎左第 1小臼歯 [HC-1983

SC-4]は、 1999年出土歯では同歯種が 2本出土し

ている [HC-Tl7、HC-T46]ものの左側は出土し

ていない。しかも、 1999年出土歯の内、 HC-Tl7は歯

根形成が完了していない未成人のものである。

以上の結果をふまえると、 1999年出土人骨では、約 4

歳の子供 1体（性別不明）・約50歳の成人男性 1体・40歳

代の成人女性 2体の合計 4体が埋葬されていたと推定さ

れたが（楢崎•藤田、 2001）、今回の表面採集人骨には重

複する部位があるものの、これらの一部と推定して矛盾

しない。但し、 1983年採集の左距骨については、化石化

の程度が高くしかもフッ素含有量も多いため（北川他、

2001)、時代も古い時代であろう。

聖嶽洞窟表面採集人骨

6. おわりに

聖嶽洞窟で、 1983年 3月・ 1984年4月・ 1985年 4月に

表面採集された人骨を記載した。骨は、それぞれ 8点・

10点• 8点の合計26点採集されているが、この内、 25点

は人骨か人歯であるが、 1983年に採集された 1点は獣骨

であることが判明した。化石化の程度は、 1983年採集の

左距骨が一番高く、次いで、 1983年採集の獣骨が高い。

その他の人骨は、どれも化石化の程度は低い。また、一

部に1999年出土人骨と重複部位が認められるものの、こ

れらの表面採集人骨は、約 4歳の子供 1体・約50歳の成

人男性 1 体 •40歳代の成人女性 2 体の合計 4 体のものと

推定される。これらは、化石化の程度も低く、時代は中

近世のものであると推定される。しかしながら、 1983年

採集の左距骨については、化石化の程度も高くフッ素含

有量も高いため（北川他、 2001)、時代が異なる別個体と

推定される。従って、 1999年出土人骨及び表面採集人骨

から判断する限り、聖嶽洞窟には、旧石器時代人骨は認

められず、縄文時代(1983年表面採集の左距骨）と中近

世の人骨群との 2群が埋葬あるいは放置葬されていたと

考えられる。将来的に、 1983年表面採集の獣骨[HC-1983

SC-8]の種同定及び部位同定を古生物学者に依頼して

行うことと、同獣骨及び同年採集の左距骨 [HC-1983SC

-5]の放射性炭素年代測定を行うことが必要と考えられ

る。合わせて、これら表面採集人骨の放射性炭素年代測

定及びフッ素分析が必要であろう。
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ァーネスト・サトウが大室古墳に米たわけ

国際理解・郷土理解の教材開発

能登 健・長沼孝則

はじめに

I アーネスト・サトウの生涯

II 幕末から明治初期の列強外交をどう扱っているのか

III アーネスト・サトウが大室に来たわけ

IV アーネスト・サトウの日本研究

V 教材化に向けて

おわりに

アーネスト・サトウについて学ぶためのホームページ

アーネスト・サトウに近づくための本

アーネスト・サトウを知るための論文

明治期の大室古墳群について書かれたもの

アーネスト・サトウ0)「上野地方の古墳群」を原文で説んでみよう

アーネスト・サトウの旅

アーネスト・サトウ関係年表

要 皆
口

平成14年度から、小中学校では「総合的な学習の時間」が創設されます。この時間の中では横断的・総合的な学習や

児童の興味•関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教育活動を行うことが求められています。この授業の中で使

える教材を開発、提案することを目的としてその主題となるものを探しました。そこで目を付けたのが、明治13年に前

橋の大室古墳群を訪れた、イギリス外交官のアーネスト・サトウです。サトウは 4泊 5日の日程で東京から大室を目指

しました。

サトウが大室古墳群を訪れたのは、日本を知りたいという好奇心に突き動かされたからです。サトウは仕事上、日本

について詳しく分析する必要がありましたが、彼の分析の仕方は当時の政治や経済活動にばかり目を奪われていません

でした。サトウは日本を理解するために、その歴史や風土を理解することに努めたのです。

こうしたサトウの方法は、私たちが国際理解をしていく上にも大変菫要な視点を明らかにしてくれます。国際理解す

るにはその前提として、自分たちの文化や歴史を理解していなくてはなりませんが、彼の方法は私たちが、自分たちの

歴史を解き明かすその方法を教えてくれます。さらにその方法は、私たちが外国を理解するときに取るべき方法でもあ

るのです。ここでは、サトウがしたように大室を訪れ、調査し、その成果についても学ぶことで、私たちの郷土理解か

ら国際理解へと広がる学習を提案します。

キーワード

対象時代 古墳時代、幕末・明治時代、現代

対象地域 大室古墳（群）

研究対象 アーネスト・サトウ、国際理解、

郷土理解、教材開発
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はじめに

アーネスト・メイス ン・サトウ(ErnestMason Satow) 

は、幕末から明治にかけての日本の歴史が激しく動いた

時期を、イギリス政府から派遣された外交官という立場

で体験しました。そして明治維新に多くの影響を与えた

人物として歴史上に名前を残しているイギリス人です。

サトウは外交官としての姿の他に、開国間もない日本

を歴史、地理、言語、宗教など様々な分野で研究したジャ

パノロジスト(Japanologist)、いわゆる日本学者として

も知られています。日本の節目となった時期に大きな足

跡を残し、当時欧米ではまだおとぎの国だった日本を、

確かな研究を通した情報として欧米に紹介しました。し

かし、現在小中高校のどの教科書を見ても彼の名前は出

てきません。

そのサトウが1880年（明治13) 3月、群馬県前橋市の

大室古墳群を訪れています。サトウは何を目的にここに

来たのか。それを探りながら、サトウの目指す日本研究

と、それを背景にしたサトウの外交に対する姿勢をここ

では見ていきます。

さらに、このサトウの外交姿勢から本当の国際理解と

は何かを探っていき、グローバリゼーションの中での、

新しい国際理解教育の情報を抽出してみたいと思いま

す。

l アーネスト・サトウの生涯

l 「エルギン卿遣日使節録」との出会い

サトウは1843年 6月30日、ロンドン北東部のクリプト

ンで11人兄弟の 3男として生まれました。父はスウェー

デン人で金融業を営み、母はイギリス人でした。イギリ

スではイギリス国教徒が多いのですが、サトウ家はプロ

テスタントのルーテル派という非国教徒でした。しかし、

若いころのサトウはあまり信仰心は厚くなく、 45歳の時

に両親とは違うイギリス国教会に入信しました。

『アーネスト ・サトウ伝Jによると、サトウはペスタ

ロッチの教育を実践する私立学校に通った後、 1856年13

歳でミル ・ヒル ・スクール (MillHill School)で寄宿舎

生活を始めました。しかし、後にこの学校を「退屈で古

くさい場所」とサトウは表現しています。この学校を 3

年で主席に上りつめたサトウは奨学金を貰うことにな

り、それによって1859年、 16歳という若さでロンドンの

ユニバーシティー ・カレッジヘと進学を果たしました。

彼が大学時代に何を学んでいたのかは明らかになって

いませんが、当時はハーバート ・スペンサーやダーウィ

ンなどが活躍していた時代でした。こうした環境からサ

トウが実証主義的に人生をとらえ始めたのはこの時期

だったと考えられています。

さて大学に通い始めて 2年がたった頃、 1冊の本との

出会いが待っていました。兄の一人が図書館から、東ア
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ジアの生活を、彩色された挿し絵で紹介した「エルギン

卿遣日使節録」という本を借りてきたのです。この本は

ローレンス ・オリファントという、日本と日英修好通商

条約を結ぶために来日したエルギン卿に随行してきた人

が書いたものでした。サトウが晩年書いた 『一外交官の

見た明治維新」という、滞日体験を描いた本の書き出し

部分では、この本との出会いが次のように描かれていま

す。

「ほんの思いがけないことから、私は日本に心をひか

れはじめたのである。私が十八歳のとき、兄がミュー

ディー図書館からローレンス ・オリファントの書いた「エ

ルギン卿のシナ、日本への使節記』というおもしろい本

を借りてきた。やがて私のところへも回覧されたが、絵

草紙ふうのこの本が私の空想をかりたてたのである。」

こうしてサトウはこの本を通して日本と出会い、彼の

人生は大きく動き出したのです。



『エルギン卿遣日使節録」の挿絵

「江戸のイギリス使節団滞在所」

2 日本への道のり

オリファントの本によって日本への思いが芽生えたこ

ろに、サトウは大学の図書館で、外務省がシナと日本に

行く通訳生を 3人募集しているという告示を目にしまし

た。これは日本に行ける絶好のチャンスでした。そこで

サトウは、学位を取得した後はケンブリッジのトリニ

ティー・カレッジヘの進学を希望していた両親を説き伏

せたのです。しかしこの通訳生になるには公開試験を受

験しなくてはなりませんでした。この試験には年齢制限

がありましたが、サトウは数時間早く生まれたことでこ

の条件を満たせたのです。そして最年少ながらこの試験

をトップで合格しました。

当時の東アジアはイギリスと清朝の間でアヘン戦争や

ァロー戦争が起こり、太平天国の乱の真っ只中という状

態でした。当然イギリスの目は清朝に注がれていました。

サトウが日本と出会った本に登場するエルギン卿です

が、彼も実は日本訪問は主な目的ではなかったのです。

そもそも彼はアロー号事件の特派使節として清に赴いて

いました。事件の講和条約である天津条約の最終的な確

認と、同意の手続きを取るために、交渉相手である消朝

側の委員が上海に到着するのを待っていたのですが、そ

の間に 2, 3週間の余暇が出来ました。そこでこの休み

を利用して、日英修好通商条約を結ぶ交渉を行うことと、

イギリス女王から日本に贈られた豪華快走船エンペラー

局を日本に届けることを目的にエルギン卿は来日したの

です。このことからも、当時の欧米の外交では、消朝に

比べ日本への興味は軽かったことがわかります。ですか

ら、外交官としては清朝との交渉にかかわる方が、活躍

する機会は多いと思われていたのですが、サトウは最初

からの希望通り、日本行きを選んだのです。

1861年8月、サトウは自分が半生を過ごすことになる

日本の領事館の通訳生という辞令を外務省から受けまし

た。そして10月に行われるユニバーシティー・カレッジ

の最終試験を受ける必要があったため、出発を延期して

もらい、ついに11月サトウは日本に向けて出発したので

アーネスト・サトウが大室古墳に来たわけ

す。しかし、サトウが初めて土を踏んだ東アジアは清で

した。当時の駐日イギリス公使だった、オールコックは

自分の体験から、日本語を学ぶにはその基礎として中国

語を学んでおくと近道だと思っていたので、自分の所に

配属されてくるサトウたちに中国語を北京で学ばせよう

としたのです。そのため、 1862年 4月から数ヶ月を北京

で中国語の習得に費やさなければならないことになった

のです。しかし、オールコックが休暇で帰国している間

代理公使にを勤めたニール中佐は、サトウたちをすぐに

日本に呼び寄せたのでした。そしてついにこの年の 9月

8日、あこがれの日本にサトウは第一歩をしるしたので

す。サトウはこのとき 19歳になっていました。

3 外交官サトウ

サトウが日本にたどり着いたときの国内の様子はどう

だったのでしょうか。サトウが横浜に到着してからまだ

2週間というときに一つの大きな事件が起きました。薩

摩藩主の前をイギリス商人リチャードソンが乗馬で横

切ったために、藩士に殺害されたのです。生麦事件とし

て知られる事件ですが、こうした撰夷の風が吹き荒れる

中にサトウはやって来たのです。

こうした環境の中でも、サトウは通訳生のやるべき事

として、日本語の習得が最優先であることを分かってい

ました。その努力の甲斐あって、来日して 1年と経たな

い、 1863年 6月には幕府の閣老から届いた短い書簡を訳

す機会がありました。そしてこの翻訳を行ったイギリス

公使館員 3人の中で一番良い翻訳ができたという自負を

持てるまでに、サトウは成長したのです。そしてその 2ヶ

月後の 8月には薩英戦争に従軍しました。そこでこの日

本語の能力を通訳として発揮したのです。翌年 7月には

下関戦争を避けるためにイギリス留学から急きょ帰国し

た、長州藩士の伊藤博文と井上聞多を、長州に届けるた

めに横浜から軍艦で長州に向いました。この船上で、後

の討幕運動の中心となる伊藤や井上たちとの個人的な交

流が始まったのです。そうした交流が出来るまでにサト

ウの日本語能力は上達していたのです。こうして、まさ

に日本の激動の中心地でサトウはその日本語能力を活か

して活躍しはじめました。

サトウは1866年 3月から 5月にかけて、こうした外交

の場面や友人らとの交流の中で芽生えてきた考えをまと

めて、横浜の英字新聞に発表しました。これを日本語訳

したものは「英国策論」と名付けられました。最初英字

新聞に載ったサトウの論文は無署名でした。なぜかとい

うと、当時オールコックから変わって駐日公使になって

いたパークスの考えはサトウとは違っていたのです。

パークスはまだ徳川幕府への期待感が強かったために、

サトウは公使館員として、そのことに配慮したのかもし

れません。その後、サトウの思惑以上に、日本の歴史は
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下関戦争で前田村砲台を占領したイギリス軍

（横浜開港資料館蔵）

大きく動き、徳川家は大政を奉還しただけでなく、大名

の座も手放すことになったのです。こうした動きを見届

けた1869年 2月24日、休暇をとって初めての帰国を果た

しました。この 1回目の日本滞在がサトウにはとても思

い出深かったようで、後に友人に宛てた手紙では、「1862

年から1869年までは私の人生の中でももっとも興趣あふ

れる時期であった」と語っています。

帰国から 1年半が過ぎた、 1870年11月には 2度目の来

日を果たしました。翌年には日本人で10歳年下の武田兼

と結婚し、二人は 2男 1女をもうけました。この中でも

次男の武田久吉は植物学を志し、ロンドンのキュー植物

園にサトウの薦めで留学もしています。そしてその後尾

瀬などをフィールドとして活躍する植物学者になるので

す。

この 2回目の来日からは、サトウは外交官としての顔

の他に日本学者としての活躍が目立ってきます。 1872年

に横浜の英米人が中心となって日本アジア協会という研

究者団体が出来ました。サトウはその第 1回の例会の時

に「琉球についての覚書」を報告しています。この論文

はイギリスでも、琉球がどこの国に属するのかという、

領土問題に絡んで、重要な資料を提供したのです。そし

て後々サトウは協会の中心人物となっていきました。

1874年に父が亡くなったのを機会に 2度目の帰国をしま

すが、この帰国中も広くヨーロッパを回り、日本学者と

の交友を深めています。 1874年再来日するときには、帰

国途中で受けたパークスの命令で、西南戦争が起こる直

前の鹿児島の様子を視察するために、鹿児島へと赴き、

西郷隆盛と面会を果たしています。

また、 2回目と 3回目の来日ではその期間中に35回の

国内旅行をして、その延べ日数は450日にも達しました。

その様子は1880年に前橋の大室古墳群を訪ねた時のこと

も含めて、日本アジア協会の例会で発表しています。そ

してその集大成は1881年 3月にアルバート ・ジョージ ・

シドニー ・ホーズとの共著で 「中部・北部日本旅行案内』
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「中部 ・北部日本旅行案内」序論のテーマと執筆者

テ マ 執 筆 者
日本語

遊歩規定

内国旅券

狩猟免許

通貨

度量衡

地図と参考書

手荷物
服装

食糧など

旅宿

道路、乗り物、料金など

日本の入浴と温泉 エルヴィン ・ベルツ

旅行心得

主要ルート一覧表

電信局全覧

地理 J. J.ライン

天候と気象 J. J・ライン

動物学 F・V・ディキンズ
植物学 F・V・ディキンズ

神道 E ・M ・サトウ
仏教 E ・M ・サトウ
絵画美術 W ・アンダーソン

彫刻美術 W ・アンダーソン

として出版されました。この本も第 3版からは編著者が

バジル ・ホール ・チェンバレンとウィリアム ・ベンジャ

ミン ・メイスンに変わりましたが、 1922年の第 9版まで

版を重ねられた、息の長いガイドブックになりました。

サトウらの編集による最後の版となった第 2版を見る

と、この本には64の国内旅行のルートが紹介されていま

す。さらに特徴的なのが、序論として表 1の24のテーマ

について詳しい解説が加えられている点です。これらは

サトウとホーズの二人が当時の在日外国人を中心に原稿

を集めたものでした。

このガイドプックは、当時ヨーロッパで発行されてい

たマレー社の人気のガイドブックの書式に合わせて編集

されたものでしたが、当時日本にいた外国人の日本研究

がいかに広い範囲に及んでいたかを知ることが出来るで

しょう。

1882年12月再びサトウは帰国します。サトウの通訳官

としての在日は、この時で終わります。初めて日本の地

を踏んでから実に20年の月日が経っていました。 1884年

にバンコク駐在代表兼総領事に任命されるまでの間も、

ヨーロッパ各地を旅行しています。また、駐英大使となっ

ていた森有礼の紹介でハーバート ・スペンサーとの面識

が生まれたのもこの時でした。サトウも実証主義的な思

想を持っていたので興味深い出会いだったことでしょ

う。さて、初めて総領事として赴任したバンコクでした

が、その気候はサトウには合わなかったようで、半年も

経たずに休暇を取って再来日してしまいます。



若いころから日記を書き続けていたサトウですが、こ

の時の日記に初めて、妻の兼の待つ家に立ち寄ったこと

が書かれたのです。休暇で来日するという気安さが、家

族への思いを日記に残させたのかもしれません。この休

暇を利用した来日は 2ヶ月弱にも及んでいます。さらに

2年後にも 3ヶ月に渡ってこうした休暇を日本で過ごし

ています。 1887年6月にはバンコク勤務を終えて英国に

戻り、再び日本へ派遣されることを希望しますが、その

夢はかないませんでした。この帰国中はイタリア、スペ

イン、ポルトガルを回って、日本におけるイエズス会の

活動を調べるために、彼らが本国に送った書誌を調べて

います。この旅の成果は『日本耶蘇会刊行書志jとして

まとめられました。この本は日本の書誌学の先鞭をつけ

るものとして評価されています。

1889年からは 4年間南米ウルグアイの弁理公使、その

後はアフリカモロッコの駐箭特命全権公使を 2年勤めま

した。その頃日本は日清戦争を経験し、日本を見る外国

の目も変化してきました。着実に力を付けて、世界に登

場してきた日本に派遣する日本駐笥特命全権公使とし

て、日本に精通したサトウに白羽の矢が立ったのでした。

そして1895年 5月、実に12年ぶりにサトウは駐日公使と

して日本に着任したのです。東アジアをめぐる政局が大

きく変わりつつある難しい時期でしたが、忙しい公使と

しての仕事の合間に日光に別荘を建てたり、日本研究を

深めたりと若い頃と変わらない精力的な活動をしまし

た。そして57歳になった1900年、清の駐箭特命全権公使

へと任命されました。初めて通訳生として東洋に赴くと

き、日本を選んだサトウでしたが、今度は日本勤務から

清へと活躍の舞台を移すことにしたのです。当時イギリ

スを含む列強と清朝の間には義和団事変をめぐる賠償問

題がありました。自国の利益を追い求める各国の代表の

中で、サトウはこの交渉を進める必要がありました。1906

年、清での任務を終えて帰国する途中、日本に立ち寄り

ました。この時の 3週間の滞在がサトウにとって最後の

日本となったのです。この時のサトウは次男の久吉と日

光へ旅行しています。さらに日本を離れてからは、体が

弱かったためにアメリカで農場を経営していた長男の元

にも立ち寄っています。こうして63歳の時、実に45年に

及ぶ外交官生活にピリオドを打ちました。それからのサ

トウはオランダ、ハーグの国際仲裁裁判所の英国代表に

任命され、またオタリー・セント・メリーというイギリ

ス南西部に家を構えました。ここでの生活は若い頃に過

ごした日本の公使館で一緒だった、アストンが近くに住

んでいたため、彼との往来が多い生活を送りました。晩

年のサトウは日本で買い集めた書籍を売ったり寄付して

しまい、西洋文学や西洋美術へと帰っていきました。し

かしこうした中で『一外交官の見た明治維新」 (ADiplo-

mat in Japan)を出版しています。これは初来日をして、

アーネスト・サトウが大室古墳に来たわけ

江戸幕府が崩壊するのを目の当たりにした時の日本での

経験を、書き続けていた日記を元に書き起こしたもので

した。

1929年8月に、サトウはオタリー・セント・メリーで

86年に及ぶ生涯を閉じました。外交官を引退してからも

実に22年の歳月が流れていました。サトウの最期は、サ

トウに伴って渡英していた本間三郎が見とり、東京にい

るサトウの妻、兼に訃報を知らせています。

II 幕末から明治初期の列強外交をどう扱っているの

か

1 教室での開国理解

近年の教科書までは、アーネスト・サトウという名前

やサトウの著作「英国策論」という言葉を、ごく少ない

教科書の中でですが、見ることが出来きました。しかし

現在使われている教科書の中では、サトウについて書か

れているものは見あたりません。

ここでは、平成14年度から使われ始める小中学校の教

科書の中や、現在高校で使われている教科書の中で、サ

トウが活躍した幕末から明治維新の時代が、どのように

載っているのかを見ていきます。特に世界の歴史の中で、

日本の立場がどうだったのか、欧米列強は日本にどのよ

うな接触をしていたのかという外交を中心とした部分に

着目してみます。

小学校と中学校では平成14年度からは、新学習指導要

領に基づいた新しい教科書が使用されることになってい

ます。今回の指導要領の改訂の目玉は、「総合的な学習の

時間」の創設と、それに伴う学習内容の実に 3割という

大幅な削減にあります。そこで、それぞれの学校におけ

る扱われ方を、学習指導要領の該当部分を見た上で、実

際の教科書での取り扱いを見ていきます。

まず、小学校です。小学校では初めて歴史的なことを

学びますが、そのことについて新学習指導要領では、社

会科の 6学年の内容として、

我が国の歴史上の主な事象について，人物の働きや代

表的な文化遺産を中心に遺跡や文化財，資料などを活用

して調べ，歴史を学ぶ意味を考えるようにするとともに，

自分たちの生活の歴史的背景，我が国の歴史や先人の働

きについて理解と関心を深めるようにする。

と掲げられています。さらに幕末、明治維新期の事に

ついては、「黒船の来航，明治維新，文明開化などについ

て調べ，廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い，欧米

の文化を取り入れつつ近代化を進めたことが分かるこ

と」が求められています。さらに「歴史的事象を網羅的

に扱わないこと」も求められているのです。人物につい

てはペリー、勝海舟、西郷隆盛、大久保利通、木戸孝允、
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明治天皇、福沢諭吉、大隈重信、板垣退助、伊藤博文と

いった人々がこの時代の人物として取り上げられていま

す。人物の働きや代表的な文化遺産を中心に扱うことを

目指している今回の小学校社会科の学習指導要領では、

具体的に名前を挙げている歴史上の人物42人の中で、実

に10人がこの時期の人々なのです。これは歴史学習の中

でも、この時期を特に重点をおいて扱っていることを物

語っています。

さて、では教科書の中での扱いはどのようになってい

るでしょうか。平成14年度から群馬県内の小学校で使わ

れる社会科の教科書は、すべて東京書籍の「新しい社会」

です。ここではその教科書の中身を見てみます。この時

期は「明治維新をつくりあげた人々」という章になって

います。写真入りでペリ ーの紹介がなされ、浦賀上陸の

様子も半ページを割いて写真を紹介しています。また西

郷や木戸などによって討幕運動が大きくなったので、徳

川慶喜が政権を朝廷に返したことが紹介されています。

このように社会全体のダイナミックな動きよりは、人物

について学ぶようになっています。外国との交渉はペ

リーの来航と日米和親条約の締結、岩倉使節団が出発し

たことなどが挙げられており、外圧と日本側の自発的な

西洋研究を同列に取り上げています。

さて、続いて中学校の新学習指導要領です。社会科の

歴史的分野では、その内容として掲げられていることの

中で、注目すべき点があります。「近現代の日本と世界」

の中の最初の 2項目です。次に挙げてみましょう。

ア 市民革命や産業革命を経た欧米諸国のアジアヘの進

出を背景に，開国とその影響について理解させる。

イ 明治維新の経緯のあらましを理解させ，新政府の諸

改革により近代国家の基礎が整えられたことに気付か

せるとともに，人々の生活の大きな変化について考え

させる。

このように中学校では、開国の背景に外圧があること

を学ぶのです。この取り扱いについて、「欧米諸国のアジ

アヘの進出については，近代社会の成立の下，新たな市

場や原料，植民地を求めてアジアにも進出したものであ

ることを欧米諸国の事例を選んで取り上げるようにする

こと。ただし，これらは我が国の歴史を理解するための

背景として取り扱うにとどめ，各事象の詳細にわたらな

いようにすること。」が求められています。また、「明治

維新については，複雑な国際情勢の中で独立を保ち，近

代国家を形成していった政府や人々の努力に気付かせる

ようにすること。」をも求めているのです。これらを見て

くると、中学校で学ぶことは、日本を中心にした歴史的

な事象の学習が中心である事が分かります。欧米列強の

動きは、背景として捉えるようになっています。
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続いて実際の教科書ではどうでしょうか。県内の中学

校で平成14年度からもっとも使われる東京書籍の教科書

「新しい社会 歴史」を見てみます。ここでは「開国と

不平等条約」という節の中で日米和親条約、日米修好通

商条約が扱われ、それが日本経済に大きな影響を与えた

ことについてや、それにより武士や庶民は幕府に対する

変換を強めていったことが書かれています。特にイギリ

スとの関係で見ると、この両方の条約をイギリスなど他

の国と結んだとして登場します。さらに学習が進んでか

らイギリスが出てくるのは、薩摩藩がイギリスと結んで

軍備を強化したとや、写真付きで下関砲台の占領を挙げ

ています。

「日本史」という授業が始まる高校での扱いを続いて

みてみましょう。平成15年度からは高等学校も学習指導

要領が改訂されます。その中での扱いを見ていきます。

新学習指導要領の地理歴史の日本史Bでは、

「欧米諸国のアジアヘの進出，学問 ・思想及び産業の新

たな展開に着目して，幕藩体制の動揺と近代化の基盤の

形成について理解させる。」

「開国，幕府の滅亡と新政府の成立からの明治時代の近

代日本の歩みについて，アジアにおける国際環境と関連

付けて考察させる。」

ということが内容としてあげられています。高校でも

欧米列強のアジア進出が、幕府に動揺を加えたことにつ

いては扱うことを求めていますが、その動揺がどういっ

た質のもので、どういう影響を与えたかについてまでは

触れられていません。また、明治維新の原動力の一つと

して欧米の在日外交官の動きがあったことについても触

れられてはいないのです。

高校の教科書の中では学習内容が豊富な山川出版社の

ものを見てみましょう。ここでも日米和親条約、日米修

好通商条約に続いて、イギリスとの間でも同様の条約が

結ばれたことは書かれています。高校になると「生麦事

件」「薩英戦争」「四国艦隊下関砲撃事件」「改税約書」な

どの単語を学びます。イギリスのこととしては、公使で

あったパークスの名前が出てきており 、彼が1866年当時、

「幕府の国内統治力に疑問をいだき、対日貿易発展のた

めに、天皇を中心とする薩摩藩などの雄藩連合政権の実

現に期待をかけるようになった」と書かれています。一

方幕府はフランス公使のロッシュに援助を受けていたこ

とも書かれています。この次に検定を受ける教科書では、

内容が厳選されてしまうため、こうした扱いもさらに概

説化してしまうかもしれません。

2 条約交渉の経緯

1853年アメリカの東インド艦隊司令長官ペリーが 4隻



の黒船を従えて、浦賀に来日したときから、日本の近代

化への歩みが始まったと言ってよいでしょう。日本は外

圧によって鎖国を開き、世界とのつながりが強化されて

いきました。ここではその開国したばかりの日本に、欧

米列強がどのような接近をしていったのかを見ていきま

す。

初来日の翌年1854年、 7隻の艦隊で現れたペリーは、

その圧倒的な武力を見せつけた砲艦外交を行いました。

そして 3月には日米和親条約を調印し、下田と箱館の開

港を取り付けたのです。 8月にはイギリス東インド艦隊

のスターリングと日英和親条約を結び、長崎と箱館の開

港を幕府は認めました。その年は他にロシアとも日露和

親条約を結んだので、あわせて 3港を開港することに

なったのです。翌年にはオランダとも日蘭和親条約を結

びました。日米和親条約によって来日したハリスと幕府

との間で、通商に向けた交渉が繰り広げられました。そ

して大老に就任した井伊直弼によって1858年 6月、朝廷

の勅許をえられないままに、日米修好通商条約が締結さ

れたのです。これに引き続いてオランダ、ロシア、イギ

リス、フランスの順に同様の通商条約が結ばれていきま

した。これが安政の五カ国条約と呼ばれるものです。1859

年 5月に来日した、イギリス駐日総領事のオールコック

をはじめ、八月にはフランスの総領事ベルクールも来日

して、いよいよ日本を舞台にした本格的な外交が始って

いったのです。

当初各国の対日交渉は、条約を結んだ幕府との間で行

われていました。しかし、国内情勢を見ると、日米和親

条約の時に老中だった阿部正弘が、慣例を破って朝廷に

報告したことなどから、幕府の権力に対する諸大名の発

言権が強まってきている時代でした。こうした中で各国

の公使は、交渉相手として幕府は本当にふさわしいのか、

また条約を履行出来るだけの力を備えているのか、それ

を見極める必要があることに気付いてきたのです。

イギリスはこうした環境の中で、サトウたち公使館員

やグラバーなどの商人の情報によって、幕府の権力が弱

りつつあることや、逆に攘夷不可能を知った西南雄藩が

力を持ちつつあることを知ったのです。それに加え、西

南雄藩も外国との通商に熱い希望を持っていることを感

じ取ったのでした。こうしたことが明治維新後の明治政

府と、イギリス政府との強いつながりを築く礎になって

いったのです。

Ill アーネスト・サトウが大室に来たわけ

1 どうして知ったのか・なにを見たのか

群馬県勢多郡西大室村（現群馬県前橋市西大室町）に

大室古墳群があります。ここには前二子、中二子、後二

子古墳をはじめ、いくつかの古墳が集まっていて、現在

国指定史跡になっています。 1878年（明治11) 3月、こ

アーネスト ・サトウが大室古墳に来たわけ

の中の中二子、前二子の両古墳が発掘されました。これ

らの古墳は当時、豊城入彦命や御諸分命の墓ではないか

と言われていました。そのため、発掘の報告は宮内省に

届けられました。このことは 5月27日の東京日々新聞に

も報道されています。発掘されたときの様子を、群馬県

令だった揖取素彦から宮内卿の徳大寺実則にあてた報告

から見てみましょう。

本年三月村民南北二陵上二於テ狐格ノ巣穴ヲ穿チ偶然

石窟ヲ掘出セリ

とあります。つまりキツネ、ムジナの巣穴を掘ってい

たら偶然見つかった、偶然の発見であると報告されてい

るのです。しかし、西大室に住んでいた井上真弓から菅

政友にあてた手紙の中では、

村吏県の許可を得て二月下旬彼山を開発せむとす。時

に参集するもの又増して毎日数百人。三月廿一より四月

一日まで三山を開発す。

とあります。県令が宮内省に送った報告とは違う発掘の

様子が見えてきます。これによるとこの古墳の発掘は偶

然と言うより、かなり計画的に行われたものだったこと

が見えてきそうです。

1871年（明治 4) 2月に、后妃、皇子、皇女などの墓

の存在の調査を促すために、各府藩県管内に「太政官布

告」が出されました。これを一つのきっかけとして、天

皇陵などの陵墓の決定に向けて、明治政府による調査が

全国で行われました。これを受けた前橋藩では同じ年の

6月に、これにこたえるために、総社二子山の取調書が

作成されました。この取調書の中では「太政官布告」が

陵墓として要求する、図面・石碑 ・祭日 ・守護・古文書

といったものを総社二子山古墳が満たしていることが報

告されました。そして、総社二子山は豊城入彦命の墓で

あると、前橋藩の見解を伝えたのです。そして明治 8年

3月、管理人が置かれ、明治 9年3月には「官有地第一

種山稜之部」に編入されたのです。しかし、地元で起こっ

たトラブルなどが原因になって、総社二子山古墳は陵墓

としての管理を解かれました。一度決まった豊城入彦命

の墓はどこなのか、決まった場所はなくなってしまった

のです。こうして豊城入彦命の墓は本当はどこなのか探

されている中で、西大室の古墳は発掘されたのです。

サトウが大室を訪れるのは、発掘から 2年経った1880

年（明治13) の3月のはじめです。サトウは発掘調査や

出土品の具体的な情報を、親しくなっていた群馬在住の

知人から知ったのです。ここでは『日本旅行日記」の中

から該当部分を抜き出し、当時の様子を見ていきます。
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3月6日

加藤竹斎という画家と私の従者とともに江戸を発ち、

熊谷から三里二十九町の中瀬で宿をとった。宿の主人は

大変礼儀正しい。

3月7日

十二時二十分前に前橋に着き裏手から赤城山がよく見

える油屋という旅宿に立ち寄った。若狭の小浜出身の

太って小柄な沖という県役人が訪ねてきた。その人とは

九年まえから知り合いだ。その後長谷川清美という名の

書記が私を古墳のある大室まで連れて行く任務を受けて

やって来た。徒歩で出発した。今日はよく晴れた暑い日

だった。村の役人が道案内に現れ、土地の住人がかたまっ

てじっと見守っていた。大屋にある産泰神社は木花咲耶

毘売命を祀っており、本殿の中には優れた彫刻がある。

ここの建物はすべて屋根を厚く葺いており、裏手には巨

大な岩塊が転がっていたがおそらくこれが神社発祥の由

来であろう。鯉登真道という名の神官が神社の南方に近

いある古墳から出た埴輪類をいくつか持っていたが、中

でも最も興味深いのは帽子を被った人間の大きな胸像

だ。更に歩いてその種のものを保管してある根岸重次郎

の家まで向かった。この男は村の庶務掛である。一通り

目を通してから古墳へ行ってみた。全部で三つあるうち

二つは既に開口されていた。たくさんの静粛な見物人が

群がり二人の警官がいる。宿に戻って夕食をとったがそ

こでは大いに話がはずみ何もしないまま床についた。

明治43年当時の油屋旅館 サトウもここに立ち寄った

（「写真集明治大正昭和前橋』より）

3月8日

絵をスケッチしたり、測定したり、みがいたりして一

日を過ごし、私のノートブックはスケッチでいっぱいに

なった。その後鯉登のコレクションを見に出かけた。

3月9日

鈴木某という医者が近くの上武士で発掘した古い品物
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を一つ二つ持っているというので、彼の住む保泉村を経

由して帰りの道についた。熊谷の近くにあるきさらぎ茶

屋で遅い昼飯を食べ更に先へ進み、鴻ノ巣にある塚本と

いう良好な旅籠に宿をとった。

3月10日

早朝出発し十一時には板橋について昼食をとり、その

後古墳があるといわれている白山権現に立ち寄った。し

かし塚はあったが墓らしき様子には見えなかった。掘っ

てみなければわからない。最後の三日間は神経痛に悩ま

された。

忙しい公使館員としての仕事の合間をぬって、東京か

ら4泊 5日をかけて前橋の大室を訪れたのです。旅行中

の日記の記載はとても短いのですが、ここからはサトウ

の旅の概要をつかむことが出来ます。

サトウは大室で調査してからおよそ lヶ月が過ぎた、

1880年 4月13日に日本アジア協会においてその模様を講

演しています。その時の講涸内容は紀要の vol.8part3に

「上野地方の古墳群」 (AncientSepulchral Mounds in 

kaudzuke) として収録されました。

(318) 

AXCIEXT SEPULCHRAL MOUNDS IN KAじDZUJ(E.

]Jy ERNEST SATOW. 

[Read,IJ•ri l 13, 1880.] 

A g.-cnl impulse I皿 latelybecu given to lite,tudy of arch統 logy

m this counley by山eimportsut discoveries of Prof. Ed. Morse in the 
shell-heap, at ObonlOl'i'aud el,ewhern, ¥,yし1』epublicalial of B!l.. Voll 

Siebold', "Notes on J,.p,uese A1・cl,出ology,"full of iuterestiug facts 

and valuable illnslration,, aml,till moro recently hy,be researches of 

Mr. John Mliuc in Yczo, which have formed Urn subject of n paper 

already p•·邸cnted by him lo thia Soじiety.'J,面hhelps to the study of 
11,;, subject may be daily looked fo,, and cve,y 0<l<lit;onnl smp of 

informnlion is woパhcollecting, H is with this conYidiou thnt I venture 

lo offer to the society • fow uotes on some p,・ehisto,・ic burial-mounds in 

the province of Kaudzuke wbiclt were opened •bont lwo yean b邸 k,as 

well as on the皿ieutpot,;,,.y and othee articles discovered iu them and 

at one Or two neighbou.-iog plaees, 

Whoever hss travelled in tho province of Yamato cnunot fail to 
have visit.id some of tho rema,kahlo circular tuwuli, o!len aun・ounded 

by moats, under which lie tho remains of lite early sove,・eign● of this 

country. In Kaudzuke, also, there are uuroecous circul●r burial-ruonuds, 

aud iu th● course of an hour's ramble in lhe neighbourhood oi the 

village of Ohomurn on the的 C認ionof a ment visit, I counted et.least 

six uudoubled ones, thrc.-0 of which havo been already opened, besides 

as ru,my more of similar shape Urnt will pwbably turn out on ex皿in出

tiou to be of tho same elm邸te,・, Nono of those that bad hce,, opened, 
ー ・ー • ------- -- - ---

l 如e“M叩moi~or tl"知iencc Depl., Uuive面 9yuI Tokiu, 1819, vol. i, pt. 1. 
9’rm•"lion,,'rol. viu., pl. 1 

「日本アジア協会紀要」 vol8に掲載されたサトウの論文

2 何を考えたのか

この紀要に掲載されている論文は英文ですが、加部二

生氏の「アーネスト・サトウ著「上野地方の古墳群」の

学史的位置」の中で翻訳されていますので、これを通し

てサトウが発表した内容を見ていきましょう。



アーネスト ・サトウが大室古墳に来たわけ
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まず、文頭でエドワード ・モースやフォン・シーボル

ト、ジョン・ミルンたちによる、日本の考古学について

の先行論文を挙げ「これらの課題は従来の研究に新しい

指針を与えるもので、次々発表される断片的な資料を蓄

積することにより、この国の歴史が見えてくるといえよ

う。本稿でとりあげる、約 2年まえに発掘された上野地

方の古墳や、付近の出土遺物について報告することも、

こうした確信に基づいている」と述べて、サトウが大室

の古墳の報告で目指した方向が語られます。

続いて大室村の散策では「 6基の確実な古墳と、おそ

らく古墳と思われる塚を 6ヶ所確認」していると、周辺

の環境について語っています。そして前方後円墳の形や

大室の各古墳の詳しい大きさを報告しています。また「絵

をスケッチしたり、測定したり、みがいたりして一日を

過ごし」た成果として、 34点の遺物の重さ、大きさなど

を発表しています。これらは前二子古墳の出土遺物だっ

たようです。またこの時のスケッチが清書されたものも

日本アジア協会の紀要には掲載されました。さらに友人

に頼んで、ガラス小玉やベンガラを化学分析にかけた成

果も報告もしています。

こうした客観的な事実が語られた後、これらの古墳に

埋葬された人物について考察がされていきます。サトウ

は「日本書紀」に注目します。この中で崇神天皇が、ニ

人の息子が見た夢をもとに、皇位をどちらに継がせるか、

占ったという話があります。その夢の中で、兄である豊

城入彦命は武器を使ったために東国経営に向かい、弟が

皇位を継ぐことになったことに注目したのです。

そして豊城入彦命の子孫の御室別皇子が埋葬されたの

が中二子古墳であるという地方伝説が確かであるとする

ならば前二子古墳が「おそらく豊城入彦命の墓であろう

という日本の考古学者の推測は容認の価値があると」考

えたのです。

しかし一方で「私は、日本の年代の正しさを支持する

ことは出来ない。こうした古墳の正しい年代観は、考古

学者によって決定されねばなるまい」とも報告していま

す。歴史を見ていくには、文献だけではなく、考古学に

も期待を寄せているのです。

また埴輪の起源についてふ殉死の問題と織りまぜて、

「日本書紀」の中から考察しているのです。

こうした報告からは、サトウが実証主義的な考えに

立って書かれていることが見えてきます。サトウは大室

において、積極的にフィールドワークを行い、実物に触

れています。そして堪能な日本語を活かして、当時まだ

英訳されていなかった「日本書紀」を読みこなし、その

中から大室の古墳の起源や埴輪の由来などを抽出したの

です。こうした総合的な研究によって、大室の前二子古

墳が豊城入彦命の墓であると評価していったのです。

アーネスト ・サトウが大室古墳に来たわけ

3 大室で何が知りたかったのか

サトウは大室の前二子古墳を豊城入彦命の墓として認

めることで、「日本書紀」の内容の信憑性について考えよ

うという思惑があったようです。「古事記」や「日本書紀」

では、神武天皇の登場から神話でなくなり、歴史が始ま

ります。しかし、サトウは「古事記」や「日本書紀」の

「記述に従うにしてもその趣旨は日本の歴史的事実を理

解する上で便利であるからでしかないのであって、かの

太陽の女神と須佐之男命の両者を歴史上の人物として把

握してもよいように考えられる」と述べているのです。

つまり天照大神や須佐之男命のモデルになった人物が実

在した可能性を認めているのです。

しかし一方で「今日の日本人のいうところによれば、

現存する記録類は歴史開始時よりもかなり後代になって

から作成されたもので、歴史は神武天皇が即位した西暦

前660年にはじまるとしている。ところが著名な年代記に

おける四世紀末までの歴史は明らかに架空であり、最も

初期の実録でもせいぜい八世紀の初頭のものである。し

かし先述のように日本人にとっては神話も歴史も区別が

なく、この問題を研究している西欧の多くの著述家です

ら考えられない年代や信じられない伝説、そしてその他

のつじつまのあわない矛盾を疑いのない真実として固く

認めている」と当時の人々の歴史に対する年代観につい

ては疑問を投げかけているのです。

サトウは「日本書紀」をこうして資料批判をした上で、

その資料の価値を認め、それを明らかにするために、関

係のある場所に赴いているのです。サトウの前二子古墳

の調査の手法は、現在の考古学に深く通じていますが、

サトウの目指したものは、文献を通して天皇を見ていく

日本の歴史研究でした。

IV アーネスト・サトウの日本研究

1 イギリス外交と 『英国策論』の影響

アーネスト ・サトウは1866年（慶応 2) 3月から 5月

にかけて、「ジャパン タイムズ」(JapanTimes) とい

う新聞に、 3回に分けて文章を寄せています。この新聞

は、当時横浜の外国人居留地で読まれていたものです。

この文章にはサトウの名前は書かれていませんでした。

しかし、その後翻訳されたものが出回った時には、「英国

策論」とタイトルが付けられ、「英国士官ストウ著」と、

著者名もつけられていたのです。この「英国策論」によっ

て、サトウは西南雄藩や倒幕の志士に、同志として認識

されました。宇和島藩を訪れた折りには、前藩主の伊達

宗城に「英国策論」を読んだことを伝えられているので

す。

さて、では「英国策論」の中でサトウはどのような主

張をしているのでしょうか。ジャパン ・タイムズに載っ

た原文と、和訳された「英国策論」から見てみましょう。
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We must give up the worn-out pretense of acknow-

!edging the Tycoon to be sole ruler of Japan, and take 

into consideration the existence of the other co-

ordinate powers. 

「今我レ大君ハ日本ノ君主卜言シ偽リヲ知レリ其故ハ

外ニモ彼卜権勢ノ同キ者数多アルヲ以テ也」

ここでサトウは大君つまり将軍を、一大名として見る

ことで、大君が日本の君主であるということを否定しよ

うとしていたのです。

このように、倒幕を目指す西南雄藩にとって、サトウ

の書いた「英国策論」は、とても魅力的なものでした。

「英国策論」という名前からもわかるとおり、これが市

中に出回ったときには、イギリス公使館を代表する意見

として、勤王・佐幕の両側から思われました。

『遠い崖」で萩原延壽氏が指摘しているとおり、この

論文を書く数ヶ月前には、サトウのところに多くの人が

訪ねていました。「訪問者の多くは大名の家来であった。

わたしはかれらのはなしから、外国人は将軍を日本の元

首と見なすべきではなく、いずれ天皇との直接の関係を

もつようにならなければならない、という確信を日ごと

につよめた。これらの人々を通して入手した公文書の写

しからみても、将軍自身が、自分は天皇の第一の家臣以

上の何者でもないとかんがえていることは、あきらかで

あった。」と日記に書いていて、サトウが討幕派の人々と

深く関わり合っていたことが表れています。

この論文が掲載されたときに、署名がなかったことは、

英国領事館員であるという身分を、サトウが隠しておき

たい理由があったからではないかと思われます。それは

サトウがこの論文の中で語る意見と、当時のイギリス公

使館を代表する意見、つまり公使であるパークスの意見

には大きな違いがあったからです。このことはサトウも

分かっていたようですが、「そんなことは、もちろん私の

関知するところではなかった」と、当時の心境を振り返っ

ています。さて、では当時のパークスの意見とはどのよ

うなものだったのでしょうか。「英国策論」が掲載される

およそ一月前の、 1866年 2月28日付で、パークスがイギ

リスにいるハモンド外相へ送った半公信に、その意見が

よく表れています。

「現在、将軍はわれわれにたいして誠意をもって行動し

ているとわたしは思う。その理由は、おそらく、こうで

ある。将軍は大名たちと対立関係にあり、さらに、天皇

を味方につける努力もしなければならないが、それを考

えると、諸外国のあいだに友人をもつこと、すくなくと

も敵をもたないこと、その利点を将軍が知っているから

である。」

「さらに、わたしは、大名たちを通してよりも、将軍を

通して、はるかに多くのことを成就できると考えている。
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大名たちの力は、彼らが広範な協力関係を結ぶ場合にの

み巨大であるが、相互のあいだの嫉妬心と不和のために、

その実現は容易ではない。」この半公信からは、この当時

パークスは西南雄藩よりは幕府への期待が大きかったこ

とが見えてくるのです。

サトウは「英国策論」がイギリス公使館の意見である

と、世間ではき違えられていることに対して、上司パー

クスの耳には入らなかったようだと振り返っています。

また、その一方で「1868年の初めに樹立された新政府と

イギリス公使館との関係に、その影響がないでもなかっ

たことは充分に想像されよう。同時に、大君の政府が存

続していた間は、政府が多かれ少なかれ「疑惑」の目を

もって私たちを見ていたことは、疑いもない事実」であっ

たとも振り返っています。サトウは、自分の書いた文章

の意見が上司の意見とは違うことを分かっていながら、

自分が日本人の友人知人を通して集めた情報に基づい

て、正しいことを強く信じていました。また、結果とし

てイギリス政府が明治新政府との間で、より良い関係を

築けたことも自負していたようです。一方、こうした意

見を持つサトウの有能さを見抜いて、重用していく上司

としての能力を、パークスにも評価するべきでしょう。

一方、フランス公使であったロッシュは、徳川慶喜の

能力を高く買い、あくまで、幕府を中心とした体制を強

化していこうと、心を砕いていました。ロッシュがこう

した行動を取るようになった原因としては、サトウのよ

うに日本語を巧みに操って、勤王・佐幕両方の意見を聞

き、分析できるような部下を持てなかったことが挙げら

れます。

ちなみにイギリス公使館で様々な政局観察がなされて

いる中の1866年3月7日、薩長連合ができました。

2 神道研究

サトウの言論活動は主に日本アジア協会において行わ

れていました。 1872年（明治 5) から1899年（明治32)

の間に、サトウの論文は、 22本も日本アジア協会紀要に

納められています。それは多くの分野を対象とした研究

の成果であり、サトウの日本研究の幅の広さ、奥行きの

深さを物語っています。この中には 2本の神道研究の論

文が含まれています。一つは1874年（明治 7) に口頭発

表した「伊勢神宮」 (TheShinto Temples of Ise)、も

う一つは「純粋神道の復活」 (The Revival of Pure 

Shinto)です。「伊勢神宮」の中では、内宮、外宮の由来、

場所、建物の解説の他、「大祓」など神道自体についても

多少触れています。この発表の後、この発表を聞いてい

た日本アジア協会会員による神道への様々な発言があっ

たようです。サトウはこれに応えるべく翌年一つの論文

を仕上げました。それが 2本目の論文「純粋神道の復活」

です。これは98ページにも及ぶ大作です。この中でサト



アーネスト・サトウが大室古墳に来たわけ

アーネスト・サトウの「日本アジア協会紀要」 (TheTransactions of the Asiatic Society of Japan) 掲載の論文

掲載年 夕 イ 卜 ）レ

1 'Notes on Loochoo' 「琉球の覚え書き」
＇ 
2 1874 'The Geography of Japan' 「日本地理」

＇ 
3 'The Shinto Temples of Ise' 「伊勢の神宮J

4 1875 'The Revival of Pure Shinto' 「純粋神道の復活」

5 
'Observations upon the Causes Which Led to the Downfall of the 「日本におけるキリスト教布教の急激な没落の原因の観察」
Christian Mission m Japan' 

l 

6 'The Introduction of Tobacco into Japan' 「日本への煙草の導入」
＇ 
7 'The Korean Potters in Satsuma' 「薩摩での朝鮮陶エ」

＇ 1878 
8 'The Use of the Fire-Dnll in Japan' 「日本での火錐臼の使用」

l ， 'Notes of a Visit to Hach110 m 1878' 「1878年の八丈島訪問の覚え書き」
＇ 

10 
'The Climate of Japan by Dr J J. Rein, Professor of Geography at 「日本の気候 J J Rein博士（ドイツ・マールプルク大学地理学
the University of Marburg, Germany' 教授）」の翻訳

11 'Ancient Japanese Rituals' 「古代日本の儀式」

12 'Vicissitudes of the Church at Yamaguchi from 1550 to 1586' 「1550年から1586年の山口での教会の移り変わりJ
1879 

13 'On the Transliteration of the Japanese Syllabify' 「音訳する上での日本語の音節」

14 'Ancient Japanese Rituals -Part II. (NOs2,3and4)' 「古代日本の儀式 2J

15 'Reply to Dr Edkins on "Chi" and "Tsu"' 「「チ」と「ツJのディキンズ博士への返答」
1880 

16 'Ancient Sepulchral Mounds in Kaudzuke' 「上野地方の古墳群」

17 1881 'Ancient Japanese Rituals.~ Part III. (N0s5,6,7,8&9)' 「古代日本の俄式 3」

18 
'Notes on Dr. Edkins'Paper "A Chmese-Japanese Vocabulary of 「エドキンス博士の論文「15世紀の中日用語」についての注釈」
the Fifteenth Century"' 

＇ 
19 1882 'On the Early History of Printing in Japan' 「日本の出版の初期の歴史」

20 
'Further Notes on Movable Types in Korea and Early Japanese 「韓国と古代日本の印刷本の活字の更なる覚え書き」
Printed Books' 

21 1885 
'Notes on the Intercourse between Japan and Siam in the Seven- 「17世紀の日本とシャムの交際の覚え書き」
teenth Century' 

22 1890 'The Origin of Spanish and Portuguese Rivalry in Japan' 「日本におけるスペイン、ポルトガル競争の起源」

23 'The Jesuit Mission Press in Japan' 「耶蘇会士日本通信J
＇ 1899 
24 'The Cultivation of Bamboos in Japan' 「日本での竹栽培」

参考文献

横浜開港資料館 2001 「図説アーネスト ・サトゥJ 有隣堂

Edition Synapse 1998~2001 ℃ollected Works of Ernest Mason Satow'Partl, 2 "Collected Works of J apanogists" 
アーネスト ・サトウ （坂田精一訳） 1960 「一外交官の見た明治維新」上下 岩波書店
BMアレン （庄田元男訳） 1999 「アーネスト・サトウ伝」 平凡社

ウは神道の由来、「古事記」、「日本書紀」などについて触

れています。そして神道研究を盛んに行った国学者の契

沖、荷田春満、賀茂真淵、本居宣長、平田篤胤などの経

歴と著作、考え方などについて、正確な日本語能力を持っ

て解説したのです。

これらの論文を書いた目的は「神道について近代の作

家の学風によって考えられた意見をいくつか説明するこ

となので、いずれが神道の本質なのかを決定しようとす

るもではない」としています。そして、「古記録の絶対真

実性、不可思議、超自然を基礎としているような彼等の

理論は信頼がおけない」とも語っています。神道の本質

や起源は普通の歴史研究の基準で決めるべきだというの

がサトウの意見だったのです。サトウの神道研究は、科

学的な解釈によって神の国と言われてきた、日本の古代

を明らかにしていく必要を説いたものでした。

3 国内旅行による風土と歴史の理解

1858年（安政 5) の安政五カ国条約では、居留地から

10里四方の「遊歩」以外は、外国人が日本内地へ旅行す

る自由が認められていませんでした。

これを不満として、欧米諸国の外交団は日本側との交

渉を行っていきます。そしてようやく 1874年（明治 7)、

「病気療養」と「研究調査」という条件付きで、外国人

の日本内地の旅行権を獲得したのです。こうして日本の

奥深くまでわけいる外国人が増えていきました。

サトウはそれ以前から外交官という立場で、様々な機

会に日本国内を公務で旅行していました。 1回目の来日

時の国内旅行のほとんどは、そうした公務による情報収

集の旅でした。

2度目の来日以降の旅は、もちろん仕事に活かす意味

もあったでしょうが、そればかりではなく、日本を理解

するため、また余暇のために旅行を繰り返していたよう
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です。

彼のこうした旅行で得た、風土や土地の歴史への認識

は「伊勢神宮」 (ShintoTemples of Ise)や「1878年の八

丈島訪問の覚え書き」 (Notesof a Visit to Hachijo in 

1878)などのように、「日本アジア協会紀要」などで紹介さ

れたものもありました。しかし、サトウのこうした旅行

は、第 1節でも述べた1881年に出版された 『中部 ・北部

日本旅行案内』(AHandbook for Travellers in Central 

and Northern Japan)に集大成されました。

この本が出版されたとき、横浜の英字新聞では「ヘボ

ン博士の 『和英語林集成］が日本研究の基部に位置する

とすれば本書はまさにその頂点に立つ」と評価していま

す。さらに「本書は日本に関する百科事典といえよう。

今後は本書を持たずに国内旅行に向かうことはないであ

ろう。そんなことは富士山に裸足で登山するようなもの

だ」とも評価され、このガイドブックの評価がとても高

かったことが分かります。この本を翻訳した庄田元男氏

は「内容は各地の地理的案内にとどまらず当該区域の歴

史と伝説や民話を豊かに加えて自然と人文の両面から地

域を分析した「地誌」として有用な説明となっていると

ともに、さらに幕末から明治にかけての日本各地の変遷、

すなわち例えば神仏分離と廃仏毀釈、武家社会の崩壊、

新しい産業の勃興と近代化、新道 ・架橋の建設など交通

事情の飛躍的発展ーなどが正確に描写され、現在から見

て誠に貴重な歴史的資料として評価」しています。実際、

数字の上から見ても「日本アジア協会紀要」の最初の10

巻には146本の論文が収められていましたが、その内の25

本が日本国内の紀行文でした。それが次の10巻になると

107本の論文中、 4本のみと激減してしまうのです。これ

はサトウの 『中央部 ・北部日本旅行案内』が出たことの

影響が大きかったことを物語るのかもしれません。

サトウは、日本を理解する手だてを、歴史書や政府か

ら入ってくる情報だけに頼るのではありませんでした。

自らの健脚を活かして、まだ外国人を見たこともない

人々がほとんどだった、日本の奥地へ分け入ることに

よって求めていったのです。こうしたフィールドワーク

の積み重ねが、サトウの日本理解の横糸として働いてい

きました。そして、第 2版ではその序論として、「神道」

や「仏教」などサトウの神道研究や、歴史研究の成果が

縦糸として加わりました。このガイドブックは、こうし

たサトウの日本研究の縦糸と横糸が編み合わされた、日

本理解の集大成と考えても良いものに仕上がっているの

です。

4 サトウの周辺のジャパノロジスト

サトウのいたイギリス公使館はパークスの元で様々な

日本研究が行われていました。当時の日本アジア協会の

会員は、公使館員と牧師が中心であったこともこれを裏
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付けています。サトウと並んで日本研究者（ジャパノロ

ジスト）として有名なのはウィリアム ・ジョージ ・アス

トン (WilliamGeorge Aston) とバジル ・ホール ・チェ

ンバレン (BasilHall Chamberlain)が挙げられます。

アストンはサトウと同様に公使館に通訳官として勤務し

ていて、「日本書紀」の英訳で知られているます。 一方の

チェンバレンは来日後、お雇い外国人として、海軍兵学

寮に語学教師として入り、帝国大学文科大学の博言学、

日本語学の教授となった人です。彼は「古事記」を英訳

し、また、 『日本事物誌J(Things Japanese)の作者とし

ても知られています。この本はサトウの 『中央部 ・北部

日本旅行案内jが質的に発展したものです。それという

のも、サトウのガイドブックは、サトウが日本を去って

しまったため、第 3版以降はチェンバレンに引き継がれ

たのです。チェンバレンはこのガイドプックの序論を『日

本事物誌jとして「話題」の案内書に仕立てました。そ

してガイドブックは 「日本旅行案内』(AHandbook for 

Travellers in Japan)として「場所」の案内書へと発展さ

せていったのです。

こうした人々が中心となって、日本の理解を促すため

に横浜で始まった日本アジア協会による、居留地の人々

への啓蒙活動は、活動場所を東京に移すころから、より

純粋に日本理解のための研究がなされるように変化して

いったそうです。こうした人々を総称して、ジャパノロ

ジストという言葉が確立しているのです。

ヽ

バジル ・ホール ・チェンバレン（横浜開港資料館蔵）



v 教材化に向けて

1 サトウの教材としての価値

平成14年度から小中学校では新学習指導要領に基づく

授業が始まります。その中で特に注目されているのは「総

合的な学習の時間」であることは、前にも触れました。

この時間の中、各学校では「例えば国際理解，情報，環

境，福祉 ・健康などの横断的 ・総合的な課題，児童の興

味 • 関心に基づく課題，地域や学校の特色に応じた課題

などについて，学校の実態に応じた学習活動を行うもの

とする」ことを小学校、中学校の学習指導要領では求め

られています。

その中でも、国際理解については、小学校から英語の

授業をするのかといった議論にまで発展しました。もち

ろん AET（英語指導助手）を交えて、英語に直接触れて

いくことも大切な国際理解のための体験になるでしょ

う。しかし、私たちが国際社会に飛び出したときに求め

られる国際理解とは、語学力だけでしょうか。それだけ

ではなく、私たちが日本人として、自分の言葉で自分た

ちの国の歴史や文化を語ることこそが求めれていること

は、周知の事実でしょう。私たちが郷土の学習を大事に

しなくてはならないことは、国際理解をしていく、その

土台としての役割もあるのです。

では、私たちはどういった見方で、私たちの郷土につ

いて学ぶべきでしょうか。外国人が外国を理解しようと

したときには、どういった見方で、文化や歴史を学び理

解しようとしているのでしょうか。私たちもそうした理

解の仕方を知っておくことが大切でしょう。そこでサト

ウが大室を通して理解しようとした、歴史認識の方法が

大きな参考になるのです。私たちの郷土をフィールドに、

その方法を実践しているのですから、サトウが見たかっ

たものについて私たちはすでに郷土の一部としての親し

みがあります。また、学習の場に設定しようとしたとき

に、郷土という行きやすい行動圏内にあるということも、

魅力的です。それにも増して、郷土の理解につながり、

郷土を愛する心を育むことにもつながっていくというこ

とは、最近の状況からは大切なことになってきているで

しょう。このようにサトウの方法を学ぶことによって、

私たちもグローバル・スタンダードな郷土理解を体験し、

国際理解へと広がっていくのです。

2 教材としての活用

サトウの大室訪問を通して、授業を行おうとした場合、

小中高校によって、その教材としての活用の仕方は変え

ていく必要があります。ここでは小中高校ごとに、どう

いった学習活動が、サトウの理解につながっていくのか

を具体的に提案していきます。

小学校においては、特に実物に触れるという、体験学

習を中心に据えることが、サトウに近づくための第一歩

アーネスト ・サトウが大室古墳に来たわけ

になります。そこでまずは遠足などでサトウの訪れた大

室を訪れてみることが大切です。現在、大室古墳群は大

室公園としての整備が進められている途中ですが、それ

ぞれの古墳については、その外観を見ることが出来ます。

また、中二子、後二子古墳には埴輪が並べられています。

そこでサトウと同じように、古墳の外観や、並んで立っ

ている埴輪をスケッチしながら、その特徴を観察するこ

とができます。その観察の観点が大切です。サトウと同

様に正確に大きさなどを計ったりしながらその観察を行

うのです。その上でどうしてそういう形なのか、こうし

た古墳や埴輪が必要なのかも想像するのです。こうした

時にサトウも論文で引用した「日本書紀」に載っている、

埴輪が作られるようになったエピソードを紹介するのも

効果的な支援となるはずです。総合的な学習としてこれ

らを展開すると、児童の学習の広がりは、大室を中心に

して多方面に広がっていき、郷土理解へとつながってい

くでしょう。そしてさらに国際理解教育としての、自分

たちの歴史、文化の学習へと発展していくことができる

と考えられます。

中学校ではさらに、サトウが訪れた前橋の油屋旅館か

ら大室公園までを、サ トウと同じように歩いてみます。

歩く前にはサトウの日記を紹介して、サトウが東京から

たどった 4泊 5日の旅をトレースしてみることが必要で

す。そして自分たちが歩くのはサトウの旅のほんの一部

であることを理解しておかないと、大室までの道のりは

ただただ長いものになってしまいます。油屋旅館から大

室公園まではおよそ12キロメ ート ルの道のりです。日頃

の生徒の徒歩による活動範囲の実体からすると、やや長

い距離ですが、途中休憩を入れながら行っても、 3時間

半ほどで到着できます。

JR前橋駅を 8時30分に出発し、油屋旅館前を経由し

て、三俣から前橋大間々桐生線で大胡方面に向かいます。

上泉からは、前橋赤堀線を赤堀方面に向かっていきます。

途中で産泰神社を経由して大室を目指します。大室公園

で昼食後、古墳群を観察します。帰りは路線バスを利用

して、県庁前まで行き、前橋の中央公民館で大室で出土

した遺物を見学します。1880年にこうした手間をかけて、

東京から群馬まで日本の歴史を知るために訪れた外国人

がいるということを、歩いていくという手間を通して体

験します。こうしてよりサトウに近い旅を追体験するこ

とで、サトウの歴史理解へ向けた情熱の一端に触れるこ

とができるでしょう。このことは私たちが外国の文化を

理解していくときに、かけなければならない手間はとて

も大きいことを体験できるはずです。とかく、文化の表

面だけをなぞってその国を理解した気もしになりがちで

すが、その奥深さを知るためには、真摯な態度をもって

取り組まなければならないということも気づかせてくれ

るはずです。
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前二子古墳 中二子古墳の周りに立っている埴輪群

大室古墳群の案内図 前二子古墳出土の土器（前橋中央公民館）
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サトウが歩いた道をたどってみよう
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高校では、出来れば中学校のように歩いて前橋の町中

から大室公園を訪れることもしたい所です。さらにこの

事前学習として、サトウが大室を報告した「日本アジア

協会紀要」の論文「上野地方の古墳群」について学ぶこ

とも加えられます。全体を利用するには長すぎ、また専

門性も高くなってしまうため、一部を利用します。それ

はサトウが「日本書紀」の記述を使いながら、大室の古

墳に葬られた人物を考察していく場面です。専門的な言

葉もこの中に多少含まれていますが、それらは註を付け

ておくことによって学習のつまずきを生むようなものに

はならない範囲です。こうした論文を読むことは、生徒

の英語読解力の自信につながります。さらに英文の論文

の読解を通して、サトウの論理的な考察の進め方を学び

ながら、さらに様々な分野の学問を通して学際的に実証

していく、異文化理解の方法も見えてくることでしょう。

その論文の抜粋部分を最後にあげておきます。また、英

語では取り扱わない論文の部分についても、国語の古文

の時間などを通して、サトウの引用した古典に触れたり、

現代文の時間でサトウの考えに迫ることが出来ます。こ

うした事前学習を踏まえた上で、大室を訪れたときには、

サトウと同じ観察の仕方で古墳群を観察し、理解を深め

ることにつながるでしょう。

小中高校それぞれの段階で、それぞれにあった材料を

提供できるのが、サトウの大室を通しての歴史研究なの

です。幕末に活躍した歴史上の人物が、私たちの郷土を

通して日本の歴史を理解しようとしていました。こうし

た事実に子どもたちが出会ったとき、子どもたちには郷

土への誇りと、国際理解への道筋が見えてくることを

願ってやみません。

おわりに

この中では、サトウという人物像に触れ、サトウの目

指した異文化理解の方法について書いてきました。そし

て最後に、そうした見方を持った学習についての提案も

させていただきました。最近でも国同士でお互いの文化

や歴史を尊重をおろそかにしているために、多くの悲し

い出来事が起こっています。私たちも自分たちの理解し

ている日本を、そのまま世界に当てはめて考えていこう

とすれば、そこに異文化である世界との軋礫が生まれて

きてしまうことは目に見えています。こうしたときにサ

トウの日本研究の仕方は、多くの示唆を私たちに与えて

くれるのです。そしてそれを教材として活用していくこ

とは、今の教育が目指す生きる力を育むことに大いに役

立つものとなるでしょう。

最後にアーネスト ・サトウや当時の日本と西欧列強と

の関係について学ぶ、いくつかの参考図書や、インター

ネットサイトを、これを書くにあたって参考にした書物

などと交えてご紹介します。

アーネスト ・サトウが大室古墳に来たわけ

なお、この論文は平成12年度財団法人群馬県埋蔵文化

財調査事業団の職員自主研究活動の成果の一部です。
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アーネスト・サトウについて学ぷためのホームページ

0横浜開港資料館

http://www.kaikou.city.yokohama.jp/ 

サトウの日記などサトウ研究の基礎資料がそろっている資料館です。

0 「東洋の叡智」イギリス外交官アーネスト ・サトウの生涯

http://www02.u-page.so-net.ne.jp/wf6/piccolin/ 
中学生がまとめたサトウ研究です。資料調査がしっかりされているペー

ジです。今後の発展が楽しみです。

アーネスト・サトウに近づくための本

この論文を書 くに当たり、ここに挙げた本を参考、引用しました。

アーネスト ・サトウ（坂田精一訳） 1960 「一外交官の見た明治維新」上

下岩波書店

1862年から1869年の間の 1回目の滞日の時の様子を、晩年サトウが自

分の日記を元に書いた本です。サトウの人物像を知る入門書です。

アーネスト ・サトウ（庄田元男訳） 1992 「日本旅行日記」 1. 2 平凡

社

サトウの日記の中で旅行中のものを集めたものです。サトウが旅行中

何に興味を持ったかや、当時の日本の風景も見えてきます。

アーネスト ・サトウ（庄田元男訳） 1996 「明治日本旅行案内J上中下平

凡社

「中部・北部日本旅行案内」 (AHandbook for Travellers in Central 

and Northern Japan)第 2版の翻訳です。

E サトウ（長岡祥三訳） 1989、1991 「アーネスト ・サトウ公使日記JI 

II新人物往来社

1895年から1900年に及ぶサトウの駐日公使としての時代の日記を翻訳

したものです。

アーネスト ・サ トウ 1991 「策論」 「日本近代思想大系」 1岩波書店

サトウの 「英国策論」の全文と「TheJapan Times」に掲載されたそ

の原文を照らし合わせて見ることが出来ます。

萩原延壽 1998~2001 「遠い崖J 1~14朝日新聞社

朝日新聞に連載されたサトウ研究の集大成です。サトウの日記を元に

幕末、明治の日本が生き生きと描かれています。資料的価値はもちろ

んのこと、読み物としてもとても面白い作品です。

BMアレン（庄田元男訳） 1999 「アーネスト ・サトウ伝J 平凡社

サトウの死から間もない1933年に、サトウの遺言執行者に依頼されて、

法学博士である伝記作家のアレンが、サトウの一生を時間を追って紹

介しています。

横浜開港資料館 2001 「図説アーネスト ・サトウ」 有隣堂

写真資料が多く、視覚的にサ トウを捉えることが出来ます。またサト

ウについての様々なデータが良く集計されています。

唐沢定市 1984 「アーネスト ・サトウ」 「青い目の旅人たちJ みやま文庫

「上野地方の古墳群」の主要部分が翻訳されています。群馬県内の大

きな図書館であれば手に取ることが出来ます。

A B ミットフォード（長岡祥三訳） 1998「英国外交官の見た幕末維新」

講談社

サトウの同僚だったミットフォ ードが晩年書いた回顧録です。彼はこ

の本を書くに当たってサトウの日記を借りたそうです。

B H チェンバレン（楠家重敏訳） 1988「チェンバレンの明治旅行案内」

新人物往来社

「日本旅行案内」の翻訳本です。「日本事物誌」とセットでチェンバレ

ンの日本研究が見えてきます。

チェンバレン（高梨健吉訳） 1969 「日本事物誌J 1. 2平凡社

「ThingsJapanese」の翻訳本です。アルファベット順に日本を知る

ための物事が並んでいます。

E S モース（近藤義郎・佐原真訳） 1983 「大森貝塚J 岩波書店

1878年に「ShellMounds of Omori」として発表された論文の翻訳本

です。サ トウの大室古墳の論文の冒頭で触れられています。

Fディキンズ（高梨健吉訳） 「パークス伝」 平凡社

サトウの上司、イギリス公使のパークスの日本駐在中の伝記です。
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J R プラック（ねずまさし他訳） 1970 「ヤング・ジャパン」 平凡社

1880年に出版された本の翻訳本です。サトウの時代に横浜で「ジャパ

ン・ガゼット」という新聞を作った人物による当時の記録です。

イザベラ・バード（高梨健吉訳） 「日本奥地紀行」 平凡社

1878年来日して、北海道、東北地方を旅しました。この旅行の時にサ

トウから日本についての情報をもらったことが書かれています。

オールコック（山口光朔訳） 「大君の都」上中下岩波書店

絶版です。英国初代駐日総領事だった彼が帰国後記した日本滞在の記

録です。豊富な挿絵が特徴です。

ハリス（坂田精一訳） 1953 「日本滞在記」上中下岩波書店

絶版です。開国後初めて日本に赴任した外交官の下田での日々をつ

づった日記です。

ヒュー・コータッツィゴードン・ダニエルズ（大山瑞代訳） 1998 「英国

と日本」 思文閣出版

イギリスの日本協会の創立100周年を記念して作られた本の翻訳本で

す。 21人の日英の架橋となった人々を紹介しています。

ヒュースケン（青木枝朗訳） 1989 「ヒュースケン日本日記」 岩波書店

ハリスとともに来日した彼は、日本人に殺害されてしまいました。殺

害されるまでの彼の日本での日々がつづられています。

ヘルベルト ・プルチョウ 1999 「「ニッポン通」の眼」 淡交社

この四世紀の間の異文化交流を27人の外国人の目を通して語っていま

す。外国人の日本研究がどういうものか見えてきます

ローレンス ・オリファント（岡田章雄訳） 1968 「エルギン卿遣日使節録」

雄松堂出版

サトウが日本に来るきっかけとなった本の日本について書かれた部分

の翻訳本です。

石井孝 「増訂明治維新の国際的環境J 吉川弘文館

現在本屋には並んでいませんが、サ トウの時代の日本を取り巻く環境

を調べるには必読の本です。

磯野直秀 1987 「モースその日その日ある御雇教師と近代日本」 有隣

堂

サトウが大室古墳の論文の冒頭で触れた、モースの発掘について書か

れています。

市川清流（楠家重敏訳） 1992 「幕末欧州見聞録」 新人物往来社

サトウが英訳して、海外に紹介した本「尾蠅欧行漫録」の現代語訳本

です。

加藤祐三 1999「幕末開国と明治維新期の日英関係」 「明治維新と西洋国

際社会」 吉｝l|弘文館

幕末から明治維新にかけて、日本とイギリスが外交を通して築いてき

た親近感が分かります。

川崎晴朗 1988 「幕末の駐日外交官・領事官」 雄松堂出版

外交、領事関係の歴史とともに、幕末日本を舞台に活躍した外交官、

領事官を年を追って整理してあります。

楠家重敏 1986 「ネズミはまだ生きているJ 雄松堂出版

絶版です。チェンバレンについて多方面からの研究書です。面白い本

のタイトルは彼の回想録の書名から付けられています。

楠家重敏 1998 「イギリス人ジャバノロジストの肖像J 日本図書刊行会

サトウの書誌学についての論文などサトウ、アストン、チェンバレン

について著者が書いた論文集です。

佐伯彰一芳賀徹 1987 「外国人による日本論の名著」 中央公論社

1858年から1984年の間に外国人が書いた 日本論42編が紹介されていま

す。サトウの「一外交官の見た明治維新」も紹介されています。

杉山伸也 1993 「明治維新とイギリス商人J 岩波雷店

商人として長崎で幕末の政情に大きな影響を与えた トマス ・グラバー

の生涯が描かれています。

田中彰 1993 「明治維新と天皇制」 吉川弘文館

「明治維新と世界史的環境」や「外国人の見た明治維新」など著者の

論文集です。

鳴岩宗三 1997 「幕末日本とフランス外交」 創元社

ロッシュのフランス外交がどういったものだったのかを徳川慶喜との

関係などを交えながら描かれています。

林望 1995 「愛書家サトウの面影」 「ホルムヘッドの謎」 文藝春秋

日本で古書を買い集めたサトウのエッセイです。



皆村武ー 1998 「「ザ・タイムズ」に見る幕末維新」 中央公論社

薩英戦争が起こったとき、英国議会ではその是非について多くの議論

がありました。新聞を通してそれを見ていきます。

宮澤慎一 1997 「幕末に殺された男」 新潮社

生麦事件で薩摩藩土によって殺害されたイギリス商人のリチャ ードソ

ン研究の本です。この事件に触れた来日間もないサトウが「不安な気

持ちを隠せなかったはずだ」と考察しています。

宮永孝 2000 「日本とイギリス」 山｝l|出版社

日英の外交史や経済文化の交流を通して400年の間の両国の関係が書

かれています。

横浜開港資料館・横浜居留地研究会編 1996「横浜居留地と異文化交流J

山川出版社

19世紀後半から横浜は漁港から国際都市へと大きく変化します。そこ

で繰り広げられた事象の論文集です。

アーネスト・サトウを知るための論文

この論文を書く に当たり、ここに挙げた論文を参考にしました。

安藤義郎 1982 「日本学の祖アーネスト ・サトウの生涯］ 「経済集志J

52（別号 2) 日本大学経済学研究会

安藤義郎 1983「アーネスト ・サトウの「英国策論J」 「経済集志」 53（別

号 2) 日本大学経済学研究会

安藤義郎 1984 「アーネスト ・サトウの 「琉球に関する覚え書」」 「経済集

志J 54（別号 1• 2) 日本大学経済学研究会

安藤義郎 1985 「アーネスト ・サトウの神道研究 「純粋神道の復活」に

ついて」 I日本大学経済学部研究紀要」一般教育・外国語・保健体育第 2

号日本大学経済学部

安藤義郎 1987 「アーネスト ・サトウの平田篤胤研究」 「日本大学経済学

部研究紀要」一般教育・外国語・保健体育第 5号 日本大学経済学部

安藤義郎 1988 「アーネスト ・サトウの日本研究 「薩摩における朝鮮陶

工」」「日本大学経済学部研究紀要」一般教育・外国語・保健体育第 8号

アーネスト ・サトウが大室古墳に来たわけ

日本大学経済学部

安藤義郎 1990 「アーネスト ・サトウの日本研究「日本における印刷の歴

史」」「日本大学経済学部研究紀要」一般教育・外国語・保健体育第11号

日本大学経済学部

加藤祐三 2000 「幕末開国と明治維新期の日英関係」 「日英交流史J 1 

東京大学出版会

加部二生 1998 「アーネスト・サトウ著「上野地方の古墳群」の学史的位

置」 「国立歴史民俗博物館研究報告」第76集

楠家重敏 1989~1994「日本アジア協会の研究（ 1)~(7)」I武蔵野女子

大学紀要」第23号～第29号武蔵野女子大学

楠家重敏 1990~1994 「日本アジア協会関係年譜・1874~1875,1877, 

1878~1879, 1880~1881, 1881~1882, 1883」「武蔵野英米文学」第22号

~27号武蔵野女子大学英米文学会

楠家重敏 1990~1992「日本アジア協会のこと (1)~(7)」「明治村通信J

第240,241,251,253,254,260号明治村東京事務所

楠家重敏 1992 「日本アジア協会成立の諸問題」「国際関係研究」 国際

文化編第12巻第 3号日本大学国際関係学部国際関係研究所

楠家重敏 1995 「日本アジア協会の知的波及」 「杏林大学外国語学部紀

要」第 7号杏林大学外国語学部

明治期の大室古墳群について書かれたもの

斎藤忠 1979 「日本考古学資料集成」 2吉川弘文館

斎藤忠 1980 「年表で見る日本の発掘•発見史」 奈良時代～大正篇

NHKプックス

斎藤忠 1993 「日本考古学史年表」 学生社

外池昇 1995 「豊城入彦命墓の指定運動」 「日本古代の祭祀と仏教J 吉

川弘文館
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アーネスト・サトウの「上野地方の古墳群」を原文で読んでみよう

"ANCIENT SEPULCHRAL MOUNDS IN KAUDZUKE." 

By Ernest Satow. 

In the "Catalogue of Families," there is abundant evidence to show that at a very early period an offshoot of 

the imperial family had received the eastern part of Japan for its appanage, and this house seems to have 

afterwards divided into two branches called Princes (kimi) of Kaudzuke and Shimotsuke, from which sprang many 

other families. The first ancestor of them all was Toyo-ki-iri hiko, elder brother of the Iku-me-iri hiko, who 

afterwards became Mikado, and is known in history as Suwi-nin Ten-wau. A legend narrated in the Ni-hon-gi tells 

how their father loved both in such equal measure that he could not decide which of them to make his heir, and 

he resolved therefore to let each tell him a dream, from which he would obtain auguries to guide his choice. The 

two princes, having received his instructions, bathed themselves and said their prayers, and then going to sleep 

dreamed each a dream. At daybreak the elder reported to his father that in his dream he had ascended a certain 

hill, and turning to the east, eight times brandished his spear and eight times dealt a blow with his sword. The 

younger then told his dream in turn. He had ascended the same hill, and spreading a rope on all sides of him, had 

hunted the sparrows that devoured the corn. From these two dreams it was naturally inferred that the gods 

intended the elder to be governor of the Eastern Provinces and the younger to be monarch of the whole empire. 

The latter was therefore recognized as heir to the throne, and the former appointed ruler of the Eastern Provinces. 

These events took place in the 48th year of Su-zhin Ten-wau, which, according to popular chronology, corresponds 

to the year 50 B.C., but this date cannot be accepted with any more confidence than, let us say, the year 1184 B. 

C. for the fall of Troy. The son of Toyo-ki-iri hiko was Ya-tsuna-da, who was in turn succeeded in the 

governorship of the east by his son Hiko-sa-shima no miko, but the latter died on the way, just after setting out 

from the capital to take possession of his office. The Easterners (some of whom may perhaps have come up to 

Yamato to meet him) secretly carried off his body and buried it in the province of Kaudzuke. The Ni-hon-gi (from 

which these notices are taken) goes on to say that Mi-moro-wake no miko, son of Hiko-sa-shima, was appointed 

in the following year to take his father's place. This event is ascribed to the 56th year of Kei-kau Ten-wau or 126 

A.D., according to the same fabulous chronology, and it adds that "the descendants of this prince, who was a wise 

and benevolent ruler, exist in the eastern provinces to this day" (i.e. some time in the 8th century). 

If it be admitted that the local tradition which identifies the central tumulus with the burial-place of 

Mi-moro-wake no miko is authentic, then the conjecture of Japanese archaeologists that the tumulus in which so 

much pottery was found is probably that of Toyo-ki-iri hiko, seems worthy of acceptance. On the west of 

Mahebashi, at the village of Uheno, there was formerly a sepulchral mound said to be that of Toyo-ki-iri hiko, and 

in Vol. I. of the Kuwan-ko Dzu-setsu Mr. Ninagaha has figured a beautifully shaped vase found in it about the 

end of the 18th century. The ornamentation of this vase so closely resembles that of the pottery dug up at 

Ohomuro, that it is impossible not to conclude that the two mounds were constructed about the same period by 

people of the same race. The burial place of Hiko-sa-shima, whose body was carried off by the inhabitants of this 
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province, still remains to'be discovered. The large number of sepulchral tumuli in this part of the province seems 

to indicate the site of a town of considerable size, and on the north of the village of Ohomuro in a commanding 

situation is a piece of ground, where it would not be unreasonable to suppose that the great man of the locality had 

a fortified residence. It is raised above the fields on the south, west and east sides, and surrounded entirely by 

what was once a moat. Even in those portions of the moat which have been converted into paddy-fields, the outer 

bank can still be traced with unbroken completeness. In adopting the view that these tumuli are really the burial 

places of the above-named heroes of antiquity, I do not at all mean to support the correctness of the Japanese dates, 

and the true age of the mounds must be determined by archaeologists who can give a well-based opinion as to the 

probable date of the pottery which they have been found to contain. 

"ANCIENT SEPULCHRAL MOUNDS IN KAUDZUKE." : 1880年 3月、群馬を訪れたイギリス外交官アーネス

ト・サトウが書いた古墳調査の論文です。群馬を訪れた翌月「日本アジア協会」で発表しました。これはその一部を

抜粋したものです。

Kaudzuke : 上野。群馬県の旧名です。

"Catalogue of Families," : 『姓氏録』と原典には脚注されていますが『新撰姓氏録』のこと。 814年（弘仁元）に

成立しました。平安左右京、山城、大和、摂津、河内、和泉の1182の氏族の系譜が書かれています。 30巻目録 l巻で

構成されていましたが、現存しているのは抄録本です。

two branches called Princes (kimi) of Kaudzuke and Shimotsuke : 上野君と下野君と呼ばれる 2家。サトウは

「こうずけ」と発音していたようですが、本当は「かみつけのきみ」という発音です。

Toyo-ki-iri hiko : 豊城入彦命

Iku-me-iri hiko : 活目尊

Suwi-nin Ten-wau : 垂仁天皇『古事記』『日本書紀』で第11代と伝えられる天皇です。

Ni-hon-gi : 『日本書紀』

the 48th year of Su-zhin Ten-wau : 崇神天皇の48年。平成14年のように元号が使われる前の年代表記です。

Ya-tsuna-da : 八綱田

Hiko-sa-shima no miko : 彦狭島王

Mi-moro-wake no miko : 御諸別王

Kei-kau Ten-wau : 景行天皇。『古事記』『日本書紀』で第12代と伝えられる天皇です。

On the west of Mahebashi, at the village of Uheno : 前橋の西、植野村。現在の前橋市総社町植野。ここにある総

社二子山古墳が豊城入彦命の墓だと言われていました。

Kuwan-ko Dzu-setsu : 『観古図説』は姥川式胤によってまとめられた図録です。陶芸の名著として知られています。

Mr. Ninagaha : 姥川式胤（にながわのりたね）。 1835~1882。明治の初期に活躍した考古学者です。国立博物館の

設置などに尽力しました。東大寺の正倉院の宝物の学術調査をしたことでも知られています。

Ohomuro : 大室。群馬県前橋市西大室町にある大室古墳群のことです。
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アーネスト ・サトウの旅

西暦 和暦 旅行期間 日数 同 行 者 行 程

1862 文久 2 9/8 初来日

12/ 2 12/13 12 ニール他 川崎 江戸 御殿山 愛宕山 王子 十二社の池

洗足の池 目黒不動 浅草観音 神田明神 不忍池 芝神明前

1863 文久 3 8/6 8 /21 16 パークス 鹿児島 薩英戦争

1864 元治元 7 /21 8 /10 21 伊藤俊輔、井上聞多、他 姫島 伊美 竹田津 姫島

8 /29 10/10 43 オールコック他、四カ国艦隊 姫島 下関海峡 田野浦 前田村砲台 門司 下関

小倉

1865 慶応元 10/ 2 10/22 21 パークス 箱館 宿野辺 落部 箱館

11/ 1 11/27 27 パークス 兵庫 神戸 摩耶山 大坂 市岡新田 春日出新田

只橋 布引滝 岩屋村 摩耶山

1866 慶応 2 12/12 1/16 36 長崎 鹿児島 集成館 宇和島 神野浦 兵庫

1867 慶応 3 2 / 7 2 /25 19 ミットフォード 兵庫 神戸 尼崎 大坂 住吉神社 心斎橋

兵庫 横浜

3 /21 3 /29 ， ロコック夫妻、マーシャル、アス 横浜 熱海 伊豆山 石橋山 箱根 畑宿
ピノール 小田原 平塚 戸塚

4 /11 5 /18 38 ミットフォード 大坂 大坂城

5 /18 6/3 17 ワーグマン 草津 土山 庄野 桑名 宮（熱田） 岡崎

吉田 浜松 掛川 島田 府中（静岡） 蒲原

三島 戸塚 江戸

7 /23 8 /22 31 パークス、ミッ トフォード 南部 箱館 新湧 佐渡 ・夷 相川 七尾

志雄 津幡 金沢 小松 金津 府中（武生）

中河内 長浜 武佐 草津 伏見 大坂

8 /30 10/16 48 パークス 阿波 土佐 下関 長崎 江戸

明治元 11/30 2 /16 79 ミットフォード 大坂 大坂城 兵庫 大坂

1868 2 /16 2 /23 8 ウィリス 伏見 京都

3 /21 3 /31 11 パークス、他 京都 知恩院 御所

1869 明治 2 1/5 1 バークス 江戸城

2 /24 賜暇帰国

1870 明治 3 11/ 賜暇帰国を終え来日

1871 明治 4 8 /22 8 /31 10 アダムズ、ヒュープナー 藤沢 小田原 湯本 川端 畑 箱根

箱根神社 姥子 大涌谷 芦之湯 箱根峠 三島

山中 箱根 軽井沢 熱海 江ノ島 藤沢

境木 保土ヶ谷 神奈川

11/19 11/23 5 佐野、遠山、小次郎 板橋 膝折 大井 川越 松山 鴻巣

桶川 上尾 大宮 浦和 蕨 板橋

1872 明治 5 1/17 1/25 ， アダムズ 八王子 駒木野 小仏峠 吉野 上野原 猿橋

大月 谷村 吉田 山中 小善地 宮ヶ瀬

煤ヶ谷 飯山 厚木 鶴間 長津田 二子

3 /13 3 /22 10 アダムズ、ワーグマン 大沢 古河 宇都宮 今市 馬返 中禅寺

東照宮 小来川 古峰神社 石裂 口粟野 出流

葛生 佐野 館林 行田 桶川

7 /12 7 /14 3 ハネン、アトキンソン 金沢 横須賀 鎌倉 戸塚 境木 横浜

9/3 9/6 4 ハネン 神奈川 戸塚 鎌倉 稲村ヶ崎 極楽寺 葛西谷

材木座 小坪 寿福寺 頼朝の墓 扇ヶ谷 若宮八幡

江ノ島 竜口寺 江ノ島 岩本院

11/29 1/14 46 大隈重信夫妻、山尾庸三夫妻、ボ 横浜 下田 鳥羽 古市 伊勢神宮 的矢
イル 大島 友ヶ島 明石 神戸 多度津 金比羅宮

御手洗 釣島 田野浦 下関 六連島 長崎

門司 小田 三田尻 宮市 山口 宮島

尾道 神戸 大阪 橋本 石清水八幡 京都

1873 明治 6 大津 石山寺 草津 米原 長浜 磨針峠

関ヶ原 垂井 赤坂 岐阜 鵜沼 細久手

馬籠 妻籠 木曽福島 洗馬 塩尻 下諏訪

和田峠 笠取峠 岩村田 追分 軽井沢 横川

妙義山 松井田 安中 板鼻 高崎 深谷

熊谷 浦和 東京

4 /11 4 /16 6 ハネン夫妻 新宿 田無 小/II 箱根ヶ崎 青梅 氷川

大菩薩峠 妻坂峠 上野原 吉野 小仏

226 



アーネスト・サトウが大室古墳に来たわけ

1873 明治 6 11/23 11/27 5 ハネン、アトキンソン 藤沢 ーノ宮 相模川 伊勢原 大山 阿夫利神社

大山頂上 蓑毛 八町ノ台 布川 丹沢 山中

山ノ丸付近遠見場 大門坂 宮ヶ瀬 鳥屋 関

長竹 根小屋 小倉 馬入川下り 厚木

1874 明治 7 9 /24 10/ 1 8 ヘイラー 幸手 宇都宮 大沢 日光 東照宮 華厳の滝

中禅寺湖 竜頭滝 戦場ヶ原 湯の滝 湯の湖 中禅寺

日光 野木

1875 明治 8 2/ 第 2回目の賜暇帰国

1876 明治 9 英国に滞在、暮れに日本に向け出発

1877 明治10 1 /26 34歳で 3回目の来日

1/28 2 /22 26 吉川（イギリス長崎領事館使用 長崎 茂木 阿久根 西方 川内 串木野
人） 市来 壺屋 伊集院 鹿児島 苗代川 重富

加治木 横川 吉田 人吉 球磨川下り 八代

口之津 茂木 長崎 神戸 大阪 横浜

4 /17 4 /24 8 小/II 箱根ヶ崎 二俣尾 小菅 大菩薩峠 塩山

甲府 石和 勝沼 大月 八王子 府中

新宿

1/10 8 I 1 36730 ディキンズ、ローレンス・チン 小田原 箱根ヶ崎 箱根峠 佐野 須山 富士山頂

9 /12 10/ 3 22 ディキンズ 熊谷 伊勢崎 前橋 伊香保 榛名神社 浅間山

応桑 草津湿泉 四万 中之条 伊香保 渋川

溝呂木 赤城山 日影南郷 白根温泉 白根山 金精峠

湯元 大真名子山 戦場iヶ原 中禅寺湖 日光 鹿沼

古河 市川

1878 明治11 2 /10 2 /10 1 ディキンズ 横須賀 浦賀

3/4 3 /17 14 ディキンズ、プラキストン 八丈島 八丈富士 三宅島

7 /17 8 /13 28 ホーズ 鴻巣 安中 碓氷峠 軽井沢 小諸 上田

田沢 池田 大町 野口 針ノ木峠 黒部

立山下 室堂 吉野 猪谷 船津 大坂峠

高山 黍生谷 野麦 日和田 西野 木曽福島

御嶽 木曽福島 松本 和田 軽井沢 熊谷

1879 明治12 5/4 5/4 1 チェンバレン、アトキンソン 本所 逆井 国府台

5/7 6 /10 35 神戸 大阪 京都 奈良 三輪 長谷

多武峠 上市 泥谷 高野山 熊野神社 新宮

那智 吉野 上市 奈良 上野 上柘植

石薬師 桑名 熱田 岡崎 浜松 掛川

三島 横浜

7 /26 7 /27 2 プライアー 江ノ島

10/18 10/25 8 井上喜久三郎 千住 松戸 小金 利根川下り 津宮 香取神宮

伊能 成田 大綱 笠森 大多喜 小湊

鋸山麓 金谷 浦賀水道 横浜

11/15 1/ 2 48 三田村敏行、アンダーソン 四日市 津 松坂 山田 伊勢神宮 長島

尾鷲 林 勝浦 周参見 田辺 紀三井寺

和歌山 棋尾 堺 大阪 京都 奈良

大阪 神戸 京都 大津 彦根 宮

瀬戸 多治見 飯田 松本 善光寺 上田

小諸 畑 甲府 猿橋 高尾山 八玉子

府中

1880 明治13 3/6 3 /10 5 加藤竹斎 熊谷 中瀬 前橋 大屋 大室 伊勢崎

鴻巣 板橋 白山権現

3 /21 3 /21 1 チェンバレン、ホーズ 弘法大師 梅屋敷

3 /25 3 /31 7 井上喜久三郎 金沢 鎌倉 長谷 稲村ヶ崎 江ノ島 小田原

木賀 大地獄 木賀谷 小田原 平塚 横浜

4 /25 4 /25 1 チェンバレン、ホーズ 矢ノロ 府中

5/2 5 / 2 1 チェンバレン、ホーズ 鶴見 神奈川

5 /24 6 /15 23 田無 飯能 大宮 志賀坂峠 十石峠 大日向

板橋 清里 小諸 善光寺 戸隠神社 野尻

赤倉温泉 妙高山 新井 柏崎 弥彦 新潟

長岡 小千谷 六日町 三国峠 渋/II 熊谷

9 /24 10/ 2 ， ケネディ代理公使、本間三郎 岩槻 古河 栃木 永野 足尾 庚申山

足尾銅山 神子内 日光 裏見滝 中禅寺湖 日光

今市 鹿沼 小山 野渡 中川 蠣殻町
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1880 明治13 12/24 12/30 7 ホーズ 行徳 船橋 幕張 千葉 五井 久留里

清澄 天津 江見 布良 館山 勝山

浦賀 横須賀 横浜

1881 明治14 1/15 1/17 3 ホーズ 浦賀 勝山 竹岡 木更津 姉ヶ崎 五井

船橋 市川

4/3 4/8 6 川越 富岡 松井田 高崎

7 /14 8 /21 39 ホーズ 田無 氷川 丹波山 柳沢峠 西保 御岳

黒平 木賊峠 長沢 権現岳 教来石 芝平峠

高遠 伊那 飯田 小川路峠 和田 青崩峠

秋葉神社 千頭 静岡 蒲原 白糸の滝 吉田口五合目

須走 十里木 人穴 身延山 鰍沢 奈良田

甲府 富士川下り 三島 箱根

11/ 1 11/17 17 英皇太子子息、ターンプル。アストン 神戸 京都 奈良 飛鳥 大阪 京都

「中央部 ・北部日本旅行案内j初版 この年発行

1882 明治15 2 /23 3/1 8 2人の朝鮮人、本間三郎 小田原 早/II 石橋 米神 赤沢山 根府川

江之浦 吉浜 門JI l 稲村 熱海 網代

松原 宍戸混泉 荻 十足 吉田 熱海

日金山 湯本 小田原 藤沢

5 /17 5 /24 8 呉鑑 荻窪八丁 所沢 飯能 赤工 原市場 名郷

妻坂峠 横瀬 秩父 贄川 栃木 雁坂峠

釜川 恵林寺 差出 甲府 鰍沢 富士/II下り

南部 岩淵 吉原 沼津 箱根 湯本

神奈川

8/9 9/6 29 パークス、その娘 2人、ウィルキ 神戸 大阪 伊勢 名古屋 岩淵 三島

ンソン、レヤード他 箱根 湖尻 深良峠 須山 箱根山頂 須山

深良峠 箱根 二子山 箱根 三島 吉原

大宮 浅間神社 村山 馬返 富士山登頂 小田原

横浜

11/18 11/30 13 栗橋 栃木 伊勢崎 沼田 中山 大岩

白根登山 沓掛 碓氷峠 榛名神社 伊香保 水沢

前橋 大間々 桐生 渡良瀬川

1883 明治16 1月、 3回目の賜暇のため帰国の途に付く

1884 明治17 1月にシャム総領事に任命される

10月、休暇を過ごすため 1ヶ月来日

10/10 10/14 5 プランケット夫妻、ガビンズ他 宮ノ下 芦之湯 二子山 富土屋 木賀 富士屋

乙女峠 仙石原 東京

11/ 8 11/15 8 ハネン 本庄 伊勢崎 大間々 足尾 赤倉 中禅寺湖

日光 行者堂 女峰山 日光 宇都宮 古河

幸手 岩槻 川口

「中央部 ・北部日本旅行案内」第 2版 この年発行

1906 明治39 10月、北京からの帰国の途上来日

10月末 11月初 武田久吉 日光 中禅寺
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アーネスト ・サトウが大室古墳に来たわけ

アーネスト ・サトウ関係年表

和暦 西暦 国内主要事項 外 交 サトウ 考 古

天保14 1843 
ロンドン、クラプトンに誕生(6I 
30) 

安政 3 1856 ミル ・ヒル ・スクール入学

日米修好通商条約締結、日英修好通 尾張国東春日井郡神領村（現
安政 5 1858 商条約締結（ 8) 愛知県春日井市）で、銅鐸 1

口発見。

安政 6 1859 
オールコック来日、高輪東禅寺を仮 ロンドン、ユニバーシティーカ
公館に決定(6) レッジヘ進学

万延元 1860 桜田門外の変（ 3)

水戸浪士、英国公使館を襲撃（7) 「エルギン卿遣日使節録Jと出会 丹波国桑田郡下弓削村（現尽
文久元 1861 う。日本領事館通訳生の辞令(8)。 都府京北町）で銅鐸 1口発見

日本に向け出発(ll)

坂下門外の変(2ね和宮降嫁（公 外国奉行竹内保徳、江戸・大坂開市、 北尽で中国語学習（ 4~）。英国公 丹波国多紀郡篠山町右菅村
武合体）（ 3）。島津久光、幕政改 兵庫開港延期を申し入れるため渡 使館通訳生として横浜着(9) （京都府篠山町）で古墳発見、
革の意見書を奉呈。寺田屋騒動 英。オールコック一時帰国（ 3)、米 鏡など出土(3)。宇都宮藩越

文久 2 1862 (5)。幕府、攘夷の勅使奉承を 国前公使ハリス帰国。英国公使館書 前守戸田忠恕が山陵修復を
決定(12) 記官（代理公使）ニール着任（ 5)、英 幕府に献言、翌 9月から行

国公使館守衛、公使館の英兵 2名を い、 1865（慶應元年10月終了
殺害して自刃（ 6)、生麦事件(9) した）

将軍徳川家茂、尽都に向け江戸 長州藩士12名、品川御殿山に建設中 英国代理公使ニールに従い、交渉 伊賀国比土村（現三重県上野
を出発（ 3)。家茂、文久 3年 5 のイギリス公使館を焼く（ l)、老中 補佐のため軍艦で鹿児島に向け随 市）で銅鐸 1口が発見された
月10日を攘夷の期限と定めるこ 格小笠原長行、 3港（横浜、長崎、函 行(8)
とを奉答（ 6)。八月十八日の京 館）の閉鎖を諸外国代表に通告し、在
都政変（ 9)。七卿落ち（10) 留外国人の退去を要求、長州藩、攘

夷の先鋒として、アメリカ商船を砲
撃（ 6)、長州藩、フランス軍艦を砲
撃、長州藩、オランダ軍艦を砲撃、
長州藩、アメリカ軍艦ワイオミング

文久 3 1863 
と交戦して敗北、フランス東洋艦隊
の2艦、下関の砲台を攻撃して守兵
を掃蕩（ 7)、イギリス代理公使ニー
ル、軍艦 7隻とともに鹿児島に向け
横浜を出発、薩英戦争（薩摩藩の砲
台、イギリス軍艦と交戦し、砲戦翌
日に及ぶ）（ 8）、フランス陸軍中尉カ
ミュス、井戸が谷（武蔵国久良岐郡）
で殺害される 8(10)、薩摩藩、生麦
事件の賠償金10万ドルを代理公使
ニールに渡す(12)

家茂、再び京都に向けて品川を オールコック、帰着（ 3)、長州藩士、 オールコックに日本語習得を認め 信濃国下！l|路邑（現長野県伊
出発(2)水戸藩の勤王攘夷派、 井上聞多、伊藤俊輔、滞英中に郷国 られる（ 3)。井上聞多、伊藤俊輔 那市）の古墳付近で土中に 1
筑波山にて挙兵（ 5)。池田屋騒 の危急を知り帰国。横浜でオール と軍艦に同乗し、長州へ向かい、 条の朱を発見。こ近くの老人
動、井上聞多と伊藤俊輔の和平 コックに依頼し長州へ送ってもらう 伊藤らと交友が生まれる（ 7)。下 は必ず異物があると考え、珠
説、藩の会議で不採用となる (7)。横浜鎖港談判使節池田長発ら、 関砲撃のため軍艦で下関に向かう 玉数千顆、銅鏡・銀環、刀剣、
(7)。蛤御門の変。長州藩主征 仏より帰国、鎖港の不可を幕府に進 (8)。下関上陸部隊に従軍(9)。 矛、鏃などが出土した
討の朝命下る (8) 言、英仏米蘭 4カ国艦隊、下関に向 横浜操練場で日英両軍の合同演習

け出発(8)、4カ国連合艦隊、下関 を見る (10)
の諸砲台を陥落させる。長州藩、連

元治元 1864 
合艦隊に和議を請い連合艦隊司令官
キューパーと講和条約五ヶ条を協定
(9)。若年寄酒井忠砒（タダマス）横
浜で 4カ国使臣と会見して、下関事
件につき賠償金300万ドルの支払い
か、下関、瀬戸内海他の一港を開く
ことを約定(10)。英国陸軍ポールド
ウィンとバード、鎌倉八幡宮前で殺
害される (ll)。オールコック解任帰
国。ボールドウィンとバードの殺害
者、清水清次を処刑(12)。

家茂、長州藩再征討のため、陸 日本人がヴィクトリア女王の誕生日 横浜領事館付「日本語通訳官」就
路江戸を出発（ 6)。幕府、攘夷 を祝して台場に英国旗をあげ、祝砲 任(4)。箱館ヘバークスの随行、
の勅使奉承を決定、長州藩再征 を撃つ（ 5)、パークス、横浜に着く アイヌの村で過ごす(10)。軍艦で
討のため諸藩に出兵を命令(12) (7)、パークス、ロッシュ、アメリ 兵庫沖へ行く。幕府の条約勅許、

カ代理公使ポートマン、オランダ総 兵庫先期開港不勅許を翻訳(11)
領事ファン ・ポルスプルック、条約

慶応元 1865 勅許と兵庫先期開港を要求するた
め、軍艦 9隻を持って兵庫沖に至る、
朝議、条約勅許、兵庫の先期開港不
勅許に決定、幕府 4カ国使臣に条約
勅許、兵庫先期開港不勅許を告げ、
下関賠償金の全額支払いと税則改訂
を約束(11)
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薩長同盟（ 3)。将軍家茂、大坂 幕府、英米仏蘭 4カ国使臣と、輸出 rジャパン タイムズ」に「英国 陸前国三本木（宮城県三本木

城で死去（ 8)。幕府、将軍の喪 入の改税約書を締結(6)。パークス、 策論」の 1回目掲載（ 3）。「英国策 村）で横穴が発見され、珠玉

を理由に、長州征討軍の休兵を キング提督と鹿児島で薩摩藩の款待 論」の 3回目掲載（ 5)。横浜大火 145粒、土瓶 4個、 土器4,50

布告（10)。横浜大火(11) を受ける (7)。老中板倉勝静（カツキ 災。日本語の本数冊を焼失(11)。 出土。栗田寛 「葬礼私考」を

慶応 2 1866 ヨ）、ロッシュに軍艦、大小砲の購入 江戸公使館へ転勤。パークスの命 記す

斡旋を依頼（ 8)。パークス品川で暗 により日本南部沿岸を回って瀬戸
殺未遂に会うが無事(12) 内海経由で戻り各地の情報を収集

するために出港。長崎で宇和島藩

士井関と会談(12)

徳川慶喜、征夷大将軍になる。 パークスの横浜邸原因不明の焼失 鹿児島で島津久光次男図書、家老 北海道小樽港付近で、手宮前

孝明天皇、崩御（ 1)。幕府、孝 (1)。長州藩主、毛利敬親、 三田尻 新納刑部らと会談。宇和島で宇和 洞窟から文字状の線刻画が

明天皇の崩御により、長州征討 で英国のキング提督と会見。遣欧特 島藩前藩主伊達宗城と会談し宗城 発見される

軍の解兵を布告（ 2)。後藤象二 使徳川昭武渡仏、シーボルト同行 から「英国策論」に同調する意見

郎、坂本龍馬ら、京都で薩摩藩 (2)。慶喜大坂城でロッシュを引見。 を聞く。兵庫の薩摩藩本陣で西郷

士小松帯刀、西郷吉之助、大久 ロッシュ薩長二藩と英国の策謀を慶 と会談（ 1)。将軍の外国公使謁見

保一蔵と会合、王政復古の密約 喜に警告する (3/25)。慶喜パークス の日程確認などのためミット

を結ぶ（ 7)。薩長、倒幕挙兵の を引見(4/29)。慶喜オランダ総領事 フォードと大坂へ。ミットフォー

順序を約定、薩長芸三藩連盟成 ファン ・ポルスプルックを引見(4/ ドと薩摩藩小松帯刀らと会談。英

る。前土佐藩主山内容堂、後藤 30)。慶喜ロッシュを引見(5/ 1)。 国が天皇と条約を結んでくれるよ

象二郎と福岡藤次に命じ、幕府 慶喜パークス、ロッシュ、ポルスプ う依頼されるが、英国は内政不干

に大政奉還を建議させる (11)。 ルックを公式引見(5/ 2)。慶喜アメ 渉を表明。会津藩家老梶原らと会

薩長芸三藩と岩倉具視ら、倒幕 リカ代理公使ポートマンを引見(5/ 談して交友を結ぶ（ 2)。パークス

の勅命降下を策動。大政奉還 3)。英国軍艦イカラス号の水兵 2 らと軍艦で熱海に向かう (3)。

(11)。坂本龍馬、 中岡慎太郎京 名、長崎で殺害される (8/ 5)。慶喜、 ミットフォードらと大坂に将軍謁
都の旅籠で殺害される (12) 大坂城でロッシュを引見(8/24)。慶 見のため向かう。謁見に立ち会い

喜パークスを 引見(8/26)。パーク 通訳（ 4)。宇和島藩主伊達宗城と

ス、ケッペル提督と徳島で、阿波藩 大坂で会談。ワーグマンとともに、

主蜂須賀斉裕を訪ねる (8/31)。パー 東海道を江戸に向け発つ。掛川で

慶応 3 1867 クス、大坂で老中板倉勝静と会見、 凶徒に襲われる（ 6)。パークスら

不祥事をさけるため軍兵の大坂付近 と函館に向け江戸を発つ (7)。

撤退を要求(12) パークスの命によりミットフォー

ドと七尾から陸路大坂へ。西郷と

会談後、将軍の謁見に随行。西郷

と再び会談。パークスに随行し阿

波藩主との会見を通訳（ 8)。後藤

象二郎とイカルス号事件の話し合

いを進め、友好関係を誓い合う。

前土佐藩主山内容堂、高知城下の

開成館でサトウを引見。長崎で木

戸孝允、伊藤博文らと会食。この

後イカルス号事件の究明のため長

崎に残留。グラバー邸でジョセ

フ・ヒコから大政奉還の建白書構

想を聞くが重要視しない（ 9)。大

坂開市、兵庫開港の準備のため大

坂へ出航(11)。薩長の大坂留守居

役と会見して、在坂藩兵の大坂付

近撤退を要求(12)

兵庫開港、大坂開市。王政復古。 徳川慶喜、大阪城でフランス公使 日本語書記官就任。パークスに随 越前国大石村（現福井県春江

慶喜、京都より大坂に下る。江 ロッシュ、イギリス公使パークスと 行し将軍との会見を通訳。陸奥宗 町）で銅鐸 2口が発見され

戸城二の丸、焼失。三条実美ら 会見、下坂の事情を告げる、慶喜、 光の来訪を受け、幕府と新政府の た。、遠江国芳川村（現静岡県

5公卿、入京し参内。伏見 ・鳥 大阪城で仏英米伊普の諸公使及びオ 外交権掌握問題について会談(1) 浜松市）で銅鐸 2口が発見さ

羽の戦い勃発。慶喜大阪城を退 ランダ総領事と会見、イギリス公使、 れた。

去し、開陽丸で江戸に向かう パークス大阪城で徳川慶喜と会見

(1)。五箇条のご誓文。天皇、 (l)、備前事件（備前藩兵、神戸駅で

親政のため京都を出発（ 4)。慶 外国人と闘争）、新政府、外国との和

喜、水戸に向かう。これにより、 親を布告、フランス公使ロッシュ、

天皇京都に還幸（ 5)。浦上村の 江戸城に慶喜を伺い、再挙を勧告。

天主教徒4000余名を、 34藩に拘 慶喜これを拒否、英米仏蘭伊普の 6

置。官制を改定三権を分掌。東 カ国使臣、局外中立を布告（ 2)、備

久世通稽（ミチトミ）、英米仏蘭 前事件の責任者、滝善三郎を処刑、

伊普の各国使臣に局外中立の解 堺事件勃発、堺事件により土佐藩士

明治元 1868 除を要求。奥州列藩同盟(6)。 を処刑、パークス参内途中に刺客に

官軍、上野の彰義隊を攻撃。江 襲われる、天皇、ロッシュ、ポルス

戸を東京と改称（ 9)。官軍、会 プルックを紫炭殿に引見、パークス

津若松城へ総攻撃を開始。明治 を紫哀殿に引見、パークス襲撃の三

天皇即位の礼(10)。、天皇、京都 枝、林田を果首に、徒党 3名を遠島、
から東京に向かう。会津藩、官 天皇、大坂東本願寺に行幸し、パー

軍に降伏。榎本武揚ら、五稜郭 クスとケッペル提督らを引見。パー
を奪取(12) クス信任状を奉呈、三条実美、岩倉

具視、晃親王ら、パークスと大阪東

本願寺に引見。新潟の開港延期とキ

リスト教禁制の件で論議（ 5)、大総

督府、戦傷士卒治療のため医官ウィ

リスを雇う（ 6)、浦上村の天主教徒

処分に関する各国領事の抗議に対

し、国法により処断の旨を回答（ 7）、
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大坂を開港（ 9)、イカラス号水兵殺
害事件の関係者を処罰、英仏普伊 4
カ国公使、横浜駐屯外国兵の撤去を
日本政府に通告(12)

天皇、京都に向け、東京を出発 東京開市。新潟開港。伊仏蘭諸公使、 賜暇帰国(2)
(4)。五稜郭開城、戊辰戦争終 東京で天皇に謁見。英米普諸公使、
結(6)。版籍奉還（ 7）。 天皇に謁見（ 1)。英米仏蘭伊独6カ

明治 2 1869 国公使、局外中立の解除を宣言。東
久世通蘊（ミチトミ）ら、北独連邦代
理公使フォン・プラントと会い、修
好通商航海条約締結(2)

平民の姓を許す（ 9）。兵制統一、 英国から戻る(11) 備中国大島村津雲貝塚（現岡
明治 3 1870 英式陸軍、仏式海軍（10)。新律 山県笠岡市）で、土器、人骨

綱領布告(12) 発見

廃藩置県(8)。 パークス帰国（ 5)。岩倉使節団出発 箱根、熱海、江ノ島へ旅行(8) 横山由清「尚古図録」を記す。

明治 4 1871 
(12) 古器物保存のための太政官

布告発布。文部省に博物局設
置。

学制制定（ 8)。新橋一横浜間鉄 岩倉具視ら米国で大統領と会見 甲州街道の旅（ l)。日光へ初めて 仁徳天皇陵が台風で崩壊し
道開業(10)。富岡製糸場開業 (3)。マリア ・ルーズ号事件(7)。 旅行（ 3)。横須賀、金沢へ旅行 長持形石棺発見。奈良県生駒

明治 5 1872 
(11)。太陽暦へ(12) 岩倉ら英国ビクトリア女王に謁見、 (7)。日本アジア協会第 1回例会 村（現生駒市）で美努連岡万

仏大統領と会見(12) で「琉球についての覚え書き」発 呂の墓発見、墓誌銅板出土
表（10)。伊勢神宮などをまわり西
国を旅行(11)

徴兵令制定（ l)。地租改正条例 中山道経由で東京へ戻る（ l)。甲 香川県津田村（現津田町）の

明治 6 1873 
制定（ 7)。征韓論争、板垣退助 州へ旅行（ 4)。丹沢へ旅行(11)。 岩崎山古墳発掘（ 6）。熊本県
ら参議を辞職(10) 「開国史談」r近世史略Jの英訳発 江田村（現菊水町）の船山古

表 墳発掘

明治 7 1874 
愛国公党結成、「民撰議院設立建 台湾出兵(5) 日光旅行(9) 太政官達で古墳発掘の際の
白」提出（ 1)。佐賀の乱(2) 届出方が発布(5)

明治 8 1875 
證謗律、新聞紙条例公布（ 6) 英国公使館東京へ移転（ 4)。江華島 賜暇帰国(2）。スイス、イタリア 遺失物取扱い規則発布

事件(9) 旅行(7~1876/1) 

明治 9 1876 
秋月の乱、萩の乱勃発(10) 日朝修好条規調印(2) 日本公使館の 2等書記官兼務を命 蛯川式胤 「観古図説J刊行開

じられる (7) 始(3)

地租軽減（ 1)。西南戦争(2 鹿児島着、状況視察、西郷と会談 モース大森貝塚発見(6/

明治10 1877 
~9) (2)。横浜着（ 3)。甲府旅行(4)。 17)。大森貝塚発掘(9~11)

富士登山（ 7)。群馬、日光へ旅行
(9) 

大久保利通暗殺（ 5) 関税自主権回復の条約改正方針決定 横須賀、浦賀へ旅行（ 2)。八丈島 群馬県西大室の古墳群が発

明治11 1878 
(2)。 へ旅行（ 3)。立山、飛騨を旅行(7 掘される（ 3）。モース大森貝

~8)。英国商船救助の答礼のた 塚について講演(6)
め、済州島、釜山へ(11)

沖縄県設置（ 4) 前米国大統領グラント来日 (6) 大和地方旅行(5~6)。房総半島 シーボルト 「Notes on 
明治12 1879 へ旅行(10)。関西旅行(11) J apannese Archaeology」

発表(6)

明治13 1880 愛国社、国会期成同盟に (3) 条約改正案を各国公使に交付（ 7) 長男栄太郎誕生(1)。

大室古墳群の調査(3/ 6~10）。日本アジア協会で「上野地方の
古墳群発表(4/13)。

長野、新潟旅行(5~6)。朝鮮僧 モース 「大森介墟編J邦文発
侶から朝鮮語を学ぶ(5~12)。日 表
光旅行（ 9)。房総半島へ旅行(12)

大隈ら参議罷免（明治14年の政 木更津旅行（ 1）。 「中部・北部日本 上野で内国勧業博覧会開催
変）、自由党結成(10) 旅行案内J出版（ 3)。南アルプス (3)。ミルン「最近における

明治14 1881 旅行(7~8)。英国皇太子らと関 地理学変化と日本における
西旅行(11)。発熱発作で寝込む 石器時代」を英国人類学雑誌
(12) に発表

立憲改進党結成（ 3)。福島事件 熱海旅行（ 2)。秩父、甲府、箱根

明治15 1882 
(11) 旅行(5)。神戸から東海道を通り、

2度目の富士登山 (8~9)。伊香
保、草津旅行(11)。賜暇帰国(12)

次男久吉誕生(1883/3)。バンコク
ヘ駐在代表兼総領事として出発
(1884/ 1)。休暇でバンコクから東
京の妻、兼を訪ねる(1884/10)。日
光旅行(1884/11)。休暇で再び日本

以降 へ、箱根日光旅行(1886/6~8)。
英国国教会で堅信礼を受ける。ウ
ルグアイ代理公使に任命される
(1888/10)。モロッコの駐箭特命全
権公使として着任(1893/8)。サー
の称号を得る (1895/6)。日本に着
任(1895/12)。日本勤務終了(1900/
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5)。清国駐箭特命全権大使として

着任(1900/10)。賜暇帰国(1903/1 
~6)。清国勤務終了で帰国途中日

本に立ち寄り久吉と日光旅行

(1906/ 5)。外交官引退、ハーグの

国際仲裁裁判所の英国代表に任命

される 0906/10)。久吉が植物研究

のため英国滞在（1910/4~1916)。
手元のすべての日本関係蔵書を売

却(1913/1 • 6)。「一外交官の見
た明治維新」出版(1921)。栄太郎

死去(1926/6)。心不全、脳血栓の

ためオタリー・セント・メリーで

死去(1929/8/26)

参考文献

0アーネスト・サトウ （坂田精一訳） 1960 「一外交官の見た明治維新」上下 岩波書店

0加藤友康他 2001 「日本史総合年表J 吉川弘文館

0斎藤忠 1993 「日本考古学史年表」 学生社

0斎藤忠 19so r年表で見る日本の発掘•発見史」 奈良時代～大正篇 NHKプックス

0対外関係史総合年表編集委員会 1999 「対外関係史総合年表J 吉川弘文館

0横浜開港資料館 2001 「図説アーネスト・サトウJ 有隣堂
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高床建物の組立式構造模型の製作と教材化

縄文人の木材建築技術から接合方法を学ぶ

関 俊明・山口邦弘＊

＊群馬県太田市立西中学校教諭

1 はじめに

2 考古内容の教材化

3 桜町遺跡の出土建築部材と復原の取り組み

4 指導用資料『縄文人の建築技術』の作成

5 構造模型の製作と周辺資料

6 教材の活用

7 授業実践

8 まとめと今後の課題

9 おわりに

要 旨
口

これまで、世界最古の木造建築として知られる法隆寺が、古代日本人の技術と知恵が結集された例として、技術教育

の面から注目されてきた。技術史とのかね合い中で学校教育で取り上げるにふさわしい題材とされている。法隆寺の例

を遥かに遡り、縄文時代に伝統的な建築技法が既に存在していたことを示す遺物が見つかりだしている。縄文の建築部

材が、ものづくりをささえる題材として中学校の技術・家庭科教科書にも登場するようになった。埋蔵文化財を学校教

育の中で活用することがいわれる中で、「考古学で教える教材」の一つの提案として本取り組みに臨んだ。

本稿の教材開発において、その具体的な開発作業は、遺跡出土の加工痕のある部材を分析集約することで小矢部市に

復原された縄文高床建物の組立式構造模型の製作であるが、併せて技術史に関する考古学的な資料を収集し指導用補助

資料等を作成し、中学校の技術・家庭科技術分野における教材化を試みた。授業実践をおこなうことを検証手段とした

結果、「ものづくりの技術」として授業の中で、生徒は高い興味•関心を示し、技術史・歴史学習の分野で取り上げるの

にふさわしい多くの要素を含んでいることを確認できた。構造模型に触れるのは、中学生にとっては社会科の歴史学習

の中で学んだ縄文人の暮らしぶりを改めてうかがい知る機会でもある。教材開発の段階において、研究課題の明確化か

ら、構想・計画、研究・開発、試行までの取り組みと活用を本稿では検討することとした。

なお、模型製作から指導案の素案作成とまとめを関がおこない、山口が中学校第 1学年技術・家庭科技術分野の教科

学習の導入として研究授業を平成13年9月17日に実施した。

キーワード

対象時代縄文時代

対象地域 日本

研究対象技術教育、教材模型、古代技術
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1 はじめに

日本人くらい木の好きな民族は少なく、木を扱う技術

にかけても世界一流であるといわれる。古代日本人の技

術と知恵が世界最古の木造建築として知られる法隆寺の

例に結集されていることは、広く知られている。それを

遥かに遡り、今から4000年前の縄文時代に伝統的な建築

技術が既に存在していたことが、今日発掘調査で明らか

になってきた。そして、その技術がメカトロニクスや工

レクトロニクスに代表されるコンピュータ技術の現代に

なっても生き続けていることは素直な驚きを覚える。同

時にその技術は、材料を接合することで木材を使いこな

し生活の中で生かしてきた「ものづくりの技術」として

学校教育の中で取り上げるのにふさわしい多くの要素を

含んでいる。題材として取り上げることは、中学生にとっ

ては社会科の歴史学習の中で学んだ縄文人の暮らしぶり

に加え、当時の建築技術を知る機会になる。縄文時代の

建築部材が大量に出土した富山県小矢部市にある桜町遺

跡出土の部材加工痕を分析集約することで復原 1)され、

小矢部市に建てられた復原高床建物をもとに本模型の製

作と教材化をおこなうこととした。近年、縄文時代の建

築技術については、溝の刻まれた柱痕が見つかった群馬

県の矢瀬遺跡、晩期の草壁が出土した新潟県青田遺跡、

加工部材が早期まで遡った大分県横尾遺跡など新しい発

見が相次いでいて、考古的な時代検証も確立されつつあ

るテーマでもある。

本取り組みの教材としての有効性を検証するために、

授業実践の中で検証を試みることにした。模型製作から

指導案の素案作成とまとめを関がおこない、研究授業は

中学校第 1学年技術 ・家庭科技術分野の教科学習の導入

として扱う試みで、平成13年9月17日第 4校時太田市立

東中学校 1年3組において山口が実施した。本稿は、模

型の製作と作成準備した資料及び授業に使用した指導案

等について掲載するものである。

2 考古内容の教材化

教育実践において、教材開発研究は研究成果の実用化

や普及を目指すものである。研究課題の明確化から、構

想 ・計画、研究 ・開発、試行 ・改良などの手順を経て開

発したものを実用化し、普及するまでの一連の過程を指

す。中学校技術・家庭科の技術分野「技術とものづくり」

の履修内容には「生活や産業の中での技術の役割」が項

目としてあげられている。その技術が生活の向上に大き

な役割を果たしてきたことを知らせるよう取り扱われて

いる。

今回取り上げる桜町遺跡の縄文高床建物に関しては、

中学校社会科歴史学習資料集（暁教育図書編集部1998)

の巻頭特集に掲載され、また平成14年度版中学校技術 ・

家庭科技術分野教科書（東京書籍2001)に、ものづくり
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をささえる材料として口絵写真に「加工したあとがある

縄文時代の出土品」の見出しで桜町遺跡の渡脚仕口の出

土部材が掲載されている。このことからみても、今日解

明されつつある縄文時代の建築技術が学校教育の面から

も注目される内容であるといえる。縄文人は豊富な木材

資源を駆使して木材を継ぎあわせ、部材を組み合わせる

接合の方法で構造物を建てる技術を駆使してきた。この

ことを中学校技術 ・家庭科技術分野において、技術史を

学ぶことのみならず、改めて今日知られている木材の接

合の方法を知り製作品の設計や製作に生かしていけるよ

うにするための直接経験を促すことができる教材の開発

研究として本題に取り組むこととした。教材開発におい

てその具体的な開発作業は、小矢部市に復原された縄文

高床建物の組立式構造模型の製作であるが、併せて技術

史に関する考古学的な資料を収集し、指導用補助資料を

作成した。

技術史や埋蔵文化財を授業に取り入れるにあたって

は、それらを「教育内容」とするのか ・「教育方法」とし

て扱うのか、の議論がある。もちろん、授業における内

容と方法は密接に関連しており両者を明確に区別できな

い場合は多い。技術史や埋蔵文化財を一教材として扱う

ことに視点をおくことで、埋蔵文化財の活用が授業の中

で導入やまとめに有効な題材となりうるわけである。具

体的な題材の指導過程の一部に教材として挿入する方法

をとる活用方法の一例として、本実践に臨んだ。技術史

を取り入れる類型でいえば、「教育方法としての取り上

げ」に類別され、技術史上の発見を教材用に集約し、模

型製作と「木材の接合」を扱うための活用を本稿では検

討した。

3 桜町遺跡の出土建築部材と復原の取り組み

桜町遺跡 2)では写真 1に見るような「渡脚仕口」をは

じめとする大量の建築部材が出土している。

出土した柱 ・梁 ・桁などから建物の軸組の構造が明ら

かになり、小矢部市では、市内のクロスランドおやべに

復原高床建物（写真 2、図 1) が建てられた。桜町遺跡

からは、 17種類に分類された古代・中世の継手仕口の「突

付」「相欠」「ほぞ」「欠込」「大入」「輪薙込」「渡聴」の

仕口と「樋布倉」の矧ぎに該当する技法が施されている

ことが確認されている（伊藤2001)。

建設にあたっては復原実験がおこなわれ、当時使われ

た磨製石斧の複製品を準備しそれを用いて部材加工が行

われた。実験には現代のエ具や機械を用いることなく取

り組まれた。まず、蛇紋岩の両刃 ・片刃の磨製石斧の製

作、縦斧 ・横斧の柄の製作、石竪の製作、砥石の準備な

どが行われた。作業の概要は以下の通りであった。

直径30cmのクリ原木を伐り倒すには 5時間の労力を要

した 3)。床板は斧身や木製の楔を使い、打ち割り製材法が



写真 1

写真 2

図1 高床建物復原 CG／資料提供上野幸夫

高床建物の組立式構造模型の製作と教材化

とられた。材の皮むきは製作した木のへらと石繋によっ

た。墨付けは、木炭や赤土や炭を浸した縄を用いた。単

位の基準は、縄文尺とされる35cmを単位とした。道具の

効率的な使用法を模索することにも心掛け、特に出土例

のない石竪の存在が示唆された。学生40人が取り組み、

大型斧の使用は一人 3~5分が限度であったことなども

現代人の苦労といって良いだろう。150人の市民も参加し

て「H」型に組み立てた部材は綱を使って建てあげるこ

とに成功した。 3本で 3トンの重量を大人30人で建てあ

げた。ほぞ穴を焦がしてあけようと試みるが、効果はな

かった。そして、最後に携わった人たちの感想は、「人数

だけで出来る仕事ではなかった。棟梁格のリーダーなく

しては、これだけの大仕事は為し得なかった。」という。

これらの様子は、復原作業のダイジェスト映像などが盛

り込まれた映画(22分）「縄文の技ー復元石器によって高

床建築をつくる一」（財団法人竹中大工道具館2001a)に

詳しい。

4 指導用資料 「縄文人の建築技術」の作成

(1) 作成のねらい

中学校社会科歴史的分野で、生徒は縄文時代の人々の

暮らしについて学習している。また、歴史教科書では高

床建物は弥生時代米作りとともに伝わったとされてきた

ため、生徒のレベルで桜町遺跡の建築部材について、事

前に学習されている場合は稀であると考えられる。また、

縄文人の建築技術を扱う内容の資料は限られ、専門的で

学術的なものが多い。そこで、縄文時代の木材加工や建

築技術の概要を把握するのに適した情報をまとめ、指導

用の参考となる資料を作成した。

作成にあたっては、中学校社会科歴史的分野で学習す

る内容を確認できること、縄文時代の技術と現代の暮ら

しの中で見つけた技術と対比させることで技術教育に内

容を繋げられるようにすることなどに留意した。

(2) 作成方法

・文中に挿入する写真や図は、提示用資料として別途デ

ジタル化しておく。

• 生徒用資料へも活用できるように文章は平易な表記と

する。

・身近な例として受け止められるよう、県内の事例を取

り上げるよう努める。

・体裁 ：B5判、ワープロ横書き、 11ページ。

(3) 内容

以下に 『縄文人の建築技術』の項目を示す。

目次

I 社会科歴史で勉強した＜縄文人の暮らし〉はどん

な内容か

II 遺跡から見る縄文建築事情とは

l 建築部材が100本以上も出土一縄文人のイメー
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ジが変わったー ・富山県桜町遺跡

2 縄文時代の草壁が見つかった • 新潟県青田遺跡

3 国内最古の建築部材と判明 ・大分県横尾遺跡

III 群馬県でも見つかっている掘立柱の跡とは

1 縄文時代の直径 lmの大きな柱穴

2 長野原一本松遺跡の掘立柱建物

3 横壁中村遺跡のウッドサークル

4 月夜野町の矢瀬遺跡

IV 高床建物構造模型を組み立てよう 一桜町遺跡の復

原建物から一

l く組み手〉＝ ＜継ぎ手〉とく仕口〉

2 ＜相欠き継ぎ手〉 ・＜渡腿仕口〉 ・く通しほぞ〉

3 復原製作作業から

IV くらべてみよう縄文時代と現代の技術

1 現代の加工方法を見てみよう

2 縄文人の技術に注目

その 1 木の組み合わせのエ夫

その 2 切り倒したり仕口はどうやって加工した

のか

その 3 切り倒してからどうやって木を運んだの

か

その 4 長持ちさせる工夫

その 5 縄文人の知恵と技術から考えてみよう

VI 現代人に求められる知恵と技術とは

1 貝塚と最終処理場

2 縄文人から将来のヒン トがもらえないか

(4) 利用方法

主な利用方法を以下のように想定した。

①教師用指導資料 ア教材研究用の参考資料 イ板書提

示 ウ写真拡大提示

②生徒用配付資料としての利用

5 構造模型の製作と周辺資料

(1) 桜町遺跡の復原高床建物と組立式構造模型仕様

模型（写真 3) の製作 4)にあたっては、等角図で描か

れた桜町遺跡高床建物「建て方図」を参考に、棟木高7.

648m• 間口3.850m• 奥行6 . 300mの実寸法を、柱芯心そ
れぞれ 8m・ 4m・ 6mに置き換え基準寸法とした。基

準寸法をもとにした10分の 1の組立式構造模型の仕様と

製作手順について以下、箇条書きで、またあわせて、写

真により加工部材についての説明を記す。

・材は和タモ材t=40の板材を用いた。

・電動丸鋸等を用いて材の切り出しをおこない、板材の

表裏に墨打ちして芯出しをおこなった。

・墨線を目安にし丸棒に削りだし、小口にスコヤと指金

をあてがい交差する芯の墨打ちをして柱材の材料取り

とし、その後各組み手の部材加工をおこなった。

• 桜町遺跡高床建物「建て方図」を参考に仕口加工を選
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写真 3

.]こ
・事I•矢•” ... 置..........

•一l．て方（仕口） • 

::..":I＝デ7... ：17:19 

図2 桜町遺跡高床建物「建て方図」

図面調整／上野幸夫 作図／金岡美紗子

択した。取り入れた技法は「渡腺仕口」「通し柄」「留

め柄」「包み込み柄」「相欠き継ぎ」である。

・部材加工に使用したエ具は、主に胴付鋸と突き竪及び

電気ドリルである。

・屋根の垂木に相当する部分は市販のラミン径12mm丸棒

を使用し、木ネジで開閉できるようにした。千木につ

いては、桜町遺跡の出土例にはないが、復原高床建物

に従い採用した。



高床建物の組立式構造模型の製作と教材化

写真 4 写真 8

写真 5 写真 9

写真 6 写真10

写真 7 写真11
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写真12

・床材については、市販のt=12の桐材を用いて 4枚で

床面が組み合わせられるようにした。

・柱材を固定する柱穴の空いた台についてはt=4.5ベ

ニヤ板と板材で作製し、マットを載せる構造とした。

・持ち運びができるよう、 3つ折れの台を別途作製、収

納袋を準備した。

・組み手の接合部分互いの材すべてに、数字打刻ポンチ

で打刻した。このことで微妙な手作りの誤差からくる

組立の不具合を解消し組立がおこなえるようにした。

写真 4の「渡胞仕口」は、梁と軒桁の組み合わせの 6

カ所に用いた。写真 5は、柱と大引を組み合わせる「通

し柄」である。「包み込み柄」に加工し、 6カ所に用いた。

写真 6の束柱と大引 2カ所 ・束柱と梁 1カ所 ・棟木と束

柱 3カ所には「留め柄」を用いてある。写真 7は、棟木

と桁（ l力所）に用いた「相欠き継ぎ手」。写真 8は垂木

に対応する。特に両端の 1対は屋根の棟木よりも出っ

張っている千木である。千木は古代より大社殿など格式

の高い建築に用いられてきた様式である。桜町遺跡では

出土していないが復原高床建物に採用されており、構造

模型にも採用した。 2本のラミン棒を木ネジで留め開閉

式にした。写真 9は、上は桁で一本もの。中央が棟木、

下が桁でそれぞれ「相欠き継ぎ」を用いている。写真10

は、大引と柱を「通し柄」で組み合わせた状態。両端の

束柱を「留め柄」で組み合わせている。写真11は床材。

模型では市販の板材を用いたが、出土例では楔を用いて

加工した板状のものが見つかっている。写真12は梯子と

2本の補助材である 凡

(2) プレカット模型と動画資料

前橋市天川大島町の平方木材株式会社プレカット部の

小野京ー氏を訪ね資料収集を行った。工場では40坪の住

宅なら 3棟分を 1日で加工可能だという。一般に大工が

プレカットによる加工

ト加工図の作成及びチェック

・木材明細・木拾い表・ 提付指示図 ・自動番付）

動加工

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1 2 13 14 15 16 17 18 19 20 
日日日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
目目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

l二言及芸］オ柱）。しざみ加工 I 

ハ代回（番付図）作成 （土台 ・横架材 ・柱）

（加
工
項
目
）

計

4
日

（
所
要
日
数
）

（加
工
項
目
）

計
20
日

図3 プレカットと手作業によるエ期の比較 (40坪の住宅の例 平方木材株式会社営業資料より）

20日で仕上げる仕事が、 4日で仕上がる計算で、実に 5

倍のスピー ドである（図 3）。しかも、精度は部材を組み

合わせて誤差0.5mmという。現在、県内でも在来工法の 6

割がこのプレカットエ法により加工されている。このコ

ンピュータ管理された加工方法は、導入されて15年ほど

になる。

主に「蟻仕口」「鎌仕口」「胴差し」などの数種類が加

エされていて、数十秒単位で 1つの仕口加工が完成する。

プレカット部材の構造模型を準備し、本教材化の中で生

徒提示用として活用を図る。

また、提示資料としての活用を図るために、工場での

加工風景を撮影した動画資料（写真13は同風景）を作成
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した。デジタル 8mmカメラで撮影したものを46秒の動画

ファイルにパソコン編集 6) （容量1.6MB) した。教材用

に入手したプレカット部材は、写真14が〈鎌継ぎ〉、写真

15は く蟻仕口〉である（金谷紀行1995)。

(3) 教材スライド

今回収集した写真 ・スライド等を一括してデジタル化

し提示用資料とした。以下に、その撮影主題を掲載する。

桜町遺跡調査風景／桜町遺跡土層／出土部材／復原高床

建物／復原建物 CG組図／桜町遺跡出土磨製石斧と柄複

製品／同柱根／同出土組み手模式図／矢瀬遺跡柱根／同

親水公園／クリ灰汁／チカモリ遺跡復元図／小矢部市復
(*•I) 

原実験打ち割り製材／同建て方／同柄穴／青田遺跡草



写真13

写真14

写真15

壁／長野原一本松遺跡掘立柱跡／横壁中村遺跡ウッド

サークル／プレカット仕口／同継ぎ手／新潟県立歴史博

物館模型／穴掘り建柱車／鉄錆の橋／最終処理場／10分

の1構造模型／同各部位／太田市立東中学校授業風景／

他

6 教材の活用

(1) 指導計画の作成

筆者のうち関は、かつて中学校技術・家庭科の授業実

高床建物の組立式構造模型の製作と教材化

践において「設計要素」を取り上げ「木製品の設計と製

作」を通して構想力の育成を目指す授業実践に取り組ん

だ（関1994）。これは、生徒各自が作品の構想を行う時に、

設計要素として自分の作品に対する自分なりのデイテー

ルを考慮しながら構想をまとめるための構想力育成を目

指す授業実践の取り組みであった。新指導要領の中でも、

この方向性は強調されていることであり、指導計画とし

ては今回もこれを流用することとする。本稿の教材化へ

の取り組みの中では、製作品をまとめ上げる際に、仕組

みや原理を考えるものづくりの原点を知る教材の一つと

して、縄文人の技術を取り上げるものでもある。

(2) 指導計画（総授業時数35時間予定）

項目（単元名） 授業時数 検討利用例

l木材と技術 3 〇怠麟

2導入題材の製作 7 

3主題材の製作 24 闘

4 まとめ 1 麟

(3) 資料読本の利用

検討例を利用項目に関連させ、指導用資料『縄文人の

建築技術』の利用ページとその活用例を思案し、指導計

画表に記した。

ア 教材研究用の参考資料

•利用例①

地域教材として月夜野矢瀬親水公園 (0278-20-2123)

や群馬県埋蔵文化財調査センターの発掘情報館

(0279-52-2513) などを知り、見学利用するヒントとし

ての資料とする。

• ・い● ● 

4月竃欝町の矢遍還•

月夜野町の矢薫遣筐では

高床菫物や竪穴住居をはじ

めとする蝿文人の暮らしぶ

りを物l!fる集落繭が見つか

っています．水場や祭祀場

などが見つかり、 1”7年度

国指定史躊となり、保存菫

傭が 2001年6月に完成しま

した． 高床建物や竪穴住居 矢●遍●0＊租重と餐●●＊公■ の■鸞•れた●●
なども復元されて、「矢凛蜆

水公11」として公開されて
（『鷺鯵は今99号、冨OU3付上そ麟璽より）

います．今からおよそ 3000年前の蝿文時代の優絹から晩闊にかけての集落鯨です．遣跡

は利根Jl1の河岸段丘百に沿った約 sooo平方｛；；の広さで、人工の水場をはじめ、石敷きの

祭這や巨木柱群の祭祀場などが見つかっています．ここでは、水漬けになって残ってい

た（木柱根）が見つかっています．露らずに残っていた根元部分には写真のような濃が

彫られていて．日本寓側の遣筐でもf1J!じ探なものが何例か見つかっています．これは、

材木を引つ彊ってくるときに蝿をかけた濃だと考えられています．

rv冨窯●犠鵬遭•l11甍11み立てよう ー騒町遣●の●●●鞠からー

桜町遣筐で出土した建纂1111材をもとに小矢1111市

に1i1文高床崖物が貨原されました．その 10分の 1 クロス9ンド富やぺ0置●冨慮●●

図4 指導用資料p.4~5抜粋
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• 利用例②

科学技術の発展に対して今日生じている生活環境の破

壊等の問題（生活と技術との関わり）を縄文人の技術力

に注目することで考える題材とする。
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その3 切り●してからどうやって＊を遍んだのか

今日送電鎌の電柱の場合は、運んだり・地面に穴を蜀るのに穴掘建柱車という特別な
車岡があります．荷台に大きなドリルとアームの戴ったトラックです．蠅文時代は？と

いうと、 遣躊から柱の一方には運ぶときに縄をかける潰が彫られているものが見つかっ

ています．月夜野町の矢讀遣筐で見つかった柱根の他にも新潟県の巻町襴井戸遣踏や加

治川村の青田遣贄などでも、しっかりと濃が掘られたものが見つかっています．この讚

に綱をしばりつけて、 1せーのJhんてみんなでかけ声をかけながら運んだと考えられ
ています．また．冒のあるときに を使って運んだなどとも考えられています．また、

青姦県の小牧野遣筐では蝿文人が木材を引つ彊つてきた跡なのではないかと考えられる

道の鯵も見つかっているといいます．いずれにしても、伐り債すだけでも大変なのに運

ぶことも、そして、

澤聟瓢謳i.・:

"●9J●桟事 ●力•,, ii●量冗■

,,重鯵は今' '号より）

その4 量持ちさせる工夫は

蝿文人は建物の柱材にクリの木を選んで使っていることが分かっています．クリは

如hが檜＜ 奮りにくい性費を持っています．遣筐から見つかっている柱材は、桜町遣鯵

の湯合や三内丸山遣跡でも、そのほか多く 遺跡で見つかっているものがクリです．現在

も民家建簗の土台には腐りにくいクリを使うのが上等とされてきました．練降の枕木も
クリが伎われていますね． 腐りにくい材を使って長持ちさせる知恵は縄文時代から伝え

られているんですね．また、綱文人は表面を集がすなんてこともやっていたようです．

-・-

木材の表面を集がして腐りにくくしたものも見つかっていま

す．

写真は、最近蘭還した県道にかかる橋です． 塾装に注目し

てください．工事中に聞いた11iですが、塾装はしないでわざ

と傭の層を表薗につくって空気を董噺させるのだそうです．

こうすると何年かごとにベンキを塾り讐える必夏がいらない

んだそうです．鉄は錆びないように ・．．．と、一般的には考

えがちですが、なかなか面白い売想ですね．材斜と、空気や

水とを峯誓させるようにと、塗料の代わりに傭の層を伎うと

いう知恵を振り絞ったのですね． 蠅文人はどうやって奮 りに ＇a
くいのはクリの木だということを知ったのでしょうか．また．

蝿文人の亮明品として知られる弓には、イヌガヤなどという

木が量ばれて使われています．柱に伎う木・弓に伎う木・暴 ク’Jo贋汁

に伎う木など、蝿文人は費の属りにある木々の特徽を良く知り

それぞれの伎い道を決め、どの郭分を伎ってモノを作るかも工夫していました．また、

illJじ大きさや同じ太さの木材が111J時

にたくさん伎われていることから考

えると、当時から木を檀えて育てて

いたこともいわれるようになってき

ています．

●鬱に●〇●が●●れた●

（害宣畢東"'

その5 縄文人の鰭重と銭衛から彎えてみよう

縄文人の知恵と技術の一部を見てきましたがどう鵬じるでしょうか． rその日暮 らし

をしていた111文人」なんてイメージをもっていた人もいたのではないですか．亮掘調査
や研究が進めば、新しい亮見やもっと詳しいことが分かってくるでしょう．Ill!史の時間

に勉種したこと以外にも、ずいぶんと予想を鯰えた111文人の生活が在ったことがわかっ

てきたと息います．Ill文人の生み出した知恵は、どれも生活をよりよく豊かにしていこ
うと工夫した結果生まれたものです．その取り組み方や方法が、 111文人の〈技11f)です．
さて、fへぇー、 111文人はすごい技11fをもっていたね．Jと闘心するだけではなく、こ

れからの私たちの将来を考えるヒントとして、Ill!史の時間の勉喰と技11fの時間で学んだ

こと を役立てていってもらいたいと息います．〈知識〉としていろんなことを学んで（知

恵）に変えていくこと、先人の過去の暮らしを見て、これからのよりよい将来の暮らし

を纂くヒントにして欲しいのです．

• 9 • 

図5 指導用資料p.8~9抜粋

イ 板書提示

• 利用例③

用語を中心に教師が板書提示し説明する。生徒がプレ

カット模型を扱うときや動画を見るときには有効に解説

を行うと同時に、生徒の興味を喚起させるのに活用する。

IVくらぺてみよう縄文騎代1::11代の撞書

111代の篇エ方法書見てみよう

住宅の骨組みの檎造的な憧度を考えた場

合に、邸材自賣が憧度的に優れていること

はもちろんですが、継ぎ手や仕口の性託が

重賽であることはいうまでもありません．

檜愴用の釘や金物をあまり用いることなく

つくられている神社仏閣や城郭建纂などの

古い建物が地震や台風で晨壌することなく

今日残されているのは、よい材料が手に入

りやすかったばかりではなく、当時の大エ フレカッ＂●績

さんたちが醜を鰊い．色々な糧夏の複縫で

精巧な継ぎ手や仕口の加工が施されてきたからに停なりません．

今までは熱練した大工さんたちが冶i~iiで、（dみ）と秤ばれる継ぎ手や仕口の部材
加工作業を行ってきました．最近のメカトロニクスやエ レクトロニクスの進晨により、

住宅部材の縫ぎ手や仕口の加工用の機械が1111売されました．こうした機械により加工さ
れた部材11)ことをプレカット部材と序んでいます．

前橋市にある在来工法の部材加工工場のコンピュータ綱榔による加工風景を撮影させ
てもらいました．図罰をコンピュータに入力し加エラインにのせ、 機械化された設11rの

• 6 • 

中で部材の加工が進められていきます． 1カ所の部

材加工を11c十秒で完了させます．この工場では一般

の住宅だったら 1日に 3軒分の部材加工をおこなう

ことができるそうです．加工の誤差も 0ふnm以下の

糟度だといいます．こんな風に、時代は変わってこ9

ンビュータで闇f11されるようになってきても部材問

士をよりうまく接合して丈夫な骨組みを組み合わせ

ていこうとする縄文人の知恵や加工技術は、現代ま

で受け艦がれている訳です． ブレカ’"’"°"ェ..,●■)
（零，，木It綸式＊社／●力）

図6 指導用資料p.6~7抜粋

ウ 写真拡大提示

• 利用例④

建築あるいは接合に関する専門的用語に関して、説明

用資料として写真を拡大提示する。紛らわしく普段使わ

ない用語が多いので、プロジェクター等で短時間の提示

ではなく、拡大提示が効果的であると考える。

じ組み手の技法が伎われていたというのですからこれは驚きです．

1（纏み亭〉ー（纏曹手〉と（仕口〉

木材Ill!士を組み合わせること接合といいます．そのうち、木同士を削って組み合わせ
る組み手の技法が用いられ、人々は部材を檎造物を纂き上げてきたのです．部材を組み

合わせる方法を〈組み手）といい、材の表g方向に攘合する方法の（編ぎ手）と、直角
とかある負度をもって接合する方法の（仕口）に区分されます． r図鱗木工の継手と仕

口』（鳥冑羹之助著 理工学社 1992) には、 S43糧蒙の縫ぎ手と仕口の図が集成されて
います．

2（糟欠〇●曹手）・ ( •Illttロ 〉・（ 奮め11ぞ）・（遍l, IIぞ）
桜町遣鯵で見つかった邸材から、 高床崖物の復厭図と軸組図がつくられました．これ

をもとに小矢部市では（クロスランドおやぺ）という公11内に縄文高床鷺物が復順され

たのです．このことをもとに、組立式の檎造撲型の製作をおこないました．こ れに用い

たのは桜町遣筐で見つかっている（相欠き織ぎ手） ・（董塵仕口）・（留めほぞ）・（還しほ
ぞ）などの艦み手の技法です．

上欝●費氏●●● 9クロスランド小矢饂の量示から） ●＊學〇■鵞■9小矢纏＊ふ●さと●吏●の巖示から）

図7 指導用資料p.5抜粋



工 生徒用配付資料としての利用

• 利用例⑤

図 2の桜町遺跡高床建物「建て方図」と合わせて、社

会科歴史分野の学習で学んだ内容をふりかえれるような

プリントを準備する際に活用するために、歴史教科書や

参考書籍を参考に作成した。

1社会料11史で輩直した＜縄文人の●らし）はどんな内●か

杜●調■史●囀●拿ら

0日迅森ぉよそ 1万年前から 2400年前頃まで餓いた時代

1生活・・符りや採集を中心とした時代で、むらをつくり、たて穴住居に住んだ．

貧富の差はなかったと考えられている．自然巣拝．

2道具・・ ・縄文土霧・弓・磨製石斧・骨負羅などを使っていた．

3遣蓄・遣物・・・貝塚・土偶などがみつかっている．

図8 指導用資料p.2抜粋

7 授業実践

(1) 指導計画 (1木材と技術：総授業時数 3時間予定）

指導計画

縄文時代の暮らしと高床建物

設計 ・製作と設計要素の分析

時間

1 （本時）

2 

③展開

学習段階（分） 学習活動

・社会科歴史学習で学んだ縄文 ・プリントをまとめ、歴史の時間に学ん

時代の暮らしを振り返る (5) だ縄文時代の人々の暮らしを思い返す。

・桜町遺跡について知る (10) • 土砂崩れに埋まりその後も水漬けに

なっていたことから今まで不明だった

縄文人の技術が解明されたことを知る。

・模型の組立に取り組む(15) ・番号を確認しながら模型を組み立て

る。

高床建物の組立式構造模型の製作と教材化

(2) 指導方針

・社会科歴史的分野で学習した内容を確認させ、その中

から縄文人の技術を抽出させる。

・復原高床建物の模型を組み立てさせ、その構造と組み

手の技法を知らせる。

・縄文人の現代社会に通じる技術を理解させ、歴史学習

の枠を越えて、我々の暮らしの中で生きている知恵や

技術に気づかせる。

・構想力や「設計要素」の中の、木材の接合を考える際

の導入学習の一部とする。

・縄文人の技術から資源の有効利用や環境の問題につい

て今後の技術の役割についても気づかせる。

(3) 指導案（本時）

① ねらい

・縄文高床建物の復原模型の組み立てを通して、構造や

木材の接合について考える契機とし、主な継ぎ手や仕

口を知らせる。

・縄文人の木材加工技術が今日まで受け継がれてきたこ

とを知り、それらはかつて伝統技術として伝えられ、

今日工場でのスピードと精密さを備えた加工技術につ

ながっていることを知らせる。

• 生徒が取り組む、木製品の構想学習の一部導入となる

よう構造や接合についての関連づけを行う。

② 事前の準備

・組立式構造模型 ・プレカット部材模型 ・プリント

教師の支援 準 備

・歴史の教科書で扱った内容を取り上げ、 ・プリント

プリントの穴埋め形式問題を準備する。

・写真を提示し、遺跡の紹介を簡単に行い、 ・プロジェクター

高床建物の復原について紹介する。

・適宜アドバイスを行うが、プリントの図 ・プリント

をもとに生徒間で完成させる。 ・模型

・部材の解説を聞く (13) ・縄文人が使っていた建築部材の組み ・模型を分解しながら部材の組み手「渡脚 ・プリント

手についての名称や形状を知る。

・現代技術「プレカット」を知 • 加工風景の動画と仕口部材の実物を

る(7) 見て、現代住宅建築の在来工法の部材加

工方法について知り、縄文人の技術が受

け継がれていることを知る。

④ 授業を終えて

1年生の木材加工学習の導入として、本授業を行った。

導入であるので、生徒には木材加工に関する基礎知識は

仕ロ ・相欠き継ぎ手 ・通し柄」について触

れ、模型の建築部位については参考にプリ

ントに付記する程度とし深入りしないよう

にする。

・磨製石斧を使った部材加工→大工が刻ん ・動画

できた組み手→ FAによる「プレカット」 ・部材模型

の加工と、時代が変わっても、接合技術を

生みだし、木材を使いこなし工夫してきた

技術は、縄文時代から受け継がれているこ

とに気づかせる。

あまりない。そのため、木材の接合技術を紹介してみて

も、使われる言葉が身近でないため、生徒は理解に苦し

んでいたようである。
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最初に、縄文時代の基礎知識を社会科で勉強した内容

の復習として、生徒に問うてみた。これは、本授業で行

う縄文人の建築技術の学習への導入となった。その後、

桜町遺跡の話をおおまかに説明した後、生徒たちに高床

式建物の復原模型の部材を 1人 1部材ずつ渡し組み立て

図にそって自由に組立てさせてみた。生徒は、最初は半

信半疑な状態であったが、だんだん建物としての形が見

えてくるにしたがって興味を示し始めた。その後何人か

が中心になって組立の指示をしながら、あっという間に

模型は組み立てられた。（写真15、16は授業風景）

組み立てられた復原模型に使用されている木材の接合

方法が、今の建築技術に近いものであることを示すため

に、一般家屋を建てる際に使われているプレカット部材

模型を生徒に提示した。やはり、実物を通して学習する

時の生徒の目の輝きはちがっていた。機械のない縄文時

代に今の建築技術に近いものがすでに存在していたとい

うことに、生徒は改めて驚いていたようである。

新指導要領では「木材加工」の領域はなくなってしまっ

たが「ものづくり」というかたちで木材加工を授業で扱

うことができる。生徒が加工に取り組む際の動機付けや

加工が終了した後のまとめ学習にも適していると考えら

れる。歴史学習と結びつくこの教材を用いることでこれ

までにない中学校技術科の授業が展開できると考えられ

る。
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＊材の利屠
9隼 ．う 纏 ＿ 量名饒

A 社会科で習った縄文人のくらし

縄文時代 およそ（ 9乃 l年饒から．およそ2<0 0隼饒噴●で績いた＂代．

1 生括 狩りや様•を中心とした生粕． U ら を つ くり 、 （＇： 1(", l住島に住んだ．
貧●の艶はなかったと囀えられている ． •然鑽＂・

9 遍具 （積士 l 式土• ・弓・ •瓢石”. 1t負●など●便っていた．
3 遭鵬．ii綸 (R  l 慮• 土鋼などが見つか っ ている ．

B木工技術の勉強
1 木材の接合方法

學ぎ子→がバが士合わでる．． ぷ9

仕口 →ワ 0丸 l,j>-,<0”"せ
“ら

2 縄文時代 の高床式鴫鞠の復元槙型を絨み立ててみよう！

3 現代の加工方法を見てみよう ！

9• 耀
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〇復元槙型 ー織ぎ手と仕ロー

・縄文人のものづくりの技翫と知恵
道具…縄文峙代と間じ塵製石斧は金属の切れ味
クリ材・・・土台．枕木・すでに縄文人は灰汁の豫さを知っていた

図9 授業に用いたプリント抜粋

．欠●鳳•

●罠仕口

遍し納

1千＊1

糟＊

輯＂

鵞

糠東

大91

写真15

写真16

8 まとめと今後の課題

(1) 製作模型の有効性と検証

今後の検証分析の資料として、主な授業後の生徒の感

想を掲載した”。その中から、生徒たちの取り組みと体験

の反応として次の項目を集約した。

・授業では組立図の準備があったことでスムーズに組み

立てられた。

・模型の縮尺からすると実物の大きさはかなりなもの

で、縄文人の技術力に圧倒された生徒が多かった。

．棒材の組み合わせから、生徒たちには模型が組み上が

る感動があった。

• 4000年前にこの接合技術が存在していたことが体験を

通して学べた。

・模型に触れたことで、考古学的にさらに新しい発見を

期待したいという意見がみられた。

・実体験を通すことで、組み手の仕組みがわかりやすく

学べた。

・歴史の時間に学習した内容を越え、生徒は縄文時代の

人々の暮らしを改めてうかがい知ることができた。

これらは、生徒がこの学習を通して体験した内容で技

術史、歴史学習、接合技法の知識などに関して教科を越

え喚起された内容と判断できる。「木材と技術」の導入学



習に位置づけた本授業に対し、模型の活用はより高いレ

ベルで生徒の学習への興味づけに効果を発揮したと判断

されよう。

いわゆる「本物」の実体験を教育の出発点とすること

が大切であり、このことにより問題の本質や課題を深く

理解することができると同時に、知識や技能、思考力な

どを真に身に付いたものとして習得させることが可能に

なるといわれる（群馬県教育研究所連盟1993）。この観点

から、先人の残していった埋蔵文化財が学習題材や教材

として活用されることは、考古学がモノを扱う学問であ

るのと同様に学校教育でもモノを用いた普及 ・活用の方

向性として視点をそそぐべきであると考えられる。

技術史を授業に取り入れる目標としては、「技術史を取

り入れることにより、子どもたちが原理 ・原則的な面を

発見しやすく、かつ、授業展開が容易になる。（足立1979)」

ことが挙げられており、「①導入として、子どもの中にあ

る知識を引き出す場合、②まとめとして、子どもたちの

知識を豊かにする、③常に取り入れながら、子どもの興

味を持続させるため、④別に技術史の枠を設けて、近代

科学技術との空間をうめより発展的に取り組めるように

するため（足立1979）」などが授業展開の方法として提唱

されている。高床建物の構造模型は、実践授業の結果、

教材として取り上げ方によってこれらの中の多くの要素

を満たす可能性をもっていると考えられる。

(2) 今後の課題

新学習指導要領によれば、中学校技術 ・家庭科の技術

分野における内容の取り扱いには、「技術の発達が、生活

を充実 • 発展させてきた過程」を取り上げ、技術の役割

を考えさせることが述べられている。材同士を継ぎ手と

仕口により固定し構造物を築いてきた縄文人の技術は、

今日まで受け継がれてきた技術を題材とするのにふさわ

しい内容だということが確認された。教科内での他の項

目での活用も模索したい。

他に教科の枠を越え「最新の縄文観」として歴史教育

で扱う考古学の教材とすることもできると考えられる。

模型の製作を振り出しにおこなった本研究では、歴史学

習でも縄文時代を伝える興味を集める教材として有効で

あろうし、技術・家庭科の教科に限らず、多くの教科で

活用をはかり、教科の枠を越えた活用方法を模索してい

くことが本研究の課題となろう。

9 おわりに

小矢部市に復原された高床建物を実見し得られた感動

を機に模型の製作を思い立った。考古資料をもとに、現

代の技術との対比に立ち現代の技術を見つめ直すヒント

として、①複雑で難解な「木材の接合技術そのもの」を

扱う、②歴史学習の中で縄文観を伸張させる、③群馬県

内での類例遺跡資料を調べるなどを主眼として取り組ん

高床建物の組立式構造模型の製作と教材化

だつもりである。しかしながら、その意図を十分に達し

得たとは考えられないものの、本取り組みが埋蔵文化財

の学校教育における活用の一端になれば幸甚である。

本稿をまとめるにあたり、小矢部市教育委員会の伊藤

隆三氏と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の能登健

氏には桜町遺跡に関する情報と教材開発のヒントをいた

だいた。また、上野幸夫（富山国際職藝学院）、小野京一

（平方木材株式会社）、加藤幸一（群馬大学）、篠原智彦

（吾妻教育事務所）、平方富士男（株式会社平方木材販

売）、三浦基弘（産業教育連盟）、宮本長二郎（東北芸術

工科大学）、村田敬一（前橋工業高校）、渡邊晶（財団法

人竹中大工道具館）、藤巻幸男 ・石守晃 ・桜岡正信 ・石田

真（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）の各氏をは

じめ多くの方々のご協力とご教示をいただいた。末筆な

がら感謝申し上げる次第である。

本研究は、平成12年度財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団職員自主研究活動指定研究の成果の一部である。

註

1)出土部材など裏付けのあるものを「復原」、発掘やものがない場合は

「復元」を使う（上野2000)。

2) 1988年にわが国で初めて縄文時代の建築部材が出土した桜町遺跡

は、富山県の最西部に位置する。遺跡では地下水位が高く、土砂崩れ

に埋まりその後も水浸けになっていたことが多くの建築部材の発見に

つながった。 4000年前の縄文時代の遺跡で組み手の施された建築部材

が出土したことは、これまで鉄器が出現する弥生時代までと考えられ

ていた高床建物が縄文時代に存在したことを裏付けることになった。

その後、 1999年 7月に舟岡地区第 2調査区から出土した縄文時代晩期

と考えられていたの屋根材について、新聞報道・桜町遺跡発掘調査情

報第97報他によれば「出土した屋根材は古墳時代前期のものである」

と訂正された。 24種類の木材が使用されオニグルミの樹皮が用いられ

ていたもので、共伴する縄文晩期の土器をもってその年代が推定され

ていたが、年代測定により 1700年前という年代が出された。以前に他

地点で見つかっている構造部材等については、 一緒に出土したクリの

実の年代測定から縄文時代中期の年代が示されており、この点につい

ては変わりない。

3)平成13年10月21日テレビ放映、 NHKスペシャル「日本人はるかな旅

③」の東京都立大 ・山田教授の例では、横斧の柄にはユズリハを使用

し、広葉樹の材直径10cmで切り倒すのに 5分、 30cmで30~40分であっ

たという。

4)当初、別途に柱材にクリを用いて 8分の 1縮尺で片面茅茸きの模型

を製作した。本稿ではその製作過程については略す。入手した材を水

漬けにした灰汁抜きの作業では数日で水が茶褐色に変化した。「クリの

灰汁」については、指導用資料の中で取り上げた。

5)他に 6本の掘立柱の構造補強用として 3本の柱を緊結する補助材も

作製した。補助材は、桜町遺跡高床建物「建て方図」には盛り込まれ

ていないが、施工にあたった工務店の勧めで復原建物に採用されてい

るものである。

6)市販ソフト UleadVideo Studio 4. 0 SE Basicを用いた。

7)・自分達で組み立ててみてけっこう難しかった。今のは（模型は）設

計図や番号がついているけど、昔はなかったのですごくむずかしかっ

たんだろうなと思いました。みんなと協力して楽しくできたのでよ

かったです。また、こういうのをやりたいと思いました。 (m)

・縄文時代の人たちは（つくるのに）どのくらい苦労したのかと思うと

すごいと思った。縄文人はたいした技術力をもっていたとは思ってい

なかったが、考えが変わった。 (0)

・縄文時代にこんな高床建物があるなんてすごいと思った。組立は楽し
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かった。(i)

・縄文時代にあったとは思えないほどの精密な木の組み合わせにビック

リした。小さい模型だから数人で組み立てられるけれど、この模型の

10倍の大きさとなると、すごく建てるのも大変だと思った。機械のな

い時代なのにいまの技術に近いことをやっているのにはおどろきまし

た。(f)

・わたしのもったのは、いちばん上の部品でけっこう大事そうなかんじ

で目立ちました。すごくおもしろく、たててみるとけっこう大きくて

やりがいがあった。でも、すぐこわれちゃいそう……。(h)

・組み立てる前は、そんなにすごくはないと思ったけれど、組み立てて

いくうちにおもしろくなってきて、完成したときにはすごいと思いま

した。ちゃんと床や屋根の部分もあって感動しました。(t)

• いろいろ組み合わせておもしろかったです。できあがり、本当にあの

棒からできたとは思えないなあと思いました。みんな楽しく組み立て

ていました。(i)

・昔にも継ぎ手や接合方法などの技術があったというのはおどろきまし

た。現在の家も縄文時代の人たちから伝わってきたとしたらとてもす

ごいとおもいます。それに昔は、今のようにあまり材料などがととのつ

ていないのにそんなことをかんがえついていてかんしんします。 (Y)

・思ったより早くできた。こんな複雑な物を考え、作り出したなんて（縄

文人は）すごい。組立の時は、ある程度決まった人たちがやっていた

から、周りで見ていただけの人はちょっとつまらなかった。完成した

ときには、すごく感心した。 10分の 1の大きさだから本当はもっと大

きくて、もっと広いんだろうな。(t)

・組み立てて楽しかった。縄文時代に高床建物を建てるほどの技術がよ

くあったと改めて感心しました。縄文時代の人たちはどこでこのよう

な材料をあつめてつくったのかと思いました。縄文時代のころからの

技術が今の建築まで役に立っているのだと思いました。(t)

• こんないい家があったなんて、縄文時代の人たちはこんなに頭脳が発

達していたのかと、ビックリした。 10分の 1だけどこんなにすごいも

のがみれてよかった。作るのにはてまひまがかかってたいへんだった

でしょうがおもしろかったです。 (Y)

・高床建物を作れる技術があったのがおどろきだった。学校で勉強して

いる私たちよりも頭がいいのかも……。一つの部材加工するのにもす

ごく時間がかかると思うのに、たくさんの加工をしなくてはならない

ので大変だろうし絶対むずかしいと思う。おもしろかった。 (k)

• 実際組み立てるとたいへんだった。今から4000年も前にこんな技術力

があって、よくこんなものを作れたなとおもった。これはすごい発見

だと思いました。これからもこんな発見がいっぱいあって昔のことが

細かいところまで知ることができるといいなと思いました。 (w)

・縄文時代の人おそるべし。今の人と同じような技術を縄文人はもって

いたなんて。 (s)

・縄文時代にこんなすごい技術があったなんてすごくおどろいた。それ

とこれは10分の 1の模型だから本物はすごく大きく感じるんだろうと

思った。 (u)

• はじめてもけいを組み立てた。まだ縄文時代なのにこんなすごいもの

をつくっていたなんてすごいと思いました。組み手でもけいが組み立

てられておもしろかったです。縄文時代の建築と今の建築がにている

ので、（技術は）すごくすすんでいたんだと思いました。 (Y)

•こんなに小さいのに組み立てるのは大変だった。この10倍の大きさの

ものを（機械を使わずに）手作りでつくるなんて縄文時代の人たちは

大変だったと思った。僕も後で小さいのをわりばしでつくつてみたい。

(n) 

・縄文時代に仕口や継ぎ手があったなんてすごいと思う。考えた人はす

ごいと思った。 (s)

・仕組みがすごく分かりやすくて、しっかりしていた。この技術が今で

も使われているから今の家があるのだと思った。縄文時代の人はすご

く頭がいいのだと思った。 (k)

• はじめは、どんなのができるのかなと思ったけれど、組み立てていく

うちにこんなのができるなんてすごいと思った。いせきだけで、こん

なに細かく分かってくるなんてすごい！ （Y) 

・すごいとおもった。だって、せっ着ざいも使わないで、家をつくるな

んて、頭がいいと思った。もけいの材料をつくるのもすごいと思いま
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した。 (u)

• 4000年も前にこんなにも高度な建築技術があったなんておどろいた。

それに縄文時代の人が今と同じような方法で家をつくれたなんてすご

いとおもった。 (Y)
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ノースウェスタン大学人類学部の考古学野外実習

楢崎修一郎
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要 皆

口

アメリカの人類学は、考古学 ・自然人類学 ・文化人類学 ・言語人類学の 4つの分野を含む。アメリカの大学には、 369

の人類学部があるが、夏期には、夏期考古学野外実習を開講している。ここでは、筆者が1985年に受講した、第18回ノー

スウェスタン大学考古学野外実習の様子を紹介する。ノースウェスタン大学は、イリノイ）小Iシカゴ郊外のエヴァンスト

ンに位置するが、野外実習はイリノイ州の南にあるキャンプスヴィルにあるアメリカ考古学センターで実施された。セ

ンターは、人口400人の村の39の建物を買い取り、様々な分野の研究室に変貌させた。コースは、大学生のみならず小中

高生や成人用にもプログラムが組まれており、 1985年時点ですでに約15,000人以上が参加している。このプログラムは、

1960年代にアメリカで有名になったコスター遺跡と共に拡張されており、その中心的人物は、ニュー ・アーケオロジ一

の先駆者であるステュアート ・ストリューヴァー博士である。その後、このコースは生物考古学を専攻するジェーン ・

バイクストラ博士が中心となって開催されている。 1985年のコースでは、中期ウッドランド期のエリザベス ・マウンド

の発掘調査を通して実習が行われた。この調査では、人骨 9体 ・土器 5個 ・イヌの骨等が発見された。また、夜には、

バイクストラ博士による優れた骨学実習も開講され、それまで人骨を見たことも触ったことも無かった学生が、数週間

後には人骨の同定ができるようになる様子も紹介する。合わせて、現地見学が行われた中でも、イリノイ州を代表する

イリノイ州立博物館 ・ディクソンマウンド博物館 ・カホキアマウンドを紹介する。その後のフィールド ・スクールは、

バイクストラ教授の移籍に伴い、ノースウェスタン大学からシカゴ大学へ、そして現在はニュー ・メキシコ大学へと変

更されている。但し、フィールド・スクールは一貫してアメリカ考古学センターで行われており、2002年には第35回フィー

ルド・スクールが開催される予定である。

キーワード

対象時代 アーケイック期～ミシシッピ期

対象地域 北米（中西部：イリノイ州）

研究対象考古学野外実習
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1.はじめに

古い話で恐縮だが、 1984年からアメリカのオレゴン大

学 [Universityof Oregon]人類学部に留学していた筆

者は、 1985年の夏にイリノイナト1のキャンプスヴィルで

ノースウェスタン大学人類学部主催のサマー・フィール

ド・スクール（夏期考古学野外実習）に参加する機会を

得た。このフィールド・スクールとは、人類学の場合、

主に発掘を教える実習であり、これが異なる学部の場合

は、海洋生物学 ・地質学 ・古生物学 ・植物学等、フィー

ルドで実地を教える実習の意味である。フィールド・ス

クールでは無いが、筆者は同様な夏期実習を、 1986年の

夏にアメリカの首都ワシントンにあるジョージタウン大

学医歯学部にて人体解剖学実習を受講したことがある

（楢崎、 1988)。

アメリカの大学では、セメスター(2学期制） ［Semes-

ter]・トリメスター (3学期制） ［Trimester]・クォー

ター (4学期制） ［Quarter] という 3つの制度に学期が

別れている（楢崎、 1993)。通常、 6月から 8月の夏学期

は日本の夏休みにあたる期間だが、多くの大学では夏期

も開講している。アメリカの大学は、単位制度が整備さ

れており、他大学に籍を置いていても大学間で単位の互

換がきくため、他流試合ができるというメリットがある。

アメリカにおける人類学は、日本とは異なり、考古学・

自然人類学・文化人類学 ・言語人類学の 4つの分野を含

めた総称である。従って、人類学部にはこの 4つの分野

の専門家が一緒に同居しているし、学生も同様にこれら

を学ぶシステムになっている。一方、日本で人類学と言

うと、一般的には自然人類学のみを表す。なお、アメリ

カの大学の人類学部が主催する発掘調査に学生が参加す

るためには、このフィールド・スクールの単位を取得し

ていることが必須条件となっている。つまり、将来、人

類学者や考古学者を目指す学生は必ず通過しなければな

らない関門ということになる。

ちなみに、アメリカには全体で470の人類研究部があ

り、そのうち369が大学に、 66が博物館に、 26が研究所に、

そして 9が政府に属しているというように、我が国とは

比べようがないほど数多く存在している（楢崎、 1987)。

その369の大学の人類学部のほとんどが、夏期考古学野外

実習のコースを開講している。その中でも、当時、全米

ーという評判であったのが、ノースウェスタン大学の夏

期考古学野外実習であった。

ノースウェスタン大学 [NorthwesternUniversity] 

は、イリノイ州シカゴ郊外の北部にあるエヴァンストン

に1851年に創立されている私立の名門校で、日本でも有

名なシカゴ大学よりも創立が古く、学生達はアメリカ中

西部のハーヴァード大学と呼んでいる。フィールド・ス

クールは、イリノイ州の南にあり、イリノイ州のシカゴ

から車で約 6時間、ミズーリ州のセント・ルイスの北約
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100kmの位置にあるキャンプスヴィルという人口400人と

いう小さな村にあるアメリカ考古学センターで行われ

た。ちなみに、筆者は、西海岸のオレゴン州ユージーン

より自分の車でここまで移動した。
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図 1．イリノイ州の位置
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図2.イリノイ州の主な遺跡と博物館

2. アメリカ考古学センター

[Center for American Archeology] 

アメリカ考古学センターは、イリノイ川に面したイリ

ノイ渓谷にあり、 1968年に発見され1970年代に全米の注

目を集めたコスター遺跡と共に拡張されてきた。このコ

スター遺跡は、ノースウェスタン大学教授のステュアー

ト・ストリューヴァー博士 [StuartSTRUEVER]の指

導の元に発掘され、 1980年の調査終了までに約 1万年前

のアーケイック初期から紀元前1000年前まで26の文化層

が発見され、遺跡は 7m以上掘り下げられた（Struever

& Holton、1979)。ストリューヴァー博士は、フローテー

ションと呼ばれる、遺跡からの植物遺体を水洗により集

める方法を導入した考古学者で、 1960年代、民族考古学

の提唱者のルイス ・ビンフォード博士や現オレゴン大学

人類学部名誉教授のメルヴィン・エイキンズ博士達と共

に、ニュー・アーケオロジー (NewArcheology)［新し

い考古学］の先駆者として有名になった。ちなみに、こ



写真1.学生が川でフローテーションを行っているところ

のニュー ・アーケオロジーの先駆者達は、主に、シカゴ

大学人類学部の教員や卒業生達であった。この、ニュー・

アーケオロジーは、 1950年代のアメリカが当時の旧ロシ

アから受けたスプートニク ・ショックに伴い、科学を国

策として奨励したことに端を発する。そして、その科学

を1960年代に考古学に積極的に応用したことでアメリカ

の考古学は大きな変革を遂げたと言われる。センターは、

村の39の建物を買い取り、石器 ・土器 ・植物 ・地質 ・自

然人類学・コンピューター研究室等を設置した。例えば、

旧肉屋の建物は売店と博物館、旧銀行は自然人類学研究

室というようになっている。このキャンプスビルから車

で 1時間以内の同心円部には約2,500の遺跡が存在する

ので、当分の間、発掘を続けることができるそうである。

センターでは、毎年夏、大学生のみならず小中高生や成

人用にプログラムを組んでいて、 1985年時点で15,000人

以上もの人々が参加している。現在、活躍している考古

学者や人類学者の中には、学生時代にこのプログラムに

参加して以来、人類学者を目指した人も少なくないと聞

いているし、実際に、このプログラムを修了した後、現

在、アメリカで人類学者として活躍している人々も多い。

写真 2. 旧肉屋を改造した博物館

ノースウェスタン大学人類学部の考古学野外実習

3. コースについて

ノースウェスタン大学のフィールド ・スクールには、

中学生 ・高校生 ・大学生が参加できるコースが用意され

ている。大学生用のフィールド ・スクールには、 5週間

コースと 9週間コースの 2つがあり、筆者が参加した

1985年時点の第18回ノースウェスタン大学考古学フィー

ルド・スクールでは、前者が 6月9日から 7月13日まで、

後者が 6月 9日から 8月10日までとなっていた。ほとん

どの学生は、 9週間コースに参加しており、筆者も 9週

間コースに登録し参加した。学生は、ノースウェスタン

大学を始め、コロンビア大学・シカゴ大学 ・イリノイ大

学 ・インディアナ大学 ・ハワイ大学等から14名が参加し、

これに対し講師陣は22名でその内 9名が常時学生と一緒

に発掘するという内容の濃いものであった。

毎日の日課は、朝 5: 30起床 ．6: 00から朝食 ．6: 

30に宿舎をスクールバスで出発 ・7: 30から15:30まで

発掘実習 ・17:00から夕食 ・18:00から講義とかなりの

ハード・スケジュールであった。また、大学生コースに

登録した学生は、自分でテーマを決めて独自の研究を期

間内に行わなければならず、発掘が休みの土日にも研究

室にこもって研究を行った。ちなみに、筆者は人骨の古

病理学をテーマとして研究を行った。

写真 3.骨学実習を講義中のバイクストラ博士

これらのコースを統括するのは、当時、ノースウェス

タン大学人類学部教授のジェーン ・バイクストラ[Jane

E. BUIKSTRA]博士である。バイクストラ博士は、 1945

年にインディアナ州のエヴァンスヴィルに生まれ、デュ

ポー大学にて人類学専攻で学士号取得後、シカゴ大学大

学院にて人類学専攻で修士号及び博士号を取得してい

る。ノースウェスタン大学では、博士号取得前の1970年

から教鞭を取っており、1972年に助教授に昇進している。

バイクストラ教授は、自らの専門を生物考古学 [Bioar-

cheology]と呼び、長年、イリノイ州中西部で人骨を発

掘しており、主に古病理学を研究している (Buikstra、

1976・1981)。教授が筆者に語ったところによると、それ

は主に医師である父親に影響されたという。また、自分
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で人骨の発掘を始めたのは考古学者により発掘された人

骨が不十分な状態で発掘されているため、精密な研究を

するには自分で始めるしかないと思い立ったためだそう

である。これは、筆者もオレゴン州人類学博物館で出土

人骨の整理をしている時に経験したことがあるが、 1960

年代以前に考古学者によって発掘された人骨は主に頭骨

だけであり、四肢骨は多くの場合放棄されたか一部分し

か保存されておらず、幼小児人骨はほとんどの場合骨片

しか残されていない。教授は、 1960年代後半より慎重な

発掘を続け、すでに数百体にのぼる全身骨格の揃った人

骨を収集している。その中には、約100体ほどのやはり全

身骨格の揃った幼小児人骨も含まれている。この成果が

認められてか、 1985年には弱冠40歳にしてアメリカ自然

人類学会会長に選出され1987年までその重責を果たし

た。女性の会長は、 1930年の学会創立以来、前ワシント

ン大学解剖学教室名誉教授のトロッター博士 (M.Trot-

ter: 1956年ー1958年に第14代会長）と前コロラド大学人

類学部のブルーズ博士(A.M.Brues: 1972年ー1974年に

第22代会長）に次いで 3番目である。

4.骨学実習

骨学実習は、毎週、月曜日・水曜日・木曜日の夜、 18:

00-20: 00に2時間ずつ行われた。骨学の試験は毎週行

われたが、学生には親指の先ぐらいの人骨片が与えられ、

30秒以内に、人骨か獣骨か・人骨であればその骨の名称・

左右 • 特徴を当てさせるというものであった。これは、

英語を母国語としない筆者にはきついものであったが、

何とかパスした。しかし、数年前までは、袋の中に入れ

た骨を手で触れるだけで人骨の名前を当てさせたそうで

あるから、現在はまだ簡単になった方であろう。ちなみ

に、筆者は日本ですでに人骨を扱う経験があったが、参

加した学生の中には人骨を見るのも触るのも初めてとい

う者もいた。しかし、数週間経ってコースが修了する頃

には、その学生達もかなり人骨を同定する実力がついて

おり、アメリカの優れた教育システムには驚嘆した。

写真 4.古病理学講義に使用された人骨 l
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写真 5.古病理学講義に使用された人骨 2

5. アメリカ中西部の編年

アメリカ中西部の編年は、研究者により意見が異なる

が、アーケイック期 ・ウッドランド期 ・ミシシッピ期の

3期に大きく分かれる。

(1) アーケイック期 [8,000B.C.-200 B.C.] 

アーケイック期は、前期 (8,000B.C.-6,000 B.C.) • 

中期 (6,000B.C．ー3,000B.C.)・後期 (3,000B.C.-200 

B.C.) に大まかに分けられる。

このアーケイック期の内、前期までは大型動物の狩猟

を行っていた。その後、大型動物の絶滅に伴い、その他

のシカやアライグマ ・リス等の小型動物及び水鳥を狩猟

したり、魚や貝、堅果類 ・種子類 ・果実類を採集した。

また、中期及び後期アーケイック期にはヒマワリ ・アマ

ランス・アカザ等の栽培を始めている。 2,000B.C．頃に

は、容器や食物の用途のために、ヒョウタンやカボチャ

の栽培も開始した。同じ頃、土器が出現する。

写真 6.アーケイック期のジオラマ［イリノイ州立博物館］

(2) ウッドランド期 [200B.C.-A.D. 1,000] 

ウッドランド期は、前期・中期 ・後期に分けられる。

この時期には、土器が普及し、埋葬用のマウンドが数多

く築かれる。この内、 100B.C.-A.D. 300は、イリノイ

朴1とオハイオ州には、ホープウェル文化が存在した。農

業はまだ本格的には開始されておらず、サンプウィー



写真 7. ウッドランド期のジオラマ［イリノイ州立博物館］

ド・アカザ・ヒッコリー等の採集が中心であった。

(3) ミシシッピ期 [A.D.1,000-A.D.l,200] 

ミシシッピ期には、農業が発達し、トウモロコシやマ

メが栽培される。また、巨大なマウンド群が築かれるが、

ウッドランド期と異なるのは埋葬用のみではなく、神殿

も築かれることである。この代表的なマウンドが、後で

紹介するカホキア・マウンドである。

写真 8. ミシシッピ期のジオラマ［イリノイ州立博物館］

6.エリザベス・マウンド群

エリザベス・マウンド群は、イリノイ川を望む小高い

丘に位置し、その数は13からなる。マウンド群は、中期

アーケイック期（約6,000B.C.) と中期ウッドランド期

（約150B.C.~A.D. 400)の2期からなる。これ以外に、

マウンドではない墓地も発見されている。

1985年のコースは、エリザベス・マウンド第 7号を発

掘調査した。この第 7号は、エリザベス・マウンド群で

も最大のものであり、 1984年の発掘では、 11の埋葬遺構

から15体の人骨・ 28の土器・獣骨等が発見されている。

1985年の発掘では、掘り残されている約 4割を完掘し、

中期ウッドランド期に属するこのマウンドの性格を解明

することにあった。

結局、 1985年の発掘では、 9 体の人骨• 5個の土器・

獣骨・装飾品等が発見された。人骨の保存状態は驚くほ

ノースウェスタン大学人類学部の考古学野外実習

写真 9.エリザベス ・マウンド第 7号の遠景

写真10.エリザベス・マウンド第 7号の発掘風景

ど良く、アルカリ性の黄土による保存度は、酸性土壌の

日本の保存度とはかなり異なることを思い知らされた。

面白い発見としては、真珠の首輪を伴ったイヌの骨が

あった。考古学センターの民族考古学者のホワイト博士

によると、アメリカ・インディアンの民族例に身分の高

い者が死ぬと白い毛のイヌを一緒に埋葬したという。ま

た、そのイヌを殺す際には刃物を使用してはならず、必

ず窒息死させたという。ホワイト博士の祖母には、アメ

リカ・インディアンの血筋が入っており、子供の頃にそ

写真11.21号埋葬遺構の発掘風景
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写真12.21号埋葬遺構人骨出土状態

写真13.22号埋葬遺構で出土した犬骨

の祖母から多くの民族事例を聞いたという。

7.現地見学

発掘が休みの土日には、遺跡や博物館等の現地見学が

行われることもあった。その中でも、イリノイ州立博物

館 ・ディクソンマウンド博物館 ・カホキア遺跡を紹介す

る。

(1) イリノイ州立博物館 [IllinoisState Museum] 

イリノイ小卜1のスプリングフィールドに位置する。人類

学 ・動物学 ・地質学 ・植物学等の研究部門と常設展示を

持つ、イリノイ州を代表する博物館である。入館料は無

料である。この博物館には、前出のバイクストラ教授監

修による、アメリカ ・インディアンの等身大ジオラマが

4つある。それらは、「アーケイック期」 ・「ウッドランド

期」・「ミシシッピ期」・「歴史時代」のもので、当時、ア

メリカでも話題になった素晴らしい出来である。余談だ

が、この展示を見た筆者はいずれこのような等身大ジオ

ラマを製作することを夢見たのだが、この夢は1996年10

月に開館した群馬県立自然史博物館の常設展示で「直立

二足歩行」 ・「火の使用」 ・「埋葬」という人類進化のジオ

ラマ 3つを担当者として製作することで達成できた（楢

崎、 1997ab• 1999 • 2000)。
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写真14.歴史時代のジオラマ［イリノイ州立博物館］

(2) ディクソン・マウンド博物館 [Dickson Mounds 

Museum] 

ディクソン ・マウンド博物館は、イリノイ小卜1のルイス

タウンにある。1927年にドン・ディクソンとその父親トー

マス ・ディクソン等が農場で人骨や遺物を発見したこと

から発掘が開始され、発掘区に建物を作り、 234体のアメ

リカ・インディアンの人骨を発見時のまま展示していた。

当時は、アメリカ中から来館者が訪れ、その数は年間約

4万人にも達したという。しかし、 1940年頃には、年間

約8,000人と往時の 1/5にまで来館者数が落ち込んだ。

そこで、経済的に困窮したディクソン親子は、 1945年に

この施設をイリノイ小卜1に売却し、親子はそのままイリノ

イ州に雇い入れられた。その後、 1965年にはイリノイ州

立博物館の分館として新しく開館した。博物館の名前は、

ディクソン親子の偉業をたたえて、ディクソン ・マウン

ド博物館となった。また、 1972年には現在の建物が完成

し、人骨を半永久的に保存しながら展示を行った。

しかし、 1990年から1991年にかけて、アメリカ ・イン

ディアンによる人骨返還運動がアメリカ各地で盛んにな

り、 1991年11月にはそのオープン展示を閉鎖することが

決定された。その後、 1992年 4月3日に一般来館者への

写真15.かつてのデイクソン ・マウンド博物館の人骨展示

（現在は、この展示は非公開である）



公開は中止され、新しく展示をリニューアルするために

1993年 9月に閉館後、新しい展示は1994年 9月より公開

されている。このような人骨返還運動は、アメリカのみ

ならず、オーストラリアのアボリジン・ニュージーラン

ドのマオリ族・我が国のアイヌ等の例がある（楢崎、

1989)。ちなみに、我が国においては同様の試みが山口県

の土井ヶ浜遺跡人類学ミュージアムにて弥生時代人骨を

発見時のまま展示しているが、土井ヶ浜では人骨のレプ

リカが展示されている。

この貴重なディクソン・マウンド出土人骨についての

詳細な記載は、考古学及び基本情報はアラン・ハーンに

よりまとめられており (HARN,1971)、出土人骨の古病

理学はダン・モースによりまとめられている (MORSE,

1978）。それらによると、出土人骨269個体の性別は、男

性が78個体・女性が85個体・ 13歳以下の子供が75個体・

胎児が31個体である。また、平均死亡年齢は、成人男性

が42歳・成人女性が35.4歳である。 13歳以上の子供を含

めると、男性が29.7歳・女性が25.6歳となる。現代人と

異なり、女性の死亡年齢が低いのは、出産に伴い若く死

んだためと推定されている。平均身長は、男性で165.24

cm・女性で155.08cmと推定されている。なお、このマウ

ンドの年代は、主にミシシッピ期であり、A.D.950年

~1,200年の時代とA.D.1,200年～1,400年の 2期に分

かれている。

(3) カホキア・マウンド [CahokiaMound] 

カホキア・マウンドは、イリノイ州ロリンズヴィルに

位置し、ミズーリ州のセント・ルイスから東へ約13kmの

位置にあるミシシッピー川とミズーリ川の合流点の氾濫

原に位置する。ミシシッピー文化の遺跡中、最大の規模

を持つマウンドである。時代は、A.D.700年～A.D.1, 

400年の約700年間続いており、最盛期はA.D.1,100年

~A.D. 1,200年の100年間と考え られている。マウンド

群は、約120あるが、最大のものがモンクス・マウンドで

ある。このモンクス・マウンドは、底辺が長さ330m・幅

写真16. カホキア・マウンド最大のモンクス・マウンド

ノースウェスタン大学人類学部の考古学野外実習

216m•高さが33m もの規模を持ち、 4 段構造である。土

台は、エジプトのピラミッドをもしのぐという。この土

は、人工的に盛られたもので、その土量は61.5万面と推

定されている。頂上には、支配者である神官あるいは王

が住んでいたと考えられている。

当時の人口は、 トウモロコシ栽培の導入と共に、急激

な人口増加があったと推定されている。この周辺の人口

は、最盛期で25,500人と推定されている。なぜ、約700年

続いた人口集中センターがその後、 A.D.1,400年に放棄

されたかは未だに不明であるが、1,200年には気候変動が

あったことが確かめられており、その気候変動が引き金

となって1,200頃から人口が減少し、 1,400年に放棄され

たのではないかという説がある。

このカホキア・マウンドは、 1982年に世界遺産に登録

されている。

8. その後のフィールド・スクール

筆者が参加した第18回ノースウェスタン大学フィール

ド・スクールは、その年、つまり 1985年で18年間の歴史

を閉じた。これは、バイクストラ教授が1986年にノース

ウェスタン大学から母校のシカゴ大学に移籍したためで

ある。その後、教授はシカゴ大学に1995年まで在籍し、

1995年からはニュー・メキシコ大学人類学部教授に就任

して活躍しており、最近はホンジュラスの遺跡を発掘調

査している。教授の移籍に伴い、フィールド・スクール

も、ノースウェスタン大学からシカゴ大学へ、またシカ

ゴ大学からニュー・メキシコ大学へと変遷した。だが、

フィールド・スクール自体はアメリカ考古学センターで

継続して行われており、 2002年は第35回ニュー・メキシ

写真17.1985年のフィールド・スクール参加者の集合写真

（前列、中央が筆者）
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コ大学人類学部主催のフィールド・スクールが行われる

予定である。但し、期間は以前と異なり、 5週間と 9週

間コースの選択性ではなく、全員が 6/16~7 /27の6週

間コースに集約されたようである。
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1-2 提出原稿 ：原則としてテキストファイル (WINDOWSもしくは MAC)に変換したフロッピー及び打ち

出しとする。

2 文章表現は次のようにする。

2-1 原則として現代仮名遣い ・「である」体 ・常用漢字を使用する。

2 -2 外国関係固有名詞 カタカナ書きで（ ）内に原文表記とする。

2 -3 註は通し番号右肩付き 文末参考文献前に一括記載とする。

2 -4 本文中と註での参考文献は（小林1998) のように表記する。引用箇所が明確な場合は頁数も表記する。

2-5 参考文献配列 著者名原文発音アルファベット順（日本文のみの場合は五十音順も可）記載方法は 『日本

考古学j例に準じる。

3 図 ・写真図版の体裁

3 -1 版面： 1頁大縦232mmX横168mm 左右半頁縦232mmX横80mm

3-2 図はトレースを行った2倍図版、写真は等倍にプリントしたものを原則とする。また原則として折込・別

刷りは認めない。

3-3 図 ・写真はそれぞれ 1頁 1図版とし、台紙には必ず執筆者名を記す。

3-4 印刷は原則として単色印刷とする。

4 その他

4 -1 提出原稿には年報 ・紀要委員会が定めるレイアウト用紙を用いたレイアウトを添付する。

D その他

1 上記以外は年報 ・紀要委員会が定める。

2 当事業団の職員自主研究活動指定研究の投稿は、優先して扱う。

3 掲載料の徴収や原稿料の支払いはなく、抜き刷り作成費用は個人負担とする。
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